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まえがき

学長 阿部正和

東京慈恵会医科大学教育・研究年報の 1988(No. 8)が刊行されました。嬉しく思います。衝に当たられた

松田 誠編集委員長をはじめとする編集委員各位， こと細かに校閲していただき，いつもながら熱心に御尽

力下さった富井武寛常勤顧問， さらにまた編集の実務を担当された大学の坂戸伯志事務長，一般用度課 l：田

喜一郎課長および庶務課の高橋幸—f事務員の皆様方に心から感謝の意を表します。

この教育・研究年報ぱ，内に対しては本学の教有・研究の活性化に資する情報源となり， さらにすすんで

は，現在本学の行なっている大学 1’_1己評価委員会の作業の実を示すものとなるように， という願いをこめて

毎年定期的に刊行しているものであります。同時に，外に開かれた医学の教育・研究の府として生き生きと

した東京慈恵会医科大学の表現のひとつになるものと侶じております。

以上の趣旨の下に，教育・研究年報は，学内の研究者相互間の交流を図り，本学が現在推進している基礎・

社会・臨床医学の学内共同研究に拍車をかけることを第 1の目的としています。

そして，記録を残すことの屯要性を意識しての刊行が目的の第 2であります。

第 3（ま，外に開かれた医学教有・研究機関として学外の関係機関にお送りして，何らかの参考1こしていた

だきたいとし、う目的の下に刊行しているのであります。

ついこの間，教育・研究年報 No.7が刊行されたはかりと思っていましたのに，もうあれから早や 1年が経

過しました。時の流れの早さにただたた陀くはかりてす。しかし， この 1年問にこれだけの研究成果を世に

問うていることを知って嬉しいという気持ちもあります。関係の皆様にお願いしたいこと：ま， 口頭発表の研

究成果は 1日も早く印刷論文として公表することてあります。私はこのことを強く望んでやみません。

No. 7のまえがきにも記したことですが，このような年報の刊行に当たって，私はいつも西ドイツの大統領

ワイツゼッカーの次の言葉を想起します。

「過去に目を閉じるものは

現在にも盲目である」

これまで私たちは何をしてきたのか， といつも謙虚に振り返りながら，現在を直視し，そしてこれからの

ことを展望していくべきでありましょう。

この教育・研究年報が有意義に活）ijされることを期待し，かつ祈ります。

1989年（平成元年） 9月



凡 例

●各教室・研究室にお願いした研究の年間報告については，残念ながら，その頁数を制限せざる

を得なかった。

研究概要については， 3,200字以内。

研究業績については， I原著論文 30編以内，

II総説 10編以内， III学会発表 20編以内，

IV著書 5冊以内， V その他 5編以内， とした。

●教室スタッフの氏名と専攻研究領域の欄は専任講師以上とした。従って，教授，助教授も専任

者のみとした。

●本号より，できるだけ西歴年をもちいることにした。

とりあえず，「講座・研究部および研究室の主要研究業績」の項から昭和 63年，平成元年，昭

和 63年度を，それぞれ 1988あるいは '88年，＇89年，＇88年度とした。

●雑誌名の略記，文中の外国語単語の大文字，小文字，等については一定にすることがでぎなかっ

た。

●索引の項で，各教室，各研究室の略名を下記の通りとした。

第 1解剖学
第 2解剖学：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：

〔1 解〕
〔2 解〕

第 1生理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 l 生〕

第2生理学..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 2 生〕

医イ囮学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔医 イヒ〕

栄養学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔栄 養〕

第 1 薬理学...・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔 1 薬〕

第 2薬理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 2 薬〕

第 1.第2病理学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔病 理〕

第 1細茜学..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 l 細〕

第 2 細苗学・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔 2 細〕

衛生学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 衛 〕

公衆衛生学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔公 衛〕

法医学・・・・・．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔法 医J

寄生虫学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔寄 生〕

臨床検査医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔臨 検〕

第 1 内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 l 内〕

第2内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 2 内〕

第 3内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 3 内〕

第 4内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 4 内〕

青戸病院内科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔青 内〕

第三病院内科学第 1………………〔三病内 1〕

第三病院内科学第 2………………〔三病内 2〕

精神医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔精 神〕

／」ヽ児科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔I」ヽ 児〕

皮膚科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 皮 〕

放射線医学..・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 放 〕

第 1 外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 1 外〕

第2外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・[2 外〕

青戸病院外科学.......・・・・・・・・・・・・・・・・・〔青 外〕

第三病院外科学......………...……〔三病外〕

整形外科学

脳神経外科~:::::::::::::::::::::::::::
〔整形J
〔 脳 外 〕

形成外科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・..〔形 成〕

心臓外科学...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔心 外〕

産婦人科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔産 婦〕

泌尿器科学．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．•〔泌〕

眼科学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 眼 〕

耳鼻咽喉::~:::::::::::::::::：：:：：：:：：：〔耳 鼻〕
麻酔科学 〔麻 酔J
リハビリテーション医学・・・・・・・・・・・・［ リハ 〕

内視鏡科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔内 視〕

歯科・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔 歯 〕

医科学研究所・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔医 研〕

実験動物センター・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔実 動〕

ァイソ トープセンター・・・・・・・・・・・・・・・〔 R I 〕

体力医学・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔体 力〕

医用エンジニアリング・・・・・・・・・・・・・・・〔 ME 〕

宇宙医学...・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔宇 宙〕

情報処理・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔情 報〕

相談部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔相 談〕

スボーツ外来部・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・〔スポ 外〕
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学 事報 告

教学委員長 小林昭夫

1. 本学の沿革

明治 14年 5)］1日高木兼寛先生が京橋区鎗屋町

第八代学長阿部正和昭和 57年 12月就任

3. 卒業者

11番地に成医会講習所を開設し，西欧の医学を教授 本年度卒業試験に合格し，医学士の称号を認可さ

した。これが本学のはじめである。 れ卒業証書を授与された者は平本 淳以下 123名

明治 241t9月 7日に東京慈恵医院医学校が設立 で，男子 109名，女子 14名である。

許可され， 1け］ 36年 6月，私立東京慈恵医院医学専門 明治 14年の本学創立以来の卒業者総数は 10,521

学校となった。我が国で最初に認可された私立医学 名となった。

専門学校である。

大正 10年 10月 19日旧学制の大学令により東京 4. 教職員ならびに学生数

慈恵会医科大学への昇格が許可された。 平成元年 2月 1日現在の教員・研究者数は専門課

終戦後，私立学校法が施行され，財団法人東京慈 程 2,072名（名誉教授 21名，教授 109名，助教授 95

忠会医科大学ふ昭和 26年 3月学校法人慈恵大学と 名，講師 456名，助手 976名，医員 256名，専攻生

改められ，翌 27年 4月学制改革により新制の大学と 58名，研究生 101名），進学課程 46名（教授 8名，助

なった。 教授 5名，講師 31名，助手 2名）である。

昭和 31年 3月大学院医学研究科博士課程の設樅 一般職員は 3,408名，以上教職員の総計は 5,526名

が認可された。昭和 35年 1月20日医学進学課程の である。

設置が認可され校舎を調布市国領に建設し，同年 4 昭和 63年度学生数は，大学院生 36名，専門課程

月より進学課程の教育がはじまった。 学生 498名，進学課程学生 240名，総計 774名であ

木学ぱ，高木兼寛先生が成医会講習所を開設して る。

から昭和 55年をもって建学創立 100年を迎え記念

行事が盛大に学行され，創設縁りの地，中央区銀座 5. 教授，助教授の委嘱

4丁目（当時の京橋区鎗屋町 11番地）に本学発祥之 昭和 63年度における教授，助教授の委嘱は次の通

地の記念碑を建立，更に百年史が編話刊行された。 りである。

また，創立 100年記念事業の一環として進学課程 教授委嘱

構内に樋口体育館と水泳プールの新設，進学課程図

書館の増築，専門課程構内には大学 2号館および附

属病院 E棟が新築された。

2. 歴代校長ならびに学長

初代校長高木兼寛明治 14年 5月就{T・

第二代校長実吉安純

初代学長金杉英五郎

第二代学長高木喜寛

第・そ代学長永山武芙

第四代学長寺 田 正 中

第五代学長矢 崎 芳 夫

第六代学長樋ロ 一成

第七代学長名取橙・.

-]-

青木照明第 2外科学昭63.4. 1 

児島忠雄形成外科学 ” 
米 本 恭 三 リハビリテーション医学 ” 
田中 照二第三病院内科学第1 昭63.4.11 

岡野 弘 第三病院内科学第2 ” 
教授（定員外）委嘱

谷本普•第 4 内科学昭 63. 5. 9 

酒井 紀第 2 内科学昭63.10.1 

多田侶平放射線医学昭64.1. 1 

客員教授委嘱

平野 正大 呂子 直 属昭63.4. I 

入澤 宏大 た子 直 属 ” 
（第 2生理学）

宮崎一興泌尿器科学昭63.5. 1 



助教授委嘱

瀧上 誠 ァイソトープ・センクー 昭63,4_ 1 

原 田邦彦保 健 体 育 昭 63.5. 1 

貴 島政邑第 2 外科学昭63.6. 1 

藤井克之整形外科学 ” 
外丸 晃久 第三病院内科学第2 昭63.10.1 

堀越茂樹心臓外科学昭63.11.1 

松井道彦心臓外科学昭63.12.1 

中村紀夫第 2 外科学昭64.1. 1 

助教授（定員外）委嘱

永山 和男 第三病院内科学第1 昭63.4. 1 

(63.5.lより助教授）

川村忠夫第 1 内科学昭63.5. 1 

根津武彦麻酔科学昭63.6. 1 

石川 俊 次 青戸病院内科学昭 63.11.1 

高橋宣牌第 2 外科学昭64.1. 1 

（平成元．2.1より青戸病院外科学に転科）

嶋田甚五郎第 2 内科学昭64.1. 1 

助教授（派遣中）委嘱

斉藤賢一泌尿器科学昭 63.4. 1 

小幡 功産婦人科学昭63.10.1 

曽爾一顕第 2 外科学昭64.1. 1 

6. 慈大賞，基礎賞，臨床賞

慈大賞は成績最優秀学生に毎卒業時に授与される

賞で，前年度までに 45名に授与され，本年度は平本

淳に授与された。基礎賞および臨床賞は基礎および

臨床の各成績最優秀の学生に卒業時に授与される賞

で，前年度までに 108名に授与され，本年度の基礎

賞は平本淳，仲泊聡に，臨床賞は平本淳，石

川匡洋に授与された。また，同窓会賞は磯部 智に

授与された。

7. 進学課程

第 28回進学課程修了式が卒業式と同時に行なわ

れ，進学課程修了者松下 卓以下 119名が専門課程

に進学する。

進学課程の成績最優秀学生に授与される教養賞

！ま，本年度は松下 卓に授与された。

また，同窓会賞は馬場美那子に，父兄会賞は井 Jこ

寧に授与された。

8. 大学院修了者

昭和 63年 3月～平成元年 2月までの大学院修r
者は 17名で，大学院設置以来現在までの修『者ば

538名である。

9. 学 位 受 領 者

昭和 63年 3月～平成元年 2月までの学位受領者

ぱ大学院修了者を含め 131名で，本学において現在

までに医学博七の学位を授与された総数は 4,724名

である。

10. 解剖体数

昭和 63年 10月 28日，第 84回解剖諸霊位供挫法

会が増上寺において執り行なわれた。前回の供養法

会から 1年間の解剖体数は，病理解剖 478体，司法

解剖と行政解剖を合わせた法医解剖 85体，学生教育

の教材として系統解剖 64体，計 627体であった。現

在までの本学取扱総解剖体数は 21,770体である。

11. 附属病院

大正 11年 2月 1日東京病院が本学の附属病院と

なった。その後昭和 21年 7月青戸病院が葛飾区青

戸に開設され，翌 22年 4月には東京慈恵会医院が貸

与されて附属病院となり，昭和 27年 1月には都下狛

江の第三病院が本学の附属病院となった。また，昭

和 62年 4月 1日には千葉県柏市に，地上 7階建，診

療科目 15科，病床数 361床，第三次救急医療レベル

を備えた柏病院が開院した。

本院および各病院の病床数は，

本院 1,076床

青戸病院 386床

第三病院 602床

柏病院 361床

計 2,425床である。

附属病院初代院長は高木喜寛教授であった。現在

の附属病院院長は小林建ー・教授である。
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カリキュラムの変遷と現状

進学課程

教学委員長 新津恒良

5月 1日付で保建体育の原田邦彦講師が助教授に 専門課程と進学課程との連携を密にする目的の定

昇任した。 4月 1日付で非常勤講師として物理化学 例会合を 7月4日と 11月21日に行ない，バーティ

遠藤和豊（都立大学助教授）と遺伝学青木菊麿（母 にさきだって合同教学委員会を開催した。第 1回に

子愛育会部長，本学助教授）の両氏を委嘱した。平 は高津教授と新津・衣笠両教授が話題提供した。

成元年 3月末で，非常勤講師の物理化学佐野博敏氏 進学課程専任・非常勤の全教員の会合を 6月29日

（都立大学教授）が都立大学総長に選出，英語c.w. 京王プラザホテルで，他学で教授職の非常勤講師と

クッシュマン氏が桐蔭横浜大学助教授に専任，心理 本学教授との夕食会を人文・社会系と自然・語学系

学岡本奎六，社会思想史松田 寛の両氏が定年規定 とにわけて年 1回ずつともに定期的に開催し，進学

により退職された。クソシュマン先生は 15年，松田 課程の教育のあり方について懇談した。第三病院の

先生は 12年の長期ご勤続されたので，大学から記念 幹部教職員と教学委員会との懇談会(7月20日），学

品を贈呈した。 生会委員と全教学委員または学生部長との定期会合

今年度の教学委員会，カリキュラム委員会は改選 を随時行なっている。年次のはじめ 4月 11-13日に

期でなく留任した。堀口正晴教授が定年退職された は新入生に対してオリエンテーションおよび西新橋

ため，学生保健指尊委員会委員長に田中照二教授，委 キャンパスの見学を，また学生の第三病院施設見学

員に外丸晃久助教授，北西憲二講師が委嘱され，同 を5月27日， 6月 17日， 9月 16日 (1学年）と 11

委員会と教学委員会との定期会議を 6月 10日と 1 月2日 (2学年）に実施した。また， 4月20日には

月 11日に開催し，学生の健康管理について懇談し 進学課程学生会主催の新入生歓迎会， 1月 18Hには

た。 学生会主催， 2月23日には大学主催の修了生を送る

カリキュラムは 61年度改正を継承したが，遺伝学 会をそれぞれ食堂ベラで開催した。従来，年度末試

は新津・寺坂•青木が総論·基礎·応用をそれぞれ 験期前 2週間行なわれてきた図書館の利用時間延長

分担することになった。医学概論 (2学年）に前川喜 を中止し，代りに同時期に体育館ミーティングルー

平，栗原 敏の両教授が新たに講義に参画された。教 ムを夜 9時まで開放し，試験準備のための勉学の場

務内規の一部が改訂・施行された。 として提供することになった。

7月29,30日に開催された第 4回 TeacherTrain- 1(）月 13,14日に行なわれた成医会で，戸澤教授が，

ingには，花岡助教授（コーシネーター）と田村教授 「オーディオビシュアルシステムを用いた卒前卒後

および総合討論に新津教学委員長・首藤カリキュラ 教育」に話題提供した。

ム委員長が参加した。 国領祭は，学生の希望により今年から父兄会実施

5月の第 309回教授会で丹羽助教授から情報科学 1::lと分離して 12月3,4日に実施した。進学課程に

実習室の使用内規が提案され承認された。またコン おける父兄会は 7月9日に学内見学， 11月12I-)に

ピュータ室 (221号室）を情報処理実習室と改称し 秋季総会を開催した。

た。 両面黒板 3台（第 63回卒業生），グランドの大時

本年度の特別講義は次の通り行なわれた。 計など時計 3台(43年卒業生），放送設備（ベラ設置，

1. 7月 6日 原田東眠先生（本学昭和 11年卒）： 53年卒業生）および大型カラーテレビ（ベラ設爵，平

命見つめて 50年，一人の先紐から 成元年卒業生）の諸設備・備品が寄贈され学生の教

2. 12月7日 古畑和彦先生（東大・文学部教授） ： 育， クラフ活動などに利用されている。

人間関係の社会心理学
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専門課程

新カリキュラムの施行にともない，昭和 63年度専

門課程 3年生から臨床実習期間が従来の 30週から

36週へと増大することとなった。したがって本年度

は，旧カリを踏殷する専 4年生の後期臨床実習と 9

月より開始される専 3年生の臨床実習とが 40日間

にわたって重複するという事態を生じた。こうした

事態に対応するため，かねてからの叶画にもとづき，

臨床各科ごとに臨床実習・教育係を設け，臨床実習

委員会の機能を補強し臨床教育体制の強化をはかっ

た。

カリキュラムの面で考慮さるべきもう一つの新し

い客観情勢の変化としては，医師国家試験出題韮準

（ガイドライン）の改定（厚生省）があった。この新

ガイドラインでは， primarycare,応用思考能力等

の重視社会的問題への配慮各科問の枠の部分的

撤廃など，これまでとぱ大きく様変りしたものと

なっている。翌年春の国試受験を控えた専 4年生の

混乱を防ぐため，新たに国試検討委員会を設け， カ

リキュラム特別検討会の開催，臨時カリキュラムの

編成などの対応を行なった。

1. 教学委員と学生会委員との懇談会

本年度第 1回懇談会は昭和 63年 6月 1411 （火）

に，第 2回懇談会は 11月 4H （金）に開催され，諸

種の問題につき報告，ならびに意見の交換が行なわ

れた。学生会からのおもな報告事項は， 1) 本年度か

ら樋口杯のほかに特別賞を設ける， 2)本年度新入

生のクラプ加入は，運動部 108名，文化部 24名，所

属なし 8名，兼部 19名である， 3)本年度の京都府

立医大との運動競技定期戦の戦績ぱ 7勝 14敗で

あった、 4)1991年度東医体主管校に本学が決定し

たことに鑑み，同準備室を高木会館地下 1階に設け

ることにした， 5)学生会委員の任期を来年度より 9

月 1日から 1年間（現行では 1月 1Hから 1年間）と

改める。

なお，昭和 63年度の教学委員は前年度と同じであ

り，学生会委員長は専 3年 進藤奈保子であった。

2. 進学・専門両課程教学委員懇談会

両課程教学委員相互間の教学面での交流と親睦を

教学委員長 小林昭夫

1まかることを t1的として，本年度は以下のごとく 2

回開催された。第 1回懇談会ぱ昭和 63年 7月41_1 

（月），「本学々生の学業成績の分析」（高津光祥，新

津恒良，衣笠泰生，渋谷 守）について，第 2回：ま

11月 21日（月），「新卒国試不合格者一過去 l(）年間

の実態」（洒井 紀，橋本信也）について資料にもと

づき討議した。

3. 第 4回Teachertraining 

第 4回Teachertraining（実行委員長酒井紀

助教授）は，昭和 63年 7月29日（金）， 30日（土）

の 2日間，千代田生命研修センターにおいて，主題

「教育評価法」について行なわれた。参加者は進学課

程 l名，専門課程基礎系 6名，同臨床系 16名の計 23

名，ほかに実行委員等 10名，事務員 2名で，参加者

については全員に阿部学長より修了証書が授与され

た。

修了ol[ltを授与された者：早川敏之，朝倉 土木村直

史，山n 裕，縣 俊彦，鈴木政登，小林正之，小松親義，

武田信彬，永山和男，野中善治，本田まりこ，襲田俊之，

久保宏隆，半沢隆，田尻 健，安江正冶，伊藤良弥，池

本 庸，鎌田芳夫，森山 寛，宮野佐年，田村—iこ司（以上

23名）

4. 第 7回カリキュラム特別検討会

昭和 63年 11月 18日（金）．上題「慈恵医大カリ

キュラムのあり方」として．今回の国試ガイトライ

ン改定をどのようにとらえ．また今後どのように対

応したらよいのかについて検討した。橋本信也，消

水英佑両委員の司会で，各科から選ばれた 12名の演

者によって検討結果の発表と討論が行なわれた。

5. 臨床実習・教育係（仮称）

臨床各科より推薦され，臨床実習委員長によって

委嘱された臨床実習・教育係1ま以下の諸氏である。

鳥居 明 (1内），小林正之 (2内），能勢俊一 (3|｝、j)，

久能 晃 (4内），野問健司憫j|}..J），須田都三男（：病内

1)，田井久lit（三病内 2)，伊藤 詳（精神），臼井信男（小

児），石田 ，f.（皮），兼平千裕（放），養田俊之 (1外），

久保宏降 (2外），塩人信彦（青外），小室恵．．．（三病外），
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田尻 健（整形），人倉哲郎（脳外），木ド行罪（形成），松

井道彦（心外），伊藤良弥（産婦），池本 庸（泌），鎌田

芳夫（眼），真崎正美（耳局），谷藤泰正（麻酔），鈴木政

登（臨検），小寺重行（柏救急、）。

6. 国試検討委員会・臨時カリキュラム

国試ガイトラインの改定を契機として，国試検討

委員会を発足させた。教学委員長直属の機関とし，桶

本信也委員長のほか 5名の委員（桜井健司，｛青水従

佑，酒井紀，多田信平，広津卓夫）により構成さ

れ，新ガイトラインに対する専 4年生の対応策の検

討，臨時カリキュラム（平成元年 1月 17日～24日）

の編成，臨床総合試験 (1月 25日）の実施などの作

業を行なった。

7. 学生病院実習

学生会を窓口とする昭和 63年度病院実習参加者

ぱ，春季には専 2年 24名，専 3年 10名，また夏季

には専 2年 1名，専 3年 47名，専 4年 22名，総計

延べ 104名であった。

実習病院の内訳は，大学付属病院 9名，大学脈遣

病院 13名，教室派遣病院等 67名，家庭医 14名，而

外実習 l名であった。

8. 医師国家試験

第 82回医師国家試験は，昭和 63年 4月 2日（上）

と3日（日）の両日行なわれた。本学の受験者ぱ 131

名，合格者 109名，合格率 83.2%（全国平均 81.2%)

であった。このうち昭和 63年 3月の新卒者について

ぱ， 114名のうち合格者 100名，合格率 87.7%（全国

戸平均 86.0%），既卒者 17名のうち合格者 9名，合

格率 52.9%（全国平均 52.4%)であった。

9. 昭和 63年度におけるその他のおもな報告

事項

1) 専門課程 l年生に対する Tutor化IJの導入

内 1年 121名に対して基礎系教授による Tutor

制の袢人を試みた。

2) 第 8回国内医科大学視察と討論の会

本年度は昭和 63年 9月 2日（金）， 3日（土）の両

日，慶応義熟大学医学部において行なわれ，本学か

らは本多芳男教授が参加した。

3) Branda教授講演会

世界の医学教育界で注目を集めつつあるカナダ

Mc Master大学の医学教育システム (Tutor制）に

つき，昭和 63年 5月 20日（金），同大学教育主任の

Branda教授による教育講演会を開催した。

4) 退任記念講義

平成｝じ年 1月 31日（火），中央講堂におて開催，終

r後記念バーティが行なわれた。

JJ:JII` 四雄教授：「基礎と臨床にかける橋」，

宮脱 ll渚教授：「腎と神経の一．兎を追って」

5) 第 105回成医会総会バネルディスカッション

昭和 63年 10月 13日（木），主題「Audiovisual

systemを用いた卒前・卒後教育」として，桜井健司，

前川喜平両教授の司会により 13名のパネリストに

より行なわれた。

大 学 院

大学院委員長

委員

部

田
阿

亀

和

男
正

治

東京慈恵会医科大学の新しい制度による大学院

は，昭和 60年 4月 1日に発足し，昭和 63年 4月に

は 4年目の新入生 13名を迎え，平成元年 3月には最

初の卒業生を送り出して，種々の面から体制か充実

してきた。

優れた研究者， とくに自立して研究活動を行なう

能力と学識を備え，研究指導力の豊かな研究者を槌

うことを大学院は目指している。このため．東京慈

恵会医科大学大学院では．入学後の最初の 1年間を

共通カリキュラム (3カ月），選択カリキュラム (9カ

月）を屁修する教育期間とし，高度の研究能力の甚

礎を養うこととしている。

昭和 63年度には 13名の 1年生が共通ならびに選

択カリキュラムを履修し，また 2年生 9名， 3年生 7

名， 4年生 7名がそれぞれの研究主題のもとに研究

を行ない，あるいはその成果をもとに研究論文の作

成を行なってきた。

マ［た，大学院委員会ならびに研究科委員会におい
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ては，学位請求論文審査を行ない，論文提出資格取

得のための外国語試験を 5月， 11月に実施し，平成

元年 4月より行なわれる新しい学位請求論文審査法

について，細則の再検討ならびに準備を行なった。

1. 昭和 63年度入学者選択および入学生

1) 入学試験：出願期間は昭和 63年 2月 15日か

ら3月 5日までであり， 63年 3月 19日に午前小論

文および外国語（英・独語または英•仏語），午後身

体検査および面接が行なわれた。

2) 入学生および派遣科： 18名が志願し， 16名が

受験， うち 13名が合格した。昭和 63年度大学院生

の氏名および派遣教室，選択カリキュラムの再派遣

教室は次の如くである。（ ）内は派遣教室を，〔 〕

は再派遣教室を示す。

松井 隆 （第 1薬理学）

新 本和英 （第 1病理学）

鷹橋浩幸 （第 2病理学）

岡野・J・洋尚 （第 1病理学）

佐多 斉 （第 1内科学）

北村 正 敬 （第 2内科学）

松島 雅 人 （第 3内科学）

本郷賢一 （第 4内科学）

川目 裕 （小児科学）

三沢 健 之

石橋由朗

坂本吉正

三宅 浩 二

（第 1外科学）

（第 2外科学）

（心臓外科学）

（眼 科学 ）

2. 昭和 63年度のおもな行事

〔第 1薬理学〕

〔第 1病理学〕

〔第 2病理学〕

〔第 1細菌学〕

〔第 1病理学〕

〔第 2病理学〕

〔 衛生 学〕

〔第 2生理学〕

〔医科学研究
所遺伝子工学
研〕

〔医科学研究
所微細形態
研〕

〔 医化 学〕

〔第 1細菌学〕

〔第 1細菌学〕

昭和 63年 4月 6日に入学式を，ひき続き共通カリ

キュラムについてのオリエンテーションを行ない， 4

月 8日から 7月 15日の 3カ月間は共通カリキュラ

ム， 7月 18日より平成元年 3月 31日までは再派遣

教室において選択カリキュラムが実施された。

7月 11日には大学院委員，および共通カリキュラ

ム指導教員と大学院 1年生との懇談会が， 10月6日

には大学院委員と大学院 2年生・ 4年生との懇談会

が開催された。

3. 昭和 63年度のカリキュラム

1) 共通カリキュラム

4月6日に共通カリキュラムの行なわれる 4部門

でのオリエンテーションがあり， 4月 8日より情報

処理研究室 (2週間），アイソトープセンター (3週

間），生化学研究部 (3週間），微細形態研究部 (3週

間），生化学・微細形態研究部合同 (2週間）の実習

によりカリキュラムを履修した。

2) 学外講師による招待セミナー

共通カリキュラム期間中の毎週水曜日の午後 1時

30分より 4時 30分まで，学外の著名な医学者によ

るセミナーが，次の如く開催された。

(1) 4月 13日 磯晃二郎名誉教授（東京大学・

慈恵医大客員教授） 蛋白質の 3次元構造一蛋白工

学から医学への寄与，パソコン分子グラフィックス

の展開

(2) 4月27日 鈴木不二男教授（大阪大学歯科，

生化学） 軟骨・骨形成機構に関する生化学的研究

(3) 5月 11日 入沢宏教授（国立生理研）心

臓生理研究の話

(4) 5月 18日 吉田光昭教授（癌研，ウイルス腫

瘍部） 癌研究におけるレトロウイルス；その分子

生物学

(5) 6月 1日 津田吉成名誉教授（慶応大） 研

究活動と文献

(6) 6月 8日 前島一淑助教授（慶応大医学部，

重動センター） 日和見感染症に関する実験的研究，

実験動物福祉論

(7) 6月 15日 万年徹教授（東大医脳研施設）

筋萎縮性側索硬化症について

(8) 6月 22日 小柳仁教授（東女医大心研）

心臓血管外科学一基礎と臨床の相関を考える

(9) 6月 29日 松本武四郎客員教授（慈恵医大）

肝の構造原則とそれからの示唆

3) 選択カリキュラム

昭和 63年 7月 18日から平成元年 3月 31日まで，

前記の如く再派遣科において実施した。

4. 昭和 63年度におけるその他のおもな審

議・報告事項

昭和 63年度大学院委員会および研究科委員会に

おいて審議あるいは報告したおもな事項は次の如く

である。

1) 大学院委員会において研究科委員会に提出す

る学位諸求論文の予備審査， とくに主論文が共著論

文 (3名以内の共著者）である場合の提出可否の審議

を行ない，研究科委員会において審議のうえ投票に

より決定した。昭和 63年度における審議件数は大学

院 22件，論文提出 111件であった。

2) 論文提出資格取得のための外国語試験を 2回

実施した。第 1回は昭和 63年 5月 28日で， 95名受
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験して 80名が合格した。第 2回は 11月26日に行な

われ， 194名が受験し， 182名が合格した。

3) 昭和 63年度の学内・学外共同研究費補助(199

頁参照）について審議した。

4) 昭和 63年度の同窓会振興基金による海外派

遣助成の応募者について審議し，松藤千弥，溝淵宗

秀の 2名を推薦した。

-7-



医学情報センターの年間報告

専門課 程

センター長 望月幸夫

図 書 館

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報センター助教授）

山崎 茂明（医学情報センター講師）

1. 年間実績

l) 蔵書冊数

単 行 書 雑 誌： 年間増減
年度末総数

和 洋 和 洋 増 減

冊 冊 冊 111} 冊 IIIj 冊｝ • 

43. 718 36,212 46,266 68,585 194,781 4,617 546 

＊青戸病院，第三病院への寄贈分 518冊を含む

力 レン/ ト u迂心

和 洋

種 種

1,049 878 

2) 図書購入費及び製本費

製 本 費
単行書購人費 雑誌購入費 計

金 額 冊 数

円 I'J l'I I'］ 冊
15,294,900 46,305,100 61,600,000 5,874,600 2,880 

3) 図書館利用状況

館外貸出冊数
相互利用件数

貸 1 借

複写サービス

．．
 11 

数 枚 数

文献検索
サービス

991} 

34,233 28,617 2,731 69,346 446,713 
件

1. 775 

2. 主な事項

1) 教育フ゜ログラムの実施

(1) 専門課程 l年生に対し，講義「医学文献入門」

（第 2生理学，昭 63.9. 5),「医学情報の世界」

（衛生学，平元． 2.16), および文献情報検索

法の演習（第 2生理学，昭 63.11. 10-12. 1)。

(2) 専門課程の 2年生に対し，講義「文献調査と
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レビュー論文のまとめ方」（衛生学，昭 63.9. 

22, 29)。

(3) 大学院共通科 l=I情報処理コースの→環とし

て，医学文献情報に関する講義・演習（昭 63.

4. 12)。

(4) 教室秘書・研究補助員を対象とした講習会

「はじめての医学文献」（平元． 3.14-16)。

2) 古医喜コーナーの設置

これまでに整理した古医書を中心に， 2階閲覧室

に設置した（昭 63.10.)。

3) 青戸病院•第三病院へ図書寄贈

昭和 63年度から全附属病院で臨床実習が開始さ

れたことに伴い，蔵書を除籍し寄贈（青戸： 252冊，

第三： 266冊）。

4) 見学生の採用

国際協力事業団からの依頼により，中国北京市・

中日友好病院図書館の王悔芳 CWang Mei Fang)女

史に対し，昭 63.4. 11から 8.26の間，データベース

の作成および情報検索システムに関する研修を指

導。また，中国長春市・白求恩医科大学図書館の徐

兵 (XuBing)氏を平元 3」に採用，医学情報サー

ビスなら＾びに医学情報学教育に関し，平 2.2. 28まで

研修。

5) その他

ファクシミリを昭 63.8. 10に設置，パーソナル・

コンビュータ NEC9801RA 2台を当センター研究

費により購入。

3. 著作

裏田和夫：統合型学術情報管理・ンステム計画化へのアプ

ローチ（第 104阿成医会総会宿題報告）．慈恵医大誌，

104(2) : 303-317 (1989) 

Yamazaki, S. : Referee systems of English-language 

scientific journals in Japan. Scientometrics. 15(3-

4) : 297-303 0989) 

山崎茂明，他訳：電子時代の学術雑誌， 日本図戴館協会

(1989). 201 p. 

山崎茂明：バーゼルでのヨーロッパ科学編集者会議．医

学図書館． 36(1): 24-29 (1989) 

中嶋聞多：図書館をめぐる新しいコンピューク技術．医

学図書館． 35(3):167-174 (1988) 

近藤恵美：和雑誌寄贈交換誌の製本基準，廃棄基準の検

討，第 15l!il医学図書館員セミナー論文集． 36-43(1989)

北）lltf:．．．路，竹内和代，山崎茂明，井上裕代，近藤恵美，細

矢敬f，山田さゆり：受入外証雑誌の再評価と活性化．

医学図書館． 35(4):244-255 (1988) 

阿部信・：地方会・研究会を中心とした学会情報の学術

雑誌への掲載状況からの分布．第 23回医学図書館員研

究集会論文集． 167-171(1989) 

標 本 館

センター長：望月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：裏田 和夫（医学情報七｀ノター助教授）

1. 実物標本

l) 教育用標本室に関するアソケート実施

今後の運営方針を探る目的で学内各層を対象に実

施（昭和 63.4.）。特に（1)個々の標本についての図

解または解説の付与，（2)教育上不十分な主題部門

の標本の補充への要望が高く．標本館委員会で改善

のための検討がなされている。

2) 標本陳列数

索士． 名 標本の種類 !、'，'，数

液戌標本 840 
鋳刑・乾燥標本 237 
バ．ノク標本 6 

教育用標本宅
包哩椋本 15 

（旧総展心令） 法医学標本 28 
生捉標本 229 
朕動物標本 501 
樋n卵巣II,Ti瘍 318 

コレクション

液浸標本 241 
鋳型・乾娩楔 4、 28 

股本伊、乾宇
歴代教授剖検 71 

模 刑 11 

i伏患装具モデル 56 
叫肢立体モテル 13 

モテル標木牢
発生学モテル 83 

(Il］スライド室
人体模邸モデル 6 
中枢神経模邸 1 

合 計 2,684 
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3) 新規慄本製作数 3) 所蔵機器数

アクリルフラスチ y ク液役標本

修即挽本：

27 

l (） 

機 器 I'Ii蔵点数 1

年問増加

点数

A
9
 

’~t 
9, 1 37 ビデオ杖iti: ヘ9,-' 

r
l
 

レーサーティスクプレーヤ―| l 

2. 視聴覚資料・機器

l) 視聴覚資料目録

所蔵ビデオ・スライドプログラムの簡易版目録を

作成し，教学関係委員会および学生に配布した。本

学の教育により有益な目録編成とするため検討ドに

ある。

2) 所蔵資料数

行 料 I且Ji・/i:島＇，＇，数 1年点間増加数

ヒテオカセ，ト・テープ 9511 1、 60本

ヒデオティスク (LD) 3枚

スライト・テープ付 102組 13組

カセット・テープ 1(）4 4 5本

16mmフィルム 963本 56本

スライド 354組 23組

トーキースライド 45組

問答用ト・ーキースライド 18組

レントゲンフィルム透し図集 71冊 1冊

医学図讀集 8 11& 

スライトプロシェクター

スライドヒ‘ュアー

8mm映',J'・機

16mmll央＇グ機

トーキ・ースライド映写機

問答Illトーキースライド映',J’機 I 1 

テープレコークー

8

ー

ー

6 

HITAC・MINIコンピュータ' l 

叩恨凱微鏡 25 

双眼樹！微鋭 8 

ディスカ，9 ｀ン」ン顕微鋭

実休別1微鏡 ') 

スクリーン 2 

シャーカステン＇ 4 

千術器具 7教室

レタリング装樅 2台

OHP l台 I 1台

3. 総合展示

昭 63.11. 28（月）より 12.7（水）にわたり，高木

会館ロビーにおいて下記の展示を実施した。

テ ー マ：最近の感染症と治療

参加教室：第 1内科学，第 2内科学，第三病

院内科学第 2,泌尿器科学．臨床検

査医学

史料室・写真室

センター長：惜月 幸夫（放射線医学教授）

業務責任者：衷田 和夫（医学情報センター助教授）

［史料室］

1. 利用状況

利 Jlj 件数 合 ,i | 

学内 563名
展 ボ 室 32件 918名

学外 355名

学内 0件

資料閲覧 0件
学 外 0件
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学内 5件
資料貸出 7件

学 外 2件

学内 1件
資料検索 1件

学 外 0件

［写真室］ らの申請により購入されたビデオ編集機が医学情報

センター4階に学内共同利用として設置され，当室

1. X—レイ写真複製サービスの開始 がその管理と利用援助を行うことになった（サービ

病棟委員会からの要請に甚づき，大学の諒承を経 ス開始：平元． 2．20)。

て平元． 1.25よりサービスを開始した。 編集中の画質を高度に維持する MIIテープを使

用する編集機である。

2. ビデオ編集機の設置

臨床医学実習委員会並びに教育施設拡充委員会か

3. 年間実績

X-P線画 肉眼標本 患者病変部 顕微鏡写真 公式行事 計

件 数 2,426件 12件 105件 39件 11件 2,593件

モノクロ・ネ ガ 808枚 105枚 913枚

” ボ シ 3,146枚 3,146枚

” スライド 7,830枚 7,830枚

ブルー・ポ ジ・ 549枚 549枚

” スライド 3,532枚 3,532枚

R.  カラー 1,122枚 124枚 588枚 334枚 2. 168枚

パナコピー 5,655枚 5,655枚

撮 旦印ク 料 12枚 12枚

公 式 行 事 611枚 611枚

合 計 22,654枚 124枚 588枚 439枚 611枚 24,416枚

他に一般公用 133件 (854枚）
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進学課程図書館

進学課程図書館長 藤城敏幸

図書館長：藤城敏幸（物理学教授）

業務責任者：畑中治郎右エ門（図喜館係長）

進学課程図喜館の管理運営は，①運営委員会（任

期 2年）：花岡柄雄助教授，高橋知義助教授，時岡

醇講師，白崎嘉昭講師，常盤博子講師，②図温委員

会（任期 2年）： 1年生 (4名）， 2年生 (4名），③職

員：司書 (2名），事務員 (1名）で構成されている。

1. 昭和 63年度実績

1) 蔵書構成

(1) 蔵書冊数

和書

洋書

(2) 雑誌所蔵種類数

和雑誌

洋雑誌

(3) 年間図書受入数

和書

50,795冊

39,922冊

10,873冊

192種

111種

81種

1,384冊

1,057冊

洋書 327冊

(4) 年問雑誌受入数 86種

和雑誌 65種

洋雑誌 21種

2) 図書購入予算 6,919,360円

使用額 6,919,355円

単行古 5,268,305円

雑誌 1,651,050円

3) 製本費予算 900,000円

使用額 360,420円

4) 利用状況

館外貸出冊数 2,086冊

学生 1,443冊

教職員 643冊

5) 館外複写依頼数 158件

他大学への複写依頼 79件

医学情報七ンター図害館

への複写依頻 79件

2. 言語辞典の購入（第 3報）

昭和 61年 10月 29日の運常委員会で，学生・医

師・職員等の昨今の国際化に対応出来るようにとの

考えから，外国語の辞典を購人することを決定した。

当初は 2年計画で購入する方針であったか，購入

予算との関係， また収害の困難さ等から i了十画完了す

るまでには相当の年月を要することを余儀なくされ

ているのが現状である。

平成元年 3月末までの受入状況ぱlくり出の通りであ

る。

詳 和 ~, 
昭和61年度受入 66 43 109 

昭和62年度受入 200 83 283 

昭和63年度受人 147 2 149 

現在発江中 260 2 262 

計 673 130 803 /HJ 

3. 用語集及び用語辞典の購入

昭和 63年 12月 7日の運営委員会で，現在国内で

刊行されている用語集及び用語辞典についても外国

語の辞典と併せて購入することになった。

購入理由については，医学のみならず他の分野に

おいても社会の変化と共に多様化し， この様な道具

がなければ理解するのが困難になっている現状を朽

えて購入することになった。これも外国語の辞典と

同様に購入予算との関連を考慮に入れながら11阻次購

入するf定である。

平成尤年 3月末までの受人状況ぱl濡じの通りであ

る。

洋 和 計

昭和63年度受入

゜
275 275 

現在発注中

゜
146 146 

発 II・：予定

゜
441 441 

9, 1 

゜
862 862冊
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生禅教育センターの年間報告

委員長：小林 建ー（センター長，麻酔科学教授）

委 員：嶋田甚五郎（第 2内科学助教授）

高橋 宣肝（青戸病院外科学助教授）

国府田守男（同窓会，評議員）

田中 直樹（教授，専任理事）

小森 亮（教授，専任狸事）

1. 教材と施設

l) 教育用ビデオ：慈恵医師会からの寄贈による

レーザービデオディスク「呼吸器疾患診断の実際」全

I巻が納入された。 Uマチック 3/4は慈恵医師会か

らの寄贈による「スボーツ医科学ヒテオ」 8巻他 11

本（計 284本）， VHSは「話題の医学」他 34本（計

253本），ベータは「話題の医学」 149本（計 197本）

が納入された。

2) 図書：「医科学大辞典」（補追巻） 5冊を購入，

「ナースのための薬の知識」などが寄贈された。

センター長 小林建一

て午後 4時より 6時に変更した。昨年度は， 4月「実

地医家外来でできるスポーツのためのメディカル

チェック」， 5月「痴呆性老人」， 6月「腰背痛」， 7月

「高齢者の皮府疾患の特徴」， 9月「感染症の特徴」， 10

月「最近の白内障治療」， 11月「高齢者の前立腺疾

患」， 3月「食道にはどんな病気があるか（その診断

と治療）」が行なわれ，参加者は 17名～35名である。

3) 月例セミナーの発足に伴い，その案内を兼ね

「生涯教育センターニュース」が毎月発行されてい

る。対象はセンターを 3回以上利用された会員およ

び希望の会員で， 3月は No.24が 123名に発送され

た。

4) 録音テーマによるテレフォンサービスの本年

度のテーマは，「自然気胸患者の取り扱い方」，「急性

無尿」，「基礎疾患のある小児の予防接種」，「最近の

尿路結石治療」，「じん麻疹の治療」，「大腸癌の治療」

の6本である。

5) 標本館主催の綜合展示のバネル「最近の感染

2. 会員の利用 症と治療」をセンター廊下で展示した。なお，パネ

1) 63年 3月末の登録者数は 284名（内港区医師 ルはキャビネ版フィルムでアルバムにして保管して

会会員 46名）この 1年問で 21名増てあるが物故者 いる。

7名（内港区 2名）で現在 277名である。延利用者は

1,892名である。 4. 発表

2) テレフォンサービスの利用は 151件，月平均 1) 小林建ー：生涯教育と医学教育．新医療． 15:

13件弱，このうち録音テープサービスは 1件で，発 19-20 (1988) 

足以来の利用件数は 1,673件である。 2) 小林建ー，三島済ー（日医副会長）： （対談）勤

3) 4月8B入学式後，新入生父兄が， 4月 11日 務医の生涯教育_Medical Way_ 5: 20-30 (1988) 

進学過程 l年学生がそれぞれ見学した。 3) 小林建ー：生涯教育と視聴覚教育．慈恵医大

己志． 104: 336-338 (1989) 

3. 活動

l) 第 9回夏季セミナー「最近の感染症と治療」 5. その他

は， 8月 13日亀田治男教授司会， 6名の演者で開催 1) 生涯教育センターで 10回以上研修された 13

された。出席者 129名に受講証を交付した。 名に認定証を交付した（第 28号～40号）。また， 50

2) 生涯教育センター主催による月例セミナ一 回以上研修された 2名に認定証を交付した（第 1号

ぱ， 1月， 2月， 8月， 12月を除き年 8回，第 2土耀 ～2号）。

日午後 3時から開催されていたが，平成元年 3月か 2) 生涯教育センターで 100回以上研修された 1

らは会員の要望に応え，開催時刻を 1時問操り下げ 名に阿部正和学長より表彰状が授与された。
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東京慈恵会医科大学雑誌の年間報告

編集委員長：藍澤 茂雄（第 2病理学教授）

編集幹事：松田 誠（医化学教授）

藤沢 冽（第 1内科学教授）

編集委員：石川 博（第 2解剖学教授）

川村将弘（第 1薬理学教授）

田中 貢（第 1病理学教授）

岡村 哲夫（第 4内科学教授）

田中 照二（第三病院内科学第 1

教授）

多田 信平（放射線医学教授）

青木照明（第 2外科学教授）

児島 忠雄（形成外科学教授）

有広 忠雅（産婦人科学助教授）

編集委員長 藍澤茂雄

3. 編集委員の交代

昭和 63年 3月で任期満了となった井川幸雄幹事

（臨床検査医学），昭和 63年 1月に町田市民病院副院

長に就任した池内準次委員の任が解かれた。井川幹

事の後任として松田 誠教授（医化学），池内委員の

後任として青木照明教授（第 2外科学）を迎えた（昭

和 63年 4月 1日付）。

4. 再査読制の導入

（平成元年 3月 31日現在）

従来，投稿原稿は編集委員による査読が終了した

時点で，著者に返却され，著者による再検討，訂正

の後委員会として正規に受付されていた。そのため，

著者が査読意見を原稿の訂正にどのくらい反映させ

ているかは，その論文の掲載号が印刷発行されるま

で杏読者にはわからない状況であった。これにより，

1. 編集および発行状況 査読表の総合判定の項の横に（再査読要・不要）の

第 103巻2号から第 104巻 1号を隔月発行した。 チェック項目を設け，査読者が必要と考えた際に再

各号発行部数は 1,200部。 府読を可能にすることを決定した。

2. 投稿状況 5. 各教室の英文名称について

投稿総数1ま133編で，うち原著は 111編，退任記 昭和 62年 3月 23日教授会において，本学として

念講義 3編（長尾房大教授，堀口正晴教授，丸毛英 使用する各教室の英文名称が正式に決定した（英文

ニ教授），第 104回成医会総会パネルディスカッショ 名称は Prospectus1987にあるとおり）。本委員会も

ン・教育講禎要旨，特別講演 2編，宿題報告 2編， 著者の所属英文名をこれに準拠することを決定し

CPC3編支部例会抄録 5編成医会例会抄録 1編， た。

資料 3編という状況であった。 なお，第三病院内科学教室については， Depart-

原著について科目別にみると，内科学 45編，外科 ment of Internal Medicine CI)，または (II),Daisan 

学 18編，形成外科学，小児科学，泌尿器科学，各 8 Hospital, The Jikei University School of Medi-

編，放射線医学 5編，精神医学 4編，病理学 3編，衛 cineを使用する。また，附属研と共利研が統合され

生学，臨床検査医学，栄養学，細菌学，眼科学各 2編， た医科研については未決定である。

産婦人科学，法医学各 1編という状況であった。
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Jikeikai Medical Journalの年間報告

編集委員長：桜井 健司（第 1外科学教授）

編集委員：栗原 敏（第 2生理学教授）

牛込新一郎（第 1病坪学教授）

林 伸一（栄養学教授）

小林 昭夫（寄生虫学教授）

裏田 和夫（医学情報センター助教授）

編集委員長 桜井健司

480通，そのうち送付先の機関誌との交換は 196誌

であった。

4. 各教室の英文名称について

14頁参照。

亀田 治男（第 1内科学教授） 5. 英文の質および英文校閲担当者の検討

前川 喜平（小児科学教授） 投稿論文の中には，内容自体よりも英文の質を推

望月 幸夫（放射線医学教授） 敲する必要があると考えられるものがときにある。

小林 建ー（麻酔科学教授） 現在，石川栄世名誉教授に英文校閲を依頼している

（平成元年 3月31日現在）

1. 編集および発行状況

昭和 63年度は第 35巻 2号から第 36巻 l号まで

（季刊）を編集・刊行した。

各号発行部数は 1,000部。

2. 投稿状況

第 35巻の投稿総数は 56編であった。

投稿論文を科目別に分類すると内科学 14編，医科

研 6編，細菌学 5編，外科学，解剖学，臨床検査医

学各 4編，薬理学，生理学各 3編，衛生学．医化学，

放射線医学，泌尿器科学各 2編，小児科学，麻酔科

学，公衆衛生学，研究室，産嫌人科学各 1編という

状況であった。このうち他大学からの投稿は 3編で

あった。

3. 国内，国外への送付状況

海外の大学，研究所等の医療機関への送付数は

が，石川先生にかけている負担ぱ大きいと考えられ

る。参考事例として他大学の例を調査した。 1例とし

て東邦医大では図書館の EnglishSectionに籍をお

く米国人が教養課程で英会話の授業を持ちながら，

「東邦医会誌」の年に約 100-120編くらいの英文論

文の校閲を担当しているとのことである。委員会と

しては，本誌の英文の質の向上をはかること，また

将来的な英文校閲システムをどのようにしていくか

を懸案事項とした。

6. 投稿の勧誘

教授会にて，桜井健司委員長より JMJへの投稿の

依頼を行なった。原著，速報に加えて，各教室の研

究業績などのレビューや医学界のトピックス，文部

省科学研究費補助金を受けた研究成果の報告，学内

各研究会の研究内容などの投稿を呼びかけた。
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講座，研究部および研究室の主要研究業績

講座（特設診療科を含む）

基礎医学

第 1 

教授：山下 廣

助教授：加藤 征

講師：小杉一夫

講師：早川敏之

講師：竹内修二

講師：福島 統

研究概要

I. 骨系の研究

解 剖 学

肉眼解剖学

肉眼解剖学（動脈系），人類

た-=r—• 

肉眼解剖学（筋系），比較解

剖学

肉眼解剖学（リンパ系），比

較解剖学

肉眼解剖学（骨格系），人類

た子

肉眼解剖学，電顕酵素組織

化学

1. 大腿骨中央部皮質径及び髄腔径について

「大腿骨中枢部骨髄腔に pressfitする人工骨頭の

designに関する基礎的研究」に対して財団法人日本

股関節研究振興財団から助成を受け， 日本人大腿骨

形態を調査した。晒浄大腿骨標本 456例の CT像の

うち，中央断面像を用いてその皮質厚，髄腔径，外

径等を計測し，それらの性差及び年代変化を考察し

た。

皮質厚は男女とも後径が一番厚く，前径が外径の

20%にみたず一番薄かった。各径とも女性が有意差

を持って小さい値を示すが，髄腔径は男女の差が一

番少なく，女性の方が外径に対する腔の割合が大き

し、

年゚代別の推移は，髄腔は年代が高くなるに従い一

般に言われているように広くなっている。しかし，皮

質厚の変動はあまり見られず，特筆すべきは外径の

変化で，矢状径，横径とも年代が増すに従い増加し

全体として周径が太くなっていく結果が出た。

2. 整形外科学教室と共同の研究

「日本人中手骨頭の形態に関する研究」として剖出

した中手骨頭を写真撮影し．その形態を計測した。

3. 形成外科学教室と共同の研究

近年，肩甲骨外側縁が骨移植に利用されるように

なったことからその付近の骨の形態と動脈分布形態

を明らかにする必要が生じた。そのため肩甲骨外側

縁形態の計測と栄養孔の数および形状の調査を行っ

てし、る。

II. 筋系の研究

1. 前腕伸筋の変異および上腕二頭筋過剰頭の出

現と筋皮神経の分枝との関係

ヒト上肢 516側の前腕伸筋の形態変異が両側に現

われるか否かを調査した。各筋の変異は 5型に分類

でき出現頻度の高い型を標準型，他を変異型とした。

長母指伸筋及び短母指伸筋は変異が少なく，撓側手

根伸筋と尺側手根伸筋は変異型が両側または片側に

現われる頻度が高く，両側共に標準型が現われるこ

とは少ない。ポ指伸筋と短撓側手根伸筋は両群の中

間 CIII群）に属する。小指伸筋も III群に属するが

2腱に分裂する型の頻度が高い。

上腕二頭筋が過剰頭を有する例 53体 68側と正常

例 55体 110側について筋皮神経の分枝，正中神経と

の関係を調脊した。前者では 68側中 39肢(57.4%),

後者は 110側中 24肢に交通枝が見られた。神経の分

岐型は変異に富み前者は 63,後者は 24に分類する

ことが出来た。

2. ヒト眼嵩内に派生する異常筋についての研究

ヒト眼裔内には，異常筋が出現することが 16世紀

より報告されている。今回調査した筋は M.gracil-

limus orbitaeで，起始は主に上眼瞼挙筋の起始腱よ

り出，付着は上斜筋の腱滑車の下方付近へ放散して

いた。神経支配ぱ動眼神経の上枝であった。その他，

組織学的検索にて，横紋筋であることが判った。出

現頻度はドイツ人において 27.1%，日本人でぱ

16.0%であった。

3. 形成外科学教室との共同研究

遊離移植組織としての側頭筋膜皮弁の臨床応用の

目的で日本人の側頭筋膜を調査し，利用可能な平均

の大きさは，深側頭筋膜で 8x 10 cm,浅側頭筋膜は

lOX 15 cmであった。
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III. 脈管系の研究 IV. 神経系の研究

1. 実習遺体の腹部動脈系 l． 選択的末梢神経染色法による肉眼解剖標本で

'86成医会総会で発表した「上腹部内臓に分布する の末梢神経解剖

動脈について」の報告ぱ日本人胎児動脈系の鋳剖標 昨年度より，肉眼解剖標本における末梢神経を選

本の観察に基づく所見であったが，これと比較する 択的に染め出す方法について模索してきた。現在，

目的で実習遺体における成人の腹部動脈について数 EDTA処理を施したのちに硝酸銀水溶液に浸潤す

年前より調査を続けている。 る方法で，ほぽ恒常的に肉眼解剖に耐えうる末梢神

方法ぱ学生解剖実習において各腹部担当者が腹大 経の染色が可能となった。ヒトを含め，ウシ，イヌ，

動脈とその枝を詳細に剖出し，その記録をスケ、ノチ ウサギ，ラット，マウス等の数種の動物にこの方法

として提出を求めるものであるが，提出されたもの を用いて，比較解剖学的に検索を行っている。

は不確実で表現が曖昧であるので，実習遺体とス 従来，肉眼解剖学的な末梢神経の検索は無染色で

ケy チを比較対象し，間違った記載，不明確な脈管 行うことがほとんどであり，その場合，微細な神経

の末梢を追求し，解剖学実習の目的である正確な観 では結合組織と見誤る可能性があった。この方法を

察と正しい記載を実践させると共に，日本人成人の 用いると微細な神経の観察が容易になり，末梢神経

腹大動脈とその枝の正確なデータを収集している。 の肉眼解剖学的研究に有用であると考える。

2. 眼動脈とその諸枝の解剖学的研究 2. 形成外科学教室との共同研究

71側のドイツ人の眼窮（右 36側，左 35側／男性 46 学生実習屍体の上肢について前骨間神経の末梢て

側，女性 20側，不明 5側）を実体顕微鏡下で眼動脈 の分布形態を実体顕微鏡を用いて解剖調査した。

とその諸枝を丹念に剖出し．計測，観察を行った。眼

動脈とその諸枝の外径においては左右差が認められ

なかった。男女間では男性が大きく，眼動脈の外径

においてぱ危険率 5%で有意差が認められ，眼動脈

の諸枝で（ま眼腐上動脈などの眼裔外へ分布する動脈

群に有意差が多く認められた。視神経の上を通る眼

動脈の出現率は 81.4%であった。涙腺動脈と中硬膜

動脈の枝との間の吻合枝が 10例 (15.9%)に存在し

た。 1例ではあるが，涙腺動脈と深側頭動脈の枝との

間に吻合枝が確認された。

3. リンパ管系の比較解剖学的研究

前年に引き続き， フェレットとニホンザルの臓側

のリンバ管系について検索した。前者はイヌとは異

なり，左肺からのリンパ管が後縦隔リソパ節を介し

て胸管に流入する背側路を認め，腹部で（まリソバ節

の集中化がイヌよりは分化した形態を示しているこ

とを明らかにした。ニホンザルでは胸部，殊に気管

と気管支周囲のリンパ節および腹部ならびに骨盤部

のリンバ秤系では，泌尿生殖器系の所属リンパ節が

ツバイやアカゲザルよりも高度に分化しているのが

明らかになった。

4. 形成外科学教室との共同研究

逆行性指動脈島状皮弁の臨床応用の目的で学生解

剖実習屍体の手の指の血管系を横連合枝の数．位置．

太さについて詳細に調査した。

17 

V. 電顕酵素組織化学的研究

1. 凍結超簿切片酵素組織化学

凍結超薄切片法は電顕切片作製法としてはエポン

樹脂超海切片法より古い歴史を持ち，その手技開発

当時 (1952年）より電顕組織化学への広い適用が期

待された手法である。本法を電顕酵素組織化学に適

用するには，超薄切片作製中の酵素蛋白質の流出の

防止，反応最終産物の保存，そして微細形態の可視

化等の技術的問題を解決する必要があった。脱灰骨

組織でのアルカリフォスファターゼ活性検出におい

て凍結超蒲切片はその薄さの故に有利であるばかり

でなく，凍結超海切片酵素組織化学の手法は従来の

方法では困難であった連続超薄切片での組織化学の

研究にも充分応用できることが明らかとなった。

2. 骨組織における adenylate cyclaseと

guanylate cyclase活性の局在

高惑度検出法であるクエン酸鉛法を用いることに

より adenylatecyclase活性は骨芽細胞だけでなく

破骨細胞の形質膜に， guanylatecyclase活性は骨芽

細胞形質膜に観察された。これは骨芽細胞の機能が

cAMPとcGMPの二重の制御を受けると共に破骨

細胞の分化と機能発現に cAMPが関与することを

示唆している。
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教授：石川 博

講師：野上晴雄

講師：白澤信行

研究概要

内分泌細胞の研究

下垂体細胞学

下垂体細胞学

I. 自然発症矮小ラット (SDR) に関する研究

これまでの研究成果に加えて，本年度は SDRの

GH遺伝子および GHmRNAの塩基配列を正常の

ものと比較検討した結果 l塩基の欠損が認められ，

その結果それに続く塩基対に stopcodonができ，正

常な GHmRNAができないことが明らかとなった。

一方， SDR脳の somatostatinとGRFneuronを

免疫組織化学的に正常動物と比較検討したところ，

SDR脳にも両神経細胞が存在しているが， somatos-

ta tin陽性細胞数は SDR脳で有意に減少し， GRF陽

性細胞数には有意差はなかった。この結果は， SDR

下垂体 GHのフィードバックが欠如したためと考

えられ，正常動物では， GHはsomatostatinに対し

て positive feedback, GRFに対しては negative

feedbackに作用していることが示唆された。

さらに， SDRにGHを投与し胃ガストリ｀ノ細胞数

の変化も併せて研究している。

II. 幼若ラット下垂体前葉濾胞細胞の電顕組織学

的研究

昨年度に続き，周産期及び未成熟ラットの前葉細

胞組織を電顕，並びに電顕免疫法で詳細に観察した。

前葉濾胞上皮細胞集団中の顆粒細胞を有する應胞は

全濾胞の 50%を越えていた。その他の微細構造上の

特徴と免疫組織化学法による解析から！慮胞．顆粒細

胞は， GH細胞であることが明らかとなった。今回の

研究成果も，吉村の“濾胞細胞一未分化細胞説”を強

く支持した。さらに， ラトケ我に接する辺縁細胞に

も顆粒細胞が認められた。

III. ウシ胎児下垂体小胞細胞の分化に関する研究

ウシ初期胎児下垂体前葉は多くの場合少数の無顆

粒性細胞からなる lobulesにより構成されており，

成熟動物になると多数のホルモン産生細胞を含む大

きな lobulesにと変化している。この過程を各日令

胎児を用いて電顕的に観察したところ日令とともに

1) 少数の無顆粒性細胞は細胞間結合装置を形成し，

小胞細胞の形態学的特徴を示すようになること， 2)
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小胞を形成する一部の細胞に顆粒形成が認められる GH細胞は著しく増加する。

こと， 3)顆粒数が増加するとともに小胞の中心か 一方， GH-mRNAは胎生 19日に認められ，胎生

ら外に移動すること， 4)小胞細胞集団の外側に多 22日では下垂体前葉の約 30%の 細 胞 が GH-

数の顆粒細胞が分布して， より大きな lobulesを形 mRNAを含有する。

成してゆくことが明らかとなった。

VII. 子宮頸部癌の発生起源に関する研究

IV. 各種哺乳動物下垂体中のケラチン陽性細胞に 前年度に同じ。

関する研究

偶蹄目（ウシ，ヤギ ヒッ ソ）の前葉中には星形 VIII. プロテアーゼ阻害剤のラット初代脳培養細

ケラチン陽性細胞が多数認められる。この細胞につ 胞に対する影響に関する研究

いて，隣接切片を用いた免疫組織化学によるホルモ チオールプロテアーゼ阻害剤 (E-64)のラット脳

ン産生細胞との比較，隣接切片対応法を用いた電顕 初代焙養細胞に及ぼす影響について調べた。（1) ラ

観察をおこなった。光顕的にケラチン陽性細胞は他 イソゾーム酵素の acid phosphataseの活性染色，

のホルモン産生細胞とは一致せず，電顕的にも小胞 cathepsin/3に対する抗体染色から， E＿64を 1μg/ 

星細胞であることが確認された。ウシおよびヒッシ ml以上の濃度て出現する蓄積物はライソゾームで

では S-lOOa陽性の小胞星細胞が存在するが，隣接 ある可能性，（2)"C-Leucineの取り込みから， E-

切片による検討では S-lOOaとケラチンの両者を含 64添加時に蛋白合成・分解系に変化が生じる，

有する細胞も認められた。屯顕的には小胞星細胞と (3)'H-Leucineの取り込みから， E-64添加で細胞

辺縁細胞ぱフィラメント構造に富み，細胞問結合装 内に蛋白蓄積が起こる，（4)Neurofilament, Ga-

買がよく発達していた。 lactocerebroside, Glial fibrially acidic proteinの

抗体染色から，蓄積物1ま神経細胞， グリア細胞いず

V. 下垂体前葉中の Mammosomatotropesに関す れにも出現する，（5)一連の変化ぱ可逆的であるこ

る研究 とが明らかとなった。

免疫電顕と plaqueassayで調べた正常ド垂体に

プロラクチンと GHの両方を持つ細胞の存在が報 IX. ラット幽門洞のガストリン細胞と DNA合成

告されている。しかし，下垂体腫瘍を除けばその存 期細胞の細胞動態に関する研究

在を光顕レヘルの免疫組織で報告しているものはな ラット幽門測のカストリン分泌細胞数と DNA合

い。そこで各種哺乳動物の胎児・成熟下垂体隣接切 成期細胞数の日内変動および H2受容体 antagonist

片をプロラクチンと GH抗体で染色したところ 1 投与時の変動について，ガストリンと BrdUに対す

例の雄ブタ下垂体において少数の細胞が両者に陽性 る抗体を用いた酵素抗体二重染色法で検討した。胃

であったが，他のヒトをはじめとする動物では両細 幽門涸 DNA合成期細胞数及び DNA合成期ガスト

胞は全く別個のものであることが明らかとなった。 リン細胞数に夜間多く昼間少ない日内変動が見られ

たが， ガストリ•ヽノ抗体陽性細胞にぱ同様の変化がみ、

VI. PRL細胞と GH細胞の分化に関する研究 られなかった。ほぼ臨床使用量の H2受 容 体

In situ hybridizationならびに免疫組織化学を用 antagonist投与ラットにおいてぱ血清ガストリン

いてラットにおける PRL細胞と GH細胞の分化発 値の上昇はみられたが，ガストリン細胞数， DNA合

逹について研究した。 成期細胞数には変化がみられなかった。

PRL細胞は胎牛 18日に免疫組織化学により初め

て認められる。しかし細胞は小型で数は少ない。生 X. 歯周組織創傷治癒過程におけるファイプロネ

後 1日までに細胞の大きさ，数ともやや増加する。 チン・コラーゲン等役割に関する研究

一方， PRL-mRNAIま胎生 221:-1ではじめて出現 昨年度に続き，歯周組織創傷治癒過程における

し，しらべた胎仔の半数に認められた。生後 8日迄 フィプロネクチンの役割を明らかにする目的で，

にPRL-mRNA含有細胞は増加するが成熟ラット ラ、ノトロ蓋側歯肉を粘膜骨膜弁にて剥離しフィフロ

PRL細胞に比べ， 1個の細胞が含有する PRL- ネクチンの局在変化を間接蛍光抗体法にて観察し

mRNA量は極めて少ない。GH細胞は免疫組織化学 た。フィブロネクチンは結合織線維が成熟しても，再

では胎生 18日に出現する。しかし，その数は少なく， 付著が獲得されていない歯根而には強陽性に認めら

また細胞は小型である。しかし，その後の 24時間で れず，フィフロネクチンは付莉の再牛に強く関与す
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ることが示唆され，歯周組織再生の機序解明の虹J

となると思われる。コラーゲン， ラミニン窄につい

ても同様の研究をおこなった。

研究業績

I. 原著論文

1. 下垂体小胞細胞に関する研究

1) Gon, G., Ohtake, R. and Ishikawa, H.: Granular, 

ciliated cells in the anteior pituitaries of immature 

rats. Cell Tissue Research. 253: 683-684 0988) 

2) Gon, G., Enomoto, H., Ohtake, R. and Ishikawa, 

H.: Formation of'mixed follicles'in anterior pitui-

tary of perinatal rat -with special reference to 

follicular growth hormone cells-. Jikeikai Med. 

J. 35: 641-647 (1988) 

3) Shirasawa, N., Mitsui, J., Mera, F. and Ishikawa, 

H.: Comparative immunohistochemical study of 

the mammarian pituitary cells stained with antisera 

against S-100 protein and non-neuronal enalase. 

Biomedical Research. 9: 477-487 0988) 

4) Shirasawa, N., Enomoto, H., Hasegawa, S. and 

Ishikawa, H.: Ultrastructural classification of fol-

licular cells and their relation in bovine pituitary 

glands. Biomedical Research. 9: 503-514 (1988J 

2. ケラチンに関する研究

1) Shimada, T. and Nakamura, F.: Dome forma-

tion of keratincontaining agranular cells from rat 

anterior pituitary gland in vitro. In Vitro Cellular 

& Developmental Biology. 24: 1193-1200 (1988J 

3. その他下垂体に関する研究

1) Sako, T., Mera, F., Shimada, T., Nogami, H. and 

Ishikawa, H.: Glucagon-like material in the 

human and bovine pituitaries as revealed by im-

munochemistry. Jikeikai Med. J. 36: 21-27 (1989) 

2) Enomoto, H., Nogami, H. and Shirasawa, N.: 

Formation of secretory granules and suppression of 

prolactin secretion in agranular prolactin-secreting 

clonal cells by calmodulin inhibitors i11 1•i/m. Ji-

keikai Med. J. 35: 441-454 0988) 

3) Nogami, H., Suzuki, K., Enomoto. H. and Ishik-

awa, H.: Studies on the development of growth 

hormone and prolactin cells in the rat pituitary 

gland by in situ hybridization. Cell Tissue 

Research. 255: 23-28 0988) 

4) Nogami, H. and Ishikawa, H.: Development of 

the prolactin and growth hormone cells in the rat 

anterior pituitary gland : immunocytochemical and 

in situ hybridization study. Kyoto prolactin con-

ference monograph. 3: 51-60 (1988) 

4. 卵巣腫瘍に関する研究

1) lshiwata, I., Ishiwata. C., N ozawa, S., Iizuka, R. 

and Ishikawa, H.: Changes in leukocytes count in 

peripheral blood of nude mouse bearing transplant-

ed gynecological malignant tumors. Acta Obst. 

Gynec. Jpn. 40: 1767-1771 (1988) 

2) Ishiwata, I., lshiwata. C., Ishikawa, H., Nozawa, 

S. and lizuka, R. : Glandular cell properties of cell 

line (HKUS) derived from small cell non-keratiniz-

ing squamous cell carcinoma of the uterine cervix. 

Acta Obst. Gynec. Jpn. 40: 616-620 0988) 

3) Ishiwata, I., Ono, I., Ishiwata, C.. Soma, M., Na-

kaguchi, T., Ohara, K., Hirano, M. and Ishikawa, 

H.: Carcino-embryonic proteins produced by 

Wilm's tumor cells in vitro and in vivo. Exp. 

pathol. 

4; Ishiwata, I., Ishiwata, C., Soma, M., Ono, I.. Na-

kaguchi, S. and Ishikawa, H.: Characterization of 

Krukenberg tumor cell line especially biological 

relationship between cancer and stromal cell. Exp. 

pathol. 

III. 学芸発表

l) 島田 賞，石川 博： F垂休前葉中に認められるケ

ラチ｀／閣性細胞について．第 93回日本解剖学会総会． 4

月．名古犀．

2) 竹内 隆，野,~．晴雄，渡辺玉緒．石川博：自然発

甘矮小ラ・ノ＇、ド乖体の組織学的研究．第 93回日本解剖

学会総会． 4)］．名古屋，

3) 竹内 蹄．野 l：睛雄，大熊新一，石川博：小人症

ラットミュータントの成長ホルモソ欠損機構． 日本発

牛生物学会第 21回大会． 5月．山形．

4) 福地康紀，柏木秀宰．秋元博，高野哲，関根千

秋，鳥海弥寿雄，悔沢充．権五徹，石川博： H2

受容体拮抗薬長期投与のラット血清ガストリン値およ

ひ幽門洞ガストリン細胞数に与える影響について．第

8回ヒスタミンレセプター研究会． 7月．京都．

5) 権五徹，岩沢京f•，石川博：自然発症コヒト

ラ・ノトにみられる頑蓋咽頭管の組織学的研究．第 3回

下垂体研究会学術集会． 8月．東京．

6) Takeuchi, T., Nogami, H., Okuma, S. and Ishik-

awa. H.: Reduced expression of growth hormone 

(GH) gene in !isolated GH deficient mutant rat. 

4th International congress of cell biology. 8月．モ

ントリオール．

7) { j渡勇，相馬雅行，小野勲，中口竹紀，野沢志

郎．石川博： Establishmentand characterization 

of glassy cell carcinoma cell line derived from 

human uterus cervix. 第 47lりlH本癌学会． 9月．東
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京． in characteristic endocrine cell types of the rat 

8) 村江正始，木村英三，中村 豊，小林重光，山内茂 anterior pituitary. Pathological Society of Great 

人，安田 充，石川 博，寺島芳輝： Ca125産生能を Britain and Ireland. 3月．ロンドン．

有するヒト卵巣類中腎癌由来株の樹立とその性状．第

47回日本癌学会． 9月．東京． IV. 著 書

9) 相馬雅行，石渡勇小野照中 [l 竹紀，野沢，L••、 I]川 博：甲状腺構造，発生，発生分化異常の項分担執

郎，石川 博： Establishmentand characterization 筆．じ川栄IIt，他編：現代病理学大系 17A.中山書店

of signet ring cell carcinoma cell line. 第 47回11本 261-273(1988) 

癌学会． 9月．東京．

10) 白沢信行，石川 博：各種動物の PRL細胞につい

て．第 4回京都プロラクチンカンファレンス． 1()JJ. j代

都

11) 石渡勇相馬雅行，小野勲，中口竹紀，野沢志

郎，石川博：子宮頸部 glassycell carcinoma cell 

line CHOKUG)の樹立と性状． Sixannual meeting 

of the human cell research society. 9月．東京．

12) 石渡勇，相馬雅行，小野勲，中口竹紀，石川博．

Krukenberg tumor cell line (HSKTC)の樹立と性

状 Sixannual meeting of the human cell research 

society. 9月．東京．

13) 相馬雅行，石渡勇小野勲，中口竹紀，石川博

ヒト直腸癌細胞株 CHMRA)の樹立とその性格． Six

annual meeting of the cell research society. 9月．東

京．

14) 石渡勇，相馬雅行，小野勲，中 lご1竹紀，伍川博：

神経芽細胞腫および胚細胞由来腫瘍における N_myc

追伝子増幅と NSE産生との関係． Sixannual meet・

ing of the cell research society. 9月，東嵐

15) 福地康紀，柏木秀幸，秋元 博，青木照明，権 Ii. 

徹，石川 博：ラット幽門洞の G細胞数， S期細胞数

の日内変動について一酵素抗体法プ．璽染色を用いて

ー．第 30回日本消化器病学会大会． 10月．鹿児島．

16) 松井和隆，衛藤義勝，石川 博，下條貞友，宮原 1E: 

E-64（チオールプロテアーゼ阻害剤）のラット脳初代

培養細胞の蛋白代謝に及ぽす影響．第 31回日本神経化

学会． 10月．仙台．

17) 石川 博： （overview lecture)プロラクチンの生物

学的作用について．第 4回京都プロラクチンカンファ

レンス． 10月．京都．

18) Ishikawa, H., Shirasawa, N., Gon, G. and 

Shimada, T.: Role of Follicular -or Folliculo 

stellate cells in the anterior pituitary gland. First 

Korea-Japan Anatomical Joint Meeting Pusan 

Seminar. 10月．釜山．

19) 竹内隆鈴木仁，石川博，中山律子，桜井進：

成長ホルモン (GH)欠損ラットの GH追伝子の構造．

日本分子生物学会年会． 10月．東京．

20) Steel, J.H., Gon, G., O'Halloran、D.].,Ishikawa, 

H., Bloom, S.R. and Polak, J.M.: Galanin is found 
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第 1 生理学

教授 ：馬 詰良 樹 筋生理学，体力医学

講師：堀内桂輔 筋生理学，体力医学

研究概要

生命現象を対象とする生理学的研究には，細胞レ

ベル，臓器レベル，個体レベルの立場がある。我 J<

の研究は主として細胞レベルに立脚しており，対象

を骨格筋細胞としてその生理学的状態での存在様式

を明らかにしている。手段は可視光線から X線の波

長領域で細胞を観察することや，力学的特性，内部

膜系のカルシウムイオン輸送，収縮蛋白質 ATPase

活性を調べることによっている。研究は以下の 4分

野に大別される。

I. 細胞容積の決定機構

II. 細胞内弾性系

（弾性フィラメントの局在）

III. 細胞内物質クレアチン燐酸の役割

IV. 筋肉のエネルギー転換機構

また，筋収縮を抑制する薬物，ブタンジオンモノ

オキシムの作用を分子的形態レベルで検討すること

を行った。

以上を統合して，細胞全体としての現象を説明す

るように努力している。

I. 細胞容積の決定機構

細胞容積の決定機構を考えるとき細胞内の静水圧

はその直接的測定の困難もあって，多くの場合に無

視されてきた。 Na+ィオンの細胞膜透過性を見かけ

上ないものとしたときに期待される細胞容積がほぼ

実際の細胞容積と良く一致し， これまで測定されて

いる程度の大きさの静水圧がこの期待される細胞容

積にほとんど影響しないこともあっただろう。しか

し， この時，細胞内の溶質の量がどのようにして決

まっているかという点にまで掘り下げて考えると，

細胞内外の静水圧差は，無視できない要素となりう

る。骨格筋細胞では，容易にその長さを変えられる

という異方的な性質の故に細胞内外の静水圧差が直

接に静止張力変化として捕えられることを我々は明

らかにした。このことを用いてさらに我々 1ま，筋肉

の細胞質の太さ方向の硬さを見積もった。この見積

もりは， スキンドファイバーを高分子物質で浸透圧

的に圧迫して得られたものと良く一致した。

つぎに，我々は，組織としての骨格筋（全筋）に

おける容積の機械的制限を調べた。全筋で1i，弔離

した筋線維よりも，伸展や膨張に対して強い制限を

有し． コラゲナーゼによって筋線維間の結合織を疎

にするとこの制限が著しく減弱することが明らかに

なった。（全筋での研究は学生実習からの延長として

専門課程 2年の山口員紀君との共同で行った。）

II. 細胞内弾性系（弾性フィラメントの局在）

筋線維が張力を発生するためには，細と太いフィ

ラメントが相互作用するだけでなく，筋原線維の静

止張力を担う弾性フィラメントが収縮を支えていな

ければならない。それゆえ，筋収縮を理解するうえ

で，弾性フィラメントの局在や機能を明らかにする

ことぱ璽要であろう。我々はすでに．太いフィラメ

ントの溶解にともない静止張力が減少することか

ら．弾性フィラメントが太いフィラメソトに結合し

ていることを明らかにした。今年度は，弾性フィラ

メントの細いフィラメントヘの結合の有無を明らか

にするために細いフィラメントをゲルゾリンで選択

的に分解したときの，筋線維の硬さや静止張力の変

化を調べた。

標本として， ウサキ骨格筋の機械的スキンドファ

イバーを用い． pH7.0, 20℃で実験を行った。ゲルゾ

リン 1時問処理後，弛緩液中で， ファイバーの筋節

長ー静止張力関係を調べたところ， これは処理前と

同じであった。すなわち，静止張力を担う弾性フィ

ラメントは．細し、フィラメントに強く結合していな

いであろう。さらに， トリプシンによってコネクチ

ンを選択的に分解したとき， ファイバーの静止張力

ぱ．ゲルゾリン処理されていないファイバーと同じ

速度で減少した。 トリプシン処理されたファイバー

を電子顕微鏡で観察したところ，弾性フィラメント

は Z線付近にも存在することが示唆された。

III. 細胞内物質クレアチン燐酸の役割

筋収縮が持続するとローマ｀ノ反応が進行すること

により，細胞内クレアチン燐酸濃度の減少と無機燐

酸濃度の増加が見られる。この時同時に収縮張力の

低下が見られることから，これら ATP再生系に働

く物質とその分解産物が筋疲労の誘因となっている

可能性がある。そこで今年度はスキンドファイバー

は人工細胞内液中のクレアチ｀ノ燐酸濃度をかえるこ

とによってどのような影響を受けるか．また，それ

らの影響がローマン反応に関係があるか否かを検討

した。

人工細胞溶液中のクレアチン燐酸濃度の減少とス

キンドファイバーの諸性質は以下のように変化し

た。（1)収縮系の Ca2十感受性と最大収縮張力は共
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に増加した。（2)筋小胞体への Ca2十取り込み能は

減少した。 (3)筋小胞体からの Ca2十漏出速度が遅

くなった。 (Ca2十による Ca2十放出は影響を受けな

かった。）さらにこれらの影響がローマン反応が進行

しにくくなったために起こったのか否かを検討する

ためにローマソ反応のフロッカーとして知られるシ

ニトロフルオロベンゼン処理を施したスキンドファ

イバーで同様の実験を行った。その結果小胞体への

Ca2十取り込み能の減少は，クレアチン燐酸の減少に

よりローマン反応が有効に働かないために起こった

と考えられたが，他の収縮系の Ca2十 張力関係と小

胞体からの Ca2十漏出への影響は， クレアチン燐酸

そのものの猥度変化によって引き起こされると考え

られた。

IV. 筋肉のエネルギー転換機構

筋収縮は， ATP分解の化学エネルギーから熱と

仕事のエネルキーヘの転換である（熱力学第一法

則）。収縮系の立体構造を保った筋原線維は溶液の拡

散が速く，より詳細な ATP分解量を測定てきる。し

かし，短縮時間は非常に短く ATP分解量は非常に

微量である。そこで，高時間分解能を持った装置と

高精度の定量法を開発し，筋原線維の短縮に伴う

ATP分解量を測定した。

ウサギ腸腰筋を用い pH7.2 20℃で測定した。滑

りに対する抵抗なしに自由に短縮しているときは，

ATP分解産物の放出はほとんどみられず， lOμm/

s/half sarcomereという速い速度で短縮している

ことがわかった。また，滑りに対する抵抗が増加す

るに従って， ATPの turnoverrateは増加すること

がわかった。（本研究は岡山大学歯学部口腔生化学教

室，児玉助教授との共同で行われている。）

（付） ブダンジオンモノオキシム (BDM)の収縮机j

制効果と X線赤道反射

BDMによる収縮抑制時のミオシン頭部のアクチ

ンに対する位置を， シンクロトロン放射光と，研究

室の X線を用いて調べた。赤道反射は収縮抑制時に

もミオヽン‘ノ頭部はアクチン近傍に存在していること

Cell Motil. 9: 156-164 (1988) 

2) Higuchi, H., Yoshioka, T. (Dept. Physiol. Tokai 

Univ. Sch. Med.) and Maruyama, K. (Dept. Biol. 

Fae. Sci. Chiba. Univ.) : Positioning of actin 

filaments and tension generation in skinned muscle 

fibres released after stretch beyond overlap of the 

actin and myosin filaments. J. Muse. Res. Cell 

Motil. 9 491-498 (1988) 

3J Itoh, Y.*, Suzuki, T.*, Kimura, S.*, Ohashi, K．べ

Higuchi, H., Sawada, H. (*Inst. Med. Sci. Univ 

Tokyo), Shimizu, T. (Dept. Neuro. Inst. Brain Res. 

Univ. Tokyo) Shibata, M. (Med. Biol. Lab. Co., 

Ltd) and Murayama, K. (Dept. Biol. Fucul. Sci 

Chiba Univ. J : Extensible and less-extensible 

domains of connectin filaments in stretched verte-

brate skeletal muscle sarcomeres as detected by 

immunofluorescence and immunoelectron micros-

copy using monoclonal antibodies. J. Biochem. 

104: 504-508 0988) 

III. 学会報告

1) Ohno, T. and Kodama, T. (Dept. Biochem 

Okayama Univ. Dent. Sch.) : Mechanochemical 

coupling in shortening myofibrils. Third inter-

national conference on muscle energetics. Jul. 

Yufuin. 

2) Higuchi, H., Takemori, S. and Umazume, Y.: 

Suppressing effect of 2, 3-butanedione monoxime 

on contraction and ATPase activity of rabbit 

skeletal muscle. Third international conference on 

muscle energetics. Jul. Yufuin. 

:JJ Yagi, N.*, Horiuti, K., Takemori, S., Watanabe, 

M., Matsubara, I.* (*Dept. Pharmacology Tohoku 

Univ. Sch. Med.), Umazume, Y. and Amemiya, Y. 

(Photon Factory, National Laboratory for high 

Energy Physics) : X-ray diffraction study of 

contracting frog muscle in the presence of 2, 3-

butanedione-monoxime. The 1987 Annual Meet-

ing on Muscle and Cell Motility Physiology. ]. 

Muscle Res. Cell Motil. 9: 275 0988) 

を示唆した。 IV. 著 書

研究業績

I. 原著論文

1) Horiuti, K., Higuchi, H., Umazume, Y., Konishi, 

M., Okazaki, 0. and Kurihara, S. : Mechanism of 

action of 2, 3-butanedione 2-monoxime on contrac-

tion of frog skeletal muscle fibres. J. Muscle Res 

l) 堀内桂輔，馬詰良樹：心筋スキントファイバー．永

野 允，今JIボ｛1-編：心臓代謝実験法．医歯薬出版．

39:H97 U988J 

2) 馬詰艮樹：筋収縮のメカニスム．黒田善雄，中島寛

之編：スポーツ松学 Q&A②．金原出版． 5-7(1988) 
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第 2 生理学

教授：栗原 敏 心筋・骨格筋の興『収縮連

関機構

講師：國分員一朗 心筋•平滑筋細胞膜の興附

発生機構

講師：小西真人 心筋・骨格筋の興附収縮連

関機構

研究概要

I. 筋生理学に関する研究

1. 心筋の興桁収縮連関に関する研究

本年度はベーター受容体刺激と弛緩の関係に注目

して研究を進めた。イソプロテレノール (Iso)によ

るペーター受容体刺激は，濃度依存性に弛緩時間（張

カの頂点からその 50%に減衰するまでの時間）を短

縮させ，有意差は lo-8Mでみられた。エクリオンに

より細胞内 Catransientを測定すると， Catran-

sientの下降時間の有意な短縮は， 10-9M の Isoで

観察された。また， Isoを除去すると， Catransient 

の時間経過はもとに回復したが，弛緩時間は短縮し

たままで回復しなかった。次に収縮タンパク系の Ca

惑受性変化を強縮時の細胞内 Caイオン濃度と収

縮の関係を用いて評価した。強縮ぱ標本にリアノヂ

ンを作用させて頻回剌激を与えて誘起した。収縮タ

ソバク系の Ca感受性は， lo-8Mの Isoで低下する

傾向にあったが， とくに高い細胞内 Caイオン濃度

で，顕著な変化が観察された。 Isoを除去すると Ca

感受性はもとに回復した。これらの結果ふ弛緩過

程には筋小胞体による Caイオン除去機構，および

収縮タンパク系の Ca感受性以外の要因も関与して

いることを示唆している。

心筋のクロスプリッシの動態を， X線回折法によ

り（高エネルギー研究所を使用）経時的に測定した。

その結果，細胞内 Catransientに遅れて，かつ張力

発生に先行してクロスブリッジがアクチ｀／近傍に近

づくことが確認された。この研究は，東北大学医学

部薬理学教室•松原一郎助教授および鶴見大学歯学

部生理・豆枝木泰丈助教授との共同研究である。

2. 骨格筋の興附収縮連関に関する研究

骨格筋における低濃度細胞内 Caイオンを定量す

る目的で． fura-2を蛙骨格筋単一筋線維に1心用し

た。 Fura-2の蛍光強度比から， invitroで得られた

較正曲線を用いて細胞内 Caイオン濃度を計算する

と，予想よりも低く見積もられることが分かった。カ

を使って，細胞内 Caイオン猥度をできるたけ上昇

させることを試みたが，何れの場合も，細胞内 Caイ

オン濃度は予想値よりも低くなった。これは， fura-

2が細胞内で可容性タンパクと結合することで説明

できるものと考えられる。

3. 平滑筋細胞膜の生理機能に関する研究

大動脈平滑筋培養細胞を用いて，（1)Clチャン

ネルに対する各種阻害剤の影響，（2)最近開発され

たジヒドロピリヂ‘／系薬剤 (NZ-105)のCaチャン

ネルに対する影響を検討した。大動脈平滑筋培養細

胞の Clチャンネルは， disulfonicstilbene系薬剤，

DIDSや SITSより阻害された。これらの薬剤ぱ，

inside-out, outside-out,および cell-attachパ、ノチ

下で PolymixinBにより活性化されたチャンネル

に対して阻害効果を示した。このことは， disulfonic-

stilbeneはチャンネルタンバクの細胞内開口部に結

合し，薬剤が細胞外に投与されたときには， Clチャ

ンネルそのものを通過して細胞内に人り，チャンネ

ルの結合部位に結合することを示している。また，薬

剤のチャンネル阻害効果は，いわゆる openchannel 

blockであることが明らかになった。一方，大動脈平

滑筋培養細胞には，いわゆる L-typeCaチャンネル

が高密度で存在する。NZ-105がこの Caチャンネル

タンパクに結合する結合時定数は約 1分で，生体実

験における作用発現時間とよく一致した。

4. 分離筋小胞体の機能に関する研究

45Caを用いた分離筋小胞体からの Caイオン遊離

実験に加えて，筋小胞体内腔の Caイオソ濃度を定

量することを試みた。方法としては，膜透過型の

fura-2 AMを筋小胞体内腔に取りこませ， fura-2に

変化した後， Caイオンと反応して変化する蛍光強度

比から，筋小胞体内腔の Caイオン濃度を測定した。

しかし，筋小胞体膜と fura-2AMとの間に相互作用

があることが分かったので fura-2を使って筋小胞

体の外に放出される Caイオン浪度を測定すること

にした。 lo-7MのCaイオン添加により筋小胞体が

Caイオンを取り込み，溶液中の fura-2の蛍光強度

比の低下が観察された。十分に Caイオンを取り込

ませた分離筋小胞体に 10-"M のCaイオンを作用

させると，蛍光強度比が周期的に変動する (oscilla-

tion)のが観察され，その機序を解明している。

II. 運動生理学に関する研究

1. 発有に伴う直心点の変化に関する研究

ピドスコープを用いて新生児の活動性と頂心点の

変化を調べた。新生児の臥位姿勢の重心点は体のや

フェイン拘縮， K拘縮，イオノマイ、／ノ， トリトン や右）jにあり、成長と共に［［中または左側に移行し
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た。これぱ，肝臓の存在によるものと思われる。歩

きはじめは，直立姿勢の重心点はやや右側にあるが，

5オ頃から正中そして左側へと移行して，直立姿勢

が安定する。歩行がはじまると， 1オでは歩幅，方向

性ともに不安定であったが， 5オ頃にほぽ成人と同

様な歩き方になった。このとき，左足は進行方向に

対して直線的にでたが，右足ははっきりしなかった。

また，左足の方が右足よりも接床時間が長かった。 3

オになると片足立ちが可能となり，利き足と軸足は

同一傾向にあったが，その後利き足と軸足の機能分

化が観察された。

2. 近赤外光を利用した非侵殷的生体酸素代謝の

測定

近赤外光は比較的生体を透過しやすく，吸収の変

化は血液や組織の酸素鼠に依存することが知られて

いる。この性質を利用して，生体内の酸素量を非侵

襲的に測定することを試みた。浜松フォトニクスの

近赤外線透過分光測定装置•NIR-1000 は，厚い組織

を透過した微弱光の検出が可能である。健常人を対

象として，下腿部における酸素化 Hb,還元型 Hbを

測定し，姿勢変化による影響を観察した。還元型 Hb

は酸素化 Hbよりも姿勢変化による濃度変化が顕著

であった。

3. 運動量の簡便な計算法に関する研究

健診センターなどては，運動指導の上で簡便な運

動量（消費カロリー）の計算がしばしば必要になる。

そこで，健常者を対象にして，運動負荷試験（自転

車エルゴメーター）を行ない，心拍数一仕事量の関

係式をもとめ， さらに外挿法により最大仕事量を算

出した。最大仕事量は踏台昇降法でも推定できるが，

低値を示す領向にあった。しかし，両方法とも最大

仕事量の算出には有用であることがわかった。運動

量は以下の式により簡単に求めることができる。

l) 運動量 (kcal)＝運動時心拍数（拍／分） X

時間（分） X定数

定数： METSmaxX体重 (kg)X0.015／最大

心拍数（拍／分）

最大心拍数：ーo.sx年齢（オ）＋216

2) 運動量 (kcal)＝歩行距離 (km)x 

体重 (kg)X 1/2 

3) 運動量 (kcal)＝走距離 (km)X体重 (kg)

健診セ｀ノターで利用して有用性が確かめられた。
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析

研究概要

I. ピタミン B6の吸収代謝の研究

ビタミ ‘/B6vま，栄養としては主にピリドキシン

(PN)として摂られ，体内で PN→ピリドキシン・

リソ酸 (PNP)→ヒ゜リドキサル・リン酸 (PLP)に

代謝されると考えられている（この PLPが補酵素

として，総てのアミノ酸代謝に関与していることは

いうまでもない）。したがって常識的には，経口的に

摂られた PNは，血液を通じて各組織に運はれ，そ

こで PN→ PNP→ PLPに従って補酵素 PLPに合

成されると考えやすい。

ところが我々の研究によって，かなりな量の PN

をマウスに経口投与しても，末梢血にはもちろん門

脈血にも PNが現われないことが明らかになった。

そして PNの大部分は PL及び PLPに変化してい

た。このことは腸管壁か門脈血の中で急速に PNか

らPLへの変化，つまり PN→ PNP→ PLP→ PL

の変換がおこっていることを示唆している。赤血球

の浮遊液について代謝を追跡してみると， PNは速

やかに PLPに変化したが， PLPを PLにする酵素

phosphataseの活性はみられなかった。これに反し

て，腸管壁には PNをPLPに変化する代謝活性が

あるばかりでなく，その細胞膜には phosphatase活

性も認めることができた。したがって， PNを経口投

与した時に門脈血のなかに PNが見いだせないの

は，腸管壁で PN→ PNP→ PLP→ PLの変化がほ

ぼ定量的に起こり， PLに変化してから門脈に移行

するためと考えられた。

II. 抑制性伝達物質 yーアミノ酪酸の研究

シナプトゾーム分画(Synと略，神経終末の集団）

を用いて， y-アミノ酪酸 (GABAと略）の局在と代

謝との関係を引き続き研究した。その研究法として，

GABA分解酵素 (GABA-Tと略）の特異的阻害剤

である gabaculineを用いた。 Synにgabaculineを

作用させると，外から吸収した GABA（吸収 GABA

と略）は蓄積したが， Syn内で（グルタミン酸から

酵素 GADによって）合成された GABA （合成

GABAと略）は蓄積することがなかった。したがっ

て吸収 GABAは分解されやすいプールに，合成

GABAは分解され難い別のプールに局在している

ものと考えられた。さらに両 GABAの脱分極剌激

による放出について解析した。同刺激による放出に

はCa共存時の放出 (Ca依存的放出）と Ca非共存

時の放出(Ca非依存的放出）とがあるが， gabaculine

によって増量した吸収 GABAはCa非依存的に放

出されたのに対して，合成 GABAの方は

gabaculineによって影響をうけることなく，また

Ca依存的にも非依存的にも放出された。Syn調製時

のダメージを考えると，合成 GABAは本来はすべ

て Ca依存的に放出されるべきものが， ダメーシの

ためにリークして Ca非依存的に放出されるように

なったのではないかと考えられる。また， GABAの

合成には前記グルタミン酸から GADによる合成以

外に，非生理的ではあるが 4ーアミノブチルアルデ I::

ド CABAL)からの合成があることをわれわれは指

摘してきたが，このような ABALから合成された

GABAはどのようなプールにはいるのか大変興味

があるので現在検討中である。

いま述べたように， ABALを動物に投与すると脳

で GABAに変化するが， この反応を触媒する酵素

には ABALに対して特異性の高いものと低いもの

とがあることを報告してきた。本年は特異性は低い

が活性はむしろ高い，つまり生理的により意義のあ

る酵素ーアルテヒド脱水素酵素ーを精製し，その性

質を明らかにした。ラット脳を材料にして，硫安分

画法， DEAEセルロース， AMPセファロース．リン

酸セルロース， ブルーアガロース，セファアクリル

S-300の各クロマトグラフィーを順番に用い， SDS

PAGEで単ーバンドになるまで精製を行った。その

KmとVmaxはそれぞれ 152μMと248nmol/ 

min/mg（基質 ABAL)であった。また分子蟄は未

変性条件で 165k,還元条件の SDSPAGEで 50k 

と見積もられた。 N末端はブロックされており， N

末端アミノ酸配列は不明であるが，アミノ酸組成の

結果は肝臓の細胞質性アルテヒト脱水素酵素に類似

したものであった。

III. 神経組織の再生・分化と mRNAの発現

神経系の研究で最も魅力ある課題は，分化にとも

なう軸索の延長ならびにシナプスの形成の機構であ
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ろう。そのモデルの一つとして当教室ではカエルの

視神経の再生現象を追求している（哺乳類の中枢神

経系では，切断された軸索は再生しないとされてい

るが，変温動物では比較的容易に再生することが知

られている）。視神経切断後に網膜の mRNAを抽出

し， Northernblot法によって解析したところ，細胞

骨格であるチュウブリンとアクチンの mRNAが極

めて興味深い動きを示すことが分かった。チュウフ

リン mRNAは視神経を切断して 1~2時間後に一

過性に強く発現し，その後約 1週間目に再び発現し，

長く持続した。これに対して，アクチ ‘/mRNAは切

断後短期問には発現しなかったが，約 1週問目に強

く発現した。このチュウブリ ‘1/mRNA,アクチン

mRNAの約 1週間目の発現は視神経再生開始時期

に一致するので，おそらく軸索延長のための構築材

料としてのチュウブリン蛋白，アクチン蛋白を供給

するための網膜における誘導と考えられる。早期で

一過性のチュウブリン mRNAの発現は，その生化

学的意味は不明であるが，切断に対する網膜細胞の

何らかの準備反応に相当するものかも知れない。

神経再生とどのように関係するかは不明である

が，抗ビタミ｀ノ比剤 deoxypyridoxineで痙攣を起

こさせた脳に細胞性ガン還伝子 c-fosmRNAの発

現が観察された。その意味については現在検討中で

ある。その他，神経細胞 PC12の分化にともなうュビ

キチソ系蛋白の動態や C6グリオーマ細胞の分化に

ついての興味ある成果も出されているが．まだ報告

する段階には至っていない。

IV. ガン胎児性抗原の解析

胎生期初期胎児組織をもちいヒト卵巣カン関連抗

原に対する単クロン抗体(CF511)をえたので，血清

診断への応用のため ELISA測定系を作成し，本学

産婦人科学教室の協力のもとに，各種疾患患者血清

について検討した。本抗体が認識する抗原は，分子

量 600kのシアル酸を含む糖蛋白と考えられるが，

さらに詳しい情報を得るため現在精製中である。こ

の抗原は上皮性卵巣ガン患者血清中に高頻度に検出

され，ガンの進行度とも一致し，初期ガンでも約

50%に上昇がみとめられた。またこの抗原ぱ肺ガ

ン，乳ガン，甲状腺ガンでも上昇することが明らか

になった（現在スクリーニング中である）。

一方，病理学教室との共同のもとに， ラ、ノトの急

性問質性腎炎発症モテルを用いて，その腎炎惹起物

質の検討を行っている。特に．腎炎惹起に関与する

可能性のあるヒト， ラットに共通の腎基底膜抗原の

性格をつかむため現在その抗原を精製中である。

V. レーザーラマン分光法による生体分子の解析

現在同表題名の学内共同研究が行われており，問

もなくその報告集が刊行されるので詳しいことは省

略するが， 自然発症糖尿病ラットにみられる白内障

はヒトの場合に多い水晶体皮質の白濁が主な病変で

あり，核は比較的よく保たれていること，また ARI

（アルドースレダクテースインヒビター）がかなり有

効にその発症を予防することを明らかにした。

VI. 高木兼寛の医史学的研究

今まで学祖・高木兼寛の栄養学史的評論を行って

きたが，本年は彼の宗教，思想についていくつかの

論文にまとめた。
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I. オルニチン脱炭酸酵素 CODC)の調節機序に関

する研究

高等動物におげるボリアミン合成の鍵酵素である

ODCはきわめて短い半減期で代謝回転し，種々の増

殖剌激によって顕著に誘導されることから，その調

節機序に関心が集まっている。私共の研究室では

ODCの調節機序を合成と分解の両面から解明しよ

うとしている。

1. ODCの分解におけるアンチザイムの役割

ポリアミンによる ODCの負のフィードバック機

構には， ODC合成の抑制と ODC分解の加速が関与

すると考えられている。私共は ODC分解の加速に

ぱポリアミンによって誘導される ODC阻害蛋白質

アンチザイムが関与する可能性を示唆してきた。し

かし最近， ポリアミーンによる ODC分解加速には蛋

白合成は必要でないというアンチザイムの関与を否

定する結果も報告された。そこで今回は，種々の蛋

白合成阻害剤を用いて，ポリアミンによる ODC分

解加速にア｀ノチザイムが関与するか否かを CHO細

胞で検討した。その結果，プトレッシンによる ODC

分解の加速とア‘ノチザイムの誘導は密接に関係して

いることが示された。すなわち，アンチザイム誘導

を抑制する蛋白合成阻害剤はいずれもプトレッシン

による ODC分解の加速を抑制した。逆に，アンチザ

イム誘導を増強するエチオニンは ODC分解の加速

を増強した。この結果から，ポリアミンによる ODC

分解の調節にはアンチザイムが関与することが支持

された。

アンチザイムの役割を検証するためには，アンチ

サイム過剰生産あるいは欠損変異細胞が有用てあ

る。 トリチウム自殺法によってアンチサイム過剰生

産株の取得を試みた結果， ODC過剰生産株 CHO-

D凡細胞から，アンチザイム誘導活性が 3倍増加し

ている細胞を分離した。そのアンチザイム mRNA

含量はほとんど増加していなかった。本細胞におけ

るODCの動態について現在検討している。

2. アンチザイムの分布と特異性

種々の動物組織におけるアンチザイムの分布を検

討した。ラットでは，検索したすべての組織に肝ア

ンチザイムと免疫学的交叉性のあるアンチザイム活



性が認められるとともに， ノザンブロット解析で肝

アンチザイムの cDNAとハイブリダイズする 1.3

kbのmRNAバソドが検出された。さらにア｀ノチザ

イム mRNAはマウス，ヒト，ハムスターなどの哺乳

動物に加えニワトリ，カエル， ウナギなどの脊椎動

物組織にも存在し， ラット肝 mRNAとの相同性は

種が離れるほど低い傾向を示した。なお， カニルに

ついては初代培養肝細胞を用い，プトレッシンが蛋

白合成依存性の ODC分解加速をひきおこすととも

にアンチザイムを誘導することを確かめた。以上の

結果は脊椎動物諸組織におけるアンチザイムの普遍

的存在を示すものであり，構造の保存性からその機

能の重要性が示唆された。一方，無脊椎動物である

ホヤや酵母，大腸菌などの微生物では明らかにハイ

ブリダイズする RNAを検出できなかったが， これ

は相同性の低さによるのかも知れない。

3. ラットアンチザイム遺伝子の解析

ラット肝ゲノム DNAのサザンブロット解析によ

り，アンチザイム追伝子の構造を検討した。アンチ

ザイム cDNAとハイブリダイズするバンドは常に

2本以上検出され，高ストリンジェンシーにおける

シグナルの強さから，真遺伝子と偽遺伝子がひとつ

ずつ存在すると推定された。また，昨年作製したア

ソチザイム cDNAをプラスミドベクターに組みこ

み，大腸菌内で直接発現させることに成功した。

4. 浸透圧剌激による ODC調節の機序

初代培養肝細胞を用い，低浸透圧下での ODCの

誘導と正常浸透圧回復による ODCの急速な減少の

機序を検討した。低張処理により ODC合成速度は

顕著に増加するが， mRNA増加はわずかであり，上

に翻訳過程の促進と ODCの安定化がみられた。等

張にもどすと mRNA量は変化しないが ODC合成

はほとんど停止し（翻訳抑制），一方 ODC分解の促

進がみられた。ODC分解はカリウムイオノフォアで

あるバリノマイシンによって抑制され， この効果は

培地のカリウムイオン濃度を高くすると発現しない

ことから，細胞内カリウムイオン濃度が ODC分解

速度を規定する要因と推定された。なお，低張処理

によってプトレッシンのとりこみも促進され， これ

はプトレッシンに対する輸送系の親和性増加にもと

づくことが示された。

5. ODC誘導に対するホルモンの効果

塩類とグルコースのみを含む培養液中の初代培蓑

肝細胞では， アミノ酸（アスパラギ‘/)が ODCを誘

導し，これをグルカゴンやインスリソが増強する。昨

年までの研究で，グルカゴソは ODCmRNA量を増

加させ，アミノ酸はその翻訳を促進することを明ら
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かにした。今回はインスリンについて検討した結果，

インスリンの作用発現にはグルカゴンより長時間を

要すること， ODCmRNAをほとんど増加させない

ことが判った。このことから，インスリンはリボソー

ムにおける蛋白合成能の増加，あるいはアミノ酸輸

送系の促進なとの非特異的作用によって ODC誘導

を増強するものと推定された。

II. 実験栄養学的研究

L 大豆蛋白質と血漿コレステロール

糞の酸性ステロイド（胆汁酸誘導体）の酸素的測

定法を導入し，大豆蛋白質の降コレステロール効果

がマウスで発現しない機序として糞へのステロイド

排泄促進作用がマウスでは少ないことを種々の条件

下で確かめた。その他，マウスの血漿コレステロー

ル猥度を上昇させる要因として，肥満ならびに食餌

脂肪が重要であることをゴールドチオグルコース

(GTG)肥滴ならびに遺伝性 (ob/ob)肥満マウスを

用いて確かめた。

2. 肥薦マウスの行動

ob/ob肥満マウスでは雄の攻撃的行動が低下し，

顎下腺の NGF含量が少なく，包皮腺も萎縮するこ

とを昨年度に観察し，交感神経活動低下との因果関

係を考察した。今回，雄マウスの顎下腺を摘出する

と攻撃的行動が減少することをみとめた。また，

GTG投与によって過食肥満したマウスでも，顎下

腺と包皮腺の重量の低下とともに，攻撃的行動の減

少が観察された。これらより， ob/ob肥満と GTG肥

満との問に共通の脳障碍が存在し，顎下腺 NGFと

包皮腺を介して攻撃的行動の減少をきたす可能性が

考えられた。

III. その他

教授林 伸ーは一昨年，昨年にひきつづき，がん

特別研究 (1)「ポリアミンの特異的役割を利用した

制がん剤の開発に関する基礎的ならびに臨床的研

究」の研究代表者となった。また， 日本学術振興会

の外国人招へい研究者（長期）として，イソドの

M.A.C.S．研究所から T.G.Baby博士が来訪し， 1年

間にわたってカエルの ODCとアンチザイムに関す

る共同研究を行った。
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たん白質栄餐研究会会誌． 9:82-85 0988) 

3. その他

1) Shimizu, M.. Masuda, I., Aihara, K., Nakano, T., 

Ogawa, K., Mizokami, T., Irimajiri, 0., Taniguchi, 

I., Ozasa, H.. Kageyama, S., Hayashi, S. and Isogai, 
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ぽす大豆蛋白の影響．第 42回日本栄養・食糧学会総会．
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6) 亀地隆明，金本龍平，林伸一：インシュリンと
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ンによる培提肝細胞オルニチン脱炭酸酵素の誘導機

序．第 61回日本生化学会大会． 10月．東京．［生化学．
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Nutrition : Proceedings of the Satellite Symposium 

on Soy Protein in Human Nutrition (Research 
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Osaka. 165-172 (1988) 

3) 村上安子：オルニチン脱炭酸酵素の分解機構の解
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助金一般研究 C研究成果報告書． pp.51 (1988) 

4) 林 伸一：ポリアミンの特異的役割を利用した制

がん剤の開発に関する基礎的ならびに臨床的研究．昭

和 61,62, 63年度文部省科学研究費補助金がん特別研
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第 1 薬理学

教授：川村将弘

助 教授 ：柳 橋和 利

講師：中道 昇

講師：大野裕治

研究概要

内分泌薬理学

内分泌薬理学

内分泌薬理学

内分泌薬理学

I. 副腎皮質細胞における糖質コルチコイド産生調

節機構に関する研究

副腎皮質束状層細胞における糖質コルチコイド

(GC)産生は，細胞膜受容体に ACTHが結合し，そ

の情報が GC合成の律速酵素系が局在するミトコ｀ノ

ドリアに伝達され， ミトコンドリアにおけるコレス

テロールからプレグネノロンヘの変換が賦活される

ことにより促進される。この過程に，細胞内情報伝

達物質の増加，代謝回転の速い蛋白質（いわゆる

steroidogenic protein)の合成，基質コレステロー

ルのミトコンドリアヘの供給， ミトコンドリア内膜

でのコレステロールと Cyt.P450sccとの結合等の

段階が関与している。当教室では， これら各段階に

ついてウシ及びラットの副腎皮質細胞を用いて研究

を行っている。

1. 細胞内情報伝達物質に関する研究

ACTHの細胞内情報伝達物質が cAMPであるこ

とは有名であるが，細胞外の Ca2十の存在が，その

GC産生促進作用発現に必要である。我々は， GC産

生調節機構と Ca2十との間に密接な関係があること

を示す結果を提示してきたが，今年は， この問題に

ついて以下の様な結果を得た。

l) 黄色ブドウ球菌 a毒素を用いた研究

黄色プドウ球菌 a毒素は，分子量 3.3KDaの蛋白

質であるが， この毒素は各種細胞の細胞膜に侵人し

その後融合し六量体を形成するが，その時中心に直

径 2~3nmの poreが形成される。そしてその pore

を介して Ca2十等電解質や低分子物質の透過が起こ

ることが報告されている。従って，近年 a毒素のこ

の性質を利用して，幾つかの細胞において a毒素に

より細胞膜を電解質透過性にすることにより細胞外

Ca2十の細胞機能に対する影習が調べられはじめて

いる。我々は，初代培養ウシ副腎皮質細胞において，

a毒素が細胞外 Ca2十濃度依存的に低濃度で Ca2+

流入を介して GC産生を促進することを見いだし

た。この時 cAMP産生の増加は認められなかった。

この結果は Ca2十単独でも GC産生が促進されるこ

とを示している。この研究は第 2細菌学教‘ポ益IIIIl{1
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吾教授との共同研究である。 cAMPが促進する GC産生調節機構が存在し，シア

2) プロカインを用いた研究 ゼパムは，おそらく Bt2cAMPのコレステロール de

局所麻酔薬であるプロカインは，筋小胞体からの nouo合成系に対する促進効果によるミトコンドリ

Ca2十による Ca2十遊離を抑制することはよく知られ アヘの基質コレステロールの供給系に対し促進効果

ている。一方，副腎皮質細胞において dibutyryl を示したと考えられた。

cAMP (BtzcAMP)は小胞体からの Ca2十の遊離を

促進することにより細胞内 Ca2十濃度を高め， GC産 II. その他

生を促進することを以前報告した。そこでプロカイ 1. 微粒子担体培養法の確立

ンの Bt2cAMPのGC産生促進作用に対する影響を 副腎皮質細胞灌流を行い， ACTH,その他のホル

観察したところ，抑制的な効果が観察出来た。しか モン及び各種薬物の GC産生に対する影響を経時的

しながら，高濃度 K+による電位依存性カルシウム に解析することにより GC産生調節機構を invivo 

チャネルを介した Ca2十流入による GC産生に対し の状態に近い実験条件下で検討するために，ウシ副

ては何等影響をしなかった。プロカインは Bt2 腎皮質細胞の微粒子担体培養法の確立を試みた。コ

cAMPによる小胞体からの C的遊離を抑制するこ ラゲナーゼ処理により調製した遊離ウシ副腎皮質束

とによりその作用を発現すると考えられる。 状層細胞を cytodexbeadsと共に旋回培養するこ

2. Steroidogenic proteinに関する研究 とにより， beadsに細胞を付着させることに成功し，

ACTHによる GC産生促進効果が蛋白質合成阻 細胞灌流実験ヽンステムを確立した。

害薬であるシクロヘキシミドにより完全に阻害され 2. レーザーラマン分光法を用いての副督皮質細

ることから，代謝回転の速い蛋白質の合成が ACTH 胞構成成分の解析

の作用発現に必要であることが示唆されており，現 1987年本学にレーザーラマン分光光度計が購入

在まで幾つかその候補が報告されているが未だ決定 されたのを機会に，学内共同研究班の一員として初

的なものはない。我々は，この未知物質の役割を明 代培養ウシ副腎皮質細胞のレーザーラマン分光法に

確にするために，ウシ副腎皮質よりその分離精製を よる解析を行った。その結果副腎皮質細胞でカロチ

試み 8.2KDaの蛋白質を得た。この版白質のウシ副 ノイトに特有のラマンスペクトルが得られ，これは

腎皮質細胞内濃度は， ACTHにより GC産生と密接 ¢ーカロチソの存在によることが判明した。

な関係を持ちながら増加し， しかもその増加はシク

ロヘキシミドにより完全に抑制されたことから求め

る物質であると考えられた。そこで，その一次構造

を調べたところ， この蛋白質はウシ脳より精製され

た endozepine(diazepam binding inhibitor)に類

似した， C-末端のアミノ酸二つが欠落した des-

(Gly-Ile)-endozepineであることが判明した。

3. ジアゼパムを用いた研究

副腎皮質細胞には高密度のベンゾシアゼピン受容

体が存在することが報告されている。しかしながら，

その生理的な意義については不明である。そこで遊

離及び初代培養ウシ副腎皮質細胞におけるこの受容

体の GC産生に対する関与の有無をジアゼバムを用

いて検討した。ジアゼパム単独では何等影響は見ら

れなかったが， Bt2cAMPによる GC産生促進効果

に対しては増強的に作用した。そして ACTH, フォ

ルスコリン， Ca2十単独による GC産生に対しては影

響を及ぼさなかった。又， カルシウム拮抗薬の添加

や細胞外 Ca2十の有無にも影響を受けなかった。し

かし，この増強効果はコレステロール denova合成

阻害薬（コンパクチン）により抑制された。これら

の結果から， ACTHや Ca2+が関与しない Bt2

研究業績
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Hall, P.F.: The regulation of intracellular trans-

port of cholesterol in bovine adrenal cells: 

Purification of a novel protein. Endocrinology. 123 

(4 J: 2075-2082 (1988) 
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cytoplasmic free Ca2+ using fluorescence micro-

scope and indo-1. 第8回国際内分泌学会． 7月．京
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に閃する研究： Steroidogenesis Stimulating Poly-

peptide (SSP)の精製と生理的役割．第 79回日本薬理

学会関東部会． 10月．神奈Ill.

8) 椰橋和利，林田恵『•，大野裕治，中道 昇，川村将

弘：シアゼバムはシブチリルサイクリック AMPに対

するウシ副腎皮質細胞のコルチコイド産生を増強す

る．第 62回日本薬理学会総会． 3月．京都．

9) 松井隆．高村光行．山田憲次，陶緒平．川村将

弘：ラット副腎皮質ステロイド産生に対する黄色プト•.

ウ球菌 a毒素の効果．第 62回日本薬罪学会総会． 3月．

京都．

10) 野1_l昭文．）1|村将弘：ウシ副腎皮質細胞のステロイ

ド産生促進効果に及ぼす有機燐化合物・ンクロルボスの

作用．第 62回日本葉罪学会総会． 3月．京都．

研究概要

に関する生理学ならびに薬

理学，中毒学

I. 呼吸・循環の中枢性調節に関する生理学ならび

に薬理学的研究

1. 呼吸調節の中枢性統御神経機構とくに呼吸リ

ズム形成神経機構の生理・薬理に関する研究

l) 呼吸性ニューロソ活動と横隔神経高頻度同期

波 (high-frequencyoscillation, HFO) との

対応度

ウサギにおいて呼吸性ニューロンのスパイク電位

を同期信号とする HFO平均加算法を用いてニュー

ロソと HFOとの対応度を検討した。 HFOは横隔神

経活動中の 50-130Hz帯域にピーク周波数をもっ

周期成分であり，脳幹部の神経機構に起源をもつ周

期的神経活動である。脳幹の呼吸性ニューロン (182

例）中，吸息性(78例）， phase-spanning型(55例），

吸息相周波数変調型 (49例）の HFO対応度の平均

値士標準偏差および範囲は，それぞれ， 0.34士0.24,

0.04-0.92 ; 0.24士0.14,0.06-0.82 ; 0.21士0.17,0.04-

0.78であり，各型のニューロン群毎に個々のニュー

ロンの HFO対応度の著しい多様性の存在が明らか

となった。

2) 呼吸中枢神経回路のニューロン機能構成

a) ニューロンの HFO対応度と自発活動安定

度の関係

Primary respiratory neuronの有力候補ニューロ

ンである，安定度の高い吸息性ニューロン(182例中

の 4例）の HFO対応度および橋のニューロンの

HFO対応度はそれぞれ， 0.15土0.07(N=4), 0.15士

0.02 (N=3)であり，対照としての randompulseに

よる HFO対応度， 0.12士0.05(N =14)との間に有

意の差は認められなかった。

HFOの対応度は呼吸性ニューロンの機能構成の

一面を示す有力な指標と考えられる。

b) ニューロン局在部位と機能構成

延髄の吸息性ニューロンの HFO対応度 (0.38士

0.25, N =35)は橋の呼吸性ニューロンのそれに比

し，有意に大であり，孤束核隣接部を含む延髄網様

体全域に散在分布していた。 HFO対応度が低く，定

常性の高い primaryneuron候補としての吸息性

ニューロンがすべて，延髄外側網様体に局在してい
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る事実は， これら吸息性ニューロンを主な構成要素

とする呼吸リズム形成神経機構が HFO形成神経機

構とは独立の神経機構であることを示す新知見であ

る。

3) 高頻度同期波 (HFO)活動形成神経機構の活

動と薬物作用

脳幹内の HFO活動形成機構で形成され．呼吸筋

支配運動ニューロン群を経由して運動神経活動電位

中に発現する HFOの自己パワースペクトルのピー

ク周波数及びピーク面積は HFO機構の生理的性格

の重要な指標である。

a) 呼吸筋支配運動神経出力の同期性

両側の横隔神経活動問のコヒーレンス（関連度関

数）は 5-200Hzの全帯域で高値であるに対し，左右

の迷走神経遠心性活動間および横隔神経と対側の迷

走神経活動間のコヒーレンスは両者ともに 100-130

Hz帯域でのみ高値を示し，他の帯域では低値で

あった。この成績は両側横隔神経出力は 5-200Hz 

の全帯域で，両側迷走神経，および迷走神経と横隔

神経出力問では呼吸リズムと HFO帯域でのみで同

期が起こることを意味し， この様な呼吸筋支配運動

神経出力問の特異な機能構成の呼吸筋運動制御にお

ける重要性が考えられる。

b) 呼吸周期内における HFO活動の変動

同側の横隔および迷走神経活動の HFOの変動を

比較し，両者の HFO変動に著しい差が見いだされ

た。呼息相では両神経活動に明瞭な HFO活動が認

められない。両神経活動の HFOピーク周波数はと

もに，吸息相ではその開始時点 (1125士6.8Hz)か

ら低下，吸息開始点から吸息相持続のほぽ 2/3経過

時点で最小値を示し，以後増大したが，横隔神経

HFOのピーク面積は起点から潮増して，吸息相の

2/3経過時点で最大に達し，以後，漸減するのに対

し，迷走神経 HFOピーク面積は吸息相の 1/2経過

時点ですでに最大値を示し，以後，漸減した。 HFO

ピーク周波数は主に脳幹の HFO発振神経機構で決

定されるが，その出力の修飾過程は呼吸筋支配運動

ニューロン群，それぞれ毎に異なり，この調節過程

は吸息筋群活動制御機序の一環と考えられる。

c) Opioid系薬物の HFO活動に対する作用

横隔神経 HFOに対する morphineおよび nalox-

oneの作用を検討し，脳幹の HFO活動形成神経機

構と呼吸リズム形成神経機構の両者の活動自体およ

び両者問の相互作用に内因性 opioidペプチド類が

関与していると考えられるが，両側横隔性運動

ニューロン群問の同期過程への opioid系の関連の

可能性は低いことを示唆する研究成績が得られた。

d) Fominobenの作用

中枢性呼吸興軒作用および呼吸反射抑制作用を併

せもつ特異な呼吸作用薬である fominobenの横隔

神経 HFO活動に対する作用を検討した。本薬適用

により HFOピーク周波数およびピーク面積は用量

依存的に増大した。本薬は脳幹の呼吸リズム形成お

よび HFO形成神経機構の両者に促進的に作用する

と考えられる。

2. 循環の中枢性調節神経機構の生理・薬理に関

する研究

l) 交感神経系のリズム活動発現の中枢機序

ウサキの腎交感神経活動を種々のスペクトル解析

法を用いて検討し，心拍リズム性ー，呼吸リズム性

ー．交感神経系固有のリズム性 ，および動脈血圧

第 3級動揺性ー，の多種のリズム成分が神経活動に

含まれ，交感神経系の中枢性神経機構内に種々の周

波数特性をもつ周期性興密能を有する神経メカニズ

ムが存在し，末梢性呼吸・循環反射性入力および体

液性調節因子の影響を受けつつリズム活動を発現す

ることが示された。さらに， これらの交感神経活動

中の種々のリズム活動を形成する中枢神経系内の神

経機構相互問には，それらの自発性の程度をめぐる

階層的機能構成の存在を示す研究成績が得られた。

2) 交感神経系のリズム活動におよぽす Opioid

系薬物の影響

Morphine適用により交感神経系リズム活動中の

呼吸リズム成分は抑制されるが，心拍リズム成分は

増強され，これらの変化は naloxoneによって拮抗

された。 Morphine適用後著明な動脈血圧下降が起

こった実験例では呼吸—および心拍リズムの両成分

ぱ消失し， 0.5-2Hzの帯域をもつ新しいリズム成分

が発現した。種々の交感神経系リズム活動の源であ

る中枢神経機構の間の自発性をめぐる中枢内階層的

機能構成は opioid系薬物およびバルビツール酸誘

導体の作用によって可逆的かつ動的に変化すると考

えられる。

3. カルシウム依存性中性プロテアーゼ (CNAP)

阻害薬の薬効評価法の基礎的研究

動物の遠心性神経活動中の高頻度同期波の定量的

解析に関する研究成績を踏まえて，スペクトル解析

法を用いてヒト呼吸筋筋電図中の高頻度同期波関連

成分の導出と解析を行なった。

努力呼吸または深呼吸下の左顎二腹筋，左右剣状

突起部および左右肋問部の表面集合筋電図の間のコ

ヒーレンススペクトルに 0-200Hzの広範な帯域に

おいて同期した高い値を示すピークが発現すること

が見いだされた。これらの研究成績から Duchenne
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型筋ジストロフィー症における呼吸筋変性の進行の

程度の機能面からの判定および CANP阻害薬の本

症に対する治療薬としての薬効に関する有用な非侵

製的，定星的評価法として臨床的に応用されうるも

のと考えられる。

II. その他

教授福原武彦は第 12回および第 13回呼吸調節研

究会（昭和 63年 9月30日および平成元年 2月10

日，東京）の代表世話人をつとめた。

研究業績

I. 原著論文

1. 呼吸調節の中枢性統御神経機構， とくに呼吸

リズム形成神経機構の生理・薬理に関する研

究

1) Takano, K., Kimura, N., Kato, F. and Huku-

hara, T., Jr.: Effect of an enkephalin analogue. 

EK-399, and morphine on phrenic nerve activity in 

the rabbit. Neuroscience Res. 7(suppl.): 149 

(1988) 

2) Kato, F., Takano, K. Kimura, N. and Hukuhara, 

T., Jr.: Differences in the coherent relationship of 

the high-frequency oscillations between phrenic 

and vagus nerve activity. J. Physiol. Soc. Japan. 

50 : 586 0988) 

3) Kato, F., Takano, K., Kimura, N. and Huku-

hara, T., Jr.: Effect of morphine on bilateral 

synchronization of high-frequency oscillation in 

phrenic nerve activity. Jpn.]. Pharmacol. 49: 166 

(1989) 

4) 加藤縮夫，高野一夫，木村直史，福原武彦：高頻度

同期波のパラメータ推定による呼吸運動性神経出力の

定量化と評価法ーその薬理学的応用ー．慈恵医大誌．

103 : 1376 (1989) 

5) 加藤穂夫，木村直史，福原武彦：呼吸リズムを発現

する遠心性神経活動における高頻度同期波の局在とそ

の機能的意義． 自律神経． 25: 503-510 (1988) 

6) 高野一夫，加藤穂夫，哀 文俊，福原武彦：横隔神

経高頻度同期波に及ぼす Fominobenおよびその代謝

産物の影響． 日薬理誌． 93:6 0988) 

2. 循環調節の中枢性統御神経機構の生理・薬理

に関する研究

1) Kimura, N. : Central rhythmic control of sympa-

thetic nerve discharge. I. Central mechanisms in 

the control of cardiac-related sympathetic activity. 

Jikeikai Med. J. 35: 523-534 (1988) 

2) Kimura, N. : Central rhythmic control of sympa-

thetic nerve discharge. II. Sympathetic nerve 

rhythms during morphine-induced phrenic nerve 

quiescence. Jikeikai Med. J. 35: 535-548 (1988) 

3J Kimura, N., Kato, F., Takano, K. and Huku-

hara, T., Jr.: Effect of taurine on sympathetic 

nerve discharge in the spontaneously hypertensive 

rat. J. Physiol. Soc. Japan. 50: 572 (1988) 

4) Kimura, N., Kato, F., Takano, K., Fujiwara, Y. 

and Hukuhara, T., Jr.: Differential effects of mor-

phine and pentobarbital on cardiac-related activity 

in the sympathetic nerve discharge. Jpn. J. Phar-

macol. 49(suppl.) : 207 (1989) 

5) Kimura, N., Takano, K., Kato, F. and Huku-

hara, T., Jr.: Experimental postural hypotension in 

rabbits and anti-hypotensive effect of midodrine 

Jpn. J. Pharmacol. 46 (suppl.): 264 (1988) 

6) 木村直史，加藤穂夫，高野一夫，哀 文俊，福原武

彦：交感神経心拍性リスム活動の発現に関与する圧受

容器反射機構とオピオイド・システム． 日生理誌． 50:

697 (1988) 

7) 木村直史，加藤穂夫，高野一夫，福原武彦：交感神

経 活 動 に 発 現 す る 心 拍 性 リ ズ ム 成 分 に 及 ぽ す

pentobarbitalの影響日薬理誌． 92:48 0988) 

3. 筋ジストロフィー症治療薬の開発に関する研

究

l) 福原武彦（研究協力者：加藤縮夫，木村直史，高野

Jミ） ：CANP阻害剤の一般薬理学的研究一筋電図

および神経活動中の呼吸運動関連成分の定量的評価法

に関する基礎的研究ー．低分子酵素阻害物質による難

病治療薬の開発研究．昭和 62年度厚生省新薬開発研究

事業研究報告書． 61-67(1988) 

2) 福原武彦（研究協力者：高野一夫，木村直史，加藤

穂夫）： CANP阻害剤の一般薬理学的研究一神経活

動および筋電図の周波数分析に基づく呼吸筋機能評価

法に関する基礎的研究ー．低分子酵素阻害物質による

難病治療の開発研究．昭和 63年度厚生省新薬開発研究

事業研究報告書． 59-64(1989) 

II. 総説

1) Hukuhara, T. Jr.: Organization of the brain 

stem neural mechanisms for generation of respira-

tory rhythm-Current problems. Jpn. J. Physiol. 38. 

753-776 0988) 

2) 福原武彦：脳幹障害と異常呼吸． CLINICAL

NEUROSCIENCE. 6: 108-109 0988) 

3) 福原武彦：呼吸調節の中枢機序ー最近の知見．生

体の科学． 39:214-219 (1988) 

4) 福原武彦：呼吸調節と自律神経系の相関． CLINI-

CAL NENUROSCIENCE. 6: 874-877 0988) 
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III. 学会発表

1. 呼吸調節の中枢性統御神経機構， とくに呼吸

リズム形成神経機構の生理・薬理に関する研

究

l) 福原武彦： （シンポジウム）呼吸調節と自律神経一

中枢性調節神経機構における連関．第 41回日本自律神

経学会総会． 11月．大分．

2) 加藤穂夫，木村直史，高野一夫，福原武彦：横隔膜

筋電図中に検出される高頻度同期波の解析による呼吸

中枢一呼吸筋系の機能評価．第 36回閉塞性肺疾患研

究会． 1月．東京．

3) 加藤穂夫，高野一夫，木村直史，福原武彦：横隔神

経と脳神経活動の関連度の高頻度同期波帯域における

特異性．第 65回日本生理学会大会． 4月．和歌山．

4) 加藤網夫，高野一夫，木村直史，福原武彦：両側横

隔神経および迷走神経遠心性発射活動の関連度と高頻

度同期波の同期過程．第 12回呼吸調節研究会． 10月．

東京．

5) 高野一夫，加藤穂夫，衰 文俊，福原武彦：横隔神

経高頻度同期波に及ぼす fominobenおよびその代謝

産物の影響．第 79回日本薬理学会関東部会． 10月．相

模原．

6) 加藤穂夫，高野一夫，木村直史，福原武彦：高頻度

同期波のバラメータ推定による呼吸運動性神経出力の

定量化と評価法ーその薬理学的応用ー．第 105回成

医会総会． 10月．東京．

7) 高野一夫，加藤穂夫，木村直史，福原武彦：横隔神

経高頻度同期波と脳幹部呼吸性ニューロン活動の相

関第 41回日本自律神経学会総会． 11月．大分．

8) 加藤穂夫，高野一夫，木村直史，福原武彦：ウサキ

横隔膜筋電図および横隔神経活動に発現する高頻度同

期波の炭酸ガス応答一呼吸中枢～呼吸筋系の機能評

価ー．第 34回日本宇宙航空環境医学会総会． 11月．東

京

9) 加藤穂夫，高野一夫，木村直史，福原武彦：横隔神

経および脳神経活動中の高頻度同期波の形成と発現に

関与する発振神経回路．第 16回自律神経生理研究会．

12月．東京．

10) 加藤穂夫，高野一夫，木村直史，福原武彦：横隔神

経高頻度同期波の両側性同期に及ぽす Morphineの作

用．第 62回日本薬理学会総会． 3月．京都．

2. 循環調節の中枢性統御神経機構の生理・薬理

に関する研究

l) 木村直史，加藤穂夫，高野一夫，福原武彦：高lill圧

自然発症ラットの交感神経活動に及ぼす taurineの影

響．第 65回日本生理学会大会． 4月．和歌山．

2) 木村直史，加藤穂夫，高野一夫，福原武彦：交惑神

経活動 に 発 現 する心拍性リズム成分に及ぽす

pentobarbitalの影響．第 78回日本薬理学会関東部会．

6月．相模湖町．

3) 木村直史，加藤網夫，高野一夫，哀 文俊，福原武

彦：交惑神経心拍性リズム活動の発現に関与する圧受

容器反射機構とオピオイド・システム．第 224回生理学

東京談話会． 7月．東京．

4) 木村匝史，加藤網夫，高野一夫，藤原葉子，哀 文

俊，福原武彦：体軸変換時の循環調節に関与する中枢

性神経出力のスペクトル解析．第 34回日本宇宙航空環

境医学会総会． 11月．東京．

5) 木村直史，高野・ー夫，加藤継夫，藤原葉子，福原武

彦：横闊神経活動抑制時の非呼吸性交感神経リズム．

第 12回神経科学学術集会． 12月．名古屋．

6) 木村直史，加藤穂夫，高野一夫，藤原葉子，福原武

彦：交感神経活動に発現する心拍性リズム成分に及ぽ

すモルヒネおよびペントバルビクールの影響の差異．

第 62[ii]日本薬理学会総会． 3}］．京都．

7) 木村直史，加藤穂夫，高野一夫，藤原葉子，福原武

彦：中枢性循環調節神経機構のリスム形成能ーモル

ヒネによる横隔神経呼吸性リズム活動抑制時の交惑神

経リズムー．学内共同研究・研究発表会「循環調節の機

序に関する基礎ならひに臨床医学的研究」． 11月．東京．

8) 加藤総夫，木村直史，福原武彦：循環動態およびそ

の中枢性調節機能の時系列解析．学内共同研究 研究

発表会「循環調節の機序に関する基礎ならびに臨床医

学的研究． 11月．東京．

3. カルシウム依存性中性プロテアーゼ (CANP)

阻害薬の薬効評価法の基礎的研究

l) 福原武彦，加藤穂夫，高野一夫．木村直史： CANP

阻害剤の一般薬理学的研究 神経活動および筋電図

の周波数分析に某づく呼吸筋機能評価法に関する基礎

的研究．厚生省新薬開発研究費 低分子酵素阻害物質

による難病治療薬の開発研究 江橋班 昭和 63年度

班会議． 2月．東京．

IV. 著書

1) 西川嘉伸，福原武彦：鎮痛薬の使用法ー 15.4精神

科領域の項分担執筆．高倉公明，森 健次郎，佐藤昭夫

編： Painー痛みの基礎と臨床．朝倉書店． 390-399

(1988) 

V. その他

l) 加藤網夫：呼吸運動の中枢性調節神経機構に関す

る生理学・薬理学的研究．学位（薬学博士）論文（東京

大学大学院薬学系研究科）． pp.1-123. 

2) 福原武彦：書評ー CurrentTopics in Pulmonary 

Pharmacology and Toxicology, Volume 3, edited 

by M.A. Hollinger. Elsevier Science Publishing Co., 

Inc., New York.トキシコロジー フォーラム． 11:

440-442 (1988) 
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第 1• 第 2 病理学

教授：藍沢茂雄

教授：牛込新一郎

教授：田中 貢

助教授：古里征国

助教授：下田 忠和

人体病理学：特に腎・泌

尿•生殖器の病理

人体病理学，生検病理学：

特に骨・軟部組織の病理

人体病理学：特に肝の病

理 免 疫 組 織 化 学

人体病理学：特に泌尿生殖

器系病理超微細胞病理と

微小循環の病理学

人体病理学：特に軟部腫瘍

（中央検ft部に出向；および胃腸系の病理

助教授：徳田忠昭 人体病理学：特に肝の病理

助教授：河上牧夫 人体病理学：特に肝の病理

講 師 ： 山 口 裕 人体病理学：特に腎．泌尿

器の病理

講師：猪股 出 人体病理学：特に腎・泌尿

器の病理

講師：城 謙輔 人体病理学：特に腎・泌尿

器の病理

講師 ： 高 木 敬 三 人体病理学：特に軟部腫瘍

とリンパ網内系の病理

講師：福永真治 人体病理学：特に軟部腫瘍

とリンパ網内系の病理

講師：鈴木正章 人体病理学：特に泌尿生殖

器・乳腺の病理

講 師 ： 酒 田 昭 彦 人体病理学：特に肝とリン

パ網内系の病理

が多し、0

ヒト腎とラット腎との免疫学的交叉性を調べる目

的で，ヒト腎基底膜抗原 (Hu-RBM)を Klasser

(1971)の方法により精製し，その 4mg／匹を

Brown-Norway (BN)ラットに Freundアジュバ

ント，百日咳ワクチンと共に免疫した。初回免疫か

ら2週間の惹起免疫後のラットは，多尿期を経て血

清クレアチニンの上昇，光顕像では著明な尿細管間

質炎を温していた。同時期の病変腎では，蛍光抗体

(IF)により尿細管基底膜 (TBM)とボーマン設に

IgG, C3が線状に沈着したが，糸球体基底膜には陰

性であった。免疫ラット血清は， IF間接法により正

常 BNラットの TBMと刷子縁に親和性を認め，ま

た本血清を用いた Westernblot法では，尿素可溶化

Hu-RBM中の 145kDaのバンドを，そして BN-

RBM中の 145kDa, 130 kDa, 115 kDaの三つのバ

ントを認識した。以上， Ju-RBMにより免疫された

BNラットは，急性間質性腎炎を発症し，急性腎不全

のモデルとなった。また Hu-RBMとBN-RBMと

の間に共通抗原物質の存在が示唆された。

II. 泌尿生殖器に関する研究

1. 腎細胞癌：腎癌取扱規約にそって電算化し，

年齢による特徴の分析をしょうとしている。また

マッピソグによる壊死部の分析を通じ， Emboliza-

tionの効果判定を試みた。

2. 腎腺腫：臨床病理学的•免疫組織学的検討を

行なった。

3. 前立腺ラテント癌の研究：昨年度に引き続い

て剖検例の前立腺を収集して来た。総数で 600例を

上まわったので，現時点でのまとめを行ないつつあ

研究概要 る。前立腺ラテント癌に出現する領向のある結晶様

I. 糸球体腎炎に関する研究 構造と，癌体積との関係は，厚生省癌研究研究費に

今まで糸球体疾患の尿細管間質病変(TIL)を追求 よる援助によって追求し，春の日本病理学会総会に

し，腎機能や予後と深い関係があることを明らかに 発表した。前癌状態の組織変化の研究についても現

してきた。一方，ループス腎炎では糸球体はかりで 在，凍結組織を中心として研究中である。ラテント

はなく，尿細管基底膜 (TBM)や間質細血管壁にも 癌の細胞内 DNA量の測定については，ジョーシア

免疫複合体の沈着をしばしは認める。この尿細管間 大学との共同研究の一環として，ジョージア大学で

質沈着物 (TIO)の由来・意義および性質について検 分析され，結果は，本年度日本癌学会で報告する。染

討した。 PAP法で 37.5%，電顕で 31.4%に TIDが 色体分析はジョーンズホプキンズ大学腫瘍センター

見られ，非常に高率であった。分布様式からボーマ との共同研究の一環として，現在分析が進行中であ

ン嚢壁を含む TBMを主とする TBM型と血管型 る。

から間質， TBMに拡がる血管壁とに分けられた。 4. 睾丸胚細胞腫瘍のセミノーマは，化学療法の

TBM型は WHO組織分類 2,3,5型の殆とを占め， 進歩にもかかわらず，なかには死亡例も存在する。転

間質型の間質炎性反応を伴う。 4型は TBM型と血 帰の明らかな，睾丸原発の単一組織型セミノーマを

管型の殆どを占め，糸球体の活動性病変の頻度が高 用いて，その予後決定因子を病理組織学的に検討し

く，糸球体周囲の問質炎を伴う。TBM型に予後不良 た。この鮎果，睾丸腫瘍取り扱い規約の事項(STGC,
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PT,核分裂像）の他に，出血壊死の有無およひその 3. 大腸拙，腺腫における細胞分化と中間径線維

程度，そして脈管侵股の有無を詳細に検索すること lケラチ ‘/sub-type)の発現には相関性があり，癌ほ

が，その予後を占う上で大きな囚子となることがわ と低分f-llt (45 KD, 40 KD)のケラチンが強く発現

かった。 する。また 54KDケラチンぱll-．．常粘膜，腺腫でぱ表

5. 褐色細胞腫に関する研究：最近 7年間に当病 層分化するに従いその発現は久われるが，癌でぱ令

理学教室に集められた 11例の副腎髄質原発の褐色 く発現しない。

細胞腫について 10種の peptidehormoneに対する 大腸癌をその割面形態より観察することにより，

抗体と 4種の神経系のマーカーを用いて免疫組織化 近年Hellされてきている扁平降起性病変が直接進行

学的に検討した。その結果褐色細胞腫を構成する細 癌へと進展していく病変であることを証明した。史

胞は種々の抗体に対する反応と形態的に 4種に分け に．形態叶測により細胞異型を数値上から検討した

ることができた。また複数の peptidehormoneに陽 結果，従来高度異型腺腫とされてきた病変が，癌と

性の細胞も観察された。 同様の病変として扱われるへき病変であることが半1l

明した。

III. 骨・軟部腫瘍に関する研究 4. 食物の内界化に interfaceを成す腸管の機能

1. 骨肉腫は，臨床的・病理形態的に非定型の場合 構造は特有な区間特性を示す壁構成のあり）jに反映

があり，他の腫瘍との鑑別が問題となり，且つ生物 されている。 250例以上の剖検腸の長さ・幅・総粘膜

学的性格の差があるか否かも大きな問題である。牛 面・壁構成断 1(1i成分の定批および膵実質量 •Ill小葉

込が主宰する骨腫瘍研究会も既に 4回を数え， f甫々 の規模との臓器相関を検した結果は次の如くであっ

の問題を検討して来た。その成果の・端として免疫 た。

学的検索がこの鑑別に有効であることを示した。 （l)小腸・鮎腸の長さは 18歳前後でピークに達

(Surgical Pathology. 1: 349, 1988)． し，以降小腸は加齢的に減少する。 (2)小腸・糾

2. 只ーイング肉腫骨外性ユ肉腫の組織発生に 腸長ぱ係数 0.75の高い正相関を示す。 (3)両者共

関しても，免疫組織学的に検索し， Primitiveneur- に20-30歳の間に壮年期短縮現象を呈する。（4)粘

oectodermal tumorに他ならないことを主張して 膜ヒダは加齢的に漸増し， 65歳をピークに漸減す

きた（病理と臨床． 7:93, 1989,国際病理アカテミー る。（5)粘膜菫は遂に漸減し． 60歳以降はその匝向

国際学会， Dublinでの報告）＇ 89年度の病理学会総会 ；ま顕著である。 (6)固有筋層ぱ 70歳までは肥岸す

においても，経過の追えた症例について，組織学的・ るが縦走成分の比率は比較的に減少する。（7)膵＇又

免疫組織化学的・電顕的に検索し，この主張を更に 質量と粘膜量とは負の相関を，肝小葉規模とは正相

支持する所見を示した。 関を軽度に呈する。

3. 骨巨細胞腫症例を 45例以上収集し，問質細胞 5. ghost cell trapping視象はまれに末期的循環

の骨形成能について検索を進めている。 障害を惹起せる erythrocytesequestrationの・種

である。

IV. 消化管に関する研究

1. 大腸癌の形態発生：前年より症例の集梢が行

なわれ， 10mm以下の denova ca.より成り立つ進

行癌が約 80%を占めることがより明らかになった。

また denova ca.の診断基幽につき形態計測による

腺腫と癌の比較を行ない，大腸癌の発生：ま従来報告

した通り 80%以eが denova ca.であることが確

認された。

2. 大腸癌，腺腫における癌辿伝子の発現： In

situ hybridization法により）＜腸癌と腺腫における

H-ras, K-ras, C-mycのm-RNAの検出を試みた。

その結果，腺腫では H-ras, K -rasのシグナルは粘

膜深部程強く，癌では何れの部にも強く発現する頻

向があり，細胞分化と癌遺伝fの発現に1ま何等かの

相関があると予想された。

V. 肝臓に関する研究

1. 肝繊維症について：ヒトの肝繊維化進展に重

要な役割を恨じている伊東細胞 (FSC)が機能的の

みならず細胞性格上も繊維芽細胞に類似しているこ

とを報告してきたが，更に， FSCの繊維形成細胞ヘ

の分化と増殖を促進する因子に関し検索を進めた。

その結果，繊維化の著明な傷‘山部には繊維芽細胞様

細胞の増加，血小板抗原の仔在や Kupffer細胞に I・.

皮増殖因 j’• の存在が認められ， FSC への関与が強く

示唆された。

2. ウイルス14慢性肝炎について：ウイルス性慟

性肝炎に対する治療の一つとしての IL-2投与前後

の肝組織につ＼、て NK細胞の動態を免疫組織化学

的に検索し，組織像との対比を行なった。 IL-2投げ・
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後 NK細胞の増加がみられた例では，臨床像組織

像共に改善が著明であった。 BMTに伴う胆管傷害

について： BMT後の GVHRとしての肝内胆管傷

害の病理発生機序に関し，その形態像と共に HLA

class I, II抗原表出と細胞傷害性リンパ球との関係

を検討してきた。現在，ホストの胆管上皮への class

II抗原の異常表出が，トナー由来の Immunocyteに

よる targetantigen（胆管上皮細胞？）認識へのきっ

かけとなって傷害が惹起される可能性を推測してい

る。

3. 肝細胞傷害と活性化マクロファージ (M4)： 

LPS投与後の endotoxinsensitive Mef,はガラクト

サミン処理をしたマウスの肝傷害に璽要な慟きをし

ていることが， endotoxin感受性系と抵抗性系のマ

ウスを用いた実験で明らかとなった。また， LPS

activated Mef,による肝細胞傷害性は， この Mef,を

lipoxygenase inhibitorで前処理することで制御で

きることが証明できた。

4. 肝硬変症にみる異常な酵素活性について：ヒ

卜肝硬変症について 2-3の糖代謝関連酵素を組織化

学的に検索した。偽小葉構成肝細胞は光顕的に正常

肝細胞と類似した形態を示すがその酵素活性状態は

正常とは著しく異なり，肝硬変症の肝細胞の代謝状

態は極めて異常であることが示唆された。

ジキンリンパ腫を主体としたリンパ節病変を対象と

して，種々の条件下で各抗体の反応性を検討し，至

適条件の決定を第 1の主眼とし，診断的価値の向上

を目的とすると同時に，腫瘍の分化について検討中

である。

VII. 薬剤投与に関する研究

免疫抑制剤シクロスポリンの慢性腎毒性を示す血

管病変については移植腎材料で電顕的に検索した。

細動脈や腹筋の変性萎縮および壊死が見られ，再生

性変化も認められた。

VIII. 循環器系病変に関する研究

1. 血管病変の理解において重要なことは，血管

の新生から血管が完成されるまでの形態学的変化を

詳細に理解することにある。そこで，特に血管新生

部における形態変化を詳細に追求してきた。（1) 肉

芽組織において血管内皮細胞から周細胞への細胞質

陥入は，周細胞から血管内皮細胞への細胞質陥入と

比べ小型を示すことをコソビュータを利用した已

次元的形態解析法を用い明らかにした。 (2) これら

細胞質相互陥入の多くでは両細胞間に基底膜構造を

示さない問隙を有することを明らかにした。

2. 血管超微形態を追求する為に我々は電顕用連

続切片作製用ナイフボートを設計開発し，試作品を

VI. リンパ網内系組織に関する研究 完成させた。詳細については成医会に発表予定であ

木村病リンパ節病変について．本年 1月27日に文 る。

部省班会議 ('88年度総合 A)にて報告した。従来軟

部病変に従属的に取り扱われていた木村病リンバ節 IX. 唾液腺腫瘍の研究

病変は軟部同様濾胞様構造と濾胞間肉芽で構成さ 唾液腺腫瘍の免疫組織化学的検討

れ，病変は節内性・節外性の進展様式をとって拡がっ 1. Warthin腫瘍のリンパ組織成分について・

ていった。また S-100蛋白陽性細胞の関与が濾胞様 IgEの胚中心への網目状陽性像，樹枝状の形態を有

構造周囲で認められた。 する S-lOO•LN咽陽性細胞の増生像が認められ，比

喘息肺気道系の構造的変容についての光顕的・電 較対照例のうち，木村病・皮膚病性リンパ節症と同

顕的観察結果を，本年 3月8日に厚生省班会議 ('88 様の染色態度をとることが判明した。それゆえ．

年度小児医療研究）で報告した。小葉外気道では，対 Warthin腫癌が，上皮成分と既存のリンパ組織の単

照側と比べ収縮位を示し，小葉内気道では平均的に なる複合した腫瘍であるとは考えにくく， リ` ノバ組

は収縮位を示したがむしろこの区間では過収縮と過 織は免疫学的異常を含む反応性のものである可能性

拡張の共存が特徴であった。 が考えられた。

免疫組織化学的検索方法は．近年めざましい進歩 2. 基底細胞腺腫： 11例の耳下腺基底細胞腺腫の

を示し，研究面のみならず診断面においても活用さ フォルマリン固定パラフィン切片につき， 7種の抗

れ，日常の外科病理に応用されている。しかしなが 体 (CEA,SC, EMA, cytokeratin, vimentin, actin 

ら，その反応性は必ずしも安定しておらず，固定材 and S-100 protein)および 5種の lectins(PNA, 

料・温度•免疫動物の違い等の種々の条件により，多 SBA, DBA, UEA and LT A)を用い，免疫組織化

大な影響を受ける。その為，時として免疫組織学的 学的に検討した。その結果，導管様上皮には抗体で

結果と組織学的診断結果との問に矛盾が生じる。悪 はCK,EMA, CEA, SCが，レクチン類では， PNA,

性線維性組織球腫を主体とした軟部腫瘍および非ホ SBA, UEAが陽性を呈し，筋上皮様細胞には ACT
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とVMが安定した陽性像を示す。本腫瘍ぱ， 2種の

腫瘍細胞が認められるため，導管上皮成分と筋上皮

成分に分化しうる介在部の reserve cellあるいは

stem cellが発生起源であろうと推論された。

3. 腺様妓胞癌： 15例の腺様痰胞癌を管状型箭

状型充実型にわけ，免疫組織学的およびレクチン

組織化学的に検討した（方法はほぽ基底細胞腺腫と

同様）。腺様淡胞癌は 2種の細胞要素，すなわち導管

様上皮と筋上皮様細胞よりなり，辺縁を占める筋上

皮様細胞の配列は疎で， しばしば疎開して偽痰胞を

形成し，本腫瘍に典型的な箭状構造を示す。導管様

上皮細胞のマーカーとしては EMA,CK, SC, CEA, 

さらにレクチ｀／類では PNA, SBA, DEA. UEAが，

筋上皮様細胞は actin,vimentinが有効である。しか

しS-100ぱ筋上皮様細胞マーカーとしては不安定

である。偽淡胞を形成する内壁の細胞は筋上皮細胞

に陽性となる vimentin,actin, S-100などが腸性で，

導管関連抗原とレクチン類は陰性である。これらの

結果をもちいて．腺様援胞癌充実型と未分化癌，腺

房細胞癌．悪性リンパ腫などとの鑑別が可能である。

X. 病理情報の電算化に関する研究

厚生省難病の疫学調査研究班の班員（藍沢）とし

てこれまで膠原病の日本病理剖検輯報の 12年間に

わたる蓄積データを集計し．疫学的検討を加えてき

た。本年度はウェゲナー肉芽腫症につき，年次別，年

齢階層別，性別，都道府県別，職業別，臨床診断別，

臓器別変化，副病変との関連，悪性腫瘍との合併頻

度などを検討した。さらに，全身性紅斑性狼癒の疫

学特性を人口動態調査死亡統計・患者調査•特定疾

患治療研究助成金受給者調査と比較検討した。また

SLEにつき病理剖検輯報をもちいての症例対照研

究的活用の可能性につき検討をはじめ，疫学的活用

の可能性を見出した。一方，都市型のがんの特性と

要因に関し，慈恵医大付属病院における病理組織検

査症例をもちいて，都市型大規模総合病院の病理組

織検査から見たがんの疫学につき報告した。

XI. 細胞診に関する研究

研究業績

I. 原著論文

1. 糸球体腎炎に関する研究

l) 藍沢茂雄，山口裕．猪股出．城謙輔：小児と

成人における MPGNの臨床病理学的検討．厚生省心

身障害研究「小児慢性疾患の予防管理・治療に関する研

究」昭和 62年度研究報告書． 118-1210988) 

2! iii 11 裕，猪股出，鬼塚史朗，城謙輔，藍訳茂

雄： Mesangialinterpositionの電顕的研究． 日腎誌．

30 : 636 (1988) 

3) 1J111 裕，猪股 出，金子裕美，石井幸f.財部テ

ル［，城 謙輔，藍沢茂雄： PAP所見と免疫電顕との

比較．第 7回腎腰における酵素抗体法研究会． 7:4-6 

(1988) 

4) 山口 裕，猪股出，城謙輔，藍沢茂雄：ルーフ

ス腎炎における尿細管・問質沈着物に関する病理学的

研究． 日病会誌． 77:263 0989) 

5) 山本 勝，奥田新一郎，百瀬光生，羽野寛，久保

仁：塩酸、ンラゼプによって腎機能の改善を認めた lgA

腎症の 4症例．臨床と研究． 66(2): 309-314 

2. 泌尿生殖器に関する研究

1) 加藤弘之，藍沢茂雄，堀真佐男，鎮目正芙，池本 庸，

町田股平：精母細胞性セミノーマの 3症例．臨泌． 43

(2) : 125-129 (1989) 

2) 坂本穆彦（癌研），古里征国，矢谷隆一（―そ重大）：前

立腺組織学的治療効果判定基準（日本泌尿器科学会・日

本病理学会）．癌の臨床． 2027-2030(1988) 

3) 品）II俊人＊，田所 衛＊，藍沢茂雄（＊釈マリアンナ医

大） ：潜在性睾丸胚細胞腫瘍の臨床病理学的検討ーと

くに精細管内悪性胚細胞との関係について一．．病坪と

臨床． 7(3):349-354 (1989) 

4) Matsumoto, I., Furusato, M., Joh, K., Wakui, S. 

and Aizawa, S. : Prostatic Carcinoma with 

Melanosis. Prostatic Cancer: The Second Tokyo 

Symposium (Elsevior Science). 131-134 (1989) 

5) Furusato, M., Matsumoto, I. and Wakui. S. ・ 

Early Malignant Lesion and Latent Carcinoma in 

Japanese Prostate. Exp. Pathol. 33ClJ: 1-16 

(1989) 

6) 小針俊彦，町田豊平，大石幸彦，小寺璽行，大西哲

郎，藍沢茂雄，菊池 泰： Bellini管原発と思われる腎

腫瘍の 1例．日本泌尿器科学会雑誌． 79(6):1108-1113 

(1988) 

7) 黒田 朋町田豊平，増田富土男，廿1代和也，倉内

洋文，高橋知宏，藍沢茂雄，鈴木正意：腎茅部リンパ節

にも併発病理所見をみた両側腎血管筋脂肪腫の 1例．

泌尿紀要． 34:478-481 0988) 

8) 井村有希：卵黄喉腫瘍の免疫組織化学およひレク

チン組織化学的検討．慈恵医大誌． 103(2J : 495-507 

(1988) 

9) 近藤勝彦，大塚博光，顔川裕央，松井弘文，福島春

孤袖本幸男（聖マリアンナ医大），牛込新一郎：特異

な網状組織像を呈し， Plexiformと鑑別を必要とした

了•宮筋腫の 1 例．病理と臨床． 6(10): 1207-1210(1988) 

3. 骨・軟部腫瘍に関する研究

l） 小込新一郎：骨・軟骨の基本的組織変化の見方．
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骨•関節・靱帯． 1(1) : 7-12 (1988) 

2) 牛込新一郎：骨•関節構造の傷害と修復に関する組

織変化．骨•関節・靭帯． 1(2): 135-140(1988) 

3) 近藤勝彦，小林博雄，楠野幸次，高桑俊之＊，品川俊

人＊，袖本幸男＊，田所 衛＊（＊聖マリアンナ医大），吉田

泰成，牛込新一郎：松果体領域に原発したと推定され

る横紋筋肉腫の 1剖検例．病理と臨床． 6(12): 1475-

1479 (1988) 

4) 篠崎 登＊，塩原明子＊，沢田金好＊，鈴木正章，石原

歳久＊（＊社会保険大宮総合病院），牛込新一郎，桜井健

司：背部の Spindlecell lipomaの 1例．日本臨床細胞

学会誌． 28(1): 96-98 (1988) 

5) 中島久弥＊，渡辺久照，高桑俊之＊，牛込新一郎，山崎

誠＊，三好邦達＊ （＊聖マリアンナ医大） ：Plexiform 

neurofibromaを基盤として発生したと考えられる乳

児悪性神経鞘腫の 1例．臨床整形外科． 24(5):671-675 

(1989) 

6) Nakajima, H., Ushigome, S. and Fukuda, J.: 
Case Report 482, Chondrosarcoma (grade-1) aris-

ing from the right toe in patient with multiple 

enchondromas. Skeletal Radiology. 17(2) : 289-

292 (1989) 

7) Ushigome, S., Takakuwa, T. *, Shimoda, T., 

Nakajima, H.* (*St. Marianna Univ. School of 

Medicine) and Fukunaga, M. : Immunocyto-

chemical aspects of the differential diagnosis of 

osteosarcoma and malignant fibrous histiocytoma. 

Surgical Pathology. 1(4): 347-357 (1988) 

8) 中島久弥＊，高桑俊之＊，田所衛＊，山崎誠＊，長

尾悌夫＊，牛込新一郎（＊型マリアンナ医大） ：滑膜肉腫

の 4例一細胞学的検討を中心に一．型マリアソナ医

大誌， 16(1): 127-132 0988) 

9) 広津卓夫，内山浩志，小池雄一，山口 裕： MTX

大量療法，放射線療法， PulseVAC療法後， DICを発

症した巨大横紋筋肉腫の 1例．小児科診療． 51(8):

1619-1630 (1988) 

4. 消化管に関する研究

l) 古川良幸，塚本伝彦，秋田治之，徳安公之，山田康

裕，黒田 徹，成瀕勝，坂口友次朗，曽雨ー顕，羽野

寛長尾房大：高齢者大腸重複症の 1例，消化器外科．

11 (8) : 1285-1288 (1988) 

5. 肝臓に関する研究

1) Yoshida, K., Amemiya, A., Kobayashi, S., Sakur-

ai, K., Suzuki, M. and Aizawa, S. : Fibrolamellar 

carcinoma of the liver in the orient. J. Surg. Oncol. 

39: 187-189 0988) 

2) Ii仄村泰樹，小林 進，蜂谷公敏，稲田省三，桜井健

司，中原正男，亀田治男，菊池 泰：肝血管筋脂肪腫の

1例． 日本臨床外科医学会雑誌． 49(10): 1991-1995 

6. リンパ網内系組織に関する研究

l) 馬目佳信，安江正治，坂井春男，中村紀夫，多田信

平，菊池 泰，田中 貢，鎮目正美：原発性頭蓋内悪性

リンパ腫の 1症例．慈恵医大誌． 103(6):1753-1758 

0988) 

7. 薬剤投与に関する研究

1) Joh, K., Shibasaki, T., Azuma, T.*, Kobayashi, 

A., Miyahara, T., Aizawa, S. and Watanabe, N.* 

(*Medical School, Nagoya City Univ.): 

Experimental Drug-Induced Allergic N ephriitis 

Mediated by Antihapten Antibody. Int. Arch. 

Allergy Appl. ImmunoL 88(3) : 337-344 0988) 

2) Shibasaki, T., Sakai, S., Ishimoto, F., Miyahara. 

T., ]oh, Kand Aizawa, S.: A Case Report of Acute 

Renal Failure due to Cefazolin. Jikeikai Med. J. 35 

(4): 469-474 0988) 

3) 柴崎敏昭，酒井聡一，石本二見男，宮原 正，城謙

輔，藍沢茂雄： Cephem系抗生剤による急性間質性腎

炎の 2例． 日腎誌． 30(10): 1197-1201 (1988) 

8. 循環器系病変に関する研究

1) Wakui, S.: Two-and three-dimensional ultras・ 

tructural observation of two cell angiogenesis in 

human granulation tissue. Virchows Archiv B Cell 

PathoL 56: 127-139 (1988) 

2) Wakui, S., Furusato, M., Hasumura, M., Hori, 

M., Takahashi, H., Kano, Y. and Ushigome, S 

Two-and Three-Dimensional ultrastructure of En-

dothelium and Pericyte Interdigitations in Capillary 

of Human Granulation Tissue. J. Electron Mi-

crosc. 38(2) : 136-142 (1989). 

3J Wakui, S., Furusato, M., Takaki, K, Sakata, A., 

Kano, Y., Ishikawa, E. and Ushigome, S.: Endoth・ 

elium-Pericyte interdigitation in granulation tissue. 

Micro circulation Annual 1988. 2: 95-96 0988) 

9． 唾液腺腫瘍の研究

l) 鎮目正美：腺様淡胞癌の免疫およびレクチン組織

化学的研究．慈恵医大誌． 103: 1683-1695 (1988) 

2) 松本憲事：耳下腺基底細胞腺腫の組織学的およひ

免疫組織化学的研究．慈恵医大誌． 103: 1709-1721 

0988) 

10. 剖検材料の電算化情報

1) 箕輪真澄（公衆衛生院），藍沢茂雄，清水弘之（東北

大），大野良之（名市大），永井正規＊，柳川 洋＊ （＊自

治医大）：全身性紅斑性狼癒の疫学特性比較一人 ll動

態調査死亡統計・病理剖検輯報・患者調査•特定疾患治

療研究助成金受給者調査ー．厚生省特定疾患難病の疫

学調査研究班昭和 63年度研究業績集． 32-39(1989) 

2) 清水弘之（東北大），藍沢茂雄，箕輪真澄（公衆衛生

院），大野良之（名市大），柳）II 洋（自治医大） ：柄理
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データベースの疫学的活用ー症例対照研究的活用の immunopathy in renal allografts. XII Interna-

可能性ー．厚生省特定疾患難病の疫学調府研究班昭和 tional Congress of the Transplantation Society. 

63年度研究業績． 37-38(1989) Aug. Australia. [Porter Abstract Book, III: 267 

ll． 細胞診に関する研究 (1988)] 

l) 森脇友子，平野三重子，星川咲子， tl-」所 衛（聖マ 5) 山口 裕，猪股 出，藍沢茂雄：尿細管間質沈着物

リアンナ医大），屋代 隆，新井基央，鈴木卓朗，牛込 をともなうループス腎炎に関する病理学的研究．第 31

新一郎： Papanicolaou染色された下垂体前葉細胞の 回日本腎臓学会総会． 10月．奈良， 1988,［日腎誌． 31

免疫組織化学的検索 下垂体腺腫の細胞診への応）jj (5) : 582 (1989)] 

ー．日本臨床細胞学会誌． 27(3): 356-363 0988) 6) 城 謙輔，藍沢茂雄，柴崎敏昭，宮原 正，渡辺直

12. その他 照：ヒト腎基底膜抗原によるラット急性腎炎モデル：

l) 鈴木正章：確定診断に達しえない病理診断の表現 尿素による可溶性抗原の解析．第 31回日本腎臓学会総

法．病理と臨床． 6: 1364-1365 (1988) 会． 10月．奈良．［日腎誌． 31(5) : 596 (1989)〕

2) 太田一，寺井稔，牛込新一郎，山口 晋，石井 7) 猪股出，山口裕，城謙輔，藍沢茂雄，金井達

進吾，渋川雅美，丘村建児：疾患と微量元素（その 4入 也，木村靖夫：長期耐糖能異常後にネフローゼ症候群

聖マリアンナ医大紀要． 17:91-105 (1988) を急性発症した 1剖検例．第 18回日本腎朦学会東部部

3) 太田一，寺井稔牛込新一郎，山口晋，石井 会． 5月．東京．［日腎誌． 3002): 1434 0988)] 

進吾，渋川雅美，丘村健児：疾患と微量元素（その 3). 8) Aizawa, S., Yamaguchi, Y., Inomata, L, Joh, K. 

浬マリアンナ医大紀要． 17:9-21 (1988) and Kikuchi, Y.: A comparative clinicopath-

4) 鈴木正章：病理組織診断における私の工夫ーワー ological study on MPGN in children and adults. 

プロを使った胃・肝・骨髄生検の回答．病院病理． 6: 98 XVII International Congress of the International 

0988) Academy of Pathology. Sept. Dublin, Ireland. 

2 泌尿生殖器に関する研究

II. 総 説 1) 鈴木正章，藍沢茂雄，牛込新一郎，羽野寛：子宮

l) 藍沢茂雄，鈴木正章，菊地泰：特集腎腫瘍「腎腫 内膜間質肉腫一組織発生及び脈管浸潤について．第

瘍の病理」．腎と透析． 26(3):381-386 (1989) 77回日本病理学会総会． 5月．札幌．［日病会誌． 77:280 

2) 牛込新一郎：骨・軟部の小円形細胞腫瘍．ユーイン (1988)] 

グ肉腫を中心に．医学のあゆみ． 146(9):629 (1988) 2) 古里征国，加藤弘之，堀 真佐男，蓮村 誠，罷橋

3) 藍沢茂雄加藤弘之，蓮村誠：睾丸腫瘍ー最近の 浩之，徳田忠昭，藍沢茂雄：前立腺ラテント癌の研究

問題点ー．病理と臨床． 7(3):324-331 (1989) ー特に癌の増大と腺腔内クリスタロイドとの関係に

4) 牛込新一郎，高桑俊之（聖マリアンナ医大） ：ユーイ ついて一．第 77回日本病理学会総会． 3月．京都．［日

ング肉腫をめぐる最近の知見．病理と臨床． 7(1):93— 病会誌． 78:119 (1989)] 

98 (1989) 3) 菊池 泰，鈴木正章，加藤弘之，古里征国，藍沢茂

III. 学会発表

1. 糸球体腎炎に関する研究

l) 浜口欣ー，館野純正，土田弘基，小林フミ子：サル
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第 1 細菌学

ンパ球側の HIVウイルス結合部位は凸型を呈して

いると考えられている。 (5) この突出部位には比較

的抗体が作成し易い。しかも特異抗体を同種，同系

教授：大野典也 腫瘍ウイルス学，免疫学，分 のマウスに免疫すると，この抗体分子の特異結合部

子生物学 位のみを非自己と認識して，これに対する抗体が形

講 師：長谷川紀子 ハイプリドーマ細胞の抗体 成されてくる。この抗体が抗イデオ・タイプ抗体で

産生とその精製方法に関す ある。

る研究

研究概要

I. HIVウイルスに関する研究

1. HIVウイルス粒子のリセプターヘの吸着部

位の構造の研究

後天性免疫不全症(AIDS: acquired immunodefi-

ciency syndrome)は HumanImmunodeficiency 

Virus: HIVと称するレンチ・ウイルスの一種のウ

イルス感染に依って惹起される疾患である。 HIVウ

イルスの宿主細胞への感染侵入門戸として Tリン

バ球細胞の表面に存在する CD4分子をリセプター

としている事が明らかにされた。本来は非感受性細

胞であるヒト子宮癌細胞に遺伝子工学的に CD4分

子を発現させると HIVは感染可能と成り， この細

胞から更に，感染性のウイルス粒子が生成されて来

る事が報告された。そこで各種の抗 CD4抗体を宿主

細胞に結合させウイルスの感染阻害を検討した。そ

の結果，同じ CD4分子に対する抗体であっても，そ

の抗体のエピトープに依って強い感染阻害反能を示

す抗体 (OKT,A)と全く阻害し無い抗体 (OKT,)が

ある事が知られた。このことはモノクローナル抗体

OKTぃは細胞表面の CD4分子上のウイルス結合部

位と構造拮抗しているものと考えられる。

2. 抗イデオ・タイプ抗体

モノクローナル抗体 OKT,を抗原として，この抗

体に対する抗体（抗イデオ・タイプ抗体）を作製し

た。新たに出来て来た抗体は OKT,抗体の抗原，即

ちCD4分子上の HIVウイルスの結合部位と同じ構

造を有する事が予想される。この方法には幾つかの

利点が考えられる。 (1)HIVのエンベロープの構

成成分 Gp120は極めて変異し易い，そのため形成

した抗体が無効に成り易い事が知られている。 (2)

HIVのリセプターヘの結合部位はどの変異株でも，

その構造がよく保全されて一定である。この部位の

構造に変異を起こした粒子は惑染性を失うと考えら

れる。 (3) しかしウイルス粒子上の結合部位しま凹状

を呈していると考えられている。従って直接的にウ

イルスを抗原として， この部位に対する特異抗体を

作成する事1ま極めて困難である。 (4)反対に T4リ

抗イデオ・タイプ モノクローナル抗体 JTF3に

依る検討結果，

1) ELISA反応でウイルスヘの結合が確認され

た。

2) ウイルス感染中和反応で検討に用いた 3種類

の変異株の総てに対して感染阻止能が証明さ

れた。

3) 感染 H9細胞をも， この抗体は認識し未感染

H9細胞には全く反応しなかった。

II. 生体反応修飾物質に依る宿主免疫反応機構の

研究

1. 担癌生体の免疫反応性

BALB/cマウスにラブド・ミオサルコーマ細胞を

移植すると腫瘍細胞を移植されたマウスの免疫反応

性は極端に抑制されることを明らかにした。即ち移

植する腫瘍細胞数 3Xl03以上で移植後 3日目には

担癌マウスの牌臓細胞の抗体産生能は正常対照群に

比して， 90%以上抑制されてしまうのである。この

事は腫瘍細胞は，生体の免疫反応を抑制する何等か

の因子を生産して，担癌生体の免疫反応性， ことに

細胞性免疫反応と抗体産生能の両面を抑制している

可能性が強く示唆される。また，担癌生体に単純に

謂所の免疫賦活剤を投与しても，免疫反応性は回復

されない結果を得た。

2. インターロイキソ 2(IL-2)活性化リンパ球に

依る悪性腫瘍の治療

悪性腫瘍の治療方法として，最近 IL-2などの生

体反応修飾物質を使用して，特異的な腫瘍細胞障害

性の T細胞を患者末梢血より分離し，増殖させて，

再び患者に投与する LAK(Lymphokine Activated 

Killer Cells)療法が注目されている。さらに， TIL

(Tumor Infrated Lymphocyte)細胞はより特異的

に目的とする腫瘍を殺殴する効果が高いと期待され

ている治療方法である。しかしこの方法の臨床応用

を実際に試みる場合，患者手術材料の可及的速やか

な入手，無菌的な操作を行なっても，細菌の混入な

どで，実際的に目的に適合した T細胞を必ずしも培

養出来るとは限らない。そこで，癌性胸水中に浸出

して来るリンパ系細胞と腫瘍細胞に着目して， この
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両者の細胞を分離培養し治療に応用する方法を確立

した。乳癌その他を原発とする癌性胸水から分離し

た自己腫瘍細胞とリソパ球系の細胞とを分離培養し

て，その細胞傷害性を検討したところ， 20時間検定

に於いて， 自己腫瘍細胞に特異的に傷害性を示す細

胞が細胞分離後， 2週目から 5週目に増殖して来る

事が明らかになった。この特殊な細胞の性質の確定

と，培養条件について， 目下検討中である。

3. 移植組織への拒絶反応に対する免疫修飾の方

法の研究

外科的手術手技の進歩により，技術的には臓器移

植は可能な状態にある。免疫学的拒絶反応のみが．大

きな障害である。そこで， この拒絶反応の阻止方法

の開発を図っている。即ち，成熟 Tリンパ球を一時

的に除去する事を可能とするモノクローナル抗体の

作製をラットを実験モデルとして検討している。さ

らに，臓器供与体からの T リンパ球を受容体の免疫

担当組織．牌臓，胸腺等に提示する事による免疫組

織の場の理論ともいうべき現象について検討してい

る。即ち，細胞の投与部位により免疫学的寛容の獲

得状況に差のあることが明らかにされつつある。

III. モノクローナル抗体に依る癌特異抗原に関す

る研究

悪性腫瘍の早期発見方法の開発を目的として，

1. モノクローナル抗体によるヒト乳癌とマウス

乳癌ウイルス (MMTV) との共通抗原の解析

2. 甲状腺癌特異モノクローナル抗体の研究

3. 腎癌特異モノクローナル抗体の研究などの各

種の悪性腫瘍に対するモノクローナル抗体を作製し

てこれらの臨床応用について。

IV. DNAに依る敗血症の原因細菌の検出と同定

方法の開発

敗血症の原因菌の分離同定は臨床診断と検査的診

断とが一致しない場合の多い疾患である。そこで，患

者血液中の単球，マクロファージなどの細胞から直

接的に原因菌を検出し， これを同定する方法の開発

を試みた。

現在，本学付属病院で検出されている敗血症原因

菌の高頻度菌の内上位 5種の菌を選出し，遺伝子

DNAより 23種類のクローソ化 DNAを抽出した。

これらのクロー ‘/DNAは各菌に特異的に反応し，

黄色ブトウ球菌と表皮フ＇ドウ球菌との差さえ識別出

来るものである。この DNAをビオチソ標識として

作成する事によって放射性同位元素を使用せず， し

たがって，一般検査室レベルで使用可能なシステム

として， insituハイブリダイゼイション法に依っ

て，細胞中に取り込まれた菌を検出し，特定のクロー

1/ DNAを使用する事に依って，菌種を同定する事

を可能とした。
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第 2 細菌学

率のよい吸着が可能であるということを示唆する。

ヒトにおいては黄色ブドウ球茜による感染に対する

免疫というものがはっきりしないことが知られてい

教授：益田 昭吾 黄色プドウ球苗，緑膿菌の るが，プロテイン Aのはたらきによって説明が部分

病原性および宿主防衛反応 的に可能かも知れない。

の解析・黄色ブドウ球菌フ゜

ロテイン Aに関する研究

2. プロテイン Aの生物活性を利用した抗白血

球抗体の検出に関する検討

輸血部との共同研究で頻回の白血球成分輸血を受

研究概要 けている患者の血液中の白血球結合性を有する抗体

I. 黄色プドウ球菌の病原性に関する研究 を化学発光を利用して検出することを試みた。この

L コアグラーゼの検出法ならびに血清型決定法 試みの根拠をなすのは IgG抗体で感作された多形

に関する検討 核白血球がプロテイン Aを保有する黄色ブドウ球

黄色プドウ球菌の産生するコアグラーゼは同菌種 菌を反応させると強い化学発光を示すという知見で

の同定上最も信頼性の高い産物であるが，従来の検 ある。検討の結果，どのドナーからの輸血が最も副

出法はやや煩雑であった。われわれはプースビーら 作用が少ないかについてもある程度の予測がたてら

の原法を改良してウシのフィブリノーケンやウサギ れることが分かった。この方法は生きている白血球

のプラスマの使用量を大幅に減らすことができた。 の生物活性を指標にするという点，結果を得るまで

また血清型を決定する際にも従来法に比較して使用 の時間が比較的短い点などの長所もあるので，現在

試薬量を減らすことができた。 用いられているほかの方法と組み合わせることに

II. 黄色プドウ球菌プロテイン Aに関する検討

1． 黄色ブドウ球苗の吸着因子としてのプロテイ

/̀ Aの役割に関する検討

プロテイン Aは，その特異的な生物活性からひろ

く応用的に用いられている。しかし，その病原因子

としてのはたらきについては全く解明されていない

といっても過言ではない。われわれはプロテイン A

が黄色ブドウ球菌が宿主に定者するための吸着因子

としてはたらく可能性について検討した。黄色ブド

ウ球菌は多数の菌体外夕‘ノパクを産生することが知

られており，黄色プドウ球苗が感染すると宿主はこ

れらのタンパクに対する抗体 (IgG)を保有するよう

になる。もし， これらのタンパクの中に宿主細胞に

吸着する性質を有するものがあれば， このタンパク

と抗体が反応して形成される免疫複合体が宿主細胞

の表面に吸着するようになり，菌体結合性プロテイ

ンAを保有する黄色ブドウ球菌は，この宿主細胞に

免疫複合体を介して吸着することができることにな

る。

検討の結果，これらのタンパクの中には HeLa細

胞に吸着するものがあることが分かった。黄色プド

ウ球菌の培養ろ液で免疫されたウサギ抗血清を用い

てこの HeLa細胞上に免疫複合体を形成すると，黄

色ブドウ球菌が効率よく吸着できるようになった。

ウサギ抗血清の代わりに健常者の血清を用いても同

様の吸着が生じることが分かった。これらの結果は，

黄色ブドウ球菌は免疫状態にある宿主においても効

よって十分に実用的な意味を有すると考えられる。

III. 白血球食菌作用に関する研究

L ベーチェット病における白血球の食作用に関

する検討

以前に報告した phagocytosisplaque法により，

いくつかの検討を行った。眼科ならびに皮府科から

提供されたベーチェット病患者の血液を用いて検討

した結果，ベーチェット病患者の白血球は健常者の

ものにくらべて全般的に食菌活性が高くなっている

ほかにプラークの形状が著しく特徴的であることが

分かった。この知見は本病において白血球が何等か

の役割を有することを示唆していると思われる。ま

たプラークの形状を決定する因子として白血球のほ

かに種々の血液成分も関与していると考えられるの

で今後検討症例数を増やすとともに主として食菌作

用の動態から本病における白血球の役割を追及して

いきたいと考えている。

2. 多形核白血球とマクロファーシの機能的差異

に関する検討

多形核白血球とマクロファージは同じ食細胞で

あっても種々の点で性質を異にすることが知られて

いる。腹腔浸出細胞を用いて phagocytosisplaque 

法を行ったところ，ある濃度の ATPが存在すると

多形核白血球は運動性の昂進を示唆するようなプ

ラーク形状の著しい変化を示したが，マクロファー

ジはプラークを形成できなくなることが分かった。

この知見は臨床的にも示唆に富んだものと考え，現
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在定量的に詳細な検討を加えている。

3. 抗癌剤投与時の息者白 [fn球食作用に関する検

討

耳鼻咽喉科との共同研究で抗癌剤投与時の患者の

血液を用いて白血球機能を簡便に把握できる方法と

してプラーク法を検討した。検討の結果．従来．数

や形態から推定されていた白血球機能の動態をプ

ラークの数および形態から追及できる可能性が得ら

れた。

IV. 緑膿菌の血清感受性に関する検討

整形外科との共同研究で中央検府部より供与され

た緑膿苗 100株を用いてヒト l(111青に対する感受性と

各菌株の血清型を調べた。 l(l1清刑 M の菌株は著しく

血清惑受性が高くかつ菌休局囲の粘液層が蔀かっ

た。これらの菌株はマウスにおける実験的骨髄炎を

おこす能力も低く，マウスの尾静脈からの注射後の

血液中からの消失も速いなど緑膿菌の病原性を知る

ために有用と思われる知見か得られた。
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6) 益用昭吾．黄寿明．関啓子，小笠原正芙．桜田
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純次，村井美代，大眉寿々子，黒坂公生：菊休結合性プ

ロテイン Aの定量に関する 2,3の検討．第 33回プド

ウ球菌研究会． 10月．盛岡．

7) 桜田純次，関 啓子，小笠原正美．村井美代、益田

昭吾：黄色ブドウ球菌と同菌溶菌酵素産生性表皮フド

ウ球菌の混合培養によるプロテイン Aの抽出法．第 33

回ブドウ球菌研究会． 10月．盛岡．

8) 関 啓子，小笠原正美，桜田純次，村井美代，益田

昭吾：白血球の貪食作用の解析のための新しい方法．

第 33回ブドウ球菌研究会． 10月．盛岡．

9) 村井美代，関 啓子，小笠原正美，桜田純次．益田

昭吾：黄色ブドウ球菌の抗体感作 HeLa細胞への吸

着および侵入に関する検討．第 33回プドウ球南研究

会． 10月．盛岡．

10) 関啓子，黄寿明，小笠原正美，桜田純次，村井

美代，益田昭吾，大眉寿々子，黒坂公生：黄色フドウ球

茜コアグラーゼの検出と血清型決定に関する 2,3の

改良．第 60回日本細菌学会関東支部総会． 11月．横浜．

11) 益田昭吾，白髭章，関 啓子，小笠原正芙．桜田

純次，村井美代：喀痰由来緑膿菌の特性に関する 2,3 

の検討．呼吸器疾患研究会． 11月．東京．

12) 白髭章，上野博嗣，山本 勝，二階堂元重，益田

昭吾：緑膿菌の血清型別と血清感受性に関する 2,3 

の検討．第 11 回日本骨•関節感染症研究会． 7 月．東

京．

13) 桜田純次，関 啓子，小笠原正美，村井美代，益田

昭吾：セロファン表面培養法を用いた黄色プトウ球菌

と同菌溶菌酵素産生表皮プドウ球菌の混合培養による

プロテイソ Aの可溶化．第 62回日本細苗学会総会． 3

月．東京．

14) 村井美代，関 啓子，小笠原正美，桜田純次，益111

昭吾：抗体感作 HeLa細胞によって取り込まれた貨

色フよドウ球菌に対する細胞内処理機構に関する研究．

第 62回日本細菌学会総会． 3月．東京．

15) 関 啓子，小笠原正美，桜田純次，村井美代，益田

昭吾：プラーク法による白血球貪食作用の観察．第 62

回日本細菌学会総会． 3月．東京．

16) 小笠原正美，関 啓子，桜田純次，村井美代，益田

昭吾：プラーク法による各種臓器由来の食細胞の検

索．第 62回日本細茜学会総会． 3月．東京．

IV. 著 書

l) 益田昭吾：黄色プドウ球菌の病原因子．古川1'，之
介，他編：医学細茜学 4巻．菜根出版．（1988)

V. その他

l) 益田昭吾：目で見るバイオ．黄色ブドウ球菌の抗体

感作ニールリッヒ腹水がん細胞による細胞内への取り

込み．パイオサイエンスとインダストリー． 46:3908 

(1988) 

2) 益田昭吾，関 啓子，村井美代：はじめての実験一

微生物 (3)．化学と薬学の教室 Newones. 6: 48-51 

(1988) 

3) 益田昭吾：どうして病原細菌は病原細苗なのか一

ボッリヌス菌などの場合．化学と薬学の教室 New

ones. 7: 52-56 0989) 
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衛生学

教授 ：松 本信 雄

教授 ：吉 葉繁 雄

講師 ： 縣 俊彦

研究概要

I. 海外学術研究

環境保健（発生毒性），地域

保健

環境衛生学，衛生動物学，蛍

光顕微鏡法の医学的応用

疫学方法論，医療情報処理

地域保健に於ける基本的な健康養護活動 (essen-

tial health care)に次の三つの条件があげられてい

る (WHO)。

第 1の条件とは，「①個人と家族の誰しもが等し

く受けられる「方法と技術」，②実際的で，③科学

的に完全で，④社会的に受け入れることができる

「方法と技術」に基づいた健康養誼活動でなければな

らない。」と述べている。

第 2の条件としては，「開発の程度に応じて，コ

ミュニティと国の負担可能な費用の範囲で」行う健

康養護活動であり，それは「自助と自決の精神」に

のっとっているものである。

第 3の条件として，「住民の参加を通して」の健康

養護活動である。

本年度は，人間の生存の基本である食と栄養に的

をしぽり調査をすすめている。すなわち，食糧供給

と分配，食物選択行動，加工・調理，栄養，栄養管

理社会・文化などの点について，女子栄養大学と

共にチェンマイ大学医学部家庭医学教室と共同研究

を進め成果を挙げている。

II. 発生毒性

各種の発育段階のマウス胎芽にアクリジンオレン

ジによる生体染色法を適用し，胎芽の異常な形態形

成過程について invivo, in vitroの両面より観察を

進めた。その結果とくに異常肢芽の形成について

新たな知見を得ている。また，胎芽自身による物質

の代謝系の発達過程について，チオベンダゾール（防

カビ剤）を被験物質とし都衛研と共同研究を行い全

胚において微量ながら代謝されることを認めた。

III. 適応の弾力性に関する研究

1. 時差を伴う長距離飛行による生体影響を航空

パイロット・乗客を対象に実機調査を行い，生体リ

ズムの失調および疲労の観点より検討している。

2. OA化と労慟負担あるいは日常生活における
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運動負荷の健康影響について実験研究を行ってい

る。とくに自律神経および内分泌応答を中心に検討

を進めている。

IV. 衛生動物に関する研究

1. イモガイの医動物学的研究： 1988年 6月 15

日に沖縄県知念村で発生したアンボイナ刺症の事後

調壺を行った。本症例は漁網にかかった漁船床上の

貝に右足底を刺された点，また，消防救急隊員が同

船していたので被害者が全身の随意筋麻痺に陥ると

同時に救急車で病院の ICUに搬送された点で特記

すべきであるが，「何を触れても冷たい」知覚異常が

発現したことはシガテラ中毒の DryIce sensation 

に似て，イモガイ刺症では初めての知見である。近

年，熱帯諸国産の所属不明種の増加により混乱気味

のイモガイ科の分類（黒田 1955)中 14属を吟味・整

理し，日本貝類学会創立 60周年記念講演として発表

した。剌症原因種となるシロアンボイナを，歯舌歯

の精査によりアンボイナ属 Gastridiumに属する危

険種と確認しえた。

2. 山蛭による生物災害の研究：千葉県天津小湊

町に 1985年頃から異常大発生したニホ｀／ヤマビル

の吸血被害は終息することなく続いているので，大

繁殖の起源と要因を追究するとともに野外駆除実験

を行った。山蛭体内（味嚢ほか）貯溜血の免疫組織

化学的検索，山林事情，聞き込み調査などから，山

蛭の源棲地は約 5km北方の県民の森を流れる沢沿

いの山林で，主にシカによって伝播され， さらにニ

ホンザルとノウサギが栄養源として関与した結果の

大増殖と推理された。駆除にはクバコ葉浸潰液が通

常の殺虫剤よりも抜群の効果を発揮したので，町役

場にも推奨しておいた。飢餓には 10カ月以上耐えら

れることを飼育実験で明らかにした。

研究業績

I. 原著論文

1) Ishii, Y., Matsumoto, N., Pongprot, B.*, Siributr, 

P*., Sonklin, o•., Nimanhamin, P*. and Isarang-
kura, P.* (*Chiang Mai Univ.): Changing patterns 

of basic minimum needs in family health in rural 

area of Chiang Mai Province, Northern Thailand -

a case report-. In, Proceedings of Second South 

East Asian Regional Nursing Conference. Mel-

bourne, Australia, (1988) 

2 l Matsumoto, N. and Spindle, A. CUCSF) : Meth・

ylmercury toxicity in mouse blastocysts - in vitro 

-Influence of amino acid -: Environmental and 



Occupational Chemical Hazards. 8: 267-276 (1988) 5) 小懸昭夫＊，米山允子＊，藤谷知子＊，安藤弘＊，久

3) Spindle, A. (UCSF) and Matsumoto, N. : Enhan- 保喜ー＊（＊都衛研），松本信雄：全胚培養法を用いたチ

cement of methylmercury toxicity by L-cystine in アベンダゾール (TBZ)の催奇形性と TBZの胚内変

cultured mouse blastocyts. Reproductive Toxicol- ｛に第 5回哺乳全胚培養研究会． 1月．東京．

ogy. 1 : 279-284 (1988) 6) 鈴木政登塩田正俊他：運動性蛋白出現機序．第 39

4) Matsumoto, N. and Y oshiba, S. : Application of 回日本体育学会． 10月．福島

vital staining with acridine orange (AO) to investi- 7) 塩田正俊，須藤正道，松本信雄：生体リズム指標間

gation of embryonic growth at the stage of or- の相互関連性．第 34回日本宇宙航空環境医学会． 11

ganogenesis. Jikeikai Med. J. 36: 1-9 0989) 月．東京．

5) 松本信雄，吉葉繁雄：生体染色法を用いた化学物質 8) 井川幸雄，須藤正道，川上憲司，横田邦信，塩田正

の発生毒性発現過程の観察一蛍光顕微鏡法の応用 俊： Effectsof body tilting on cardiac function and 

ー．昭和 63年度科学研究費補助金一般研究 C成果報 periferal circuration. 2nd. NIHON University 

告書 (1989) International Symposium on Aerospace Science. 1 

6) 塩田正俊：運動負荷時の血圧および内分泌反応一 月．東京．

境界域高血圧中高年齢者の身体トレーニソグの効果 9) 吉葉繁雄：千葉県小湊に大発生したニホ｀ノヤマビ

ー．慈恵医大誌． 103(5): 1183-1198 0988) ルについての医動物学的研究．第 58回日本衛生学会総

7) 坂木佳寿美，塩田正俊他：ヨーガ呼吸の生理学的特 会． 3月．岡山．［日衛誌． 43:272 (1988)] 

性．デサントスポーツ科学． 9:113-125 (1988) 10) 吉葉繁雄：最近話題のイモガイ類一分類の吟味．

8) 鈴木政登，塩田正俊他：下垂体—副腎皮質系ホルモ 第60回日本貝類学会総会（創立 60周年記念大会）． 4

ソの日内リズムにおよぼす絶食の影響一血中下垂体ー 月，東京．

副腎皮質系ホルモンと血中代謝基礎濃度との関連ー． 11) 吉葉繁雄：シロアンボイナガイの歯舌歯の分類学

宇宙航空環境医学． 25:49-58 (1988) 的検討． 1月．大阪．［日本貝類学雑誌． 48:57(1989)] 

9) 吉葉繁雄：千葉県小湊に発生したニホンヤマビル 12) 縣 俊彦，稲積温子，村井貞子（東邦大），徳丸実：

の生理，生態および駆除野外実験．千葉大学理学部海洋 細菌性上気道感染証の疫学的研究．第 47回日本公衆衛

生物環境解析施設年報．（8): 52-62 (1989) 生学会総会． 9月．札幌．

10) 中江公裕（独協医大），懸 俊彦，真崎文子，前田和 13) 縣 俊彦，塩田正俊，吉菓繁雄，松本信雄：医学生

甫（東大）：ベーチェット病家系内発症の疫学的研究． の医学情報処理に対する意識，態度についての調査研

厚生省ベーチェット病研究班昭和 62年度研究業績． 究．第 105回成医会総会． 10月．東京．

104-106 (1988) 14) 辻和男，加納克己（筑波大），縣俊彦，開原成充

11) 中江公裕（独協医大），懸 俊彦，真崎文子，前田和 （東大）他：医学・医療情報教育の実践に関するアソ

甫（東大）：ベーチェット病の家系内発症，厚生省特定 ケート調査結果のまとめ．第 8回医療情報学連合大会．

疾患難病の疫学研究班昭和 62年度研究業績． 168-170 12月．東京．

(1988) 15) 縣 俊彦，中江公裕（独協医大），真崎文子，前田和

甫（東大）：ベーチェット病患者の地域分布と性差．厚

生省ベーチェット病研究班．昭和 63年度第 2回総会． 1

III. 学会発表 凡東京．

l) 石井八重子，金子省子（愛大），松本信雄：地域看護 16) 小野沢照夫，塩田正俊，松本信雄：魚体表面におけ

とBasicMinimum Needs.第 60回成医会青戸支部例 る腸炎ビプリオの生存能力に関する検討．第 58回日本

会． 6月．東京． 衛生学会総会． 4月．岡山．［日衛誌． 43:296(1988)] 
2) 石井八重子，中谷千鶴子，松本信雄：タイ北部チェ

ンマイ牒村部の地域住民の看護活動．第 19回日本看設

学会． 11月．長崎．［第 19回地域看誤集録． 226-229

0988) l 
3) 松本信雄： （特別講演）初期胚培養系を用いた発生

毒性試験とその新しい展開．第 105回成医会総会． 10

月．東京．

4) 松本信雄： （シンポジウム）全胚培養の薬剤発生毒

性評価への応用．日本組織培養学会・動物実験代替法研

究会合同秋期シンポジウム． 10月．東京．［組織培養研

究． 7:28-32 0989) J 

IV. 著 書

l) 松本信雄：催奇形性と産業化学物質の項分担執筆．

館・士屋・野村・高田編：産業医学総論．医歯薬出版．

433-450 (1988) 

V. その他

l) 松本信雄，中塚敏夫，豊永 和：フィチン酸の催奇

形性に関する研究．昭和 62年度 食品添加物安全性再

評価等の試験検杏 報告書．厚生省．（1988)
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公衆衛生学

教授：清水英佑 環境化学物質の発癌および

変異原性

助教授：橋田 ちせ 化学物質による膀脱発癌

講師 ： 林 和夫 環境化学物質の分析と代謝

研究概要

I. 突然変異原性および癌原性に関する研究

1. 微生物を用いた変異原性試験

l) 磁場の変異原性に与える影響について：先端

技術の急速な発展に伴い高磁場を利用した装置の開

発，実用化が進んでいる。この為一般の人々も強

い磁場に曝露される機会が増え，人体に及ぽす影響

が産業医学上や環境問題として提起されてきた。磁

場の生物学的作用，特に発癌への影響を検討する目

的で，発癌物質の screeningに用いるサルモネラ菌

の突然変異を指標に検討している。 TA98を用いて，

5-nitroacenaphthene (5-NA)共存下で磁場曝露し

たところ， 0＿15~LOテスラ (1テスラ＝104ガウス）

程度の， ヒトが曝露する可能性のある磁場強度でも

変異原性の増強が認められた。 AF-2共存下では変

異原性の抑制が認められ，物質によって変異原性が

増強されるものと抑制されるものがあること，また

磁場強度との間に強度—反応関係のあることが明ら

かになった。

2) 変異原性試験の精度管理に関する検討：労働

安全衛生法に基づき，新規化学物質の届出の際には

変異原性試験結果の報告が義務づけられている。本

研究 は 3年目に当たり，昨年度同様 4-NQO

(-S9mix用）， 9,10-dimethylanthracene (+ 

S9mix用）を物質名を伏せて各試験機関に配布し，

指定した濃度で Amestestを行ってもらった。試験

結果に影響を与える要因としては，菌株の感受性の

低下，代謝活性化系に用いる S9の誘導剤の違い，最

小グルコース寒天平板培地に用いる寒天の違い等が

あげられる。

3) 大気浮遊粉塵の変異原性モニタリングに関す

る研究：サルモネラ菌を用いた変異原性試験により

大気汚染を全国規模でモニタリングするための予備

調査研究の最終年度である。昨年に引き続き，全国

7機関で，試料の保存性，同一試験機関における繰り

返し試験誤差，複数試験機関における誤差等の検討

を行い，変異原性試験マニュアルを作成した。

4) International program on chemical safety 

collaborative study on complex mixtures :大気浮
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遊粉塵等，環境中の複合物質の変異原性試験として，

Ames testは広く世界中で行われている。しかしな

がら，試料の抽出方法，変異原性試験方法などは各

国共通ではなく，得られた結果を簡単に比較するわ

けにはいかない。本研究は，同一試料を各国試験機

関に配布し，同一試験機関内の変動，試験機関によ

る変動を検討し，試験方法の標準化を行うことを目

的として行われた。

5) T Al02, T Al04とTAlOOの比較：カリフォ

ルニア大 B.N.Ames教授らが最近開発した

T Al02, T Al04の 2菌株の取扱い易さや，変異原物

質に対する感受性等について，従来から用いられて

いる TAlOOと比較検討した。被験物質としては過

酸化水素， AF-2,phenylhydrazine• HCI, hydrazine 

hydrate, p-tolylhydrazine • HCI, apresoline • HCI 

の 6物質を用い，土S9mix下で検討した。過酸化水

素では TAlOOは陰性であったが， TAl 02, T Al04 

は一S9mixで陽性を示した。またヒドラジン化合物

でも， TA102,TA104両茜株ともに TAlOOよりも

感受性が高かった。 AF-2は 3菌株とも一S9mixで

陽性を示した。一方， TA102,TA104ともに，溶媒

対照値がしばしば 2倍以上の値を示すこと，また

colonyが小さく，自動コロニーカウンターで計数で

きない点など，取扱上の問題がいくつかあげられた。

6) 大麻吸煙タールの変異原性：我が国における

大麻取締法違反件数は，＇ 87年には 1,612件に上が

り，大麻乱用の兆しがみられる。その使用方法のほ

とんどが吸煙によることから，押収大麻タバコ喫煙

器具よりタールを集め抽出し，含まれる 7種の多環

芳香族炭化水素 (PAH)の定量とタールの変異原性

も検討した。その結果， 19試料すべて TA98で十

S9mixのみ陽性を示したが，比活性は PAH量や

タール量と必ずしも一致しなかった。原因として葉

の量や吸煙方法等の問題が考えられる。一方，変異

原性の高い試料があることから， タール中には今回

定量した 7PAH以外にも変異原性を高める物質の

存在が考えられる。

7) In vivo小核試験

(1) 環境中変異原物質助長因子の検出

酸素欠乏下で変異原物質をマウスに投与すると，

変異原物質単独投与よりも骨髄中に小核を有した多

染性赤血球の出現頻度が上昇した。この出現頻度と

酸素濃度又は曝露時間との間に相関関係が認められ

た。

(2) Erythropoiesisと小核試験

Prostaglandin E2が erythropoietin産生を促進

し，その結果，赤芽球の増殖が盛んとなり，変異原



物質による小核誘発頻度が増強されることを明らか が，また B.I.により膀脱腫瘍の発生を認めた。そこ

にした。またカルシュウムキレート剤の EGTAに でビーグル犬の雌と雑犬の雄に 5-NAを経口投与

より生体内カルシュウムイオンを減少させると，赤 したところ約 2年でいずれの犬にも膀脱腫瘍が発生

芽球の増殖が抑制され，変異原物資による小核誘発 した。総投与量は 20.0gであった。

頻度が低下することを明らかにした。 3． 発癌物質の分析

8) In vitro小核試験法：チャイニーズハムス 大麻吸煙タール中に含まれる 7PAHを分析した

ター肺線維芽細胞 (CHL)を用いる invitro小核試 結果，タール 1mg当り trace-81ngの濃度で

験法を開発し， 21種類の化学物質について検討した PAHが検出された。

ところ 20種類が陽性を示した。また，フッ化ナトリ

ウム (NaF)はサルモネラ菌を用いた Ames/testや

fluctuation testで変異原性を示さなかったが， CHL

を用いた試験法では陽性を示した。一方， NaF存在

下で CHL細胞を磁場に曝露すると NaF単独曝露

よりも小核誘発頻度の冗進が認められた。さらに，既

知の染色体異常誘発物質である mitomycin C, 

bleomycin, esquinon, 5-FU, vincristineについて従

来の染色体構造異常試験法と cytochalasinBを用

いた in vitro小核試験法を比較検討した結果， in

vitro小核試験法の有用性が確認された。

II. 発癌に関する研究

1. マウス bladderimplantaion CB.I.)法による

試験結果

1) マッシュルームのメタノール抽出物につい

て：マッシュルーム (Agaricusbisporus)中には，

ヒドラジン化合物であるアガリチンが多量に含まれ

ている。アガリチンはマウスの B.I.により膀眺腫瘍

を発生させる。そこでアガリチン含有マッシュルー

ムのメタノール抽出物を蒸発乾固して得たタール状

物質でワックスペレットを作製し，マウス膀腕内に

B.I.したところ，対照群に比較して有意(P<0.05)の

膀脱腫瘍発生率 (30.8%)を示した。

2) 井戸水の蛍光物質 (Sample3)の検討：台湾

烏脚病流行地域の井戸水に含まれる蛍光物質は大き

く四分画に分けられ，この中の三分画目の成分

(Sample 3)が B.I.の結果，膀脱腫瘍発生率に関与す

ると考えられた。今回， Sample3が前回より purity

の高い状態で入手できたので再度 B.I.を行ったと

ころ，膀脱腫瘍発生率は 26.4%となり対照群に比し

5%の危険率で有意性はあったが，以前の Sample

の試験結果より発生率が低下する傾向を認めた。発

癌性出現条件について，含有する重金属，無機物質

の面から検討中である。

2. 犬の膀脱発癌実験

蛍光増白染料中間体 5-NAの動物発癌性はラッ

III. 喫煙に関する調査

医学生，看護学生，看護婦，社会人を対象に喫煙

に関する意識行動調査を喫煙者，喫煙経験者，非

喫煙者別にアンケートにより実施した。本年度まで

に看護学生の調査結果がまとまった。その結果看護

学生喫煙率は 12.4%で，喫煙による人体への有害性

についての知識も十分にあった。

研究業績

I. 原著論文

1) 林 和夫，益頭尚典，芳賀佐和子，生方教子，桜井

美代子，清水英佑： Fluctuationtestによるラット肝

臓および膀眺 S9活性の比較検討．産業医学． 30:385-

391 (1988) 

2) 林 和夫，松窪耕玄，長嶋敏晴，石）II知治，橋田ち

せ，清水英佑：ラット膀脱 S9を用いた fluctuation

testについて． 日本衛生学雑誌． 43: 934-939 (1988) 

3) Naoki, Y., Sugie, S., Iwata, H., Niwa, K., Mori, 

H., Hashida, C. and Shimizu, H.: The genotoxicity 

of a variety of aniline derivatives in a DNA repair 

test with primary cultured rat hepatocites. Mutat. 

Res. 206 : 183-191 0988) 

4) Suzuki. Y., Nagashima, T. and Shimizu, H.: 

Effects of carbonmonoxide on the micronucleus 

test. Occupational Health in the Chemical Industry 

1987, World Health Organization Regional Office 

for Europe, Copenhagen. 156-166 (1988) 

5) Mashizu, N., Suzuki. Y. and Hayashi, K.: 

Mutagenic activities of the pyrolysis products of 

vitamin B1, B2, B6 and C. Jikeikai Med. J. 35(3;: 

265-273 0988) 

II. 総説

l) 清水英佑：電磁場への職業性曝露と白血病の発生

一疫学調査による検討．医学のあゆみ． 143:900 

(1988) 

ト，マウス， ゴールデンハムスターにより，検討さ III. 学会発表

れて来たが，直接投与により腸癌， リンバ腫の発生 l) 林 和夫，小池直子，鈴木勇司，益頭尚典，橋田ち
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せ，清水英佑：きのこ類中に含まれるアガリチン含有

量についての検討．第 58回日本衛生学会総会． 4月．岡

山．［日本衛生学会誌． 43:298 (1988)] 

2) 鈴木勇司，小池直子，長嶋敏晴，茂澤健一，坂場秀

行，清水英佑：一酸化炭素の小核試験に与える影響．第

61回日本産業衛生学会． 4月．金沢．［産業医学． 30:689 

(1988)] 

3) 清水英佑，鈴木勇司，林 和夫，橋田ちせ，益頭尚

典安藤皓章：磁場による変異原性抑制作用について．

第 61回日本産業衛生学会． 4月．金沢．［産業医学． 30:

686 (1988)] 

4) 橋田ちせ，林 和夫，鈴木勇司，益頭尚典，清水英

佑：キノコ類に含まれるヒドラジン化合物のマウス膀

眺発癌性について．第 47回日本公衆衛生学会総会． 9

月．札幌．［日本公衆衛生学雑誌． 35: 405 (1988)] 

5) 林 和夫，芳賀佐和子，生方教子，桜井美代子，橋

田ちせ，清水英佑：外国産のクバコタールに含まれる

多環芳香族炭化水素量について．第 47回日本公衆衛生

学会総会． 9月．札幌．［日本公衆衛生学雑誌． 35:217 

(1988)] 

6) Shimizu, H. and Nagashima, T.: Study on 

mutagenicity of benzene metabolites by fluctuation 

test using Salmonella typhimurium. 16th Interna-

tional Congress on Occupational Health in the 

Chemical Industry. Sept. Helsinki. 

7) 清水英佑，穐山雅子，鈴木勇司，林 和夫：磁場の

変異原性に与える影響（第 2報）．第 17回日本環境変異

原学会． 11月．東京．［環境変異原研究． 10: 680988)] 

8) 鈴木勇司，戸田昌平，清水英佑： Erythropoiesisか

ら見た小核試験（その 4)Prostaglandin E,の小核誘

発能に与える影響．第 17回日本環境変異原学会． 11

月．東京．［環境変異原研究． 10: 93 (1988)] 

9) 鈴木勇司，戸田昌平，清水英佑： Erythropoiesisか

ら見た小核試験（その 5)Caキレート剤の小核誘発能

に与える影響．第 17回日本環境変異原学会． 11月．東

京．［環境変異原研究． 10:94 (1988)] 

10) 洪清諜陳疫芳，蘇哲民，董一致清水英佑：

Antimutative effects of the crude seed extract of 

Euphoria Longana against B(a)P and DEN in S 

typhimuガumT A98 and T Al 00. 第 17回日本環境変

異原学会． 11月．東京．［環境変異原研究． 10:84 

(1988)] 

IV. 著 書

l) 清水英佑：産業保健の方法と実際の項分担執筆．和

田 攻編：衛生・公衆衛生．第 3版．医学書院． 271-322

(1988) 

2) 清水英佑：産業保健の項分担執筆．橋本吉秀，清水

直容，赤塚順一編：公衆衛生（医師国家試験パートナー

シリース 昭和 64年版）．金原出版． 326-378(1988) 

V. その他

l． 報告書

l) 清水英佑，益頭尚典：生体染色体異常試験のスク

リーニング精度の向上に関する研究．昭和 61年度労慟

省委託研究報告書． 日本化学物質•安全情報センター．

(1987) 

2) 清水英佑，松下秀鶴，松島泰次郎：変異原性試験実

施機関に対する精度管理の実施結果報告．昭和 62年度

労働省委託研究．中央労慟災害防止協会．（1988)

3) 清水英佑，松下秀鶴，松島泰次郎：微生物を用いる

変異原性試験法に関する研究．昭和 62年度労働安全衛

生に関する調査研究．（1988)

4) 清水英佑，他：大気汚染に係る重金属等による長期

曝露影響（遅発性影響）評価の手法に関する調査研究一

大気浮遊粉じんの変異原性調査 (II)—昭和 62 年度環境

庁委託業務結果報告．結核予防会結核研究所．（1988)

5) 清水英佑，橋田ちせ，林 和夫：微量元素 (III)ア

ルミニウム．昭和 62年度健康情報調査報告書．健康・

体力づくり事業団．（1988)
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法医学

教授 ：高 津光 洋 法医病理学

研究概要

I. 突然死の法医病理学的研究

若年者の心臓性突然死，特に夜問就寝中の突然死

例について，冠動脈の心臓病理学的検討を行った。従

来，ボックリ病の動脈系，特に冠動脈は細く，壁が

罪薄であると考えられている。冠動脈をパーソナル

コンピュータを用いて各種パラメーターについて計

測したところ，同世代の対照例群（健康であり，交

通事故などの外因で突然死した群）との間には内腔

面積壁の厚さ，直径，内腔狭窄の程度などについ

て有意差は認められなかった。心臓の肉眼的計測で

は，右室の拡張煩向が有意に認められたのみであっ

た。心剌激伝導系の検索では，灌流動脈の狭窄，澗

結節や房室結節の線維化，脂肪化などの加齢現象が

年齢に比して対照群より目立った。

次に就寝中の若年者突然死はポックリ病がまず疑

われるが，心臓病理学的に精査してみると，明らか

な死因が発見され，ポックリ病と診断出来るのは 4

分の 1の症例にすぎなかった。

II. DNA分析の法医学的応用

これまで，血痕の人獣鑑別に， DNA分析を応用す

る研究を行い， ヒトに特異的なプローブを用いた

DNAハイブリダイゼーショソ法で，サルを除いた

動物血痕とヒト血痕の鑑別がたやすく行い得ること

がわかった。そこで，本年はサルとヒトの間の鑑別

法を研究したところ，ハイブリダイゼーションの条

件を変えることで可能であることがわかった。この

際にも， DNAプローブの標識には，使用上の制限の

多い放射性同位元素を用いず， ビオチソ標識法を用

いることにより法医学領域で応用しやすいように考

慮した。

また， DNA分析を親子鑑定，性別鑑定に応用する

システムを確立した。

III. 死体血の臨床検査学的分析

剖検時に採取した死体血を用いた臨床検査学的分

析に行い，診断への応用の可能性と限界について検

討している。腎不全のパラメークーの動向と腎の形

態学的変化について対比検討中である。

IV. 二輪車事故死剖検例の分析

二輪車事故における頭部外傷を緩和するために，

二輪車乗員に対し乗車用のヘルメットの着用が義務

付けられている。それにもかかわらず，二輪車事故

による頭蓋内損傷の発生頻度は必ずしも減少してい

ないとの報告もある。この背景を究明する一環とし

て，乗車用ヘルメット着用者の頭部外傷例について

十分に分析しておくことが重要である。

都区内で発生した二輪車事故死亡例のうち剖検さ

れた 47例について，二輪車以外の交通事故死剖検

200例と対比しながら，二輪車事故死の概要のほか，

外傷の分布，死因，ヘルメット着用の有無，頭蓋内

損傷の有無，部位程度，中村の分類への対応などに

ついて詳細に分析した。

この結果，二輪車事故は衝突，転倒，衝突十礫過

事故としてみられ， 10-20歳代の男性に多いこと，

単発外傷 (30%）に比し多発外傷が 70%と圧倒的に

多いこと，外傷の部位別頻度および原死因別頻度と

もに頭部外傷は二輪車事故以外の事故死における頻

度と大差がないことなどが明らかにされた。 95.5%

の症例で事故時ヘルメットを着用していたが，その

うち 8例は事故の衝撃時にヘルメットが脱落してい

た。頭蓋内損傷であるが，ヘルメット着用にもかか

わらず 72%で頭蓋骨々折が認められ，特にハーフ

型，シェット型ヘルメットでその頻度が高かった。ま

た， フルフェース型では頭薔底の特徴的な輪状骨折

が認められた。臨床的には頭蓋骨々折が認められな

いにもかかわらず，頭蓋内出血や脳挫傷が認められ

る点が重要であろう。

V. その他

法医剖検例について，法医病理学的分析を行い，法

医実務上役立つ症例について報告してきた。その主

なものは，ティッシューペーパー40枚以上を食べ，

逆流性食道炎，吐物吸引，気管支肺炎で死亡した 1例

で，被虐待児ではないかとの疑問がもたれたケース，

リンチ中に Bland-White-Garland症候群で突然死

した 1例，分娩直前の妊婦が大動脈瘤破裂で突然死

した 1例などについてである。

研究業績

I. 原著論文

l) 高津光洋：法医剖検例からみた突然死．慈恵医大

i志． 103: 803-822 (1988) 

2) 中小路拓，田代敦泰（新葛飾病院），高津光洋，木船

耕太郎，阿部光伸：グロームス腫瘍の 7症例 （1) 免

疫組織学的検討．関東整災誌． 19: 213-216 (1988) 
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3) 高津光洋：法医剖検例からみた二輪車事故死亡例

の実態．ヘルメットの使い勝手と評価に関する研究，研

究報告書． 日科協． 17-23(1988) 

4) 高津光洋：ヘルメット着用者の二輪車死亡事故に

おける頭部外傷の概要．ヘルメットの総合評価に関す

る研究．研究報告書． 日科協． 17-23(1988) 

5) Takatsu, A., Shigeta, A., Abe, M., Kifune, K. and 

Kawai, T.; Embolism of Massive Hepatic Tissue in 

Inferior Vena Cava and Right Atrium after Closed 

Liver Injury. Am. J. Forensic Med. Path. 9 : 233-

235 (1988) 

III. 学会発表

1) 田島則子，重田聡男，福井謙二，高津光洋，藤多和

信，大野典也： DNA-hybridization法による血痕の人

獣鑑別，第 2報ヒトとサルとの識別．第 72次日本法医
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寄生虫学

教授 ：小 林昭 夫 原虫・蟷虫学，熱帯医学

助教授：渡辺直熙 寄生虫感染と IgE

講師： 鈴木 康弘 原虫感染と免疫

講師：牧岡朝夫 原虫感染症の免疫診断

研究概要

I. 原虫に関する研究

1. トキソプラズマ (Tp)感染に対する防御免疫

Tp感染に対する防御免疫では，細胞性免疫反応

がその主役をなし，活性化マクロファーシ(aMef,)が

重要なエフェクターとなっている。近年，一般に

Mef,の活性化には， T細胞から産生されるインター

フェロンガンマ (IFN-y)が主要なメヂエーターで

あるとする知見が散見されるようになった。そこで

Tp感染防御免疫における IFN-yの意義につき in

vitroの実験系を用いて検討した。その結果， IFN-y

に対するモノクロナール抗体 (mAb)を注射し，マ

ウス体内の IFN-yの活性を消去しておくと，少量

のTp感染によってもマウスは 10日以内に全例斃

死するのに対して，対照マウスでは感染後も全例生

存しうることを見いだした。この場合，対照群にお

いては Tp惑染後すみやかに Tp殺滅活性を有する

aMef,が出現したのに対し， mAb処理群では活性化

が起こらず Mef,内で Tpの増殖が認められた。なお

抗 IFNッ抗体処理による抗 Tp抗体産生への影響

は認められなかった。以上の結果から Tpに対する

感染防御免疫反応においては， INF-yによる Mef,

の活性化が重要で必須の要件であることが明らかに

なった。

2. Tp虫体内膜に含まれる主要蛋白の同定とそ

の性状

先に緑膿菌の産生するヘモリジンを高濃度で Tp

虫体に作用させると内膜様分画のみが残存すること

を見いだしたが，今年度はこの膜分画を電顕で観察

するとともに，その構成蛋白につき検討した。その

結果，得られた膜分画は一層の膜からなること，そ

の切断面が網目構造を呈することが確認されたこと

から， この膜分画は最内膜に相当することが明らか

となった。 SDS電気泳動によりその構成蛋白を分析

したところ，主要蛋白として分子量 42KDの蛋白

(P42)が大半を占め，その他幾つかの低分子の蛋白

が含まれていた。 P42の分子量は 2ME非存在下に

おける電気泳動でも変化しなかった。 P42はアクチ

ンや既に報告されている P43蛋白とは異なるもの

であること，また抗 Tp抗体との反応性は極めて弱

<, Tp感染にともなう抗原性は低いことが判明し

た。

3. AIDS患者における Tp性髄膜脳炎の血清診

断法の開発

最近 AIDS患者における Tp性髄膜脳炎の頻発が

世界的に注目を浴びている。その確定診断には血清

反応はほとんど無力であり，脳組織の生検による

Tpの検出が唯一のものと考えられてきた。そこで

新しい血清診断法の開発をめざし種々検討した結

果，アセトソおよびホルマリンでそれぞれ固定した

Tpを用いた直接凝集反応， とりわけ前者による方

法が本症の診断に極めて有用であることを見いだし

た。生検で確定された本症患者 43例中 30例(70%)

が上記 2法の併用によって診断が可能であることが

判明した。

4. Tp主要膜抗原を用いたラテックス凝集反応

色素試験(DT)抗原として， Tp主要膜蛋白 (P30)

の重要性に鑑み，今年度は，この P30のラテックス

凝集反応 (LA)への応用の適否について検討した。

その結果， LA(P30)はDTと高い定性的一致率

(93.8%)を示すこと， LA(P30)抗体価は， DTの

それよりわずかに低い値を示し，急性感染にともな

う抗体価の上昇もやや遅れることが判明した。以上

から， DTに代わりうる LA用抗原としては， P30以

外の膜抗原も必要であると結論された。

II. 蝙虫に関する研究

1. 嬬虫感染症における IgE産生機構

高lgE血症は嬬虫感染症の特徴とされている。

IgE受容体 (FccR)を保有するリンパ球の一部は，

IgE産生の調節に関与すると考えられている。末梢

血中の FcsR+リソパ球の発現を検討すると，各種

嬬虫感染者のそれは，他の高 IgE血症を呈する疾患

とは異なり，健常人のそれに類似することが明らか

にされてきた。肝吸虫症患者の末梢血リンパ球を培

養すると， FccRが著しく減少する現象がみられ，

FccRが切断されて IgE結合因子として放出される

可能性が示された。 lgE結合因子が IgE産生の増強

能をもつとする一般の知見から，血清中の IgE結合

因子量を肝吸虫症患者と健常人とで比較したが，両

者間に差を認めなかった。これらの結果は，嬬虫症

における高 IgE血症が FecR,IgE結合因子以外の

機序によって起こる可能性を示唆している。

2. 蟷虫の排虫における IgEと肥満細胞の関与

lgE抗体と肥満細胞は，アレルギー反応を起こし，

消化管寄生性の蟷虫の排除に関与するばかりでな
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く，好酸球増多にもかかわることが考えられている。

そこで肥満細胞欠損マウスおよび吾々が見いだした

lgE欠損マウスに小形条虫感染を行ない，正常マウ

スと比較することで消化管からの成虫の排除におけ

るlgEと肥満細胞の依存性について検討した。小形

条虫の排虫は，正常マウスより遅れるものの， lgE欠

損および肥満細胞欠損マウスでも認められた。この

結果ば，排虫現象に lgEと肥満細胞とが関与するこ

とを示しているが，両マウスで排虫が起こることか

ら，いずれもその主要な機序ではないことを示して

いる。末梢血好酸球増多も lgEと肥満細胞とに依存

しなかったが，排虫に好酸球が関与する可能性は否

定できない。また小腸絨毛における肥満細胞の増加

は lgEの関与なくみられたが，これと排虫との関係

は明らかではない。

3. C,qによる ADCC（抗体依存性蟷虫殺滅）増

強作用の解析

先に吾々は，補体第 1成分を構成する Clqが，イ

ヌ糸状虫ミクロフィラリアに対する ADCCを増強

すること，さらにこの増強機序の一つとして， Clqに

よる抗原への lgG結合量増加効果について報告し

た。そこで今回は，この Clqの作用を免疫化学的に

解明するため，ハプテ｀ノを抗原とし， これに結合す

るlgGモノクローナル抗体 (mAb)を用いたラジオ

イムノアッセイによって検討した。その結果， C心に

よる mAbの結合量増加作用は， mAbのうちでも抗

原に親和性が低い場合およびその濃度が低い場合に

著明に認められた。さらにこの Clqの低親和性

mAb結合増加作用は，少量の高親和性 mAbの混在

により，さらに顕著になることが明らかとなった。こ

のことから， C心の lgG抗体結合量増加作用は，感

染の初期において重要な役割を果たすことが示唆さ

れた。

4. ADCCにおける低密度好酸球の役割

蝠虫感染で好酸球増多症を呈する患者血液中に，

正常より低密度の好酸球が出現することが報告され

ている。さらにこの種の好酸球は，生体内で ADCC

のエフェクター細胞として機能するものと推定され

ている。本研究では，旋毛虫感染ラット好酸球を材

料として，嬬虫感染における低密度好酸球の発現機

序と機能について検討した。好酸球の分離および密

度の測定は， メトリザマイド濃度勾配を用いた。そ

の結果，旋毛虫感染ラットの末梢血中では，好酸球

増多の時期に一致して低密度好酸球が出現するこ

と，腹腔内では，この時期に低密度好酸球とともに，

さらに密度の低い超低密度好酸球が出現することが

明らかとなった。なお旋毛虫幼虫を用いた ADCC実

験で，超低密度好酸球は，低密度好酸球に比し強い

殺滅作用をもつことが証明された。
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フォード大） ：Antigen(s) responsible for the lgG 

antibody response specific for the acute stage of 

Toxoplasma infection in humans. 28th ICAAC. Oct. 

Los Angeles. [Abstract of 28th ICAAC. 190 (1988)] 

8) Hamada, A. : Enhancement of lgG binding to 

microfilariae by Ciq-analysis using monoclonal 

antibody and hapten. 23rd Joint Conference on 

Parasitic Diseases. Japan-U.S. Cooperative Medi-

cal Program. Jul. Tokyo. 

9) 小林昭夫：教育の場における視聴覚教育，本学にお

けるこれからの動向（バネルディスカッション）．第

105回成医回総会． 10月．東京．［慈恵医大誌． 104:344-

347 0989) J 

10) 浜田篤郎，渡辺直煕，小林昭夫，田中 t専：悪性組

織球症様の骨髄所見を呈した熱帯熱マラリアの 1例．

第 48回日本寄生虫学会東日本大会． 10月．神奈）II.［寄

生虫誌 38(1 —補） ：45 (1989)] 

11) 鈴木康弘， Remington,J.S.（スタンフォード大） ： 

トキソプラズマ感染急性期に特異的な lgG抗体に反

応する虫体抗原の解析．第 48回日本寄生虫学会東日本

大会． 10 月．神奈川．［寄生虫誌． 38(1—補） ：520989) l 
12) 牧岡朝夫，小林昭夫，布施•一彦（栄研化学） ：トキソ

プラズマ主要膜抗原を用いたラテックス凝集反応．第

- 63 -



48回日本寄生虫学会東日本大会． 10月．神奈川．［寄生

虫誌 38(1 —補）： 53 0989)] 

13) Watanabe, N., Joh, K., Ozawa, M. and Kobaya-

shi. A. : Fcs receptor bearing lymphocytes in 

patients with Kimura's disease and parasite infec-

tion. XIII Int. Congr. Allergol. Clin. Immunol. Oct. 

Montreux. 

14) 谷口 修＊，平野隆雄＊，橋本博史＊，広瀕俊一＊，奥

村康＊（＊順天大），渡辺直煕，城宏輔：高 IgE血症

における CD4-B細胞の出現頻度．第 16回日本臨床免

疫学会総会． 6月．大坂．

15) 牧岡朝夫，小林昭夫：トキソプラズマ主要抗原に対

するモノクローナル抗体の作用と同抗原の血清診断法

への応用．第 22回日本原生動物学会大会． 12月．筑波．

［原生動物誌． 22:42-43 (1989)] 

16) 浜田篤郎，渡辺直煕，東 隆親（名市大），小林昭夫：

lgG抗体への結合におよぽす Clqの作用．第 18回日本

免疫学会総会． 12月．京都．［日本免疫学会総会学術集

会記録． 18:768 (1988)] 

17) 渡辺直煕，名和行文（宮崎医大），岡本謙ー（昭和大），

小林昭夫：小形条虫の排虫における IgEと肥満細胞

の関与．第 18回日本免疫学会総会． 12月．京都．［日

本免疫学会総会学術集会記録． 18: 862 (1988)] 

18) 鈴木康弘 Remington,J.S（スタンフォード大） ： 

トキソプラズマ感染防御免疫応答における LyT-2• T 

細胞の重要性．第 18回日本免疫学会総会． 12月．京都．

［日本免疫学会総会学術集会記録． 18: 853 0988)] 

19) 木庭 守＊．柳原行義＊，信太隆夫＊ （＊相模原病院），

渡辺直煕：抗原特異的 IgE抗体産生における FccR+

B細胞およびsIgE+B細胞の推移について．第 18回日

本免疫学会総会． 12月．京都．［日本免疫学会総会学術

集会記録． 18:657 (1988)] 

IV. 著 書

臨床検査医学

教授：井川幸雄 臨床生理学

教授：鳥海 純 外科病理学

教授：黒坂公生 臨床細菌学

助教授：町田勝彦 臨床免疫学

助教授：真柄直郎 臨床病理学

講師：須藤加代子 臨床化学

講師：鈴木政登 運動生理学

研究概要

I. 臨床生理学に関する研究

1. 腎機能の日内リズム

健康成人男子 (19-21歳） 10名を対象に 4時間間

隔で 24時間連続採尿し，尿量，電解質，アルドステ

ロン， 17-0HCS,抗利尿ホルモン(AVP)，カテコー

ルアミン尿中排泄リズムを調べた。同時に，食事時

問，生活活動状況および心拍数，血圧（日本コーリ

ン， ABPM-630,携帯型血圧計）の日内変動も調べ

た。

尿量は必ずしも夜間に低下せず，食事，飲水等外

因性因子の影響を受けた。糸球体濾過量（クレアチ

ニンクリアランス Ccr)は正午から零時頃までほと

んど変化せず， 04:00-08: 00の間のみ有意 (p<

0.001)に低下し．尿量と Ccrとの間には全く関連が

なかった。ホルモンの多くは概ね活動期に排泄され

夜間低値を示したが，ホルモンそれぞれに特有の分

泌排泄パターンがみられた。尿タンパクや尿量，尿

中 Na排泄リズムと関連ホルモンとの相関性は低

かった。

2. RIによる激運動後腎血流量変化の検討

1) 小林昭夫：アメーバ赤痢の項分担執筆．日野原重 健康男子 10名を対象に， ggmTC＿フチン酸を用い

明，阿部正和編：今日の治療指針．医学書院． 191(1988) 激運動後（最大運動 7~16分）の腎血流醤 (RBF)の

2) 小林昭夫：トキソプラズマ症の項分担執箪．亀山正 変化を推定した (Oldendorf法）。その結果，激運動

邦，亀田治男，高久史磨阿部会彦編：今日の診断指針 直後 RBFは 41.6%に低下し， 30,60分後でもそれ

(2版）．医学書院． 1161-1164(1988) ぞれ 82.2,79.3%で前値に回復しないことが確認さ

3) 小林昭夫：トキソプラズマ症，銅虫症の項分担執 れた。 RBFとCcr変化との相関は r=0.78(p< 

筆，上田泰清水喜八郎，春見健一編：新薬物療法，メ 0.001)であった。

デカルビュー社． 118-119,121 (1988) 3. 最大酸素摂取量と肺機能検査成績との関連

4) 小林昭夫：寄生虫症の化学療法一螺虫症の化学療 健康人男女約 180名を対象に，最大酸素摂取量

法に用いる薬物の項分担訳，グッドマン・ギルマン薬理 (V02max)と肺機能検査成績との関連を調べた。そ

書 (7版）下巻．広川書店． 1241-1271(1988) 
の結果， V02maxと最も高い関連性を示したのは

DLCOであった (r=0.770,p<0.001)。
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II. 臨床化学に関する研究

1. 血清コリ‘ノエステラーゼ (ChE)の遺伝的変異

に関する研究

150 U/I（正常値 280-700U/I)以下の低 ChE血

症 36例について抗 ChE抗体を用いて， ChE蛋白量

を調べた。その結果， 7例が活性値に比べ蛋白量が多

く，全患者群約 0.4%がS型 TypeIIのヘテロ体で

あると推定された。

低 ChE血症の遺伝的変異例 CUF,UA, SS, US) 

および正常例 (UU)について，測定温度を変化させ

た際の ChE活性値の変化を調べた。 35℃/25℃活性

比では UU与US<UF<UAとなり， 50℃/45℃活性

比では UAが唯一 1.0以上であった。 UUとUS

の活性変化は類似していた。 Arrheniusの式を基

本にして activationenergyを算出した結果， uu
(25.53 KJ/mol)とUS(27.05 KJ/mol)はほぽ近似し

たが， UF(34.37 KJ/mol) とUA(42.31 KJ/mol) 

とは明らかに差がみられ， UAは特に熱に対して安

定であることが示された。

2. LDH結合性免疫グロブリン (LDH-Ig)に関

する研究

ヒト血清中の LDH失活因子を有する 2例につい

てLDH失活因子と LDH5 isozymeとを反応させ，

抗ヒト LDH• M subunit抗体を用いた Immunoblot

法にて解析し， LDH活性の失活に伴う LDH蛋白の

変化について検討した。 1例は高血圧症，動脈硬化症

の72歳男性，他の 1例は胆道癌，脳梗塞の 67歳女

性の血清である。

低 LDH活性を示した 2例の血清中に LDH失活

因子が存在した。その本体は LDH• M subunitに対

する抗体であった。この抗 LDH• M subunit抗体の

免疫 globulinclassは， 1例は IgG(x)型に属し，他

の 1例は IgA（入）型であり，必ずしも一定ではな

かった。抗 LDH• M subunit抗体が LDHに結合後

のLDH蛋白の変化を Immunoblot法で調べた結

果， LDH蛋白は存在しており， LDH活性のみ障害

されていた。抗 LDH• M subunit抗体と LDHとの

結合は酸性溶液中で解離し中性溶液で再結合するこ

とから単なる抗原抗体反応による結合であると思わ

れた。

III. 臨床細菌学に関する研究

ブドウ球茜は黄色ブドウ球茜も含めて，人体の外

界と交通のある部位に常在茜として多数生息してい

る。一方，メチシリン耐性黄色ブドウ球菌(MRSA)

が近年院内感染の原因菌として注目されている。

APIスタッフを用いた生化学性状をマーカーに

して，疫学的検討を試みてみると，或る特定の生化

学プロファイルをもった株が多く認められるもの

の，伝播に関する検討の手段としては不充分なこと

がわかった。一方， コアグラーゼ型別， ファージ型

別を行ってみると， これらは生化学プロファイルと

は別個のもので，関連性のないことがわかった。従っ

て，前者に後 2者の一つを併用する方法が，疫学的

検索に有用な方法であると考えられた。

第 59回日本細菌学会関東支部総会を黒坂公生総

会長のもとで，＇ 88年 6月4日（土）東京慈恵会医科

大学中央講堂で開催した。

IV. 免疫学に関する研究

1. フローサイトメトリーによる研究

鼻アレルギー患者の顕症期，不顕症期について長

期間にわたり血中 T細胞サブセットを測定した。そ

の結果，不顕症期群と非アレルギー群では T3,T4, 

T8, T4/T8比に有意差は認められなかった。また，

顕症期に， T4/T8比に著しい高値を呈した 5例でも

不顕症期には低値を示した。つまり，鼻アレルギー

患者の多くでは顕症期のみに，血中 T細胞サブセッ

トに異常が起こることが判明した。

2. 免疫測定法の検討

免疫測定法を用いる臨床検査については多くを外

注に頼っているが，件数の多いものについては，病

院内で行うよう検討を開始した。この一環として本

年度は専用試薬を用いない CA-19-9とプロラクチ

ンなどの測定を検討した。

3. プドウ球菌の表皮条1J脱素に対する免疫応答遺

伝子の解析

Staphylococcal exfoliative toxin A (ET A)に対

するマウスの免疫応答遺伝子が I-A亜領域内の単

一優性遺伝子として存在し，その機能が感作 Tリソ

パ球の抗原認識に関係しているという実験結果に基

づいて，牌痴疹や Ritter氏病の患者リンパ球を用い

てantigeninduced T cell proliferation assayで患

者リンバ球の抗原認識能を調べている。現在までに

得られた結果では，約半数の患者リンパ球が ETA

添加による培養で幼若化反応を示している。更に強

い幼若化反応を示したリンバ球を用いて HLA解析

をすすめると共に， HLA-D抗原系即ち DP,DQ,

DRのDNA解析をすすめているところである。

V. 病理形態学に関する研究

典型的な乙型肝硬変結節は，概ね門脈血血管，一

部門脈動脈混合血血管（実際は門脈血が主体）に養

われているのに対して，乙’型肝硬変は，大部分門脈
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の遺残枝に続く細枝で潅流される。実質潅流枝を元

ヘ辿るとき，乙＇型では比較的素直に門脈導管区問

に到達するのに対し，乙型では枝の帰属を明らかに

するのが容易ではない。乙型における実質区間門脈

の distortionが，乙＇型に比較して極めて著しいこ

とに基づく。

肝が傷害を被った後，実質の不連続な乙型肝硬変

と他方でそれが肝全体に連続する乙＇型肝硬変へ至

る分岐点の一つは，この門脈実質区問枝の在り方

一傷害ならびにそれに対する適応の図柄ーの違いで

あると推測される。

研究業績

I. 原著論文

l． 臨床生理学に関する研究

l) 井川幸雄：生命におくる検査．臨床病理． 36(4): 

379-385 0988) 

2) 鈴木政登，塩田正俊，井）1|幸雄：下垂体一副腎皮質

系ホルモンの日周リズムに及ぽす絶食の影響一血中

下垂体—副腎皮質系ホルモンと血中代謝基質濃度との

関連一．宇宙航空環境医学． 25(2):49-58 (1988) 

3) 河合 忠（自治医大），井川幸雄，池田清子： 時間

分解蛍光免疫測定法(TR-FIA)に基づくデルフィアシ

ステムの検討．医学と薬学． 19(4): 865-875 0988) 

4) 井川幸雄：新しい臨床検査情報システムー検査

データの偏差値表示ー．臨床病理．臨時増刊号特集．

77: 51-63 (1988) 

5) 鈴木政登，蝶間林利男（横浜国立大学），飯島好子，

井川幸雄：一流女子テニス選手の最大運動負荷試験

ー最大酸素摂取量および血液生化学的応答ー．昭和

62年度日本体育協会スポーツ科学研究報告． 337-346

(1988) 

6) 鈴木政登，飯島好子，井川幸雄：血液成分の変動か

らみたミネラル (Ca,Mg)添加の影響．昭和 62年度日

本体育協会スボーツ科学研究報告． VIII:18-42 

(1988) 

7) 鈴木政登： スポーツ選手と高尿酸血．臨床スポー

ッ医学． 5(5): 573-576 (1988) 

8) 坂木佳寿美（東京女子医大），鈴木政登，飯島好子，

井川幸雄，塩田正俊，寺本紀子（ヨーガ教室）：ヨーガ

呼吸の生理学的特性．デサントスボーツ科学． 9:113-

125 0988) 

9) 三浦次郎，鈴木政登，福沢ーカ（毎日スポーツ）：中

高年者の水泳初心者にとって水泳は安全かつ有効か．

デサントスボーツ科学． 9: 146-157 (1988) 

10) 鈴木政登：運動負荷時の腎機能および腎疾患患者

の日常生活活動許容に関する研究．昭和 62・63年度科

学研究費補助金総合研究 （A)障害学生における体

力指数の基準づくりに関する基礎的研究（代表者名古

屋大学矢部京之助）報告書． 105-1090989) 

2. 臨床化学に関する研究

l) 内山克己，鴫山泰文，須藤加代子，井川幸雄，池田

清子，白井治子，塩谷美江子： LOH結合件免疫グロプ

リンを胸水中に見出した 1症例．臨床病理． 36:871-

87 4 (1988) 

2) 鳴山泰文： Immunoblot法を用いたヒト血清中の

乳酸脱水素酵素失活因子の性状に関する研究．慈恵医

大誌． 103:1511-1522 0988) 

3) 後藤はるみ＊，星野忠＊，福井徹＊，中原凌＊

（＊病体生理研究所），小泉博史（立川相互病院），熊坂一

成（日大），須藤加代子，内山克己，井川幸雄： C5変異

を含む遺伝性低コリンエステラーゼ家系 (SilentType 

l)の生化学的，免疫学的検索．臨床病理． 36:694-698 

(1988) 

3． 臨床細菌学に関する研究

1) 保科定頼，町田勝彦：核酸プローブを用いた細菌検

査．臨床病理． 36:545-547 (1988) 

2) Machida, K., Shigiyama, Y., Hoshina, S., Kur-

osaka, K. and Ikawa, S. : Antibiotic susceptibilities 

of human salmonella isolants from 1975 to 1986. 

Jikeikai Med. J. 35: 151-158 (1988) 

3) Machida, K., Moriwaki, M., Hoshina, S., Sakur-

ai, S., Kurosaka, K. and lkawa, S. : Antimicrobial 

Component in Human Sera againse Staphylococcus 

epidermidis. Jikeikai Med. J. 35: 343-349 (1988) 

4) 内山克己，保科定頼，龍野國弘，鴫山泰文，町田勝

彦黒坂公生：血液由来及び健常者由来表皮ブドウ球

菌の性状の比較．臨床病理． 36:1436-1440 (1988) 

5) Sao Myung Hwang, Seki, K., Sakurada, J.. 

Ogasawara, M., Murai, M.M, Ohmayu, S., Kurosa-

ka, K. and Masuda, S. : Improved methods for 

detection and serotyping of coagulase from sta-

hylococcus aureus. Micro biol. Immunol. 33: 175-

182 0989) 

6) Machida, K., Sakurai, S., Kurosaka, K. and 

lkawa, S.: Epidemiological Studies of Exfoliative 

Toxin Producing Strains of Staphylococcus aureus in 

Various Clinical Specimens. Jikeikai Med. J. 35 

(4): 595-601 (1988) 

4． 免疫学に関する研究

1) Machida, K., Sakurai, S., Kondo, I. and lkawa, 

S. : Relationship between Susceptibility and 

Immune Response to Staphylococcal exfoliative toxin 

A in Mammalian Species. Microbiol. Immnol. 32: 

1079-1084 0988) 

2) Machida, K. and lkawa, S. : The relationship 

between Immunoglobulin Classes of Antinuclear 
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Antibodies and Lymphocytotoxic Activities in 

Patient Sera at Various Stages of Systemic lupus 

erythematosus. Jikeikai Med. J. 35(4) : 603-613 

(1988) 

II. 総説

l) 井川幸雄：スポーツの意義一生理学の立場から

ー．最新医学． 43:2126-2128 (1988) 

2) 井川幸雄，石井裕子：臨床生理検査の自動化一呼

吸機能検査の自動化ー．臨床検査． 33:23-29 (1989) 
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教授：亀田治男

教 授：藤澤 冽

助教授：渡邊證次郎

助教授：今井 深

助教授：川村忠夫

講師 ：永 森静 志

講師 ：小 倉和 雄

講師：石原扶美武

講 師：法橋 建

講師：藤瀕清隆

研究概要

臨床医学

内 科 子さ

消化管，肝，胆道

肝，肝生化学

神経内科，脳血管障害

消化管，肝，門脈循環

消化管

肝，肝細胞培養

肝，肝生化学

胆道

神経内科

肝，肝細胞培養

IL-2, OK432ではその活性化機構に差異のあるこ

とを示した。

2 経口投与 OK432の臨床的抗腫瘍活性増強能

を明らかにした。

3. B型肝炎ウイルスの感染の成立と宿上の

HLAとの関連を検討し，キャリアー成立と病態進

展が HLAにより規制を受けている事実を明らかに

した。

4． 肝細胞癌に対する TAE療法について臨床的

解析を加えるとともに，血管撮影の三次元的解析を

応用した診断の臨床的有用性を検討した。

5． 胆汁分泌と Vesiculartransport systemとの

関連を検討し， ビリルビンが胆汁脂質の移送を抑制

することを明らかにした。

I. 消化管に関する研究 IV. 肝の病態生化学的研究

1. 肝硬変の重大な合併症である食道静脈瘤の対 1. 1960年清水市興津地区に発症した流行性非

策は，硬化療法が一般化しつつある。当教室では硬 A非B型肝炎の追跡調査で，少なくとも 60%以上が

化療法前後における，肝機能の変動を長期観察例で 慢性化していること，また 4例の急性発症時から 1

まとめ報告した。 年後にわたる保存血について HCV抗体を測定し，

2. 胃十二指腸潰瘍の発生に胃粘膜防禦機構の破 いずれも発症後 3~6カ月で陽性を示したことから，

綻を重視し，アルコールおよび喫煙負荷による胃十 この流行がC型肝炎であることを確認した。

二指腸障害時の胃粘膜血流量を測定した。 2. ヒト血漿由来ワクチン (PHBV)と遣伝子組

3. 虚血性大腸炎実験モデルを作成しプロスタグ 換え酵母由来ワクチ‘ノ (YHBV)について 3回接種

ランディン等の粘膜血流変化を測定した。 後の抗体獲得率と獲得抗体価を比較し，前者の抗体

獲得率は 86%であったが，獲得抗体価は高く，後者

II. 肝門脈循環に関する研究 の獲得率は 99%ときわめて高率であったが，獲得抗

1. 厚生省特定疾患門脈血行異常症調査研究班 体価は著しく低値であることを認め，今後の HBV

（班長亀田治男）は最終年度として診断甚準，治療指 ワクチ｀ノの選択と接種量について貴重な成績を得

針を明文化し報告した。肝硬変，特発性門脈圧充進 た。

症， Budd-Chiari症候群の肝門脈循環動態をパルス 3. アルコール性肝障害の進展増悪因子としての

ドップラー法を用いて究明した。 食事蛋白および脂質量の関連と性差の影響について

2. 肝性脳症に関する研究では急性肝不全モテル 実験的臨床的に検討し，低蛋白・高脂肪食および女

でGABAレセプクーカイネティクスの検討から肝 性に易障害性のあることを明らかにした。

性脳症発現の機序を追求した。また acute on 4. 血清ラミニンおよび IV型コラゲンの 7S

chronicの臨床例でその特徴像を検討した。 domainはいずれも肝線維化（特にアルコール性）の

血清指標として有用であることを明らかにした。

III. 肝疾患の臨床免疫学的および画像診断学的研

究 V. 肝・胆道系細胞の基礎及び臨床的研究

1. BRMである IL-2,OK432の経直腸投与にお 1. 肝再生から肝癌発生の機序とそれに伴う肝細

ける体内リソパ球の活性動態を 3Hチミシンを指標 胞の持つ機能の発現について無アルブミンラット

として検討し，肝臓内単核球の活性化が得られるこ (NAR)を用いての研究を行った。

とを明らかにした。さらにこの活性化により抗腫瘍 2. 自家樹立のヒト培養肝癌細胞を利用してアル

活性が誘導されることを明らかにするとともに， ブミンおよび肝特異性蛋白の合成および産生のメカ
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ニズムについての研究を行った。

3. 肝細胞障害の研究として肝細胞内カルシウム

の変化を観察しとくに温度変化および薬剤投与によ

るカルシウム濃度の変動から細胞死 (apoptosis)に

ついての研究を発表した。

4. 肝内伊東細胞 (FSC)のビタミン Aとその移

送に関与する Cellular retional binding protein 

(CRBP)の研究を報告した。

5. ヒト由来肝癌培養細胞株の HBV-DNAinte-

grationについて調べ，現在非A非B肝炎ウイルス

について検索中である。

6. 基礎的研究によって得られた肝・胆道癌に対

する温熱効果の成果を臨床応用し， とくに末期癌に

たいして，効果をあげることを示し， さらに症例を

集積中である。

VI. 胆道疾患の病態ならびに臨床的研究

1. 無症状胆石の臨床的特徴についての検討を行

い，石灰化胆石（陽性胆石）に無症状例が多いこと

を明らかにした。

2. 剖検例中の胆石保有例と胆道癌との関連を検

討し，胆石保有率と胆道癌発生率は必ずしも相関し

ないという新たな知見を得た。

3. 人問ドック例，臨床例における胆石症の長期

経過例の調宵を行い，病状の落ちついている胆石症

例は，手術等の積極的治療は必要なく，従来どおり

の内科的治療などで経過を追ってよいという方針を

再確認した。

4. 体外衝繋波胆石破砕療法 (ESWL)を引き続

いて施行し， 43例中 48.8%の症例に破砕効果を認

め，また完全消失率は 25.0%であった。

5. 胆汁中カルシウムイオンをラットを用いて測

定し，胆汁酸製剤によるカルシウムイオンの変動を

検討した。 UDCAは胆汁流量とカルシウムイオンを

増加させたが CDCAでは変化なく，両者の胆汁分泌

機構への作用には差があることが明らかとなった。

VII. 腎疾患に関する臨床的研究

1. ネフローゼ症候群，慢性糸球体腎炎など，糸

球体性蛋白尿を有する腎疾患患者に漠方薬の紫苓湯

を投与し，その抗腎炎効果について検討した結果，ス

テロイド剤惑受性または依存性のネフローゼに対し

て再発回数の減少，ステロイド剤の離脱，減量など

に有用な評価が得られた。

2. 慢性B型肝疾患に起因する腎病変について，

昭和 49-63年までの剖検例に関して，臨床病理学的

検討を行っている。

VIII. 神経病学に関する研究

l. 123卜IMPSPECTによる脳血流の研究

SPECTが TIA頻発例に対する by-pass手術の

適応決定に利用しうることを報告した。また脊髄小

脳変性症について CT,MRIと対比検討し， SPECT

が小脳機能を反映する指標として有用であることを

明らかにした。一方，一過性全健忘の脳血流変化に

つき検討中である。

2. 脳血管障害と肝硬変との関連，特に肝硬変の

脳出血に対する危険因子を検討した。また肝硬変に

合併する脳出血には，出血性素因が原因となる不正

形多発出血と，アルコールの関与する高血圧性脳出

血の二つの型のある可能性を報告した。

3. 運動ニューロン疾患が Ca代謝と関連があろ

うとする立場から， これらの症例に活性型 V-Dを

投与し，その有用性を検討している。

4. 代謝性ミオバチーにつき電気生理学的および

筋生検による組織化学的検討を行っている。特にア

ルコール性ミオバチーの実験的研究に着手した。

IX. その他

教授藤澤冽は '88年 11月18,19日に東京の日

経ホールにおいて開催された第 23回日本肝臓学会

本部会の会長をつとめた。また教授亀田治男は '89

年 2月2~4日に東京の日本都市センターで開催さ

れた第 8回日本画像医学会総会の会長をつとめた。

研究業績

I. 原著論文

1. 消化管・肝循環に関する研究

l) 今井 深，亀田治男：門脈血行異常症．日本医事新

報． 3352:3-11 (1988) 

2) 鳥居 明，山根建樹：内視鏡的レーザードップラー

血流測定法による各種胃疾患および病態の検討．映像

情報． 20:480-483 (1988) 

3) 樺 恵戸島恭一郎，植松幹雄，山崎一信，石沢

和敬，今井深，亀田治男：大脳皮質シナプス後膜

GABAレセプクーカイネティクスと急性肝不全．日本

臨床生理． 19:153-157 (1989) 

2. 肝疾患の臨床免疫学的研究

1) Aoyama, N., Zeniya, M., Arashiyama, Y., 

Hihara, M. and Kameda, H.: The effect of biliary 

lipid secretion : Analysis by horseradish peroxidase 

associated intrahepalic vesicular transport system. 

Gastroenterol J ap. 23 : 652← 657 0988) 

2) Zeniya, M., Deura, M., Arashiyama, Y., Aizawa, 

Y., Kameda, H., Miyazaki, H. and Watanabe, R.: 
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Immunological effects of oral adminitration of the 

streptcoccal preparation OK-432 on gastrointesti-

nal malignancies. Jikeikai Med. J. 36: 5和62

(1989) 

3) 高橋宏樹，銭谷幹男，河辺朋信，奥山早苗，佐多 斉，

根岸正史，相沢良夫，飛島田一朗，亀田治男，大野典也：

経直腸投与 recombinantinterleukin-2の抗腫瘍効果

に関する研究．医学のあゆみ． 147:567-568 (1988) 

4) 伊坪真理子，河辺朋信，奥山早苗，佐多 斉，高橋

宏樹，根岸正史，渡辺文時，宮崎 寛，大越裕文，青山

南圭，安藤秀樹，高橋 弘，清水能ー，相沢良夫，銭谷

幹男，飛島田一朗，亀田治男：肝動脈塞栓療法が奏効し

たと考えられる肝細胞癌の画像所見の経過． 日本画像

医学会雑誌． 7:118-125 (1988) 

3. 肝の病態生化学的研究

1) Fujisawa, K., Yamazaki, K., Hirakawa, ]., Na-

kajima, H., Nakahara, M., Nakayama, H., 

Katayama, T., Watanabe, Y., Yamauchi, M. and 

Kameda, H.: Peripheral lymphocytic 2', 5'-

oligoadenylate synthetase and interferon therapy of 

chronic viral hepatitis. Rentscher Immunother-

apeutische Information. 8: 14-21 (1988) 

2) 藤沢 冽，川顧治通，北原敏久，渡部幸夫，木村和

夫，山内員義，田中 貢：腫瘍マーカーァ—

G l utamy I transpeptidase.第 15回犬山シンボシウム

記録中外医学社． 136-142(1988) 

3) 山内慎義木村和夫，藤沢冽，亀田治男， Mezey,E.: 

日米におけるアルコール性肝障害患者の栄養学的背猥

の差違．肝臓． 30:173-177 (1989) 

4) 中島尚登：慢性エクノール投与ラット肝における

肝酸溶性 nucleotidesの変動と食事蛋白の関連につい

て．肝臓． 29(6): 724-733 (1988) 

4. 肝・胆道系細胞の甚礎及び臨床的研究

l) 藤瀬清隆，藤多和信，永森静志，蓮村哲，本間 定，

筋野甫，松浦知和，清水恵一郎，新谷稔，大野典也，

亀田治男：樹立ヒト肝癌株細胞中の B型肝炎ウイルス

ゲノム．肝臓． 29:697-698 (1989) 

2) N agamori, S.: The correlation of alfa-feto-

protein in serum with pathological findings in acute 

phase of viral hepatitis. Jikeikai Med J. 36: 45-54 

(1989) 

3) Hasumura, S., N agamori, S., Fujise, K., Sujino, 

H., Matsuura, T., Niiya, M., Kameda, H., Satomi, 

M. and Haranaka, K. (Dept. of Medicine. Institute 

of Medical Science, University of Tokyo) : Studies 

on the morphological changes by turmor necrosis 

factor (TNF) on human hepatocellular carcinoma 

cell lines. J. Clin. Electron Microscopy. 21 : 930-

931 (1988) 

4) Sujino, S., Nagamori, S., Fujise, K., Hasumura, 

S., Homma, S., Matsuura, T., Shimizu, K., Niiya, M. 

and Kameda, H. : Effect of phosphatidylcholin 

liposomes on cultured hepatocytes-observations by 

the plasma polymerization replica method and 

TEM. J. Clin Electron Microscopy. 21: 692-693 

(1988) 

5. 胆道疾患の病態ならびに臨床的研究

l) 亀田治男：胆石症と胆道癌の内科的治療． 日内誌．

77 : 1201-1205 (1988) 

2) 亀田治男：黒色胆石の病態と臨床．胆道． 2:421-

431 (1988) 

II. 総説

1) 石沢和敬，今井 深，亀田治男：肝炎．老化と疾患．

2: 1315-1320 0988) 

2) 戸島恭一郎，今井 深，亀田治男：原発性胆汁性肝

硬変．現代医療． 21:349-353 0989) 

3) 銭谷幹男：自己抗体．抗 LSP抗体．肝胆膵． 17:

697-704 (1988) 

4) 伊坪真理子，亀田治男：原発性肝癌に対する抗癌剤

動注療法． 日本臨床． 46:155-160 (1988) 

5) 藤沢冽，中山 一：肝線維化マーカーラミニン，

IV型コラゲ‘/.肝胆膵． 18:449-455 (1989) 

6) 永森静志，藤瀬清隆，蓮村哲，本間定，筋野甫，

松浦知和，清水恵一郎，新谷 稔，亀田治男：ヒト培養

肝細胞の産性物質． HumanCell. 1: 382-390 (1988) 

7) 日原雅文，柴田耕司，石原扶美武，亀田治男：胆道

疾患，胆襄腺筋腫症．日本臨床． 46: 1040-10440988) 

8) 石原扶芙武，日原雅文，日野博宣，亀田治男：仙痛

発作．臨床と研究． 65:3778-3781 0988) 

9) 中林治夫，渡辺椙次郎：代謝性脳症—尿育症．老年期

痴呆． 2: 53-59 (1988) 

10) 渡辺證次郎，中林治夫，柳沢 徹：肝硬変と脳内出

1f11. Clinical Neuroscience. 7: 282-284 (1989) 

III. 学会発表

1) Kawamura, T., Onizawa, N., Nozawa, H., Torii, 

A., Egawa, K., Ariizumi, M. and Kameda, H. : The 

relationship between gastric mucosa! blood flow 

and histological and color finding of gastric ele-

vated lesions. The 5th Asian Pacific Cengress of 

Digestive Endoscopy. Oct. Seoul. 

2) 植松幹男，戸島恭一郎，山崎一信，樺 恵，石沢

和敬，今井 深，亀田治男： Budd-Chiari症候群の病

態に関する研究ー特に肝循環動態と肝組織所見の関

連性について．第 75回日本消化器病学会． 3月．横浜．

3) 穎川一忠，柴田博之，山根建樹，近藤謙二，有泉雅

博鳥居明，野沢博鬼沢信明，今井深川村忠
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夫，亀田治男：レーザードップラー法による大腸粘膜

血流の測定．第 35回日本消化器内視鏡学会． 5月．東

京．

4) 渡辺文時．銭谷幹男，安藤秀樹，宮崎 寛，相沢良

夫，亀田治男，安藤麻子．猪子英俊，辻 公美： B型肝

炎ウイルス CHBV)キャリアーにおける HLA抗原出

現頻度およびその分子生物学的検討．第 24回肝臓学会

総会． 7月．東京．

5) Watanabe, R., Zeniya, M., Takahashi, H., Ando, 

H., Ohkoshi H. and Kameda, H.: Genetic studies on 

hepatitis B virus (HBV) carriers. !ASL. 11月．

Tronto, Canada. 

6) 大越裕文，佐多 斉，奥山早苗，河辺朋信，高橋宏

樹，根岸正史，渡辺文時．宮崎 寛，青山南圭，嵐山恭

志，安藤秀樹，藤田由美子，高橋 弘，清水能ー，相沢

良夫，銭谷幹男，伊坪真理子．飛鳥田一朗，亀田治男：

慢性活動性肝炎患者における IL2, OK-432誘導 NK,

anomalous killer (AK)活性の動態．第 74回日本消

化器病学会総会． 3月．仙台．

7) 高橋宏樹，根岸正史，相沢良夫，銭谷幹男，渡辺美

智子．大野典也，田中寿子，内田 賢，亀田治男：長期

間にわたり recombinantinterleukin-2添加培養し

た，癌性胸膜炎由来リンパ球の細胞障害活性，細胞表面

マーカーの経時的変化の検討．第 18回日本免疫学会総

会． 12月．京都．

8) 伊坪真理子，河辺朋信，奥山早苗，佐多 斉．高橋

宏樹．根岸正史．渡辺文時，宮崎 寛，大越裕文，青山

南圭安藤秀樹，高橋 弘，清水能ー，相沢良夫，銭谷

幹男飛鳥田一朗，亀田治男：血管造影による肝細胞癌

の Lp-TAE治療効果の検討．第 26回日本癌治療学会

総会． 9月．新潟．

9) Ando, H., Takahashi, H., Miyazaki, H., Okoshi, 

H., Zeniya, M., Asukata, I. and Kameda, H.: The 

changes of HBsAg and HBcAg positive cells in 

liver after recombinaut interleukin 2 administra-

tion. Vlllth. International Congress of Gaster-

oenterology. 9月． Rome.

10) 北原敏久．藤決 冽： （シンボ、ンウム）B型ウイルス

肝炎の長期予後と薬物療法による修飾ー HBe抗原腸

性B型慢性肝炎に対するインクーフェロン併用療法の

長期効果について．第 23回日本肝臓学会東部会． 11

月．東京．

11) 山内員義： （バネルディスカッション）アルコール

性肝障害の発症と進展に及ぽす因—f. 第 23 回日本肝臓

学会東部会． 11月．東京．

12) Nagamori, S., Fujise, K., Hasumura, S., Homma, 

S., Sujino, H., Matsuura, T., Shimizu, K., Niiya, M. 

and Kameda, H.: Effect of phosphatidylcholin 

liposomes on cultured hepatocytes. !ASL. 11月．

Tronto. 

13) Hasumura, S., Nagamori, S., Fujise, K., Homma, 

S., Sujino, H., Matsuura, T., Niiya, M., Kameda, H., 

Satomi, N. * and Haranaka, K. * (*Dept. of Medi-

cine, Institute of Medical Science, Univ. of Tokyo) : 

Effects of tumor necrosis factor (TNF) on human 

hepatoma cell lines and their modification by hyper-

thermia (HT). !ASL. 10月． Tronto.

14) Fujise, K., Nagamori, S., Hasumura, S., Homma, 

S., Sujino, H., Matsuura, T., Shimizu, K., Niiya, M., 

Kameda, H., Fujita, K. and Ohno, T.: Integration 

of hepatitis B virus (DNA) into cells of six estab-

lished human hepatocellular carcinoma cell lines. 

!ASL. 10月． Tronto.

15) 新谷稔，清水恵一郎，松浦知和，筋野甫，本間

定，蓮村 哲，藤瀕清隆，永森静志，亀田治男，田中寿

子，長尾美奈子，新田紀子（国立がんセンター），長瀕

すみ（佐々木研） ：無アルブミンラットの DAB肝癌よ

り樹立した肝癌細胞株について．第 47回日本癌学会総

会， 9月．東京．

16) 山秋拓司，柴田耕司，石原扶美武，新谷 稔，松浦

知和，筋野甫，本間定，蓮村哲，藤瀕清隆，永森

静志亀田治男：胆道癌におけるハイパーサーミアの

基礎および臨床研究．第 26回日本胆道学会． 8月．宇

都宮．

17) 石原扶美武，柴田耕司： （シンボ、ンウム）胆石症の治

療と長期予後，胆石症の長期観察例の検討．第 75回日

本消化器病学会． 3月．横浜．

18) 本橋信博＊，芹沢豊次＊，頴川一忠＊，山根建樹＊，渡

辺文時＊（＊県立厚木病院），山田裕史，鈴木文夫，亀田

治男： Latamoxef(LOMX)投与後， ビクミ ‘/k欠乏

による消化管出血を併発した急性腎不全の 1例．第 18

回日本腎臓学会東部部会． 5月．東京．

19) 中林治夫，柳沢徹，竹内正，法橋建，渡辺證

次郎：三好型 distalmuscular dystrophyの 2症例，第

105回日本神経学会関東地方会， 6月．東京．

20) 中林治夫，柳沢徹，法橋建，渡辺橙次郎，亀田

治男：肢帯型筋シストロフィー症の 1例．第 23回日本

成人病学会． 1月．東京．

IV. 著書

l） 山崎—信，戸島恭一郎，植松幹雄，今井 深，亀田

治男：超音波トランジットクイム血流計による門脈血

行動態の連続的観察．原田 尚編：肝臓病学 最近の

話題， 日本医学館． 39-42(1988) 

2) 高橋宏樹，河辺朋信，奥山早苗，佐多 斉，根岸正

史，渡辺文時，宮崎 寛，大越裕文，青山南圭，安藤秀

樹，藤田由美子，高橋 弘，清水能ー，相沢良夫，銭谷

幹男，伊坪真理子，飛鳥田一朗，亀田治男：マウス肝転
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移モデルに対する rIL-2の経直腸投与による抗腫瘍効

果．西岡，森編：肝障害と免疫療法．消化器と免疫． No.

21 (suppl.)日本医学館． 77-84(1988) 

3) Hirakawa, ]., Nakajima, H., Yamauchi、M.,

Kimura, K., Katayama, T., Kitahara, T., Fujisawa, 

K. and Kameda, H. : The effect of acetate on eth-

anol metabolizing enzymes in rat liver. Kuriyama, 

K., Takada, A. and Ishii, H. editors: Biomedical 

and social aspects of alcohol and alcoholism. 

Elsvier Science Publishers. 99-102 0988) 

4) 永森静志訳：シェトラー内科学書の分担翻訳．五島

雄一郎，永野 允，永野志朗編：国際医学出版．

5) 石原扶美武，亀田治男：胆道機能異常．岡 博，他

編：消化器疾患最近の治療 '88-90.南江堂． 401-

404 0989) 

V. その他

1) 今井深，戸島恭一郎，植松乾雄，山崎一信，樺

恵石沢和敬，竿代丈夫，亀田治男：牌腎短絡路の診断

にMRIが有用であった 1例，厚生省特定疾患門脈血

行異常症調査研究班 昭和 62年度研究報告書． 111-

114 0988) 

2) 大越裕文，佐多 斉，奥山早苗，河辺朋信，高橋宏

樹，渡辺文時，宮崎寛中島尚登，青山南圭，嵐山恭

志，安藤秀樹，藤田由美子，高橋 弘，清水能ー，相沢

良夫，銭谷幹男，伊坪真理子，飛鳥田一朗，亀田治男：

IFNa, IL-2併用投与により，肝組織の HBs抗原の消

失を認め，臨床上著明に改善したB型慢性肝炎の一例．

日消誌． 85: 2461-2465 0988) 

3) 亀田治男：腹部画像診断の進歩と展望．綜合臨床．

37: 1951-1952 0988) 

4) 亀田治男： MedicalTechnologyの進歩と胆石症・

尿路結石症ー序論ー．最新医学． 43: 1619-

1620 0988) 

5) 亀田治男：胆道感染症一巻頭言ー．臨床消化器内

系斗． 31 : 1233-1234 0988) 
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第 2 内科学

教授：宮原 正

教授：酒井 紀

助教授：石本二見男

助教授：斉藤 篤

助教授：下條貞友

助教授：嶋田甚五郎

講師：川口良人

講師：酒井聡一

腎臓病学，神経内科学

腎臓病学

腎臓病学，免疫学

感染症，化学療法

神経内科学

感染症，化学療法

腎臓病学，電解質代謝

腎臓病学

講師：北島武之 腎臓病学

講師：橋本隆男 高血圧，腎臓病学

講師：小林正之 血液学

講 師 ： 柴 孝也 感染症，化学療法
（健1，}t保学センクー・相談部に出向）

講師：木村靖夫 腎臓病学

講師：柴崎敏昭 腎臓病学
（中央検森部に出向）

講師：豊原敬三 神経内科学

研究概要

I. 腎臓病学に関する研究

1. lgA腎症に関する研究

lgA腎症自然発症動物である ddYマウスを用い

て，本症の免疫学的背景を検討し，血清 IgAの産生

充進と高分子 IgAの関与を確認した。

IgA腎症 101例を電顕的に糸球体基底膜病変を検

討し，基底膜の thinningが存在し，血尿の発現機序

と関連することを明らかにした。

2. 糸球体基底膜の透過性に関する検討

polyethylenimine (PEI)投与ラットで，糸球体基

底膜透過性に与える影響を検討し， PEI投与側腎で

尿蛋白量の増加， Cin,CPA11の低下を認め，また，基

底膜の透過性冗進に chargebarrierの変化が関与

することを認めた。

3. 薬剤過敏性間質性腎炎 CDIHN)の研究

DIHNの補助診断法である Gaシンチグラムの特

異性を知る目的で， ヒト腎尿細管抗原で免疫した急

性間質性腎炎モデルを用いて， Gaの腎集積性が間

質の浸潤細胞，浮腫，尿細管上皮の変性に規定され

ることを明らかにした。

4. 血漿交換療法に関する研究

治療抵抗性巣状糸球体硬化症患者に，低比重リポ

蛋白吸着 (LDLapheresis)を施行し，各種腎機能，

血小板機能などに対する有用性を明らかにした。



5. CAPD療法に関する研究

CAPDの長期継続に不可欠である腹膜カテーテ

ルの機能的予後には，側腹切開により swanneckカ

テーテルを留置することが最も良い長期の機能維持

であることを明らかにした。

従来の血液浄化法に比較して CAPD療法が腎性

骨異栄養症の進展防止に有用性のあることを示し，

社会復帰の面からみて優れた在宅透析法であること

を明らかにした。

6. 慢性腎不全の合併症に関する治療

慢性腎不全患者に l.25(0H)2D3経口大量，間欠投

与により， 2次性副甲状腺機能冗進状態を早期より

是正可能であることを示唆した。

recombinant human erythropoeitinを慢性透析

患者に使用し腎性貧血の著しい改善を認め，長期透

析患者にとって，今後の画期的な薬剤であることを

明らかにした。

II. 腎生理学に関する研究

腎皮質 brush-bordermembrane vesicleを用い

て l.25(0H)2恥の Na依存性リン転送に及ぽす影

響を検討し， VitD代謝物は膜の透過性を変化させ

ることによりリンの尿細管での再吸収を促進するこ

とを明らかにした。

UCLAの腎臓グループと共同で，兎の近位尿細管

を培養し， invitroでの PTHによるリン転送能を

証明，培養尿細管細胞での生理学的事実が再現でき

るという技術を開発した。さらに培養尿細管細胞内

のfreeCa濃度を fura-2を用いて測定し曲尿細管

と直尿細管における freeCa濃度に差異があること

を証明し，活性型 VitDが細胞内 freeCaを増加さ

せることを明らかにした。

III. 神経内科学に関する研究

l. 尿毒症の神経障害に関する研究

長期透析患者に， CTによる脳室計測を行い大脳

皮質萎縮 54.5%，脳室拡大 36%を認め，透析症例に

みられる高率な脳波異常所見と併せて潜在的脳機能

不全の存在が示唆された。

2. 自律神経に関する研究

指尖容積脈波の波高と周期の変動を利用した新し

い自律神経機能検査法を開発し，各種自律神経遮断

薬投与によって脈波波高の変動は主として a受容

体を介した交感神経系に由来し，脈波周期変動は主

として副交感神経に由来することを明らかにした。

IV. 臨床細菌学的研究

1． ピリドン・カルボ‘ノ酸系抗菌薬の研究

新ピリドン・カルボン酸系抗菌薬の GABA受容

体結合におよぽす影響を検討し，その構造活性相関

の一部と，非ステロイド系消炎鎮痛薬 (NSAID)存

在下における新ピリドソ・カルボン酸系抗菌薬の

GABA受容体結合におよぼす影響について明らか

にした。

2. CAPD腹膜炎に関する研究

CAPD腹膜炎の主要原因苗に対する常用抗菌薬

の感受性と体内動態から，黄色フドウ球菌には CEZ,

CTM, CMZ表皮ブドウ球菌には CEZ,CTMが第

ー選択薬，緑膿菌に CAZ,IPM, TOBなどが適用さ

れることを明かにした。

V. 高血圧に関する研究

l. 高血圧に関与する電解質の動態

ラット継代培養血管平滑筋細胞における Na輸送

について， SHRでは Napump, Na-H antiport, 

Na -K co-transportがWKYに比較しいずれも宜

進していることを明らかにし，細胞内の Ca濃度の

変化やアルカリ化を通して細胞の肥大増殖に関与す

る可能性を示唆した。

2. 各種降圧薬と培養血管平滑筋細胞

ラット胸部大動脈より搾取した培養血管平滑筋を

用い，各種降圧薬の血管平滑筋細胞数に与える影響

を観察し，細胞内 Ca濃度を抑制することにより細

胞増殖がおさえられることを，それ以外にも a受容

体を介した細胞増殖に関与する機構が存在すること

を示した。

VI. 臨床血液学的研究

1． 血小板機能異常に関する研究

慢性腎不全における血小板機能低下の一因とし

て，血小板内 c-AMP増加による細胞内遊離カルシ

ウム上昇の抑制が考えられた。血小板内 c-AMP増

加の原因は血中 c-AMP高値域には PG12産生冗進

に伴う血小板内 adenylatecyclase活性上昇が考え

られた。

2. 線維芽細胞増殖因子に関する研究

骨髄線維症患者の末梢・骨髄T細胞凍結破砕上清

に認められた線維芽細胞コロニー形成能 (CFU-F)

増殖因子の分析を試み，本因子が分子星

3, 000-4, 000のボリペプチドで，骨髄線維症の発症

に関与する可能性を示した。
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VII. 痛風に関する研究

1. 痛風の腎障害に関する研究

痛風患者の剖検腎で尿酸濃度を皮質，皮髄境界部，

髄質に分けて測定し，正常血清尿酸の剖検腎と比較

したが，痛風患者の腎内尿酸濃度は対照に比較しい

ずれの部位でも高値であり，特に皮髄境界部，髄質

で顕著であった。

実験的高尿酸血症ラットの腎内尿酸濃度は皮質に

比し，髄質，乳頭部で高値を示し灌流により腎内尿

酸濃度は減少したが，減少率は皮質が高く，髄質，乳

頭部で低い傾向を認め，尿酸沈着が瀧流によっても

除くことのできない器質化したものが多いと考えら

れた。

2. ACE inhibitorと高尿酸血症

ACE inhibitor投与時の尿酸代謝におよぽす影響

を検討し， CuA,UuAVの増加，さらに FCuA,FEuAの

上昇も認め，本剤が降圧作用とともに腎尿細管に作

用し，尿中尿酸排泄増加作用も合わせもつことを明

らかにした。

VIII. 循環器学的研究

1. 大動脈平滑筋におけるクロールチャンネル

培養大動脈平滑筋細胞におけるクロールチャンネ

ルの調節機構と薬理学的特性をパッチクランプ法を

用いて検討し，生理的条件下では活性が阻害される

ことを明らかにした。

2. 慢性透析患者の心機能

CAPD患者の運動療法前後で，運動耐容能・嫌気

性代謝閾値を測定し，運動耐容能下に， Decondition-

ingの関与を明らかにした。

3. 脊髄障害者リハビリテーション

慢性脊髄障害患者ではその脊髄障害レベルによっ

て，交感神経機能障害が関与すると考えられ，心拍，

血圧の調節に異常が認められることを明らかにし

た。

IX. 糖尿病に関する研究

糖尿病性腎症に対する CAPD療法には心血管系

病変の予防と対策が重要であり，血糖コントロール

の指標としてフルクトサミンが優れていること，代

謝面ではトランスフェリンが予後の良い指標となる

ことを明らかにした。

X. 内分泌学的研究

内因性第三群オピオノイドペプチドの腎におよぽ

す影響を検討し， Dynorphinの作用には末梢機序を

介する利尿効果と中枢性に ADHを介する抗利尿効

果の両面を有することを明らかにした。
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of dynorphin on renal function in rats. 8th Interna-

tional Congress of Endocrinology. Jul. Kyoto. 

sium on Future Trends in Chemotherapy. 3月． IV. 著書

Tirrenia. 

10) Shiba, K., Saito, A., Shimada, J., Hori, S., Kaji, M. 

and Miyahara, T.: Drug interactions of freloxacin 

with dried alminum hydroxide gel and probenecid. 

The 2nd International Syposium on New Quinolon. 

8月． Geneva.

11) Kuriyama, S., Kimura, M., Tamura, H., Tamai, 

K., Hashimoto, T. and Miyahara, T. : The effects of 

vasoactive agents on cell proliferation of vascular 

smooth muscle cells grown in vitro. 第 12回国際高

血圧学会． 5月．京都．

12) 家口疫彦中尾俊之，高添一典，橋本隆男，宮原 正：

糖尿病透析患者の血圧一非糖尿病症例との比較．第 33

回日本透析療法学会． 7月．名古屋．

13) Ochiai, S., Kobayashi, M., Katayama, T., Kiku-

chi, A., Yoshida, M., Kaito, K. and Miyahara, T.: 

Fibroblast growth factor in T cell from patients 

with myelofibrosis. 22nd Congress of the Intema-

tional Society of Hematology. Aug. Milano. 

14) 菊池明夫，小林正之，片山俊夫，落合成正，吉田真

弓，海渡健．増岡秀一，宮原正： CNLの出血頷向

と第 VIII因子活性との関連について．第 50回日本!Ill

液学会総会． 4月．京都．

15) 菊田 斉，市田公美，細谷龍男，宮原正：腎障害

の進展に及ぼす尿酸代謝の影饗に関する研究（第二

報）．第 31回日本腎臓学会総会． 10月．奈良．

l) 酒井 紀：臨床病理像からみた腎疾患．日本医事新

報社．（1988)

2) 酒井紀：ネフローゼ症候群 図説・内科診断治療

講座 9. 杉野信博編：腎炎・ネフローゼ．メジカル

ビュー社． 70-85(1988) 

3) 北島武之：急速進行性糸球体腎炎．黒）II 清，他編：

腎・体液異常の管理と治療．南江堂． 96-101(1988) 

4) 川村哲也：急性糸球体腎炎．黒川 清，他編：腎・

体液異常の管理と治療．南江堂． 68-75(1988) 

5) 柴崎敏昭，宮原 正：薬物による腎障害． Annual

Review腎臓．中外医外社． 241-246(1988) 

V. その他

1) 宮原 正，酒井紀，石本二見男，北島武之，柴崎

敏昭，細谷龍男，村井誠三，川村哲也，池田 斉，市田

公美：腎疾患の進展に関する研究一尿酸代謝ー厚生

省特定疾患「進行性腎障害調壺研究班」昭和 62年度研

究業績． 113-116(1988) 

2) 酒井 紀，川村哲也，金井達也，高添一典，島田敏

樹：小児から成人に carryoverする糸球体疾患の病

型に関する検討．厚生省心身障害研究「小児慢性腎疾患

の予防・管理・治療に関する研究」昭和 62年度研究報

告書． 126-1290988) 

3) 宮原 正，酒井聡ー，東條克能：難治性ネフローゼ

症候群における plasmapheresisならびに LDL

apheresisの効果．昭和 62年度東京都特殊疾病（難病）
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に関する研究報告書． 197-203(1988) 

4) 柴崎敏昭，酒井聡一，石本二見男，宮原 正，城謙

輔，藍沢茂雄： Cephem系抗生剤による急性間質性腎

炎の二例． 日腎誌． 30:1197-1202 (1988) 

5) 久保仁．川口良人，山本勝，宮原正：子棚発

作に続発した exertionalheat strokeの1剖検例． Fl 

内誌 77: 863-868 0988) 

第 3 内科学

教授：磯貝行秀

助教授：小山勝一

助教授：橘木信也

助教授：池田義雄

講師：佐々木英継

講師：倉石安庸

講師：横瀬琢男

講師：田嶼尚子

講師：足立穣一

講師：持尾聰一郎

講師：阪本要一

講師：清水光行

講師：横山淳一

研究概要

血液レオロジー，糖尿病学

糖尿病学，肥満

臨床免疫学

糖尿病学，肥満

代謝病学

血液・癌化学療法

血液レオロジー，糖尿病学

糖尿病学

消化器病学，臓器微小循環

神経内科学

糖尿病学

循環器病一般

糖尿病学，内分泌学

I. 糖尿病学に関する研究

糖尿病人口 200万人と推定される本疾患は疫学・

生活指導・自己管理と幅広い研究が要請されるとい

う特殊性がある。本年度は次の事項に重点をおいた。

1． 糖尿病の成因に関する研究

IDDMのモデル動物である NODマウス，膵性糖

尿病のモデル動物である WBN/Kobラットを用い

糖尿病発症機構に関する研究を行った。

2. 糖尿病合併症の成因に関する研究

WBM/Kobラットはヒトの膵性糖尿病の病態に

類似し，種々の糖尿病性合併症が顕著に出現する貴

重なモデル動物である。このラットにおける合併症

の発症機構とその予防ならびに治療に関する研究を

行った。

3 臨床糖尿病研究

1) 若年発症糖尿病の疫学ならびに成因に関する

研究

2) 糖尿病腎症，特に早期腎症の病態とその進展

抑止に関する研究

3) インスリン治療に関する研究，特に人工膵島

の応用，血糖自己測定，新しいインスリ｀ノ注入器を

導入して治療の質の向上を目指した。

4) 肥満の病態および治療に関する研究

II. 血液レオロジーに関する研究

臨床血液レオロジーの観点より疾病の成因・病態

および治療に関し基礎的臨床的検討を行ってきてい

るが，本年度は下記の事項について成果を得た。
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1. 糖尿病と血液レオロジ一

糖尿病における合併症と血液粘度，血液凝固，血

小板機能，赤血球変形能などの血液レオロジー的な

異常との関連を検討している。なかでも糖尿病にお

ける運動療法が血液レオロジー的な異常の改善に有

効であった。

2. 血栓症と血液レオロジ一

脳血栓症に認められる血小板機能の異常を血小板

内カルシウムイオン動態と血小板の細孔通過性との

関連を検討した。脳血栓急性期患者の血小板機能の

冗進状態とカルシウム動態ならびに形態変化との間

にはとくに関連を認めなかった。また，血栓症多発

家系（プロテイ ‘/C欠損症）の貴重な家系を発見し

たが，血液レオロジー的に検討を行っている。

3. その他

1) 新しい血漿粘度測定機器 (Luckhamvis co-

meter)，変形能測定装置 (St.George Filtrometer) 

の評価を行い，臨床での使用の有用性について検討

した。

2) hyperviscosityに関する研究：微小循環障

害・血栓・出血領向と臓器障害について臨床研究を

行った。

III. 臨床免疫学的研究

1. 細胞電気泳動自動化装置の開発と臨床応用

画像処理による細胞電気泳動自動化装置の開発が

順調に進み，ほぽ完成した。この装置を用いてリン

パ球の細胞電気泳動試験を行っている。さらに周波

数変換による新しい細胞電気泳動装置を用いた実験

も進行中である。

2. 膠原病，免疫異常症の臨床的研究

当科で受診した上記疾患についての臨床的検討が

行われた。

IV. 悪性腫瘍の化学療法

1. 臨床的研究

造血器腫瘍（急性白血病，悪性リンパ腫，慢性白

血病，多発性骨髄腫），乳癌，肺癌，食道癌，頭頸部

腫瘍，消化器癌，軟部組織肉腫等の腫瘍系に対する

化学療法に関するプロトコールスタデーを行い，治

療成績の向上を計っている。

2. 抗腫瘍薬の薬理動態に関する研究

etoposideおよび vincaalkaloedに焦点をあて血

中濃度と病像の推移を検討している。

3. Human Clonogenic Stemm Cell Assayを中

心とした制癌剤惑受性テストに関する研究

4. 白血病を中心とした腫瘍細胞の染色体分析に

関する研究

AML,ALLにおける Ph'陽性例の他，諸種の染色

体異常と病態および治療効果との関連を検討した。

V. 心血管系に関する研究

1． 心筋ポリアミンと蛋白代謝

心筋の蛋白代謝を心筋ポリアミンとオルニチン脱

炭酸酵素活性を指標に検討し，次の事が判明した。

①アドレナリン受容休刺激により心筋蛋白合成が

促進し，受容体ブロッカーはそれを抑制した。②糖

尿病心筋において 1i/3—受容体機能が低下していた。

③高血圧性心肥大にレニ‘ノーアルドステロン系の

関与を認めた。

2. 応用臨床核医学的研究

核医学的手法を用いて，循環動態を検討した。

① Vitamin Eの末梢循環に対する血管作動効果

の検討，②末梢循環血圧測定法，③非侵襲的連続

心拍出量測定の開発，④糖尿病性壊疸の治療にお

ける PGI2の有用性の検討，⑤糖尿病性末梢循環

障害の研究。

3. 糖尿病性心筋障害に関する研究

インピーダンス法による非侵製的心機能測定装置

を用いて検討し，糖尿病の初期より心予備能の低下

が観察された。

4. Renin分泌に対する ANPの効果について

ANPがRenin分泌を Ca非依存性に抑制するこ

とが判明した。

VI. 消化器に関する研究

1． 実験潰瘍（酢酸潰瘍）

ラットの胃に酢酸潰瘍を作成し，その治癒過程に

おける若年群と加齢群の間の差異を粘膜再生，潰瘍

底膠原繊維発育，粘液分泌の面より比較検討してい

る。粘膜再生の程度，潰瘍底膠原繊維発育の程度は

加齢群より若年群で強い傾向が認められた。

3. 実験的膵炎

トリプシン・インヒビター投与時の膵液分泌機序

について，特に超微形態的手法を用いて検討し，内

因性 CCKを介するネガティブ・フィードバック機

構が存在することを明らかにした。

3. 膵液分泌と膵微小循環

生体下で膵管微小循環を明らかにし，循環動態と

肺液分泌との問に密接な相関関係があることを示し

た。
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VII. 臨床神経学的研究

1. 脳血管障害に関するもの

1) 虚血性脳血管障害患者の頸動脈の動脈硬化性

プラークについて形態および血行動態について

2) 脳血管障害患者の Earlobe creaseの発症の

機序に関する研究

2. 糖尿病性神経障害に関するもの

l) 糖尿病性自律神経障害に関して，指尖容積脈

波の波高変動および心電図 QTcを用いて交感神経

の障害度を定量的に検討した。

3. 脊髄小脳変性症に関するもの

l) 脊髄小脳変性症の小脳および脳幹の萎縮に関

する MRを用いた研究

2) 脊髄小脳変性症患者の重心動揺とその他の臨

床症状との関係について

4 悪性腫瘍に関するもの

1) ビンクリスチン・ニューロパチーの治療およ

び予防に関するガングリオシドの有用性について

2) 悪性腫瘍患者の癌遠隔効果について骨格筋お

よび脊髄前角細胞の神経病理学的検討を行った。

VIII. その他

教授磯貝行秀： 1) 日本バイオレオロジ一学会長

('88年～＇89年） 2) シンポジウム主催（慈恵医大学

外共同研究） hyperviscositysyndromeに関する基

礎的臨床的研究 ('89年 1月14日）

研究業績

I. 原著論文

1． 糖尿病学に関する研究

l) 田嶼尚子： Japan and Pittsburgh Childhood 

Diabetes Research Groups: Infection and insulin-

dependent diabetes mellitus in Japan and Pitts-

burgh. Jikeikai Med. J. 35: 427-436 (1988) 

2) 横山淳一，森 豊，池田義雄，西村正彦， Mullen,

Y.: Influence of B-cell impairment on pancreatic 

acini in NOD mice and streptozotocin-induced 

diabetic rats. Endocrinol. Japan. 35: 549-556 

(1988) 

3) 松葉育郎，池田義雄，種瀬富男， AkeLemmark，石

川博他： Geneprobes to detect cross-culture con-

tamination in hormone producing cell lines, In 

Vitro Cellular & Developmental Biology. 24: 1071-

1076 (1988) 

4) 塚原暁： Themetabolic effects of two different 

very low calorie diet regimens in obese subjects, 

Jikeikai Med. J. 35: 361-378 (1988) 

5) 鶴岡 明：新しい膵島細胞抗体(!CSA)検出法の開

発とその臨床応用に関する研究．慈恵医大誌． 103:

485-493 (1988) 

6) 石井賢治：糖尿病における血中ケトン体定量の臨

床的有用性．慈恵医大誌． 103:671-685 0988) 

7) 佐々木敬：マウスリボゾーム RNA迫伝子族の均

ー化一転写開始領域の比較による分子進化に関する

解析ー．慈恵医大誌 103:1063-1074 (1988) 

8) 森 豊，横山淳一，西村正彦，池田義雄他： Anew

diabetic strain of rat with exocrine pancreatic 

insufficiency, In: Frontiers in diabetes research. 

Lessons from animal diabetes. Ed. by Shafrir, E. 

and Renold, A.E., John Libbey & Company Ltd, 

London Paris. II: 324-326 (1988) 

9) 森 豊： I型糖尿病の免疫病理ー自然発症モテ

ルnon-obesediabetic miceに関する研究ー．慈恵医

大誌 104:227-251 0989) 

2. 血液レオロジーに関する研究

1) 磯貝行秀斎藤宣彦，島田孝夫，田中早苗，伊藤秀

稔： Microcirculation in diabetic gangrene, Mi-

crocirculation in Circulatory Disorders. ed. Manabe. 

Zweifach, Messmer. Springer-Verlag. Tokyo. 

419-424 (1988) 

2) 前田俊彦，横瀕琢男：糖尿病性細小血管症と赤血球

惑過能．磯貝行秀編：シンボジウム論文集「血液レオロ

シーと臨床」．大村印刷． 7-17(1988) 

3) 口羽謙二：血小板機能と形態変化およびカルシウ

ムイオンの関係一健常者および脳血栓急性期患者の

比較ー．慈恵医大誌． 104:373-385 0989) 

4) 池本 卓，口羽謙二，秋山雅昭，前田俊彦，横瀬琢

男磯貝行秀：糖尿病細小血管症における血液粘弾性

の異常．糖尿病． 31: 231-237 (1988) 

5) 池本卓，前田俊彦，秋山雅昭，伊藤漿樹，鶴岡 明，

野村幸史，磯貝行秀：厳格な血糖コントロールによる

血液レオロジ一異常の改善．日本糖尿病学会監修，前沢

秀憲編：糖尿病記録号 1988. 医学図書出版． 119-

123 (1989) 

6) 横瀬啄男，小）1|純子，口羽謙二，磯貝行秀：運動療

法のメカニズム．糖尿病学会監修，前沢秀憲編：糖尿病

記録 1988. 医学図書出版． 77-80(1989) 

7) 秋山雅明，小川純子，口羽謙二，前田俊彦，池本 卓，

横瀬琢男，磯貝行秀： Astudy of filtrability of white 

blood cell suspensions through N uclepore mem-

brane. Microcirculation annual 1988. ed. M. Tsu-

chiya, M. Asano et al. Excerpta Medica. 47-48 

(1988) 

3. 臨床血液学・腫瘍に関する研究

l) 倉石安庸，小林直，山崎博之，蒋井紀子，浅井治，

荻原刺彦，海渡裕郎，相羽恵介，中村 督，永峯檀二郎，
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尾関博重高崎信子，青山辰夫，佐野全生，船越哲，

藤井常宏，平野明夫，永沼信之，多田則道，士橋史明，

稲本幸雄，高尾 匡，目黒定安，永田隆樹，知念俊昭，

池田幸一，市場謙二，枝村敬子，高田裕子，花田信子，

磯貝行秀：東京慈恵医科大学第 3内科学教室における

腫瘍学研究の歩み(1)-1988年（第 1編）．慈恵医大誌．

104: 19-35 (1989) 

2) 倉石安庸，山崎寿之，小林 直，薄井紀子，佐野全

生，藤井常宏，水沼信之，相羽恵介，中村 督，永峯檀

二郎，尾関博重，高崎信子，青山辰夫，船越 哲，多田

則道，平野明夫，浅井 治，荻原朝彦，海渡裕郎，高尾

匡，土橋史明，稲本幸雄目黒定安，知念俊昭，永田隆

樹，池田幸一，市場謙二，枝村敬子，高田裕子，花田信

子，磯貝行秀：東京慈恵医科大学第 3内科学教室にお

ける腫瘍学研究の歩み (1)-1988年（第 2編）．慈恵医

大誌． 104:37-50 (1989) 
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研究概要

I. 動脈硬化

内 科 子邑

循環器病学

呼吸器病学

循環器病学，心音・心機図

消化器病学，動脈硬化，心

筋代謝

循環器病学，脳動脈硬化

循環器病学，不整脈

循環器病学

循環器病学

循環器病学

循環器病学，心エコー図

循環器病学，冠循環

循環器病学，心機能

1. 動脈硬化の成因に関する生化学的研究

ェイコサペンタエン酸 (EPA)は血小板の凝集能

を抑制し，抗動脈硬化作用があると考えられている。

Ethanolamine plasmalogen (EPL)は， この EPA

を特異的に多く含み血小板膜リン脂質の 20%を占

め， トロ｀ノボキサン産生に関与していると考えられ

る。冠動脈硬化性心疾患患者の血清及び血小板中の

plasmalogenが低値を示すことを明らかにした。今

回 EPAを高濃度に含む精製油を家兎に投与し，血

小板リン脂質とその脂肪酸組成に与える影響につい

て検討した。 EPA投与後総リン脂質に有意差はな

かったが， EPLは20%の上昇を示した。一方主要リ

ン脂質の脂肪酸組成は EPLで著しい EPAの増加

を示した。 EPA投与により血小板内 EPLの増加と

EPL中の EPA組成百分率の著しい増加が認められ

た。 EPLは EPAの主要な供給源として作用し

TXA3を産生し，強い凝集能を示す TXふと拮抗し

て血小板凝集の regulationに関与している可能性

が示唆された。

2. 脳動脈硬化および脳循環に関する研究

1) 総頸動脈血流波形の定量解析：超音波定量的

血流呈測定装置 (QFM)により計測される総頸動脈

血流波形は脳動脈硬化の進行を良く反映する。血流

速波形を微分して求めた収縮期第 1峰の上昇および

下降最大変化速度が有用な指標になると思われた。

2) 糖尿病における頸・脳動脈硬化について：

QFMにより計測した血行動態血管物性から，糖尿

- 83 -



病さらに（ま高脂l[ll祉，高lfll圧の合併により硬化が著 右側胸部誘導の意義を明らかにすると共に超音波ド

明に進行，特に 3者の合併では 20年早く進行するこ プラと心内圧測定を同時記録し，傷害右宰の右房流

とを明らかにした。 入動態偽害右室に対する ISDNの影榔を検討し

3) 脳循環動態の無侵襲計測：経頭蓋骨的超音波 た。

血流計 (TC2-64)をQFMに接続，ゼロクロス法に 2. 無侵他的大動脈血圧波形測定法の開発

よる平均流速波形が計測出来るように改良した。中 血管追跡型超音波装置により血圧波形の連続測定

大脳，内頸，総頸動脈の血流速波形を計測，波形比 を可能とした。本装置の原理ぱ血管内圧変化が血管

較のためのテータ収集を行った。またカラートプラ 径拍動波形変化と相関することによるものである。

断層装置により中大脳動脈血流を描出， トプラヒー カテ先型血圧計による血圧波形と木装置による血管

ムの入射角度補正により血流速度の絶対値を計測し 径拍動波形との同時計測を行い，両波形の比較検討

た。最大血流速度は加齢により低下， 60-70歳代で の結果，本法の有用性を確認した。今後は dp/dtに

は 20-30歳代の約 1/2の値を示した。 代表される心機能指標の臨床的応用を試みる。

II. 不整脈・虚血性心疾患

l． 不整脈

1) 臨床電気生理学的検杏 (EPstudy)：各種不

整脈疾患における EPstudyを通し，以下の諸点に

ついて検討を加えた。 a)心房細動粗動 CaFf): 

WPW症候群，洞不全症候群，発作性上室頻拍症，房

室フロ y クなど各不賂脈疾患における aFfについ

て，心内心房波所見，心房ペーシングに対する反応

からその発生機序を推測した。 b)房室結節二璽伝

導路 (dualpathways) : dual pathwaysは発作性上

室性頻拍の原因として‘(l:11されているが，薬剤に対

する反応から両経路の特性を検討した。 c)詞結節

内リエントリー性頻拍の病理学的，電気生理学的特

徴。 d)心房内リエントリー性頻拍と心房粗動との

関係。

2) 24時間心電図 (HolterECG): Holter ECG 

により， a)各心疾患における心室性期外収縮の特

徴 b)発作性心房細動粗動の発症，停止所見につ

いて検討した。

2. 虚血性心疾患

非侵襲的経食道ペーシングにより，心臓にペーシ

ング負荷を加え，運動負荷試験に代わる新しい負荷

法としての有用性を検討した。

3. 大動脈入カインピーダンスの臨床応用

すでに機器の開発と健常者での計測は行ってお

り，無侵製的に後負荷の測定が可能である。上記項

目2とから無侵襲的な循環動態の測定を目標として

し、る。

IV. 超音波法を用いた血栓溶解療法

急性心筋梗塞の初期治療法として，血栓溶解剤1こ

よる溶解療法が行われている。本研究は治療法照射

が血栓溶解効果を増強することに着目したもので，

すでに invitroで溶解増強を確認した。 Invivoでは

雑種成犬を用い両大腿動脈に血栓を作成し，血栓溶

解剤単独と超音波併用との溶解効率の比較検討を行

い，明らかな効果増強を認めた。心筋梗塞初期に少

履の溶解剤でより早期に血流再疎通を目的としてい

る。

V. 虚血性心疾患と冠細小動脈について

虚血性心疾患に冠細小動脈も関与している可能性

を検討した。家兎に 3カ月間コレステロール食を投

与して動脈硬化を作成し， 50-150μmの心筋内冠

細小動脈の走杏電顕，光顕にて観察した。走査電顕

所見では表面を内皮細胞で被われた血管内腔への隆

起を認め，内腔狭窄をきたしていた。光顕所見では

血管内腔への隆起が著明な内膜肥厚によるものであ

III. 心機能 ることが確認され，その肥厚は主に泡沫細胞で構成

l. 右心機能の臨床的実験的検討 されていた。冠細小動脈は主にコレステロールの沈

1) 右心房流入血流におよぽす右心室の役割を超 着により内腔狭窄をきたし，高コレステロール血症

音波ドプラ法を用いて検討した。心房細動例および を伴う虚血性心疾患の原因に冠細小動脈も関与して

房室ブロソク例の上大静脈血流を解析し，上大静脈 いると考えられた。

の心室収縮後期血流は右室の sackingeffectに大き

く依存し，右房収縮はこの右室 sackingeffectを増 VI. 超音波エコートラッキング法による無侵襲的

強していることがわかった。 冠動脈血流および血管抵抗測定法の開発

2) 非開胸犬心筋梗塞モデルを用いて，右室梗塞 超音波エコートラッキング法による無侵襲的冠動

の病態を検討している。本年は純右宰梗塞における 脈血流および血管抵抗測定法の開発について研究を
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すすめている。今年度はエコートラッキング法を用

いて頸動脈血管径拍動波形を測定，大動脈圧近似波

形より拡張期各時相における瞬時冠動脈血管抵抗を

算出した。（1)拡張期冠動脈血管抵抗は最大流速時

に最小となりその後徐々に増大した。 (2)安静時冠

動脈血管抵抗は疾患により有意差は認められなかっ

たが高血圧症例で高い傾向を認めた。 (3) ニトログ

リセリン負荷後，冠動脈血管抵抗は低下しその低下

の程度は弁膜症例で少なかった。無侵製的冠動脈血

管抵抗測定の報告は過去になくその臨床的意義は極

めて高い。

VII. 呼吸器疾患

l. びまん性汎細気管支炎 (DPB)におげる抗菌

剤治療に関する研究（厚生省特定疾患びまん

性肺疾患調査研究班）

病期 II期の DPB気道感染症例に新キノロン剤

300 mg once a day投与を行い，従来の 200mg 1日

3回投与と同様の成績が得られた。これは新キノロ

ソ剤の postantibioticeffect PAE効果によるもの

と考えられた。また，急性増悪をくり返す DPB例

に，新キノロン剤またはニリスロマイシン長期投与

を行い，前者では抗菌作用による急性増悪抑制効果

が，後者では作用機序不明であるが著明な臨床効果

が得られることが判明した。

2. 慢性閉塞性肺疾患 (COPD)のリハビリテー

ショソに関する研究（環境庁委託研究）

呼吸不全を呈する COPD患者の呼吸訓練および

呼吸筋訓練は，換気効率の改善とともに，運動時の

最大負荷分時換気量を減少させる。 COPD患者の運

動療法には，患者の安静時 Pa02が重要なガイドラ

インとなり運動負荷時には PaC02蓄積の可能性が

あることが示唆された。
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研究概要

I. 実験的心臓研究

l) 心肥大の発生機序

心肥大の発生時の cardiacgrowth factorと抑制

因子 chaloneが出現するかどうか，また出現する時

はどのような物質であるのかの解明に努める。

心臓の肥大が引き起こす時，心筋内に出現する特

定の蛋白質が特異的に鶏胚心臓を大きくする作用，

また正常心には存在するが心が肥大してくる時には

消失する物質が培養心筋細胞の増殖を抑制すること

を見い出している。（文部省科学研究費，循環器病委

託研究費）。

2) 心筋症における病理組織学的検討

心筋症ハムスター，特発性心筋症患者の心筋の光

顕的および電顕的観察（厚生省特発性心筋症調査班

会議）。

3) 心筋症における形質膜変化の検討

特発性心筋症ハムスターにおける心筋形質膜異常

および， captoprilの膜障害軽減効果について検討

（厚生省特発性心筋症調壺班会議）。

4) 特発性心筋症の進展と心筋収縮蛋白の応答

（文部省科学研究費）

5) 虚血再瀧流障害の発生に関する代謝因子の検

討

ラット摘出灌流心を用いて globalischemiaを誘

発し，再灌流時の心室細動の発生率と虚血中の H+

レベルの動態の関連を検討し，虚血中の H+レベル

にcriticallevelが存在することを提唱した（第 11

回心筋代謝研究会で発表）。

6) H+発生抑制の心筋保護効果に関する研究

虚血 中 の H十を① hypothermia② HC03一添

加および③ Ca+＋拮抗薬により抑制し，その心筋保

護効果を検討中。
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7) 各種リボ蛋白 CHDL,LDL, VLDL)の心臓に

及ぽす直接作用と保護効果に関する研究

ヒト血清のリポ蛋白を分離・精製し， これを infu・



sion pumpで注入しながらラット摘出心臓の血行動 LDHの変化を検討した。

態およびプロスタブランジン代謝に与える影響を観

察中 (2nd International symposium on lipid 

metabolismおよび第 53回日本循環器学会総会に

て発表）。

8) Coronary vascular reserveに関する経年変

化の研究

生後 8W,6M, 12Mのラットを用いて① anox-

ia② adenosine添加③ dipyridamole添加によ

るcoronaryflowの動態，心機能変化および代謝に

ついて検討中。

9) 虚血および心筋梗塞発症に関する内因性アラ

キドン酸代謝産物の役割に関する研究

虚血発生時の内因性 thromboxaneA2 (TXAり，

prostacyclin (PGIりの動態に関して TX凡合成阻

害剤および Cycroxygenase阻害剤の intervention

を加えて検討。血小板のない状態でも内因性 TXA,,

PGI2の増加を観察。また TXA2を抑制することに

より虚血再灌流障害を著明に抑制された（第 11回心

筋代謝研究会で報告）。

10) 実験的糖尿病ラットの心収縮能と代謝特性に

関する研究

好気的状態では糖尿病ラット心の収縮能は正常

ラットのそれと有意差を示さないが， anoxiaおよび

pacing負荷では異なる動態を示すことを観察。

11) 特発性心筋症モデルの心臓凸受容体の動態

（文部省科学研究費）

12) 高血圧性肥大心の収縮力， energeticsの検討

SHRの肥大において摘出左室乳頭筋の等尺性発

生張力と心室筋ミオシンアイソザイムを検討（文部

省科学研究費）

13) 糖尿病性心障害の検討

高血圧に糖尿病が合併した時の心筋収縮力， ener-

geticsの変化を SHRに STZで実験的糖尿病を生

ぜしめ検討。

14) 心肥大退縮についての検討

実験的腎高血圧ラット，腹部大動脈狭窄ラ y 卜に

おいて圧負荷軽減時の心肥大退縮，そのときの心筋

収縮力， energeticsの変化を検討（車両財団研究）。

15) Myoinositol不足が糖尿病性血管障害の成因

であるかどうか検討するために糖尿病ラットに

myoinositolを投与し，心筋細胞膜および腎糸球体

の Na-KATPase活性が正常化するかどうかにつ

いて研究した。

16) 実験的肺高血圧心の検討

モノクロタリン投与で肺高血圧ラットを作り心筋

の hydroxyproline, ミオシンアイソザイム， ACE,

II. 脂質研究

1) Retinyl palmitateを用いたカイロマイクロ

ン カイロマ イクロン・レムナノトの血中代謝動態，

高 TG血症における異常とその治療効果

2) HDLの抗茜活性，加齢，糖尿病，高脂血症と

の関連について

3) Glucose負荷にともなう血清脂質とアポ蛋白

の変動

4) 降圧剤の脂質代謝におよぼす影響

5) 高 TG血症を伴う腎糸球体硬化症の病因と

しての血清脂質のかかわり Oipidnephrotoxity) 

6) 栄養と脂質代謝，アルコール， コーヒー，紅

茶など嗜好品，食物繊維ならびに乳製品

7) Probucol, HMG CoA reductaseの HDL粒

子分布に及ぽす影響

8) HDLーレセプターの分離・精製および組織内

でのレセプター機能の比較検討（文部省科学研究費）

III. 血液腫瘍研究

l) 造血器腫瘍における分化・増殖機構の研究

・各蛋白をコードする腫瘍遺伝子に注目し造血器

腫瘍における種々の遺伝子の動態を検討。

•細胞周期による oncogene の発現の変化の検

討。

2) 造血器腫瘍における薬剤耐性獲得のメカニズ

ムの研究

．腫瘍細胞における多剤耐性遺伝子 (MDRl)や

glutathion s-transferaseの発現検討，及び in

vitroにおける薬剤感受性試験の検索。

3) 造血器腫瘍における各種腫瘍退伝子の発現

．腫瘍細胞における腫瘍遺伝子の構造や発現を検

索し治療方法，予後の検討を行い新たな分類の

可能性について研究中。

4) 悪性腫瘍細胞の分化・増殖とビタミン B12代

謝の研究

．抗ヒタミ` ノ B12作用を有する，笑気ガスの影響

に関しての検討。

• Methotrexateの抗腫瘍効果とビタミン B12と

の関係。

5) 老人性痴呆の病態，治療とビタミ‘/B12の関

与についての研究

6) 難聴，慢性腎不全，関節リウマチの病態と治

療をビタミン B12代謝の立場から検討
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3) 永野允，和田昭編：心筋の構造と代謝： Car-

diac Structure and Metabolism. 10 (1988) 
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第三病院内科学第 1講座

（編集部より） 堀口正晴教授は '88年 3月31日

をもって定年退職され， 4月1日名誉教授の称号を

贈られた。これを機会に，第三病院内科学を 2講座

にする案が検討されていたが，＇ 88年 1月 11Hの教

授会において可決され，第 1講座には田中照二助教

授が，第 2講座には焼津市立総合病院副院長兼呼吸

器科長の岡野 弘氏がそれぞれの講座担当教授に選

出され 4月11日に就任された。

教授：田中照二 消化器病学

助教授：永山和男 消化器病学

講師：須田都三男 消化器病学，臨床生化学

講師：森本 晉 消化器病学，呼吸器病学

講師：立木成之 免疫学，消化器病学

講師：小笠原久隆 消化器病学，免疫学

講師：溝呂木ふみ 血液病学

講師：成宮徳親 消化器病学

研究概要

I. 門脈循環に関する研究

昨年に引き続いて 133Xe法， ICG法，レーザードプ

ラー法，超音波ドプラー法などを用いて，慢性肝疾

患における門脈循環の変化について検討した。①

食道静脈瘤硬化療法 CEIS)後の静脈瘤の再発状況

と，門脈循環動態の変化 •EIS 直後に一時的に出現

し，その後消退する牌腫・腹水との関係を検討した

結果，両者が再発の予知嬰因と成り得ることが示唆

された。②慢性肝疾患における門脈系の閉塞と側

副路発達の検討の一環として，進行膵癌例における

亜急性の門脈閉塞時の側副路形成の様相を， EIS後

の門脈系の急性閉塞，慢性肝疾患における緩徐な閉

塞と対比して検討した。

II. 肝表在血管に関する研究

腹腔鏡的に観察できる肝表在血管の変化について

検討を行った。ウイルス性肝疾患で1ま，線維化の進

展とともに肝表在の門脈枝と肝動脈枝に変化か認め

られた。肝硬変では再生結節は径 100~200μmの

3~4本の門脈枝間に位置し，それらより分枝する1"］
脈枝により再生結節が囲まれていた。これに対し，ア

ルコール性肝疾患では，線維化の強い例でも観察さ

れる肝表在門脈枝は肝硬変においても軽微な変化に

とどまり，また再生結節との対応はみられなかった。

以上の肝表在血管の所見は，成因の推定に役立つも

- 92 -



のと思われた。

超音波診断と腹腔鏡・肝生検組織診断との対応を

行い，超音波で脂肪肝と診断されたものの中には，慢

性肝炎や前硬変に脂肪肝が併発する例もしばしば認

められた。したがって，脂肪化の強い例でぱ，慢性

肝疾患の有所見が覆い隠されることがあることを指

摘した。

III. アミノ酸による肝庇護作用の研究

飲酒者肝疾患例に対するアラニ‘ノ・グルタミン長

期経口投与の臨床的検討： 41例の肝疾患例（大酒家

27例，常習飲酒家 9例，非飲酒家 5例）に，アラニ

ン・グルタミンからなるアミノ酸組成物を， 1日3~6

g分 3で3~12か月間経口投与し，その肝庇護作用

を検討した。主に外来例のため，検討中は飲酒継続

例がほとんどであったが，上記アミノ酸の投与開始

後，約 80%以上の症例で，血清 GOT,GPT, PIIIP 

y-GTPやアルブミン値などの肝機能検査値の改善

と，全身倦怠感，食思不振や皮隋掻痒感などの臨床

症状の改善あるいは消失がみられた。さらに， 5例の

内服中断再開例において，中断と再開に一致して，検

査値と臨床症状の再悪化と改善が観察された。飲酒

時のアラニンを含むアミノ酸組成物の作用（グル

コース・アラニンサイクルの賦活化）についてすで

に報告しているが，今回臨床例において，アラニソ・

グルタミンからなるアミノ酸組成物の有効性が示唆

された。

IV. 肝癌治療に関する研究

原発性肝細胞癌治療例も昨年で 100例を越えた。

画像診断装置の進歩に伴い，年々より小さな癌結節

が発見されるようになり，他の SOLとの鑑別が困

難な症例も出てきている。教室では，経動脈的治療，

エタノール注入療法，免疫療法の 3療法の組み合わ

せによる集学的治療を行っている。なかでも，エタ

ノール注入療法は非癌部に侵襲がないため，肝機能

の悪化した症例にも適応とされ， さらに両葉にまた

がる多発例や術後再発例にも適応とされ，症例に

よっては第 1選択の治療法となるであろう。現在， 3

cm以上の比較的大きな肝癌に対してエタノール注

入療法を施行し，切除標本ならびに剖検標本にてそ

の効果を検討している。さらに，肝動脈塞栓術，エ

タノール注入療法前後に末梢血リンパ球を採取し，

NK活性，インターロイキン 2産生能，リンパ球表面

マーカーの Twocolour法によるサブセット解析を

行い，免疫学的側面からこれら 2つの治療法の効果

を検討している。

V. 慢性肝疾患における免疫学的研究

慢性肝疾患患者における末梢血T細胞活性化の様

態を PWM剌激T細胞系を用いて検討している。こ

の系では HLA-DR抗原の発現率は培養 8日目に最

高値を示し，この時期の IL-2R発現率と，これらの

抗原の発現率に及ぽす IFN-aの影響を昨年報告し

た。しかし，この系における IL-2Rの発現は 2日目

に最高値を示すため，この時期での T細胞上への

IL-2Rの詳細について検討を行った。新鮮T細胞上

のIL-2R発現率は病像の進展に伴い増加する。

PWM刺激T細胞上の IL-2R発現率は，病像の進展

に伴い減少し，この減少は CDざ細胞に顕著であっ

た。高濃度の IFN-y添加により， PWM刺激T細胞

での IL-2R発現率は回復し，この IL-2R発現率の

増加は，肝硬変群では CD8十細胞分画中で認められ

た。 IFN-y単独刺激では IL-2Rの発現は認められ

なかった等， HLA-DR抗原発現機能とほぽ同様の

傾向を示すことを確認し，報告した。

VI. 肝疾患における臨床薬理学的研究

肝硬変 (LC)患者 (N=7)でのレニン・アンギオ

テンシン・アルドステロン系活性化をアンギオテン

シン変換酵素阻害剤 (CEI)により抑制し，その効果

（血圧，心拍数，変換酵素活性： CE,血漿アルドステ

ロソ値： AD)を研究した。 CEIとして short-acting

のカプトプリル (CPL:50 mg経口）， long-acting

のニナラプリル (EN;10mg経口）を比較した。

CPL投与後 1時間で CEは前値と比較して 57%と

最大に低下し， 12時間まで有意に低値を示した。

ENL投与後 48時間まで CEは有意に低下し，最大

低下(80%）は 6時間であった。 ADは高値の投与前

値から両 CEI投与後徐々に正常域にまで下降した

(0-12時間）。この効果は CPLがより早く出現し，

4~12時間で正常化したが， ENLは 12時問後で

あった。血圧と心拍数の変化は CPLがENLに比較

して 1~2時間に有意に下降，上昇を示したが，その

後変化は観察されなかった。本研究で CEIは LC患

者の ADを正常化することが示され，水分貯留傾

向，腹水等をもつ LC患者への有用性が示唆された。

VII. 出血性胃潰瘍に関する研究

①出血性胃潰癌手術例について， Dieulafoy潰瘍

6例，急性出血性潰瘍 3例で連続切片標本による破

綻血管走行の組織学的検討を行った。 Dieulafoy潰

瘍では，出血源となった血管は外径 1000μ前後で多

くが粘膜下層を 10mmと長く走行し，その血管側面

部での破綻が観察された。急性出血性潰瘍のうち，手
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術例では 1.000μ前後の外径の粘膜下層の血管の破

綻が観察され， これらの血管は Dieulafoy潰瘍と類

似した粘膜下層の異常血管と考えられた。②エト

キシスクレロール (AS)の粘膜下層の血管への組織

学的変化について，実験的，臨床的に検討を加えた。

ASIま胃粘膜下層の血管に周囲の浮腫，炎症による

血流の低下，その後は血管周囲の線維増生性変化を

伴う血栓形成をおこすものと考えられた。臨床的に

ASを出血性潰瘍 highrisk groupに使用した結果，

初回での完全止血が全症例に得られ，内視鏡的治療

に有効な薬剤であることが示唆された。

VIII. 急性白血病治療に関する研究

最近 5年間に経験した急性白血病 28例 (AML22 

例， ALL4例， ATL2例）について検討した。早

期死亡ぱ 4例，初回寛解導入療法では 18/24例，再

導入療法では 3/7例に， 2回目再導入療法では 1/3

例に完全寛解を得た。早期死亡の原因は出血，導入

療法施行後の死因は感染症が多かった。寛解導入療

法後の白血球 1000以下の期間は平均 13.1日， 38℃

以上の有熱期間は平均 7.0日，地固め療法後はそれ

ぞれ 2.7日， 0.83日であった。寛解し得た導入療法

22回のうち 19回に発熱がみられ，肺炎 6,口内炎 4,

上気道感染 l，腹膜炎 1，敗血症 1,不明 6回であっ

た。導入療法後は，血小板平均 228単位，赤血球平

鉤 10単位を輸血し，地固め療法後ではそれぞれ 35

単位と 0.8単位行った。剖検 13例中 12例に残存白

血病細胞を認め， 5例に深在真菌症がみられた。①

初診時には出血に対する注意が必要，②さらに効

果的な抗腫瘍療法と感染症対策が必要，③さらに

強力な地固め療法を行う余地がある，などが考えら

れた。
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- 94 -
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ー．カフェインによるフロセミド利尿効果増強作Hj.

第 23回日本成人病学会． 1月．東京．
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金崎章，坪井良真，加藤仁成，字井忠公，間瀕 豊，

田中照二：肝細胞癌に対するエタノール注人療法の効
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第三病院内科学第 2講座

教 授：岡野 弘 呼吸器病学

助教授：外丸晃久 循環器病学

講 師：田井久量 呼吸器病学

研究概要

I. 循環器病学に関する研究

［臨床的研究］

1． 急性心筋梗塞患者に対する (J-blockerと血

管拡張剤の併用療法

発症 6時間以内の ForresterSubset I群に経口的

に Metoprolol20 mgとNicorandil 5 mgを 1時間

前後して投与し， SwanGanzカテーテルから得られ

たデータを検討すると，対照群に比して，心拍数，収

縮期血圧が有意に減少していた。安定期でのタリウ

ムSPECTによる CircumferentialProfile解析法

による梗塞サイズでも有意な縮少を認めている。現

在症例を蓄積中である。

2. Pacemaker植込み症例のモード別の心機能

及び代謝産物の相違

DDDタイプの Pacemaker植え込み症例に，モー

ド別 (VVI,DVI, DDD)にハンドブリップによる負

荷試験を行い VitalSignの他に， ear-pieace法によ

るco,末梢静脈血よりの Cyclic AMP. Cyclic 

GMP, a-ANPを測定し，ハンドグリップ前のコン

トロール値と比較した。血圧は VVI,DVI, DDDの

順に上昇し， COもDDDモードで明らかに増加し

た。代謝産物では a-ANPはDDDモードで増加が

みられた。Cyclicnucleotideでは CyclicGMPがa-

ANPとほぼ同様な傾向がみられたが， CyclicAMP 

は変化がなかった。

3. Late Potential (L.P)についての研究

主として虚血性心疾患 74例につき，その再現性，

抗不整脈剤の影響， トレッドミル負荷試験前後での

LPの差，及び陽性群と陰性群での臨床データ，心力

テ所見などの差について検討した。再現性は非常に

高く，また抗不整脈剤 (Mexiletine,Disopyramide, 

Aprindine)投与前後でも LPのわずかな上昇はみら

れたが，有意差はなかった。 トレッドミル負荷前後

でも LPの有意差はなかったが 1例で LP陰性例が

陽性化している。また LP陽性群，陰性群との差が隔

性群が有意に年令が高く，心カテ所見では枝病変が

増加するほど陽性率が高かった。

4. 心カテ症例 250例の統計学的検討

過去 3年間に当院で行われた，心カテ 250例につ

き臨床的背景，心カテ所見，合併症，経過などにつ

き検討した。疾患別には虚血性心疾患が 74%と多

かった（心筋梗塞 32%，狭心症 42%）。弁膜症は 16%

を占めた。虚血性心疾患のうち PTCAの適応と考え

られるもの 21%でその半数が実施している。CABG

の適応は 16%で半数の 7%が実施していた。合併症

については術中術直後の死亡例が 2例ありいずれも

高度な 3枝病変であった。その他の合併症は心室粗

細動 4例，心筋内造影剤注入 1例，脳血管障害 l例

など重篤な合併症は 13例 (5.2%）であった。

5. 虚血性心疾患におけるハンドグリップ負荷に

ついての研究： Diltiazen及び ISDNの比較

検討

心カテ施行時に 1枝病変及び多種病変につき，ハ

ンドグリップ負荷前後にて両薬剤の血行動態の対応

の差につき比較検討した。 30例の虚血性心疾患につ

いて行い以下の結論を得た。 ISDNの効果は収縮期

及び拡張末期の圧及び容積の減少をもたらし血行動

態を改善した。シルチアゼムは左室収縮期血圧の低

下をもたらした。ISDN群との比較では，コントロー

ル群（正常群）においては，その陰性変時作用及び

陰性変力作用のため，収縮期及び拡張末容積の増加

領向を認めたが，虚血性心疾患においては認められ

なかった。

6. びまん性汎細気管支炎 (DPB)の肺内血行動

態及び肺内代謝産物のステロイドに対する影

響

DPBの少数例にスワンガンズカテーテルを挿入

し，肺血行動態を測定， PA及び PCW部より採血

し，肺入口部及び肺内のカテコーラミン， aANP,

Cyclic AMP, Cyclic GMPを測定後，ハソドグリッ

プによる負荷を行い，同様に PA,PCW部より採血

しさらに Sormedrol40 mg CVP部より注入後のハ

ンドグリップ負荷後に同様に採血し比較した。血行

動態はハンドグリップ負荷により PA,PCWP値が

上昇した。ステロイド投与による PA,PCWP値の

上昇はわずかに減少したが有意でなかった。代謝産

物は負荷及び薬物投与後の負荷により Adrenalin

は肺内分泌が減少し， aANPも同様な傾向がみられ

たが CyclicN ucleatide変化は明らかでなかった。

現在症例を蓄積中である。

［実験的研究］

アコニチン誘発 VTに対するジソピラマイドの

効果について

ラット心を用いての WorkingHeart法により，

アコニチン局注による VT誘発につき前年度行っ

ていた Lidocain,Mexiletineにつづき，ジソビラミ
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ドを濯流液中に溶解し阻止実験を行い心筋内，冠静 に広げ， invitroにおける Cytokineによる肺胞 M¢

脈中の代謝産物を測定した。その結果， Disopyrー の ACE産生を検討中である。これによりサルコイ

amideもLidocain.Mecitletineとほぼ同様に心筋 ドーシスの病態形成における Cytokineの役割を示

内 CyclicGMPの減少が VT阻止の大切な役割を したい。

なしていることが示唆された。

II. 呼吸器病学に関する研究

1. びまん性汎細気管支炎 (DPB)のモデル動物

DPBにおいては慢性副鼻腔炎の合併率が 60

~70％と高率であり，何らかの因果関係が示唆され

る。そこで我々は耳屈科の協力のもと慢性副鼻腔炎

患者の上顎洞内の膿汁を経気管的にウサギに，滴下

することによってウサギに DPBを発生させること

が可能であるか否か，現在実験を行っている。

2. 肺癌に対するヒト型モノクローナル抗体及び

抗原に関する研究

抗肺癌モノクローナル抗体 HB4C5(IgM)用いた

肺癌免疫組織染色では腺癌，小細胞癌に陽性反応が

みられた。一方この抗体は正常繊毛細胞，漿液細胞

にも陽性であることが判った。細胞診への応用も含

め今後症例を重ね肺癌診断における有用性につき検

討する予定である。 HB4C5が認識するブタ由来抗

原を用いた血清診断法の評価も現在並行して行って

し、る。

3. 血清アデノシンデアミナーゼ (ADA)に関す

る研究

我々は結核発症のメカニズムの検討を結核患者に

おける免疫能を通して進めてきた。肺結核例で

ADAは胸水中のみならず血清中でも高値をとるこ

とが知られている。しかしながら免疫能と関連した

詳細な検討はない。 20名の肺結核患者で体液性，細

胞性免疫能の測定と共に ADAを測定したところ，

入院患者約 80%に高値をとるが，治療開始と共に

ADAがさらに上昇する群と徐々に低下する群に分

かれることがわかった。現在Tリンパ球 Subsetな

ど他の Parameterの変化と共に比較，分析中であ

る。結核性胸水中 ADAはリンパ球由来と考えられ

ている。結核患者及び建常人末血リンパ球を用い

PPDと共に培養した際の ADA活性の誘導及びリ

ンパ球表面の ADA免疫蛍光染色による変化を検討

中である。以上の研究を通して結核発生，病態形成

への ADA関与の解明を試みている。

4. アンギオテンシン変換酸素 (ACE)に関する

研究

我々は今迄， y-IFNによる人肺胞 M</,が融合し

サルコイド結節中にみられるような多核巨細胞を形

成することを報告した。現在，さらに Cytokine全体
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核の気管支鏡像．第 11回日本気管支学会総会． 5月．北

海道．［日本気管支学会雑誌，気管支学． 10:69(1988)] 

3) 山崎辰男，須江洋幸，新井隆弘，濱田道康，吉川 誠，

西山尚樹，三浦義太郎，外丸晃弘，岡野 弘：ホルター

心電図測定中死亡した一症例ー診断に対する反省も

含めて一．第 63回成医会第三支部例会． 7月．東京．［慈

恵医大誌． 103:1360 (1988)] 

4) 三瓶正史，岡島直樹，王 金城，広瀬博章，田井久

量，岡野 弘：原発性肺クリプトコッカス症の 1例．第

63回成医会第三支部例会． 7月．東京．［慈恵医大誌．

103: 1360 (1988)] 

5) 菊池一郎，三瓶正史，竹田 宏，王金城，広瀬博

章，田井久量，岡野 弘，小針俊行，金子健二：バルン

塞栓術を施行した肺動静脈痩の 1例：第 114回日本結



核病学会関東支部．第 82回日本胸部疾患学会関東地方

会．合同学会． 11月．茨城［日本胸部疾患学会誌．

21c2) : 240 0989) J 

6) 濱田道康，山崎辰男，三穂乙哉，須江洋幸，新井隆

弘，吉川誠谷辰彦西山尚樹，三浦義太郎，外丸

晃久，岡野弘：心疾患患者と LatePotential.第64

回成医会第三支部例会． 12月．東京．

7) 竹田宏，谷辰彦，田井久量，外丸晃久，岡野弘，

稲田晴生：スキューバダイビング直後呼吸不全横断性

脊髄麻痺を呈した肺結核の一例．第 64回成医会第三支

部例会． 12月．東京．

8) 新井隆弘，須江洋幸，吉川 誠，三浦義太郎，岡野

弘，紫芝良昌＊，中沢英樹＊（＊虎の門病院）：広範な腫瘍

形成と二次性甲状腺中毒症を呈した急性化膿性甲状腺

炎の 1例．第 379回日本内科学会関東地方会． 12月．東

京．

9) 濱田道康，竹田宏，三穂乙哉，石原浩，吉川誠，

谷辰彦，外丸晃久，岡野弘，千葉政弘：虚血性心疾

患と LatePotentialとの関連性．第 23回日本成人病

学会． 1月．東京．［日本成人病学会会誌． 15:460989) J 

10) 須江洋幸，鈴木康弘，井上 幣，山崎辰男，新井隆

弘西山尚樹，外丸晃久，岡野弘：心室性頻脈(VT)

の実験的研究．第 23回日本成人病学会． 1月．東京．［日

本成人病学会会誌． 15:53 0989)，臨床成人病． 19:

705 0989) l 
11) 広瀕博章，菊地一郎，三瓶正史，竹田 宏，王金

城田井久量，外丸晃久，岡野 弘：当院における最近

5年間の肺膿瘍の臨床像．第 23回日本成人病学会． 1

月．東京．［日本成人病学会会誌． 15:59 0989) J 

12) 玉 金城，竹田 宏，菊地一郎，三瓶正史，広瀬博

章，田井久量，岡野 弘，二階堂孝，徳田忠昭：多発性

雲状陰影を呈した遷延性肺炎の 1例．第 83回日本胸部

疾患学会関東地方会． 2月．東京．

13) 三瓶正史，須江洋幸，田井久畳，岡野弘，三好勲，

半澤 隆，伊坪喜八郎，二階堂隆，徳田忠昭：肺原発性

リンパ腫の 1例．第 83回日本胸部疾患学会関東地方

会． 2月．東京．

精神医学

（編集部より） 従来は精神神経科学としてあった

が，講座名を '88年 4月 1日より精神医学に統一す

ることに決められた ('88年 1月 25日教授会）。

ただし，附属病院の診療科名は従来通り精神神経

科のままとすることにした。

教 授 ： 森 温理 てんかん，精神薬理学，脳

波学

助教授：清水 信 老年精神医学，社会精神医

呂子

講師：北西憲二 精神療法学， うつ病

講師：佐藤譲二 脳波学，てんかん

講師：中山和彦 てんかん，精神薬理学

講師：伊藤 洋 睡眠，躁うつ病

研究概要

I. 森田療法に関する研究

本年度における最も大きな業績は，慈恵医大第三

病院森田療法室の15年間の研究をまとめて森 温

理・北西憲二編集による著書「森田療法の研究一新

たな展開をめざして一」が上梓されたことである

（森教授就任 10周年記念）。この中でわれわれはまず

統計学的方法によって森田療法と森田神経質の特徴

を指摘し，ついで精神病理学方法によって治療患者

関係，治療構造など精神療法の甚本的問題を検討し．

最後に精神生理学的方法によって絶対臥褥期の意義

を明らかにしたが， ここで森田療法とは何かが改め

て問われたように思う。その内容の主なものは， 15

年間の治療対象と治療成績，国際疾患分類からみた

森田神経質，森田神経質の性格特性，臥褥期の心理

的変化，神経質の精神病理，とらわれの精神病理，森

田療法における治療論，森田療法における防衛処理

の仕組みと治療構造，森田療法の「場」の特徴，森

田療法における集団の意義，森田療法における治療

者患者関係，森田療法における危機の様相とその治

療的意味，非定型例に対する「見立て」と「介入」，

ロールシャッハ・テストと治療経過，臥褥期の睡眠ー

覚醒，体温リズムおよび心拍数を指標とする研究な

どである。

これを機会に森田療法に関する研究も新たな視野

を求めて動ぎつつあり， とくに集団精神療法や精神

分析療法との実践的比較を中心に，多くの神経症理

論，精神療法の中で森田療法の学問的な立場を深め

ることが宿題となっている。なお，本年度もひきっ
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づき各学会に発表した成果を基礎として「森田療法

室紀要」第 10巻が発行された。「森田療法室紀要」に

は毎号，森田療法室で研修した人達の報告が載るこ

とになっており，症例発表の場としても利用されて

し、る。

II. てんかんに関する研究

てんかん患者の聴性脳幹反応 (ABR)については

114例についての結果がまとめられたが，正常対照

者にくらべ， III,IV波頂点潜時， I-III,I-IV波頂点

間潜時の延長や， I,III, V波の振幅の減少， I/III,I/ 

v波相対的振幅比の増大， III/V波相対的振幅比の

減少がみとめられた。またこれらの各要素と発作型，

罹病年数，脳波所見，服用抗てんかん薬などとの関

係について検討され，てんかんにおける脳幹機能検

査の一助となることが明らかにされた。

てんかん病因の形態的研究として従来から画像診

断を応用してきたが，本年度はとくに側頭葉てんか

んを対象として MRIを実施し，その局在病変と焦

点性脳波異常との相関を検討した。病変としては動

脈瘤腫瘍，軽度脳萎縮などがみられた。

抗てんかん薬に関する実験的研究として，マウス

を用いて benzodiazepine系薬物 flunitrazepamの

抗けいれん作用が， clonazepam,nitrazepamなどと

比較された。また，難治性てんかんに対する本剤の

使用成績についても報告した。そのほか，抗てんか

ん薬のモニタリングと臨床発作，脳波の改善との関

係についても引き続き研究を行っている。

III. 精神薬理学的研究

本年度も新しい抗うつ薬，抗精神病薬，抗不安薬，

睡眠薬および抗痴呆薬の臨床試験を行ったが，現在

の動向を反映して最も多いのは抗痴呆薬に関するも

のであった。また従来のものとは異なった系統の抗

不安薬，抗精神病薬も目立った。

リチウムに関しては内因性うつ病者につき赤血球

ナトリウムーリチウム対向輸送系 (RSLC)の値がし

らべられたが，正常被験者に比し有意に低値を示し，

RSLCの内因性うつ病の生物学的マーカーとしての

有用性が示唆された。 ：・力、神経症性うつ病では有

意差を示さなかった。この研究はさらに病相の時期

による RSLC値の変化などを明らかにする方向で

進展している。そのほか，厚生省依託研究である向

精神薬実態調究では依存性薬物スケジュール IIに

属する物質について乱用の臨床例が報告された。

IV. 躁うつ病に関する研究

本年度の最も大きい仕事としては， 1979年より

1987年までの 9年間に F-2病棟に入院したうつ病

者 311例について，追伝負因，病前性格，状況因子，

社会的背景，既往歴，主訴，入院期問，臨床経過，治

療成績，主治療薬，抗うつ薬の変遷などについて病

歴調査を行ったが，治療成績については，完全寛解

48.2%，不完全寛解 22.5%，軽快 24.4%，未治 4.8%

であった（本研究の内容については第 105回成医会

総会特別講演で森 温理が発表した）。この資料から，

さらにとくに 65オ以上の老年期のうつ病，躁病相を

持つものについて別個に検討を進めている。またこ

れと平行して遷延例の生物学的背景の研究として

CT, MRI, PETなどの画像診断， QFMなどを用い

た脳血流量測定，さらに季節性うつ病 (seasonal

depression)に対する光照射療法の効果の検討など

を行っている。

一方， うつ病をめぐる社会文化的背景に関する比

較精神医学的研究，難治性うつ病に対する集団精神

療法の試みなども行われ成果を収めた。

V. 睡眠に関する研究

佐々木三男はわれわれの教室で 20年来続けてき

た時差障害症候群 (jetlag)の研究をまとめ，睡眠

覚醒スケジュール障害の時間生物学的研究として第

105回成医会総会で宿題報告を行った。時差によっ

てくりかえされる睡眠覚醒リズムの障害は集中力減

退や日中の眠気をおこし仕事の能率にも影響する。

そのほか tryptophanの入眠効果，睡眠時無呼吸

症候群の治療などをひきつづき行っており，またア

メリカの睡眠覚醒分類(ASDC)によって精神生理学

的要因による過眠と診断された症例の現状報告など

を行った。

VI. 臨床脳波・神経生理に関する研究

聴性脳幹反応 (ABR)を用いた研究では前述のて

んかんを対象としたもののほかアルコール依存症者

110例についての成果もまとまった。すなわちとく

に男性アルコール依存症者では IV,V波および I-V

波間頂点潜時の延長がみられた。飲酒歴，突発性異

常の有無，その他の生理的袋化との関連なども明ら

かにされた。

また，精神分裂病において，左右対称部位の単極

誘導，半球間誘導の a帯波を線形予測法自己回帰モ

テルにより分析し，正常群と比較すると，単極誘導

においては明確な左右差はみられなかったが，半球

間誘導のパワー値は頭頂葉間で低下，前頭部などで
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は上昇がみとめられた。この方法は， a帯域波の左

右非対称性を指標とすることにより，分裂病の神経

生理学的研究に寄与した。

そのほか，健康成人を対象とした haloperidol投

与の CNVに及ぼす影響についての研究，分裂病に

おける P3o。およびアルツハイマー型痴呆における

脳波半球間 coherenceの研究，さらにレクリングハ

ウゼン病の臨床脳波学的研究などが行われた。

VII. 老年精神医学に関する研究

脳血管性痴呆，アルッハイマー型痴呆を対象とし

て，無侵槻定量的血流測定装置 (QFM)やバワース

ペクトル分析装置などを用いた血流動態や脳波所見

の検討をつづけているが，本年度はさらにシグナ

ル・プロセッサーなどの応用をも行っている。また，

これらの疾患に対 す る 画 像 診 断 (CT, MRI, 

SPECT)の所見も集積されつつある。

VIII. その他の研究

社会精神医学的な研究として，海外在住者および

その家族の精神医学的問題， ストレス下における職

場の精神衛生とその具体策の検討などが行われた。

研究業績

I. 原著論文

1. 森田療法に関する研究

1) 北西憲二：強迫神経症の治療一森田療法の立場か

ら一．精神科治療学． 3:665-673 (1988) 

2) 立松一徳：不安神経症遷延例に対する外来集団療

法一森田療法を起点として一．集団精神療法． 4:

177-181 (1988) 

3) 立松一徳，北西憲二：入院森田療法における脱落

例．季刊精神療法． 14:253-261 0988) 

4) 橋本和幸，北西憲二，小松順一，大橋 真，立松一

徳：対人恐怖者への森田療法（第 2報）一対人関係の展

開様式をめぐって一．季刊精神療法． 14:156-

163 0988) 

5) 中村 敬，北西憲二，箕口雅博（都精研）．宮田洋三＊，

近藤喬ー＊ （＊町田市民病院），飯塚由紀子＊＊，泉田洋

子＊＊，坂本洋子＊＊，本城摩由＊＊，政田 潤＊＊（＊＊玉川大） ： 

うつ病者に対するグループ運動表現療法の試み．集団

精神療法． 4:183-189 (1988) 

6) 橋本和幸：精神分析的精神療法と森田療法の治療

構造及び治療過程をめぐって（第 2報）＿強迫観念症

者に対する森田療法の経験から一．精神分析研究． 32:

135-143 (1988) 

7) 北西憲二，吉田則昭，松沢信彦：対人恐怖と分裂病

一森田療法の治療の場を起点として一．精神医学． 30:

1187-1195 (1988) 

8) 立松一徳：入院森田療法施行中の治療的危機．慈恵

医大誌． 103:1571-1584 0988) 

9) 豊原利樹：森田療法絶対臥褥期の体温および心拍

数の検討一精神生理学的・臨床的研究ー．慈恵医大

i志． 104:355-371 (1989) 

10) 北西憲二：森田療法における基本的概念の検討一

治療論的立場から一．精神神経誌． 91:61-72 (1989) 

2． てんかんに関する研究

l) 巽新吾，田口康仁，田村元，井上栄吉，中山和

彦森 温理：長期施設入所者における骨代謝ー MD

法による検討ー．社会精神医学研究所紀要． 17(1):

67-75 0988) 

2) 須原哲也，中山和彦，井上栄吉，森 温理：新しい

脳の画像診断とてんかんへの応用．社会精神医学研究

所紀要． 17(1): 85-95 0988) 

3) 大石雅之：てんかんの聴性脳幹反応．慈恵医大誌．

103(5) : 1299-1314 (1988) 

3. 精神薬理学的研究

l) 大熊輝雄（国立精神神経センクー），栗原雅直（虎ノ

門病院），山下格（北大），高橋 良（東京医科歯科大），

森 温理，八木剛平（疫大），佐藤椅男（済生会鴻巣病

院），工藤義雄（大阪第二警察病院），）1|北幸男（大阪市

大），市丸精一（アイノ・クリニ y ク），山口成良（金沢

大），大月三郎（岡山大），稲永和豊（久留米大），中根

允文（長崎大）：精神分裂病に対する KD-136（デカ`ノ

酸ハロペリトール：持効剤）の第 III相試験の追加解

析． Clin.Eva!. 16: 487-497 (1988) 

2) 村崎光邦（北里大），森 温理，大原健士郎（浜松医

大），上島国利（杏林大）、長谷川和夫（聖マリアンナ医

大），葉田 裕（多摩病院），水嶋節雄（同愛病院），八

木剛平（疫大）：神経症における CM6912 (Ethyl 

loflazepate) とPlaceboとの二重盲検群間比較試験．

Clin. Eva!. 16: 115-148 (1988) 

3) 清水信，中山和彦，西村浩，中野浩，北西憲

二，立松一徳中村敬，鈴木めぐみ，中川茂昭，高橋

総一郎，笹原留美子，西川嘉伸，中江正太郎，岡井凡二，

北原達基，森 温理：向精神薬による口内乾燥症に対

する TY-05の臨床評価．医学と薬学． 20:1419-

1428 (1988) 

4) 繁田雅弘西川嘉伸，川室 優：慢性精神分裂病に

対する BromperidolCimpromenCR)）の使用経験ー作

用プロフィールについての検討ー．新薬と臨床． 37.

437-445 (1988) 

5) Nakayama, K., Nukariya, K., Endo, T., 

Y osimuta, N. and Mori, A. : The Psychophar-

macological Significance of Interaction of Bromo-

criptine with Dopamine Neurons. The Japanese 

Journal of Psychiatry and Neurology. 42(3): 676-
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677 (1988) 

6) 森 温理，高橋祥友（浅井病院），中野嘉樹（井之頭

病院），羽場令人（青梅市立病院）， 1:島国利（杏林大）．

鈴木透（駒木野病院），有安孝義（総武病院），田島 治

（東京武蔵野病院），山角 博（山角病院）：精神分裂柄

および躁病に対する新しい benzamide系抗精神病柴

Sultoprideの長期投薬における有効性と安全性の検

討．臨床精神医学． 18:141-148 0989) 

4. 躁うつ病に関する研究

1) 北西憲二．中村敬，久保田幹子，近藤喬・：老年

期の遷延性うつ病者に対する集団精神療法ーうつ柄

治療に対する新たな試みー．集団精神療法． 5:57-

61 (1989) 

2) 北西憲....:.,中村 敬：遷延性うつ病に対する精神療

法一森田療法を起点として一．粘神医学． 31:255-

262 (1989) 

3) 北西憲二，近藤喬ー，中村 敬：遷延性うつ病に対

する認知行動療法一森田療法的接近の立場から ． 

精神科治療学． 4:53-61 0989) 

5. 睡眠に関する研究

l) 伊藤洋，杉浦啓太，高橋敏治．樺島司．佐々木

三男森温理： Zopicloneの夜間睡眠と日中の眠気

に及ぽす影響ー Flunitrazepam,Triazolamとの比

較．不眠研究会． 3:96-110 (1988) 

2) 佐々木三男，高橋敏治，伊藤洋．森温理，黒崎

祐子（日本航空）：現代サラリ＿マンの睡眠覚醒スケ

ジュールと疲労感について．臨床精神医学． 18(3):

385-395 (1989) 

6. 臨床脳波・神経生理に関する研究

l) 増茂尚志：アルコール依存枯者の聴性脳幹／又I心に

関する研究．慈恵医大誌． 104:75-86 (1989) 

2) 繁田雅弘，西川嘉伸，森 温理：高齢者の知的機能

と脳波コヒーレンス関数の閃連性．臨床脳波． 31: 11-

15 (1989) 

7． 老年精神医学に関する研究

l) 柄沢昭秀（都老人研），笠原洋勇．加藤政利（千本恥

院） ：痴呆患者に対する精神科外来診療の役割．精神科

治療学． 3: 84 7-853 (1988) 

2) 伊藤洋，大滝紀宏，清水 信：老年期精神障‘tf者

の外来治療とその予後．社会桔神医学研究所紀波．

17(1) : 76-84 0988) 

8. その他

1) 藤崎史代，中山和彦，森 温即：精神科入院患、名に

おけるせん妄の研究．東京精神医学会誌， 6:30-

34 (1988) 

2) 中村敬，西村浩．北西憲二．森温理： AIDS

恐怖一社会・文化精神医学観点から一．社会精神松

学． 12:65-68 0989) 

II. 総説

l) 森 温郎：てんかん一治療の進歩と最近の名え方

ー．治療． 70: 1755-1760 (1988) 

2) 森温即： III届眠薬研究における Multiple Sleep 

Latency Testの意義．不眠研究会第 3回研究発表会．

プロシーティング． 153-162(1988 > 

3) 森 温即：うつ病の薬物療法．日本医師会雑誌．

100 : 1029-1032 (1988) 

4) 森 温理，中山和彦：てんかんの診断・治療の進歩．

Mebio. 5 : 61-69 0988) 

5） 清水 信，繁田雅弘：後遺症としての精神症候とそ

の対策． Mebio（特集：脳卒中後遺症と再発の予防）．

500) : 67-73 (1988) 

6) 消水 信： Alzheimer病の基本症状と周辺精神症

状． 日本臨床（特集 Alzheimer病）． 46:84-89 (1988) 

7) 笠原祥労：日本における Alzheimer病の疫学と今

後の展望． 11本臨床． 46:10-17 (1988) 

8) 佐々木：．男：時差症状群とその対策．臨床精神朕

学． 17(4):445-450 (1988) 

9) Mori, A.: Pharmacotherapy of depression: 

Asian Med Journal. 32: 80-85 0989) 

10,） 繁田雅弘， 1行水 信：老年期痴呆の脳波(“老年期痴

呆”R常臨床の実際とケア）．治療． 70:700-706 

(1988) 

III. 学会発表

1) 須原哲也，西川嘉伸，清水信、森温理： Alz・

heimer刑老年痴呆と脳血管性痴呆の診断における画

像診断の有用性．第 84回日本精神神経学会総会． 5月．

大阪．

2) 佐々木—→-．男： （シ‘ノポジウム：廂業における精神朕

療とその間題、点）．産業環境の変化による睡眠覚醒リズ

ムの障害．第 84回日本精神神経学会． 5月．大阪．

3) 北西憲．．，中村敬，久保[11幹子，近藤喬・：難治

性（躁）うつ病者に対する集団粘神療法ー（躁）うつ病

治療に対する新しい試み ．第 84回精神神経学会総

会． 5月．大阪．

4) 伊藤洋．高橋敏治，杉浦啓太，樺島司，西村浩．

吉牟[ll[fi孝，佐々木三男，森温理： Tryptophanの入

眠効果について．日本睡眠学会第 13回定期学術集会． 5

月．名古斥．

5) 樋I―l英：＿二郎，中山和彦，金子公子，吉牟田直孝，忽

滑谷和孝，氏原鉄郎，森 温理：前思春期にみられる心

身症について．第 29回卜1本心身医学会総会． 5月．東

京．

6) 繁田雅弘， 111村 元 ， 清 水 信 ， 森 温 理 ． 西 川 嘉

伸．俵木一・，此川宰 優：高齢者の知的機能と脳波の関

連度関数とのI関連性．第 1[rilど年精神医学会． 6月．東

兄．

--l(）1 -



7) Mori, A., Murasaki, !'vi., Ohara, K., KamiJ1ma, Research. Mar. Honolulu 

K., Hasegawa, K., Hada, Y., Mizushima, S., Yagi, 

G., Kurihara, M. and Miura, S.: A double blind IV. 著書

controlled trial on CM6912 (Ethyl loflazepate) on 

neurosis using placebo. XV!th CINP Congress, 

Aug. Munich. 

8) 中山和彦．小泉満男，吉牟出匝孝，樋 [l英二郎，忽

滑谷和孝，井上栄古，恩田光信．森 温理，鎌出芳人：

Meige症候群の精神薬理学的特性．第 18回日本神粁

精神薬理学会年会． 9月．広島．

9) 吉牟田直孝，玉置暢子，中山和彦，湯沢 俊，忽滑

谷和孝，樋口従ご郎，恩田光（ふ森 温理：内因性うつ

病者の赤血球ナトリウムーリチウム対向輸送について．

第 18回日本神経精神薬理学会年会． 9月．広島．

10) 佐々木三男： （宿題報告）睡眠覚醒リズム障札｛の臨

床．第 105回成医会総会． 10月．東京．

11) 井上栄乱中山和彦，中川茂昭．樋口英二郎．）＜石

雅之，佐藤譲二．森 温理：側頭鉗てんかんの MRIに

よる検討．第 22回てんかん学会． 10月．金沢．

12) 森 温理： （特別講演）うつ病の臨床一過去 9年間

の入院例を通して ．第 105|nl成医会総会． 10月．東

京．

13) 橋本和幸，田口康仁，北西紺→．，森 温理：人院森

田療法における治療過程ー比較桔神療法の観．＇•9、,、から

ー．第 6回森l:H療法学会． 10J J.梱原．

14) 北西憲二：森田療治，あこがれと創造一比較文化

精神医学の見地から一．第 6回森田療法学会ンンポン

ウム． 10月．奈良．

15) 繁田雅弘， 1H村元，清水 1,；，森温理，西）l|嘉

伸，俵木一志，川室 優： Alzheimer型痴呆の脳波乎

球間 Coherence.第 18回 H本脳波・筋電図学術人会．

11月．青森

16) Mori, A. : Present status on pharmacotherapy of 

depression in Japan. The 4th Scientific Meeting of 

the Pacific Rim College of Psychiatrists. Dec. 

Hong Kong. 

17) Kitanishi, K., Wen-Shing Tseng: Social phobia 

among Japanese. Symposium: Culture-Related 

Psychiatric Disorders Observed in Asia. The 4th 

scientific meeting of the Pacific Rim College of 

Psychiatrists. Dec. Hong Kong. 

18) 北西憲二，中村 敬，久保田幹 f・，近藤喬ー：うつ

病者に対する集団精神療法ー病理と技法をめぐって

ー．第 6回集団精神療法学会シンボ・／ウム． 2月．小倉．

19) 大西守，中野浩志，嘉村泰孝，金f公丘中村敬：

近隣諸国より来 17した外国人への授助活動をめぐっ

て．第 9回日本社会精神医学会． 3月．東京．

20) Mori, A.: Clinical trials with hypontics in 

Japan. International Joint Meeting on Sleep 

l,， 森 温即：精神医学テスト（第 3版）．医学出版社．

(1988) 

2) 森 温理編著：新訂・精神科の薬物療法．金剛出版．

(1988) 

3) 森 温即．長谷川和夫編：粕神科 Q&A2.金）泉出

版 (1988)

4! 森温理編：成人看護学各論一精神系疾患と看

設・精神保鯉．金原出版．（1989)

5! 森 温理．北西憲二編：森田療法の研究一新たな

展開をめざして一．金剛出版．（1989)

V. その他

］） 森 温理（司会） ：てんかん患者の生活指導をめ

ぐって．治療． 70:1847-1871 (1988) 

2) 森 温理：精神医学関連学会の最近の活動 (No.

3); U本臨床薬理学会，森田療法学会，日本アルコール

医学会， 1::]本痴呆学会．精神医学． 30:661-670(1988) 

3) 森 温理：〈特集・臨床医学の展望〉精神科．日本医

2ド新報． 3380:43-49, 1989 

4） 清水 信：脳波パワースペクトル分析による老年

期痴呆疾患の鑑別に関する研究．研究業績年報

1987（↑介川医学医療研究財団）． 3:73-75 (1988) 

5) 須原哲也，清水貴子＊，砂田芳秀＊，西村嘉郎＊（＊国

立医療センクー） ：トルニン吸引により遠位尿細管性

アンドーシスを呈した一例． 日本内科学会雑誌． 77:

1452-1453 (1988) 
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小児科学

教授：前川喜平 小児神経学，発達神経学

教授： 赤塚 順一 小児血液学，悪性腫揚

助教授：衛藤義勝 先天性代謝異常

講師：久保政勝 小児感染免疫学

講師：伊藤文之 先天性代謝異常

講師：広津卓夫 小児血液学，悪性腫瘍

講師 ： 臼 井 信 男 小児腎臓病学

講師：和田紀之 小児感染免疫学

講師：星 順隆 小児血液学，悪性腫瘍

講師：野中善治 小児循環器病学

講師：松永貞一 小児感染免疫学

講師：豊田 茂 小児消化器病学

研 究概要

I. 発達・神経研究班

二つの基礎的研究として dwarfratや Elマウス

の脳の免疫組織染化学を用いた研究を行なってい

る。 dwarfratは常染色体劣性遺伝の GH単独欠損

小人症ラットで， このラットの小人症の原因は視床

下部にあるのではなく， GHフィートバ、ノク機構の

欠如のためであることを証明した。また， Elマウス

（自然発症のてんかんマウス）の海馬の苔状線維の増

生を認め， ドーパミン作動性ニューロンと神経ペプ

チド含有ニューロンの変化について研究中である。

ヒト胎児脳の形態学発達の研究についてぱ，舌下神

経核，三叉神経運動核，橋核，被殻について，連続

切片と画像解析装置を用いて発達を定量的に検討し

た。運動系の神経核は在胎 30-35週齢に成熟するこ

とと， naturalcell deathの報告はヒトで1ま初めてで

ある。乳児健診の事後措置に関する研究も関連病院

の協力を得て，勢力的に行なわれている。精密健診

のシステム化やハイリスク児の followup study, 

療育効果についての研究も行なっている。

II. 代謝研究班

l)先天性代謝異常症に関する研究では現在遺伝

子解析に関しては Gaucher病患者組織より DNA

を抽出し， PCRにより塩基配列を決定し， Exon10 

での一塩期変異を見いだし CTG-LCGに変換して

いることを日本人 Gaucher病 4例中 2例に見いた

した。次に Krabbe病脱髄の病因に関して Krabbe

病の疾患モデルである Twicherマウスのオリゴテ

ンドログリア細胞を培養し，オリゴデンドログリア

細胞膜の形成障害，針金状の変性が認められ．サイ

コシンの紫積によることを明らかにした。一方，

Krabbe病マウスを用いて骨髄移植による治療効果

の基礎的研究に関しても検討を行なった。 2)内分

泌に関する研究では小人症における成長ホルモン遺

伝子の解析を Sourthein法ならびに PCR法により

検討し，その塩甚配列を決定している。 3)消化器栄

養代謝に関する研究では母乳中の(3-グルクロニ

ダーゼ活性を測定し，母乳中では黄疸の変化と共に

(3ーグルクロニダーゼ活性が1→→昇し，新生児生理的黄

疸の発症に関与していることを示した。

III. 血液・腫瘍研究班

1) ITPの成因に関する研究ではヒト血小板にて

免疫されたマウスにおける抗[(II小板異種抗体産生動

態を牌細胞および末梢リンバ球レベルで検討する方

法を開発し，各種免疫抑制剤の血小板抗体産生牌細

胞に対する影響について検討した。 flowcytometry

と抗ヒト血小板膜糖蛋白モノクロナール抗体を用い

て，患者血漿中の microplateletの検出も試みてい

る。 ITP患者血清中に存在する抗ヒト血小板 IgG抗

体の plateletassociated proteinに与える影響につ

いても検討している。 2)ITPの治療に関する研究

では従来の治療に抵抗性の ITPにノイロトロピン／

を使用し，その臨床効果について検討している。 3)

血管炎の発生機序に関する研究では川崎病，血管性

紫斑病，各種膠原病などの血管炎が示唆されている

疾患患児の血小板における ThromboxaneA2 rece-

ptorの特性をその親和性およびレセプター総数か

ら検討し，その血管炎の発生機序について解析を行

なった。 4)悪性腫瘍の治療に関する研究では骨髄

移植術にかわる新たな幹細胞救済法である自家抹梢

血管細胞移植術を悪性腫瘍患児の初回寛解時に導入

し，臨床細胞について検討している。

IV. 感染免疫研究班

1)好中球機能，単球機能については新生児の好中

球機能，また各種炎症性疾患，膠原病について， MPO

関与の酸化殺苗能を検討している。さらに，好中球．

単球の運動能を，倒立位相差顕微鏡よりビデオカメ

ラで映像を抽出，バ‘ノコン処即にて移動解析し定量

化して検討を重ねている。 2) 血清診断については

川崎柄，膠原病について Interleukin1, 2 • 5A合成

酵素活性の測定を行なっている。 3)膠原病につい

て（ま JRA,SLE. MCTD の臨床的検討を行なう一—

方，呼吸機能の検討，深部体温．抗コラーゲ｀ノ抗体

を行なっている。 4) ウイルス，予防接種については

突発性発疹からのウイルス分離．また水痘，帯状包
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疹ウイルスの1直接蛍光抗体法による迅速診断の有）廿

性を検討している。さらに，母児垂直感染による

HIV感染症について臨床学的，免疫学的に検討し発

表している。ワクチンについては， MMRワクチン，

水痘ワクチンの臨床的検討をおこなう一方， recom-

binant HBVワクチンをはじめとする新しいワクチ

ンの開発臨床試験を行なっている。

V. アレルギー研究班

アレルキー班はアレルギー疾患の予防と治療とい

う2本柱を研究の目的としており，主な分野は好酸

球，好中球，好塩基球の機能と分化，胴帯血中の IgE,

特異的 IgG,食物アレルギー，パラクロルベンゼン

のアレルギ一発症のメカニズム，臨床的には抗アレ

ルギー剤，ネオフィリン，¢刺激剤の臨床薬理，トラ

ンスファーファクターの効果，減惑作療法の有効14•••9

長期入院療法など幅広い研究を行なっている。今年

度の研究発表のtなものは，国際アレルキー学会へ

3題米国アレルギー学会へ 3題のほか国内学会も

合わせると 37題である。アレルキー班は国立小児柄

院研究センターで主に研究を行なっているが，英文

原著論文 12編を発表し海外においても活動してい

る。

VI. 腎臓研究班

基礎的な研究として，培蓑メサンギウム細胞の

NaソH+Antiport活性，腎神経切除の腎障害への影

響について行なっている。臨床的には小児ネフロー

ゼ症候群についてリンパ球 NaソH+Antiport i舌

性，血清 IgM値の動態維持パルス療法，骨粗煤袖

などが検討されている。また，最近 10年間の小児

IgA腎症についての臨床病理的検討を行ない難治例

が少なからず認められること，ステロイド療法があ

る程度有効なことが示された。慢性腎不全について

は骨異栄養症の評価法，血液および尿中オステオカ

ルシンの Heterogeneityおよび測定の意義が検討

された。その他腎疾患と ANPについて多数の臨床

データを集積してその成果を学会において発表して

し、る。

VII. 循環器研究班

先天性心疾患を対象とし， RIアンジオグラフィー

を用いて左右心宰駆出率，肺血流分布パターンの評

価法を検討している。主として先犬性心疾患を対象

とし，血中アミノ酸の測定を用いた栄養評価の検討

を行なっている。川崎病の冠動脈病変について X線

CTを使用し，長期経過観察を行ないその臨床的問

題点について検討している。

研究業績

I. 原著論文

1. 神経•発達に関する研究

U Nara, T., Tsukiyama, T. and Nishimoto, H.: 

Neuron-Specific enolase as a marker of brain 

destruction in Reye's syndrome. Acta Paediatr. 

Scand. 77: 912-913 (1988) 

2) Nara, T., Nozaki, H. and Nishimoto, H.: Single 

Photon emmision computed tomography in diagno-

sis of herpes simplex encephalitis. Lancet. 8609 : 

516 (1988) 

3J Maekawa, K., Soeda, A., Yamada, N., et al.: 

Tilting-Board Reaction of the Newborn. Jikeikai 

Med. J. 35 : 475-482 0988) 

4! Kumagai, K., Tokushige, Y., Maekawa, K., et 

al.: Epidemiological Survey of Febrile Convulsions 

in Children. Brain & Development. 10 : 202-203 

0988) 

ふ 前川喜平：小児の起立，歩行の重心力学的考察．脳

と発達， 20:91-102 (1988) 

2. 代謝に関する研究

1) Eto, Y., Tsuda, T., Ohashi, T., Yamaguchi, S 

and Okuno, A. : Clinical and biochemical of 

Japanese neuronal ceroid Lipofuscinosos. Amer. J. 

Med. Genetics. 5: 59-68 0988) 

2.1 Eto, Y. and Tada, Y.: Accumulation of phos-

phorus compunds in tissues and cultured skin fibro-

blasts in patients with hypophosphatasia. 13io-

chem. Biophys, Res. Commun. 154 : 848-853 (1988) 

3) 豊田 茂，衛藤義勝，前川喜平：ラット単離小腸細

胞内における蛋白代謝一発達学的平衡とその影苦囚

子―. H本小児栄養消化器病学会雑誌， 2:48 (1988) 

4J Pentcher. P.G., Comly, M.E. Tokoro, T., et al.: 

Group C Niemann-Pick disease. FASBE. 40-45 

(1988) 

5) Tokoro, T., Gal, A.E. and Broy, R.O.: Studies of 

the pathogenesis of Gaucher's disease: tissue distri-

bution and biliary excretion of 14C-L-glucosyl 

ceramide. ]. Lipid Res. 28: 968-971 (1988) 

6) 井田博喉衛藤義勝，前川喜平：サイコシンの培捉

神経細胞に対する詣性の検討， l1本小児科学会雑誌．

92 : ll05-ll09 (1988) 

7 J Umezawa, F., and Eto, Y.: Liposome Targeting 

to Mouse Brain as a Recognition Marker. 

Biochemical Biophysical Research Communication. 

153 : 1038-1044 Cl 988) 
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3. 血液・腫瘍に関する研究

l) 星順隆，内山浩志，金子隆，広津卓夫，赤塚順

-: Methotrexateの中等量，大量療法における Ifll中

濃度の推移と測定法に関する検討．小児がん． 24:216-

219 (1988) 

2) 藤沢康司，西野仁美，石戸谷尚子，北島晴夫，星 順

隆，広津卓夫，瀬尾 究，川口隆司，赤塚順一：小児期

急性及び慢性 ITPに対するメチルプレドニゾロンパ

ルス療法と免疫グロプリン大量療法の比較検討． 卜1本

小児科学会雑誌． 92:91-97 U988) 

3) Uchiyama, H. and Akatsuka, J.: ELISA-plaque 

assay for the detection of platelet antibody-secret-

ing cells. I. Studies on optimization of reagent 

concentrations and culture conditions for enumera-

tion of spot-forming cells Journal of Immunological 

Methods. 117: 199-203 0989) 

4. 感染免疫に関する研究

1) 立沢宰，若杉宏明，樋口 策，岡部信彦： A群レ

ンサ球菌咽頭炎の新しい迅速診断法ーELISA法およ

び Latex法と培養法の比較ー．小児科臨床． 41:1391-

1394 (1988) 

2) 松永貞一，関 孝，山本英明，河野三郎，峯真

人：麻疹罹患時に認められる尿中 /32マイクログロブ

リンの一過性増加．医学のあゆみ． 146:865-866(1988) 

3) 松永貞一，落合幸勝，山崎ユキ，廿楽重信，前川奈

生子他：ミトコンドリア筋症 (Cytochromecoxidase 

欠損症）における白血球機能検査のこころみ．日本炎症

学会雑誌「炎症」． 8:455-459 (1988) 

5. アレルキーに関する研究

1) Iikura, Y., Nagakura, T., Walsh, G.M., Akimoto, 

K., Kisida, M., Kondou, T., Odajima, Y., Okuma, M., 

Akazawa, A. and Yukisita, T.: Role of chemical 

mediators after antigen exercise challenge in chi!-

dren with asthma. The Journal of Allergy and 

Clinical Immunology. 81: 1050-1055 (1988) 

2) Iikura, Y., lnui, H., Nagakura, T., Suzimoto, H., 

Lee, TH, and Kay, AB: Drug effect on exercise-

induced late asthmatic responses. New England 

and Regional Allergy Proceeding. 9 : 199-202 

(1988) 

3) Iikura, Y., Odajima. Y., Nagakura, T. and 

Oizumi, J. : Oral biotin treatment is effective for 

atopic dermatitis in children with low biotinidase 

activity. Acta Paediatrica Scandinavia. 77: 762 

763 0988) 

4) likura, Y., Akazawa, A., Odajima. Y.. Kisida, 

M., Obata, T. and Inui H.: Circadian variation in 

the absorption of theophylline after administration 

of sustained-release theophylline preparations to 

asthmatic children, part I. Immunology and 

Allergy Practice. X: 414-422 (1988) 

5) Iikura, Y., Akazawa, A., Odajima, Y., Kisida, M. 

Masaki, T., Obata, T. and Inui. H.: Circadian 

variation in the absorption of theophylline after 

administration of sustained-release theophylline 

preparations to asthmatic children, part II. Im-

munology and Allergy Practice. X: 447-462 (1988) 

6) Nagakura, T., Onda, T., Iikura, Y., Endo, T. 

Nagakura, H., Masaki, T. and Nagai, H.: In vitro 

& in viuo antigen-induced release of HMW-NCA 

from human nasal tissue. Am J Rhinal, 2: 7-12 

(1 9 8 8) 

7) Saito, H., Okajima, F., Thaddeus, F., Molslei, P., 

Ramadan, I., Ui, M. and Ishizaka, U.: Effect of 

cholera toxin on histamine release from bone marr-

ow derived mouse mast cells Proc Natl. Acacl. 

Sci. U.S.A. 85: 2504-2508 (1988) 

6. 腎臓に関する研究

1) 望月 弘，赤司俊二：小児の特発性高カル・ンウム尿

症 第 1編．高カルシウム尿症のスクリーニング基準．

日本小児科学会雑誌． 92:1486 (1988) 

2) 望月 弘，山口修一，赤司俊二：血清オステオカル

シンの heterogeneity（慢性腎不全における検討）．医

学のあゆみ． 147: 213 0988) 

3) 片lll 章，望月 弘，村松康男，赤司俊二：特発性

ネフローゼ症候群における血清 IgE値． 日本小児科学

会雑誌． 92:1715 (1988) 

7. 循環器に関する研究

l) 簡瑞祥，藤原優子，星野健司，小川 潔，加藤克

治：肺動脈弁狭窄に対する Balloonvalvuloplastyの

有用性につし、て．日本小児科学会誌． 92:1951-

1954 (1988) 

2) 小川 潔．藤原優子，加藤克治，簡瑞祥，小松昭

男．前川喜平：新生児遷延性肺高血圧症死亡例の臨床

及び組織計測学的検討．日本小児科学会誌． 92:1316-

1321 (1988) 

II. 総説

l) 前川喜中：小児における固視と認知．神経眼科． 5:

251-257 (1988) 

2) 前JII自平：発逹障害児の保紐管理と指導．小児科臨

w. 41: 2870-2877 0988) 

3) 前川 t}、ヤ：小児における平衡機能の発達．小児内

H. 20 : 1665-1671 0988 l 

↓ 衛藤義勝：先犬性代謝異常1,iの治療に関する般近

の進歩．小児科診療． 51:1608-1616 (1988) 

5) 衛藤義勝：辿伝性脳変性疾息の甜因と分 J’.It化学

的解明．柄態生理． 7:741-745 (1988) 

-105-



6) 赤塚順ー：特発件血小板減少性紫斑病 1、小児）．

Medicina．医学書院． 25:2330-2331 (1988) 

7) 赤塚順ー→ ：血液病と視診．小児科診療．日本小児医

事出版． 3065-3075(1988) 

8) 熊谷公明：発達障害児の稔合的療有（総説）．小児利

診療． 51:2295-2300 (1988) 

9) 廿楽重N:検査の結果と発達の援助ー小児科から

ー．前川村叫 ：．宅和夫編：発逹 (8) 発達・検介と発

達援助． ミネルヴァ書房．初版． 234-249(1988) 

10) 岡部信彦：サイトメガロウイルス感染症．小児内

t斗． 20:540 (1988) 

III. 学会発表

1) Maekawa, K. : Pediatric aspect of early diagno・

sis cerebral palsy. IV. Western Pacific Cerebral 

Palsy Association Meeting. Sept. Sendai. 

2) 野崎秀次，奈良降寛，堀Ill秀樹，前川喜平：小児急

性脳炎における f・後判定マーカーとしての Neuron-

specific enolase ff/(の意味．第 911111日本小児科学会． 5

月．神Ii. 

3) 中l「阻郎，後藤昇，山口勝之，野崎委次，前川

喜平：ヒト胎児脳の発達．被殻．第 30Iり］ 11本小児神経

学会． 6月．徳島．

4) 衛藤義勝，梅沢房代： Liposomal theraphy in 

lisosomal storage disease.第 1回国際ムコ多粕代謝

異常学会． 4} l. ミネアポリス．

5) 所 敏冶，大橋 t—也，井田博ヤ，衛藤義勝： Antisen ・

se RNAを用いた Gaucher病線維芽細胞作成への試

み．第 31回日本先天代謝異常学会． 10月．東京．

6) 衛藤義勝： Pathogenesisof demyelination and 

possible treatment of leukodystrophy.国際ロイコシ

ストロフィーシンボジウム． 10Jl．ニューオリンズ．

7) Akatsuka, J., Fujisawa, K. and Ishidoya, N.: 

Long term follow up studies of children with 

chronic ITP, XXII. Congress of the International 

Society of Hematology. 8月． Milano.

8) Uchiyama, H., Ishidoya, N., Fujisawa, K., Hoshi, 

Y., Hirotsu, T. and Akatsuka, J.: The ELISA-

plaque assay for the detection of platalet antibody-

secreting cells. XXII Congress of the International 

Society of Hematology. 8月． Milano.

9) Akatsuka, J., Fujisawa, K. and Ishidoya, N.:（シ

ンポジウム） Longterm follow up studies of children 

with chronic ITP. The 3rd International workshop 

of ITP. 8月． Luzern,Swiss. 

10) 樋口 策，若杉宏明，岡部信彦，立沢宰：小児膠

原病に発症した VAHS3例における血清 2-5A合成

酵素活性．第 62|r1日本感染症学会． 4月．名古屋．

11) 岡部信彦： Antiviraleffect of Japanese "Kowpo" 

-106 

Medicine on RS virus. 1st Asia-Pacific Congress of 

Medical Virology. 11月． Sigapore.

12) 永 11ill,• 人，和田紀之，久保政勝，河野三郎：小児膠

原病における深部体温およひlill流に1共lする検討．第 9

回臨床休温研究会． 8月．東Jれ．

13) Iikura, Y.: Theophylline treatment in asthmatic 

children: An Endocrinologic study. The 2nd 

annual meeting of the transpacific allergy and im・

munology society. 1月． Hawaii.

14) N agakura, T., Akimoto, K., Ohno, K., Tanaka, 

K., Suda, T., Onda, T., Iikura. Y. and Saito, H.: 

Heterogeneity of HMW-NCA from cultured baso-

philic cells derived from cord blood cells. Amer-

ican Academy of Allergy and Immunology. 3月．

Anaheim, U.S.A. 

15J Saito. H.. Leiferman, K.M. Dvork, A.M. Arai, N. 

and Ishizaka, T.: Preferential differentiation of 

different hematopoietic cells from human bone 

marrow cells by recombinant human interleukins, 

44th annual meeting. The American of Allergy 

and Immunology. 3月． Anaheim,U.S.A. 

16) 村松康男：腎疾患と ANP.第 23回日本小児腎朦

病． 6月．東京．

17) 羽鳥則火．臼井信男：小児ネフローゼ症候群息児の

リンパ球 Na/K antiport活性について．第 28[u[ 11本

腎臓学会． 10月．奈良．

18) 望月 弘，片山章，赤司俊二：オステオカルシン

の尿中低分子蛋白としての意、義．第 31回腎臓学会総

会． 10)］．奈良．

19) 小川 潔：心血管造影を施行した先天性心疾患

1800例における AorticARCH COMLPEXの異常，

第 91回「1本小児科学会総会． 5月．神戸．

20) 野中善冶：電症心疾患を持った年長児の生活管理

の関題．第 35回日本小児保雑学会． 10月．新利．

IV. 著書

l) 前川社平：運動発達の異常．前川喜平，白木和火．|：

屋裕編：今日の小児診断指針．医学雷院． 87-90(1988l 

2) 前川喜平：臨床検査．内田早苗，川崎憲一，下田 巧

編：学校保健百科全書．東山書店． 211-218(1988) 

3) 青木菊麿：内分泌検究．ホルモン、機能異常．堀

誠ミ河春樹編：小児検脊ハンドプ y ク．講談社サイエ

ンティフィク． 115-122(1988) 

4) 赤塚順ーー：血小板と免疫． Currentsin Hematoim・

munology.岸本進，堀内策．木谷照夫編： Excer-

pta Medica. 4 : 3-8 (1988) 

5) 飯倉洋治：病態ー小児喘息冶療のこっ．飯倉洋冶．

永倉俊和．正木拓朗編：南江'1:i:,2-6 (1988) 



V. その他

1) 前川喜平：臨床医学の展望ー小児神経学． 日本医

事新報． 3328:31-34 (1988) 

2) 前川喜平，今村栄一編：小児科の進歩ー 1988-.

診断と治療社．（1988)

3) 前川喜平．三宅和夫編：発達検査と発達援助．別冊

発達 8. ミネルヴァ書房 (1988)

4) 前川喜平：大学における卒前．卒後教育（小児）．プ

ライマリケア． 11:320-321 (1988) 

5) 樋口 策：小児膠原病に発生した VAHS3例にお

ける血／青 2-4A合成酵素活性．医学のあゆみ． 147:

779-780 (1988) 

皮膚科学

教授：新村員人

助教授：上出 良一

講師：小山啓一郎

講師：本田まりこ

講師：石氏道夫

講師：三原一郎

講師：岩田忠俊

講師：戸沢孝之

研究概要

I. ウイルス性充贅

神経線維腫症， ウイルス性

皮膚疾患

光線過敏症

アトピ一性皮膚炎

ウイルス性皮膚疾患

蒜麻疹

皮府病理組織学

アトピー性皮府炎

皮府病理組織学

ヒト乳頭腫ウイルス (Human papilloma vin"~· 

HPV)は皮府や粘膜に梵條を形成するだけではな

く，種々の悪性腫瘍組織からもその DNAが検出さ

れている。現在 HPVはその DNAの塩基配列の差

によって 63型に分類されており，特定の型の DNA

が悪性腫瘍細胞中に存在している。我々は in situ 

hybridization法や Southern法などにより各種皮

府腫瘍について HPVDNAについて検索を行って

いる。ミルメシアでは 8/8に HPV-1が検出され，尋

常性梵費では 6/8に HPV-2が検出された。足底粒

腫では stringent condition下では全例いずれの

HPV型とも hybridizeせず， Southern法 の low

stringent condition下で HPV-2DNAをプロープ

とした場合 8/10にhybridizeしたが， HPV型は不

明であった。また，青年性扁平梵贅では 6/6全例に

HPV-3が検出された。

梵贅状表皮発育異常症では 6/10に HPV-5が， 1/

10に HPV-14が検出された。 3/10ぱ明らかな型ぱ

不明で， HPV-5related typeとした。尖圭コンジ

ロームの 41/68は HPV-6,15/68は HPV-11,2/68 

は HPV-16,2/68は HPV-2が検出され， 8/68は型

が不明であった。 Bowenoid papulosisでは 2/4に

HPV-16,皮府 Bowen病では 3/18に HPV-2DNA

が検出された。また外陰部の Bowen病 1/2に

HPV-16が，他の 1例に HPV-18が検出された。

Oral florid papillomatosisの 3例 全 例 か ら

HPVDNAは検出されなかった。陰茎癌の 1/3例に

HPV-18DNAを検出したが，残りの 2/3ぱ

HPVDNAの検出はできなかった。

現在 HPV追伝子群毎の抗原や mRNAの検出に

当たっている。
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II. 単純ヘルペス 減感作療法により， IgG4サフクラスの阻止抗体誘

'82年からの単純ヘルペスの総患者数は 736例に 導の試みは，その治療の一助となる可能性を有して

達している。これらの患者からウイルスを分離し，型 いる。

の決定をモノクローナル抗体を使用した蛍光法やウ 一方，我々は現在完成したアトピー皮疹への新し

イルス DNAの制限酵素切断バターンによって行っ い治療法として，長波長紫外線 CUVA)と8-MOP

ている。口唇ヘルペスが 212例と最も多く， HSV-2 を組み合わせた PUVA療法の応用も試みている。

(Herpes simplex virus-2)が検出された 1例を除 その目的は従来のステロイト外用療法の代わりに本

き，全例 HSV-1であった。性器ヘルペスは 187例と 治療を行うことによりステロイド剤長期使用による

次に 多 く み ら れ たが，急性型では 1型は 40/ 副作用を軽滅しようとするものである。ア 1、ヒーヤI
52 (76.9%), 2型は 9/5207.3%)で， HSV-1型が 皮膚炎に対する光線療法の有効性の機序について

多く，一方再発型では 1型は 4/115(3.5%) 2型は は，表皮内ランゲルハンス細胞の抗原提示能を抑制

111/115 (96.5%）で HSV-2型が多くみられた。顔 する可能性，皮府内に浸潤してきたリンパ球に対す

面のヘルペスは 119例であり全例 HSV-1であっ る機能抑制，肥満細胞脱顆粒の抑制などが考えられ

た。カボジ水痘様発疹症は 61例にみられ， HSV-2 たが，重症型の全身性のアトピー性皮府炎に対して

はこのうち 1例のみに検出された。基礎疾患として もその有効性があり現在本治療の適応につき，治燎

は，アトピー皮膚炎患者 55例で最も多く，この他ダ 症例を璽ねて検討中である。また牧々しま，思{flりJ.I戎

リエー病，脂瀬性皮府炎，紅皮症などであった。手 人型アトピー性皮府炎の臨床的特徴の一つである頭

指や上肢のヘルペスは 34例で 1型 17/26 (65.4%) 2 頸部，顔面の皮疹の成立ちについて．その臨休的淵

型 9/26(34.6%）であった。現在ウイルス株間の異 査を行い，増悪因子やその予防について検討を加え

同を HSVDNAの制限酵素切断パターンで検索し， ている。思春期．成人型のアトピー性皮府炎では髪

疫学的な検索も行っている。 際部や眼下部，前額，頸部に皮疹が集中する傾向か

III. 帯状疱疹

'82年から現在までの帯状疱疹総患者数は 1,000

例を越し，年々増加傾向にあり，特に若年者の罹患

が目立ってきている。若年者の多くは基礎疾患のあ

るもので， アトピー疾患を持つものであった。我々

は帯状疱疹の迅速診断を蛍光標識した抗水痘帯状疱

疹ウイルスマウスモノクローナル抗体を使用して

行っている。この方法は約 1時間で診断可能であり，

帯状疱疹 90検体について検索したところ感度およ

び特異性においてもウイルス分離培養法に比べはる

かに優れていた。現在，我々は水痘および帯状疱疹

からウイルスを分離し， DNAの制限酵素切断バ

ターソを検索し疫学的調査および抗ヘルペス剤の効

果などウイルス学的に検索を行っている。

IV. アトピー性皮膚炎

本疾患の発生機序は遅延型アレルギー機序と即時

型アレルギー機序の両者の立場から検索されている

が，当科アトピー外来では，環境抗原の中でもとり

わけその陽性率が高いハウスダスト（ダニ抗原）を

用いて特異的減感作療法を試みている。抗原として

のダニは生活環境の分布相（寝具，畳， じゅうたん）

を考え合わせれば，その吸入抗原性のみならず接触

経皮的侵入性により， くり返し抗原にさらされる性

質のものである。従って， タニ抗原を用いた特異的

みられ， これらの成因に関して種々の要因が関与し

ていると考えられている。

V. 光線過敏症

まず，光線過敏症外来における頻度としては．昨

年のアンケート調査でも明らかになったごとく，名

形日光疹が圧倒的に多く，ついで光アレルギー性接

触皮府炎，光線過敏型薬疹などが主なものであった。

光線過敏型薬疹を起こす薬剤では piroxicamによ

るものの増加が注目された。更に 5-FU, thiazide系

降圧利尿剤なども原因薬剤としてみられた。そのほ

か日光藉麻疹，骨髄性プロトボルフィリン症などを

経験した。これらのうちスルフォニール尿素系経 1l

糖尿病薬である glymidinesodiumによる光線過敏

型薬疹ならびに著明な肝障害をともなった骨髄件プ

ロトボルフィリン症の 2例について報告した。光惑

作物質の invitroスクリーニング法として．従来よ

り肥満細胞脱顆粒抑制試験により種々の化学物質に

ついて検討してきた。今回 piroxicamの光市性を検

討したが，光毒性反応は検出されなかった。その即

由のひとつとしてアレルギー機序における thimer-

ossalとの交差感作性を示唆する知見もあり．今後

詳細に検討する予定である。

最近，慢性の日光暴露による発癌や，光ど化が話，

題となっているが，紫外線による皮府障害の発生に

ぱ活性酸素が関与していることが指摘されている。
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この機序解析のひとつの足がかりとして，皮府

superoxide dismutase (SOD)活性測定がある。牧々

は従来の方法と異なる原理で SOD活性を測定でき

る ESRspin-trapping法により，アトピー性皮府炎

ならびに乾癬患者皮府の SOD活性を測定し，前者

では活性の増加，後者で（ま低下を認め， これらの病

態における活性酸素ならひにその消去酵素の関連を

示唆する所見を得た。

VI. 神経線維腫症

神経線維腫症は，常染色体優性の遺伝性疾患であ

り，人口 10万人につき 30-40人の割合でみられる

稀な疾患である。現在経過観察中の神経線維腫症患

者は 1,000例を越え，種々の治療を行っている。本

症には 17番染色体に異常のみられるいわゆるレッ

クリングハウゼン病と， 22番染色体に異常があり 1l，j

側性の聴神経腫瘍のみられる疾患とがあることが明

らかになりつつあり， DNAの多様性を応用した

Restriction fragment length polymorphismを用い

て遺伝学的な研究が行われている。

また，本症患者に合併してみられる悪性神経鞘腫

の発生について，われわれが樹立した悪性神経鞘腫

組織培養細胞株についての研究が行われている。
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放射線医学

教 授 ： 望 月 幸夫 放射線治療学，放射線生物

教授：五味 誠

教授：多田信平

助教授：川上憲司

講師：原田潤太

講師：兼平千裕

研究概要

I. 放射線診断学

1. CT 

呂子

放射線治療学

放射線診断学

核医学

放射線診断‘f'.

放射線治療学

実質臓器以外に腹膜の疾患において CTの有用竹

が検討されている。腹膜面に播種される癌とともに

腹膜下間隙（間膜）を進展する癌なとか，描出され

てし、る。

高分解能 CTにより肺の病態が生体内で明らかに

されつつある。小葉単位の病変あるいは問質性病変

が病理標本に近い画像で描出されつつある。

咽喉頭の compartmental anatomyが CTに

MRIを加えることにより明らかにされつつある。

高速 CTや先天性心疾患や川崎病の冠動脈瘤の診

断に実用化されている。

2. 超音波

肝血管腫は従来高ニコーを＇i［するとされていた

が， これが経時的変化を遂げることが明らかとなっ

た。 30分問の観察時間内に腫瘍内のエコー・レベル

が変化することが観察されている。

カラー・ドップラー法により頸動脈分岐部におけ

る血流動態とアテローム形成との関係が研究されて

し、る。

7.5 MHzリアルタイム電子リニア刑探触子によ

る乳癌の診断率は 84.6%と従来のホリマー探触了・

に比べ高率である。

20 MHz探触子は表層性腫瘤（皮府・甲状腸・乳拙）

の 2次精査に有効である。

3. 介入性画像診断

血管カテーテルからの腫瘍の塞栓術，動静脈艇の

塞栓術などが次第に中枢神経系，叫頸部にも 1、も用さ

れつつあり，過去 1年半で 25例施行された。

4. DSA (digital subtraction angiography J 

冠動脈造影における DSAの有J-Il性はシネに対し

て同等以上であった。また，テジタル化した画像デー

タを記録することが可能で，かつ心筋灌流などの 11判

像化ができる。
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II. 核医学

1. 呼吸器核医学

呼吸器疾患を対象とした核医学検査は， これまて

換気・血流分布，つまり呼吸性機能を主体として行

なわれてきているが，今年度1ま非呼吸性肺機能につ

し、て検討した。すなわち， 99mTcーアルブミンを使用

した粘液線t連動の評価， 99mTc-DTPAを使用した

肺上皮透過性の評価を行なった。慢性閉塞性肺疾患，

特に気管支炎気管支拡張症では線毛運動の低ドが

みられ，間質性肺炎では，肺上皮透過性の几進が観

察された。

2. 心臓核医学

従来，心臓の核医学検壺としては，心筋血流，心

動態機能を観察する目的で，それそれ心筋シンチグ

フフ ィ 心電図同期心プルン ／チクフフィが行な

われていた。今年度， BimKr静注による心拍出量の連

続測定法を開発し，薬物負荷，運動負荷前後におけ

る心拍出量の変化を定量的に測定した。本法は色素

稀釈法に比し，精度が高く，長時間にわたって連続

測定できると同時に，短時間間隔て，繰り返し計測

も可能である点など優れている。

3. 脳シンチグラフィ

脳シンチグラフィは，最近， 123I-IMPを使用して

行なわれているが， これは脳1{11流分布のほかに，脳

細胞のレセプターの活性も反映していると言われて

いる。 123I-IMPを使用して，オリーフ橋小脳萎縮症

例における脳血流分布，機能分布の特徴について検

討し，興味ある結果を得た。

4. その他

核医学データの処理法として，因子分析の手法を

導入，各臓器機能の多変量解析を行なった。また，間

質性肺炎の換気・血流分布の特竹， 99mTc-DTPAの

腫瘍シンチグラフィとしての役割などについても新

しい知見を得た。

III. 放射線治療学

l 基礎的研究

l) 放射線治療と免疫療法の併用療法に関する /i}f

究

Biological response modifierの一つである OK-

432が，放射線による腫瘍退行過程に及ぽす影響に

ついて，免疫原性の低い C3Hマウス NFSAを用し

て実験を行なった。この結果， OK-432(2KE)を照

射前 3日より照射後 12日まで連日局注した群でぱ，

照射単独群に比べて腫瘍治癒率は明らかに俊れてお

り， TCD50/120日としても 25Gy前後低かった。



2) 組織内加温の基礎実験

比較的深部の腫瘍を局所的かつ確実に加温する方

法の一つとして，組織内加温が期待されている。我々

は臨床応用への基礎実験としてファントームおよび

犬・筋組織を用い， 915MHzmicro waveによる組

織内加温実験を行なった。装置は CLINI-THERM

社 MarkVIIで， 16本までのダイボールアンテナの

使用が可能である。 4本の加温アンテナを正方形に

刺入した際の立体湿度分布及び温度上昇率を検討し

た結果臨床に適した刺入間隔ぱ， 2cmとの結論を

得た。この場合，アンテナの Junctionを中心として，

4cmの厚さを加温できることが明らかになった。ま

たさらに，広範囲の加温を目的として 5-16本のア` ノ

テナを刺入する際の甚本配列についても検討を行

なった。この方法によれば，設定領域を確実に加温

しうると思われた。

3) 抗腫瘍クローン抗体を用いた研究

最近開発された抗乳癌単クローン抗体， CA15-3

015D8および DF3)を用いた研究を行なっている。

115D8および DF3はともに乳癌細胞および乳汁中

の高分子糖蛋白を認識している。この単クローン抗

体を 131Inあるいは lllInにより標識し，乳癌の早期

診断の応用を試みている。さらにこの単クローン抗

体を用い，免疫組織学的に組織型と抗原の分布を検

討している。

2. 臨床的研究

l) 分割照射法の研究

放射線治療可能比を向上させる試みの一つとして

“1日多分割照射法”がある。通常の照射方法より小

さい 1回線量を 1日数回照射し，総線量を高くする

hyperfractionationと1日数回照射することにより

治療期間を短縮し，腫揚の repopulationを最小にす

るacceleratedfractionationを種々の難治性癌に

試み，局所の一次効果と正常組織の反応について検

討した。

a) 1回 2Gy, 1日1回の単純分割照射法を 1回

1.2 Gy, 1日2回の多分割照射 (hyperfractionation)

にすると，晩発反応からみた正常組織の耐容線量は

約20%増加する。

b) 口腔粘膜，腸粘膜などが照射野内に含まれな

い場合は， 1回 2Gy, 1日2回の acceleratedfrac-

tionationが可能である。

C) 増殖の速い頭頸部癌，悪性脳腫瘍などに対し

ては acceleratedfractionationが可能である。

2) 温熱療法の臨床研究

13.56 MHz RF波による温熱療法は高度先進医療

として認知され，種々の深部腫瘍に対して治療が行

なわれている。内科・外科との共同で最適な加温方

法，温度測定法， さらには放射線治療，腫瘍血管塞

栓術 CTAEJとの併用方法について検討を行なって

いる。現在市での結果では肝細胞癌に対する TAE

と温熱療法の併用は有効であった。
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2) Kijima, M., Kubo, H., Nagao, F., Sugimoto, S 

and Tada, S. : MRI and CT findings of the paraeso-

phageal organs and mediastinal lymph nodes with 

invasion or metastasis of esophageal carcinoma. 

Diseases of the Esophagus. Springer-Verlag. 149-

151 0988) 

3) 望月幸夫，兼平千裕：泌尿器の癌一腎細胞癌，腎

孟・尿管腫揚．放射線医学大系 32中枢神経，胸部， I肖
化器泌尿器．中山書店． 249-260(1988) 

4) 望月幸夫，兼平千裕：泌尿器の癌一膀脱腫瘍．放射

線医学大系 32中枢神経，胸部，消化器，泌尿器．中山

書店． 268-284(1988) 

5) 望月幸夫，兼平千裕：第 I編，治療法の種類とその

選択 B.放射線療法一概論 4.照射方式と照射htの決

定法．日本臨床一癌治療学（上）．日本臨床社． 67-

78 0988) 
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哲男

進
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管外科

一般外科，臨床免疫，

泌外科，血管外科
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大腸．肛門外科

小児外科

甲状腺外科

消化器外科，肝臓外科

一般外科

一般外科

内分

研究

I. 消化器に関する研究

1. 胃癌に関する研究

胃癌の手術成績は必ずしも満足すべきものではな

い。この手術成績を向上させるものに強力な化学療

法および補助的免疫療法があるが，教室では補助的

免疫療法とくにレ｀ノチナンの併用による治療成績の

向上について検討を行っている。

胃切除術後の患者について詳細に調査してみると

ダンピソグ症状を呈する患者はかなり多くみられ

る。これらの患者について耐糖能と血中インスリン

の定量，さらに消化管ホルモンの影響などについて

も検索を進め，病態の解明に努めている。

消化管手術などの侵製により肝からの分泌蛋白の

あるものは産生が低下し，またあるものは産生が高

まることが認められている。手術侵襲とこれら蛋白

の術後の変動との関連について興味ある知見を得て

¥,‘る。

2. 肝・胆．膵に関する研究

肝血流動態に関する基礎的研究として，雑種成犬

を用い，各種各件下における門脈血流量，肝動脈血

流量，門脈圧，肝静脈楔入圧を測定し， コンピュー

タ・シミュレーションを行い，肝血流動態の解析を

行っている。この結果，門脈血流量は総肝血流量の

約 70%を占め，門脈を結紫した場合には肝動脈血流

量は著しく増加することが判明した。また，総胆管

結紫による黄疸犬を作製し，肝血流動態を正常犬と

比較検討している。

臨床面では，肝臓癌症例，胆管癌症例の臨床デー

タの集積を行い，予後決定因子に関する検討を行っ

ている。また，胆管癌症例に対しては肝臓門脈合併

切除を行う新しい術式を施行し治療成績の向上をは

概 要

かってし、る。

3． 大腸．肛門疾患に関する研究

大腸早期癌の肉眼的増殖形態と顕微鏡的な増殖態

度との関係を検討し，腺腫起源と思われる m癌， sm

癌， pm癌の診断と縮小手術の可能性について報告

を行った。

大腸癌， とくに進行大腸癌の治療は手術療法のみ

では渦足すべき成績は得られていないのが現状で，

種々の補助療法が行われている。教室では大腸癌患

者に対する術前免疫療法と術後免疫化学療法の治療

効果についての検討を行っている。

直腸癌に対する括約筋温存術後の排便機能を肛門

内圧機能より検討し，肛門内圧測定を括約筋温存手

術の適応決定の重要な検査としている。

子宮，膀脱の悪性腫瘍の治療に放射線療法が用い

られ，その後に放射線性直腸炎の発生をみることが

ある。放射線性直腸炎の治療は困難なものが多いが，

教室では難治性の放射線性直腸炎の外科治療と保存

療法の適応についてその方針を明らかにした。

人工肛門装具の改良開発に関しては以前より研究

を続けているが，装具のなかで現在最も広範に使わ

れている皮府保護剤の為害性を明らかにし， さらに

その物性的検討から為害性の主たる原因が過度の粘

着性に由来する物理損傷にあることを明らかにし

た。

大腸手術後の感染予防のためには術前処置が重要

である。術前処置に用いられる食事について検討を

加え，半消化態経腸栄養剤の有用性を報告した。

II. 血管外科に関する研究

近年，動脈砺化に起因する末梢動脈の病変は増加

の領向にあり，教室での血行再建を要する症例も増

加してきている。治療成績の向上のため血行再建手

術の手術適応の判断， さらに選択する術式の再検討

を行っている。

血行再建術の適応の評価は，心・肺・腎機能のほ

か，病変末梢の血行動態の評価が重要である。機能

的血行動態の評価として， ドプラーによる血流量の

測定後血管抵抗を算出し，さらに電気回路を用い

下肢循環系のシミュレーションモデルを作製し，血

流・血圧値・血圧波形を測定し，血行再建術後の予

測を行うとともに治療効果を実際に判定している。

また形態的な評価は，非侵襲的な方法としてカ

ラードプラーを使用し，動脈の開存状態を評価し，さ

らに動脈壁の状態の描出まで試みている。

治療面ではレーザーを併用した血管形成術の効果

に注目し臨床に応用しているが，手術後の動脈の長
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期開存にはまだ問題があり．今後の検討が必要であ

る。

III. 小児外科に関する研究

DBcAMPの出血性ショックに対する有効性を実

験的に研究した。 DBcAMPはインスリン分泌の低

下と乳酸の増加を有意に抑制し，生存率の向上に

も寄与したことを認めた。しかしDBcAMP単独で

は従来のショック療法に代わるものではなく，

DBcAMPの投与星，投与方法および同時に投与す

る輸液の組成などに関する検討が今後の課題である

と思われる。

特殊病態下（血液疾患，精神運動発達遅延児，膠

原病など）における小児の急性腹症を検討した。と

くに精神運動発逹遅延児に関しては関連病院と協同

して解析にあたった。また，社会医学的立場から小

児外科と成人外科の医療費を対比検討した。小児外

科においては手術料などの技術料の比重が高いが， l

日入院当りの収益が低いなどの点を指摘することが

できた。

臨床面では，新生児外科と悪性固形腫瘍の治療成

績の向上に努力を続け成果を得ている。悪性固形腫

瘍の治療成績の向上については抗癌化学療法の強化

に依るところが大きいのが現状である。

IV. 乳腺・内分泌関連の研究

l. 甲状腺に関する研究

甲状腺癌と特異的に反応するモノクローナル抗体

を作製し，各組織型の甲状腺癌と反応させ， このモ

ノクローナル抗体が甲状腺癌の診断に有用である成

績を得ている。さらに，全国の甲状腺疾患を多く扱

う10施設より甲状腺癌の標本を提出してもらい，こ

のモノクローナル抗体と反応させ，病理組織診断と

の関連をも含めて，この抗体の評価を行った結果，甲

状腺乳頭癌には極めて高率に反応することが判明し

た。

最近，広く用いられるようになってきた穿刺吸引

細胞診を甲状腺結節に行い，得られた細胞とこのモ

ノクローナル抗体との反応を調べた。その結果，甲

状腺乳頭癌 12例中 10例が陽性であり，良性病変 13

例中陽性例はなかった。したがって穿刺吸引細胞診

により得られた細胞にこのモノクローナル抗体を反

応させ， PAP染色を行うことにより甲状腺癌をより

正確に診断することができ，その有用性が認められ

た。

2. 乳腺に関する研究

乳癌症例について既往症，家族歴，臨床所見，病

理組織所見などについて詳細に検討を加え，その成

果の一部を報告した。

乳癌は触知する腫瘤より診断されることが多い

が，臨床的には触知されないで乳房X線写真上の微

細石灰像を示す部よりの病理組織検査で癌と診断さ

れる症例も最近増加の傾向にある。教室では改良し

た独自のフックワイヤーを用い，微細石灰化病巣よ

りの微小乳癌症例について，そのフックワイヤーの

有用性とともに報告した。

V. その他

教授桜井健可は第 1回アメリカ外科学会日本支部

会 ('88年 6月21日），第 14回日本診療録管理学会

('88年 10月20日， 21日），第 18回創傷治癒研究会

('88年 12月 3日）を主催した。

研究業績

I. 原著論文

1. 消化器に関する研究

l) 吉田和彦，西 満正，中島聡聰，大橋一郎，太田恵

朗，高木国夫（癌研） ：胃周囲リンパ系から見た胃癌

リンパ節郭清の検討． 日外会誌． 89: 664-670 0988) 

2) 篠崎登，安川繁博，竹村隆夫，氏家 久，斎藤破

瑠夫，桜井健司：後腹膜脂肪腫の中に併存した後腹膜

悪性腺維性組織球腫の 1例．臨床外科． 43:539-

542 (1988) 

3) 穴沢貞夫，桜井健司：人上肛門造設．臨床外科． 43:

810-812 (1988) 

4) 篠崎登大塚正彦，祐野彰治，山口品久，峰谷芳

弘，稲田省三，竹村隆夫，斎藤破瑠夫，桜井健司：大網

炭胞の頸捻転で急性腹症を呈した 1症例．日臨外会誌．

49 : 1272-127 4 (1988) 

5) Ill¥村泰樹，小林 進，峰谷公敏，稲田省三，桜井健

司，中原正男，亀田治男，菊地 泰：肝血管筋脂肪腫の

1例． 日臨外会誌． 49:1991-1995 (1988) 

6) 青本克彦（静岡県立こども病院），桜井健司：各臓器

疾患における画像診断の要点ー小腸ー．外科． 50:

1202-1208 (1988) 

7) Yoshida, K., Amemiya, A., Kobayashi, S., Suzu-

ki, M. and Aizawa, S. : Fibrolamellar Carcinoma of 

the Liver in the Orient. J. Surg. Oncol. 39: 187-189 

(1988) 

8) 穴沢貞夫：痔核．日医師会誌． 99（臨時増刊） ：146-

14 7 (1988) 

9) 穴沢貞夫：肛門周囲膿瘍． 日医師会誌． 99（臨時増

干lj): 148-149 (1988) 

10) 又井一雄：痔咄．日医師会誌． 99（臨時増刊） ：150-

151 (1988) 
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11) 又井一雄：尖圭コンシローム． 日医帥会誌． 99（臨

時増刊）： 154-155 (1988) 

12) 峰谷芳弘： Cholangiovenousrefluxと胆道内圧に

関する実験的研究．慈恵医大誌． 104:253-261(1989 l 

13) 片山隆市，手 太明，大塚正彦，わlll秀世，穴沢貞

夫，桜井健司，諸星栄子，工藤弘子，中泉玉江：半消化

態経腸栄養剤（クリニミール）および院内調合無残消食

を用いた大腸術前処置の比較検討 特に栄養指裸に

ついて一．輸液・栄養ジャーナル． 11:85-89 (1989) 

2. 血管外科に関する研究

l) 南雲吉則，桜井健司，鈴木昭男：糖尿病性壊疸にお

ける皮膚および皮下の動静脈吻合の形態とその意義．

最新医学． 43:1834-1835 (1988) 

2) 桜井健司，田辺達三（北大），三島好雄（東京医歯大），

阪口周吉（浜松医大），勝村達喜（川崎医大），草場 昭

（琉球大），佐久問昭（東京医歯大）：慢性動脈閉塞症に

対する MND-21の治療成績ーTiclopidineとの二爪

盲検比較試験 ．脈管学． 28:597-604 (1988) 

3) 巷野道雄：コヒーレンス解析によるバージャー病

の血行障害の定量的解析．慈恵医大誌． 103:1145-

1154 (1988) 

4) 赤羽紀武：末梢動脈血管造影の読みガー病態の把

握とその治療法の選択ー．綜合臨床． 37:2395-

2403 0988) 

3. 小児外科に関する研究

1) 水野良児，山崎洋次，安川繁t専，祐野彰治，桜井飩

司：小児縦隔奇形腫の臨床学的特徴．小児がん． 24.

340-341 (1988) 

2) 祐野彰治，山崎洋次，水野良児，桜井健司，内ill浩

志星 順隆：高ガンマグロプリン血症と血小板増多

を認めた左大腿原発血管肉腫の 1例．小児がん． 27:

193-194 (1988) 

3) 山崎洋次，水野良児，安川繁博，祐野彰治，桜井健

司：小児鼠径ヘルニア手術例に対する Ceftizoxime

坐剤の使用経験ーとくに血清および組織内移行の検

討ー．外科診療． 30:571-574 (1988) 

4) 水野良児，山崎洋次，安川繁博，祐野彰治，桜井健

司：肝動脈塞栓療法 (TAE)と肝切除術にて治療した

幼児の肝芽腫：完治したと思われる 1例．臨床外科．

43: 1817-1820 (1988) 

5) 祐野彰治，山崎洋次，水野良児，桜井健司：腸間膜

欠損を伴った totalcolonic aganglionosisの 1例．小

児外科． 21: 93-96 0989) 

6) 山崎洋次，水野良児，桜井健司：遺伝性球状赤血球

症と牌摘．小児外科． 21:136-140 (1989) 

4. 乳腺・内分泌関連の研究

1) 篠崎登，内田 賢，細谷哲男，南雲，片則，桜井健

司，下田忠和：乳腺原発の悪性リソパ肺，乳癌の臨床．

2: 527-531 (1988) 

2) 内田 賢南娯吉則，篠崎登，細谷哲男，蛯名大

介，桜井健司：放射線照射後に発生した甲状腺腫・乳癌

の 1例．臨It外科． 43:543-546 (1988) 

3) 内田賢篠崎登南雲，与則，蛯名大介，細谷哲

男，桜井健司：乳癌のホルモン・レセプターと tumor

doubling time.乳癌の臨床． 3: 291-293 (1988) 

4) 内田 賢南雲吉則，篠崎登，細谷哲男，蛯名大

介．桜井健司： 3姉妹とも同側・同一部位に発生した乳

癌．乳癌の臨床． 3:333-336 0988) 

5) 内田 賢：乳房のしこり．日医師会誌． 100（臨時増

Fl]) : 83-84 (1988) 

6) 篠崎登，塩原 明子，沢田金好（大宮総合病院），

鈴木正章．石原歳久．牛込新一郎，桜井健司：背部の

spindle cell lipomaの 1例．日臨細胞誌． 28:96-

98 0989) 

II. 総説

l) 石川i［昭，河野修三，桜井健司：腫瘍と感染ー主に

外科領域における問題について一．腫瘍と感染． 1:

25-29 0988) 

2) 南雲吉則，桜井健司，内田 賢：最近のプロステー

シス乳房形成術．外科． 50:1325-1332 (1988) 

3) Yamazaki, Y.. Mizuno, R., Yasukawa, S., Yuno, 

S., Yoshida, T. and Sakurai, K. : Surgical manage-

ment of hereditary spherocytosis in children. Ji-

keikai Med. J. 35: 483-489 0988) 

4) 穴沢貞夫，南雲吉則，桜井健司：創傷の治癒ー各種

dressing材を中心とした創傷管理法の動向一．外科診

療． 31: 1-10 (1989) 

5) 桜井健司，河野修三，巷野道雄： 80歳以上高齢者の

手術一術前検件のボイント．臨床外科． 44:169-

174 (1989) 

III. 学会発表

1) 石田秀IIt，サ 太明，大塚正彦，片山隆市，穴沢貞

夫，桜井健司： （ワークショップ）大腸早期癌治療上の

問題点ー特にリンパ節転移および再発からみた sm癌

の治療）j針．第 88回日本外科学会総会． 4月．新潟．［日

外会誌、， 89（臨時増刊） ：137 0988) J 
2) 山崎洋次，水野良児，安川繁博，祐野彰治，巷野道

雄，古川教，桜井健司，辻 和男：小児外科と医療費：

小児外科と成人外科の対比．第 25回日本小児外科学会

総会． 5月．横浜．［ H小外会誌． 24:386 0988) J 

3) Anazawa, S., Ishida, S., Katayama, R. and Sa・

kurai, K.: Clinical assessment of skin care in 

ostomy patient. VII Biennial Congress of World 

Council of Enterostomal Therapist. May. Gothen-

burg. 

4) 石田秀jtt:，桜井健司： （パネルティスカッション）大
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腸ボリペクトミー後の followupー特に腺腫と癌の

再発および新生について一．第 35回日本消化器内視

鏡学会総会． 5月．東京．［プロシーディングス． 107

0988) l 
5) 小林 進，又井一雄，秋葉直志，峰谷公敏，藤田哲

二，桜井鯉司，川上憲二：高齢者に対する術後早期離床

の効用．第 32回日本消化器外科学会総会． 7月．金沢．

［日消外会誌． 21: 1464 0988) J 

6) 又井一雄， II八村泰樹，鈴木直樹，小林 進，内山明

彦（早稲田大），桜井健司：肝臓の 3次元画像一臨床応

用への可能性．第 32回日本消化器外科学会総会． 7月．

金沢．［日消外会誌． 21:1647 (1988)] 

7) 宮本 栄，小林進，穴沢貞夫，桜井健司：大腸癌

肝転移症例における CEA doubling timeとtumor

(volume) doubling time.第 32回日本消化器外科学

会総会． 7月．金沢．［日消外会誌． 21: 456 0988) J 

8) Ishida, S., Yoon, T.M., Otuka, M., Katayama, R., 

Anazawa, S. Ikegami, M., Shimoda, T. and Sakurai, 

K. : Morphologic findings on cut surface of early 

colorectal cancer as a basis of therapeutic plan. 

XIIth Biennial Congress of the International Soci-

ety of University Colon and Rectal Surgeons. Jul. 

Gasgow. 

9) 細谷哲男武山浩，篠崎登，大野典也，桜井健

司：癌と非癌を区別するモノクローナル抗体を用いた

司，高木敬三：軟部組織好酸球肉芽腫症例の検討．第

50回日本臨床外科医学会総会． 11月．東京．［日臨外会

iも． 49:1783 0988) J 
16) 片山隆市，平 太明，大塚正彦，石田秀世，穴沢貞

夫，桜井健司： （ビテオシンポジウム）結腸ストーマ造

設術の実際．第 50回日本臨床外科医学会総会． 11月．

東京． ［日臨外会誌． 49:1614 0988l J 

17) 南雲吉則，内田 賢，篠崎登，桜井健司： （ビデオ

クリニック）形状記憶合金ワイヤーを用いた乳腺石灰

化病変の診断．第 50回日本臨床外科医学会総会． 11

月．東京．［日臨外会誌． 49:1619 0988) J 
18) 穴沢貞夫，大塚正彦，弔 太明，片山隆市，石田秀

世，桜井健司： （バネルディスカッション）放射線性腸

炎の治療．第 43回日本大腸肛門病学会総会． 11月．岡

山［大腸肛門誌． 41: s21 0988) J 

19) 片山隆市，甲 太明，石田秀世，穴沢貞夫，献村泰

樹，宮本栄，峰谷公敏，稲田省三，小林進，桜井健

司：大腸癌肝転移症例の臨床病理学的検討．第 43回日

本大腸肛門病学会総会． 11月．岡山．［大腸肛門誌． 41:

549 (1988)] 

20) 又井一雄，穴沢貞夫，河井啓三，桜井健司：一般外

科領域における炭酸ガスレーザーメスの有用性につい

てー1039症例の検討ー．第 89回日本外科学会総会． 3

月．東京．［日外会誌． 90（臨時増刊） ：447 (1989)] 

甲状腺癌血清診断．第 47回日本癌学会． 9月．東京．［日 IV. 著 書

本癌学会総会記事． 4050988) J 

10) 山口晶久，大河内康光，寺本研一，後藤 茂，住元

了，吉村成子，鎌田直司（国立小児病院）：ラット肝移

植血清移入 (Enhancement効果）によってもたらされ

る免疫学的寛容機構の解析．第 24回日本移植学会総

会． 9月．福岡．

11) 吉田二教，山崎洋次，水野良児，安川繁博，祐野彰

治，桜井健司：小児期における縦隔奇形腫の臨床と病

理第41回日本胸部外科学会総会． 10月．東京．［ II

胸外会誌． 36（臨時増刊）： 1723Cl 988) l 
12) 山田智津子，細谷哲男，桜井健司：当教室における

データベースコード化の問題点．第 14回日本診療録管

理学会． 10月．東京．

13) 安田雄一郎，餐田俊之，氏家 久，三浦金次，巷野

道雄，桜井健司，鈴木直樹，岡村哲夫，大石文於，内山

明彦（早稲田大）：両下肢モデルによる下肢循環系のシ

ミュレーション．第 29回日本脈管学会総会． 10月．浜

松．［脈管学． 28:832 0988) J 
14) 養田俊之，氏家 久，三浦金次，巷野道雄，安田雄

一郎，桜井健司，鈴木直樹，岡村哲夫：三次元血管像を

用いた移植人工血管の経過観察．第 29回日本脈管学会

総会． 10月．浜松．［脈管学． 2s:864 0988) J 

15) 石川正昭，西田 雄，山寺仁，石原歳久，桜井健

1) 桜井健司：乳癌のスクリーニングの項分担執筆．日

野原重明編：プライマリ・ケア医学（第 2版）．医学書

院． 605-610(1988) 

2) 桜井健司：外科療法．老人の診療ークその特性と周

辺ーの項分担執筆．相澤豊三，村上元孝監修：臓器別

疾患診療の実際．南山堂． 346-356(1988) 

3) 吉田和彦，桜井健司：咽頭，気管の損傷 p.62-65,桜

井鯉司：気管切開 p.66-68.杉浦光雄，榊原 宣編：外

科 Q& A (3)．金原出版．（1988)

4) 桜井健司：外科総論 p.1-25顔面・頸部 p.171-190, 

ロ腔・食道・横隔膜， p.317-337,腹部 p.339-410, p. 

442-474,山崎洋次：新生児，乳児，小児 p.475-506,桜

井健司編：外科サプノート．南江堂．（1988)

5) 桜井健司：ヘルニアの項分担執筆．中村紀夫，阿部

令彦堀原ー監修：新臨床外科学（第 2猟）．医学書

院． 500-505(1989) 

V. その他

l) 吉田和彦，中川健，松原敏樹，木下巌，翁秀

岳， 上屋永寿（癌研）：胸腔内迷走神経由来の縦隔神経

鞘腫の 4手術例． 日胸外会誌． 36:1408-1412 (1988) 

2) 穴沢貞夫：消化器ストーマのリハビリテーション

- 191然排便法か，洗腸法かー．臨床看護． 14:530-
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533 (1988) 

3) 桜井健司：毛巣洞・疱．日医師会誌． 99（臨時増刊） ： 

188-189 (1988) 

4) 桜井健司：生検の種類とその手技．

99（臨時増刊） ：277-283 0988) 

5) 桜井健司： （学会長講演）入院期間を考える．第 14

回日本診療録管理学会．日本病院会雑誌． 36:192-

196 0989) 

H医師会誌． 教

教

教

授：青木

授：鳥海

授：柏崎

助教授：貴島

助教授：高橋

助教授：中村

講 師：平井

第 2
 

外 科 学

講

講

講

講

講

講

講

照明

弥

修
達

政邑

宣眸

紀夫

勝也

師：久保宏隆

師：中本 実

師：高橋恒夫

師：稲垣芳則

師：坂口友次朗

師：木村 明

師：秋元 博

潰瘍（胃分泌と消化性潰瘍

の冶療法），門充症の外科，

食道・胃接合部の機能と外

科，逆流性食道炎

ストレス潰瘍

外科における栄養と代謝，

老人外科

胸部（食道・肺）・乳腺外科

消化器（胃・大腸）悪性腫瘍

急性胃粘膜病変・消化性潰

瘍の病理，創傷治癒

消化器（胃・大腸）悪性腫

瘍

外科栄養，食道疾患

肝・胆道・膵臓疾患

肝・胆道・膵臓疾患

門充症の外科

胸部・乳腺外科，創傷治癒

消化器（胃）悪性腫瘍

胃分泌と消化性潰瘍の治療

研究概要

I. 消化性潰瘍の成因と外科治療の研究

1. 胃分泌動態の研究

十二指腸潰瘍に対する手術の適応と術式の問題

を，胃内・外分泌動態を中心に検討し，良好な成績

を収めている。またさらに，基礎研究としては， ガ

ストリン，セクレチンなどの消化管ホルモンと酸分

泌の feed back機構の検討（ラット）， ヒスタミ` ノ

H2 • receptor antagonist投与や迷切術後に発生す

るG-cellhyperplasiaに対する予防法を検討してい

る。

2. 胃潰瘍の成因および慢性化に関する研究

潰瘍の発生機序に関し胃粘膜微少循環，微細血管

像および， カテコールアミン， レニン，アンジオテ

ンシン等の関係を観察している。実験的にはラット

における急性胃疾患モデルを用い胃粘膜血流・粘液

分布・粘膜ポテンシャルなどの点につき観察してい

る。また，臨床的研究として術後とくに感染，黄疸

時急性潰瘍 (AGML)の臨床病態治療方針などに

ついて研究を進めている。

慢性胃潰瘍に関しては，現在，酢酸潰瘍モデルを

用いて，新生血管の再生， コラーゲンの生成，プロ

スタグランディンの面から検討している。
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3. 胃手術後（潰瘍）障害に関する研究 VI. 食道・胃接合部機能に関する研究

消化性潰瘍に対する胃切除術，迷切術施行例を中 食道・胃接合部機能については，食道・胃内圧測

心として，骨障害の面より MD法を用い，障害の程 定ならびに pH引き抜き曲線の分析により食道・胃

度を把握するとともに治療を行っている。 接合部機能を検討し，アカラジアに対する新しい術

式の確立を求めている。（本領域の研究に三越賞が贈

II. 上部消化管出血の研究 られた）。

近年の研究は，いわゆる術後ストレス潰瘍，およ

び食道静脈瘤破裂などの臨床病態，治療対策などの VII. 肝・胆道・膵の研究

研究が主題となっている。砺化療法に関しては，肝 1. 肝：肝硬変併存肝癌に対する肝予備能に関す

機能や局所血流に及ぽす影響からみた評価がなされ る教室での研究結果をもとに，肝切除前後の肝血流

ようとしている。 H2receptor antagonisLの台頭は， 贔の測定を含め，肝再生に関する検討を行っている。

治療対策を大きく変えた。 2. 胆道： ①胆石症：胆石を鉱物学的面から解

析し，現在X線解析を併せて行い，胆石分類を今ま

III. 腹部消化管の悪性腫敵に関する研究 でとは異なる方面より検討している。②胆道癌：

対象は胃癌，大腸癌が大部分である。 切除率および手術成績の向上を目指し，集学的治療

1. 甚礎的研究：ラットによる胃・大腸の発癌実 の一環として術前体外照射療法を行ってきた。その

験を行い，発癌過程の組織学的研究，各種プロモ一 切除標本を病理学的に観察し，その効果および胆道

ターの検索免疫賦活剤，抗癌剤の影響，宿主免疫 癌の進展形式，再発形式を検討している。

能の変化などを検討している。また，手術と宿主免 3. 膵：ラット実験膵炎にて，膵炎発症時の病態

疫能の関係，それを介しての癌発育病態の検討，手 解析をホルモン動態の面から検討している。

術補助免疫化学療法の新しい方法， BRMとしての

意義，癌転移経路の実験的研究などが行われている。 VIII. 頸・胸部臓器外科の研究

2. 臨床的研究：胃癌，大腸癌の新しい術式，郭 肺，食道，縦隔，乳腺，甲状腺，耳下腺などの外

清法の開発研究，手術補助免疫化学療法の開発研究， 科的疾患を対象に臨床的研究を行っている。

BRMの研究，手術に伴う宿主免疫のパラメーター 肺に関しては，手術例の整理・検討を行っている。

の研究などが主体として行われている。 食道では癌摘出後の再建術の研究を行っている。再

IV. 創傷治癒に関する研究

創傷治癒に関して，黄疸モデルを用いその治癒障

害の機序を分析している。高度肝障害では，局所に

おけるフィブリン網の形成が乏し <,fibroblastや

collagenの生成が遅れるのが原因である。この肝障

害のほかにも創傷治癒が遅延する病態があり，その

機序を検討中である。

V. 門冗症，肝硬変症と外科．移植免疫の研究

門充症に対する外科治療においては直逹手術の術

式はほぽ確立され，肝予備力，肝循環により手術お

よび硬化療法における適応および効果を検討してい

る。また肝硬変症における消化管の変化，特に胃循

環と胃粘膜変化を引き続き血流の面より検討してい

る。北里大，移植免疫教室に教室員を派遣し肝移植

を中心としたリンバ球の変動を追求するとともに，

建縫合に，最近では縫合器 (stapler)を使っている。

これによって吻合部の縫合不全などの合併症も少な

いようである。縦隔では，胸腺と重症筋無力症との

関係からみて，胸腺摘出術の症例が多い。乳腺では，

比較的早期癌に対する縮小手術の症例も重ねつつあ

る。

IX. 外科における栄養・輸液に関する研究

ビクミンにつし、ては，特に脂溶性ビタミン A,D,E

の術後の代謝至適量さらに各病態下での代謝につい

て臨床および動物実験で検討している。ストレス負

荷下の胃粘膜細胞のプリン代謝への影響， フリーラ

シカルとの関係などについて ATP, Xantinox-

idase,尿酸より検討し，さらにストレス潰瘍発生に

対する高カロリー輸液の抑制効果についても検討し

てし、る。

バイオボンプを用い実験的犬肝移植を行い全身循環 X. 老人外科に関する研究

動態，消化管ホルモンの肝の役割を検討している。 高齢者の手術症例が極めて増加している現在，い

かに老人の手術成績を向上させるかが重要課題であ

る。
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現在では 70歳以上の高齢者でも積極的に手術が 10) 古川良幸，羽生信義，大平洋一，中田浩二，阿部販

できるようになったが，術後合併症の発生率は決し 信，青木照明：胃手術後の LESの収縮連動と迷走神経

て少なくはない，緊急手術例ではいまたに死亡率が 関与について．哨化器科． 9(6): 642-653 (1988) 

高い。そこで術前・術後の管理を含めた対策につし、 11) Takahashi, T.. Tashiro, N., Ikeuchi, J., Nagao, 

て検討してし、る。 F. and Sudo, T.: A classification system for gall-

stones based on structures of outer and cut surfaces 

（編集部より） 長尾房大教授は，＇ 88年 3月31日

をもって定年退職され， 4月1日付名誉教授の称号

を贈られた。第 2外科学講座担当教授には青木照明

助教授が選出され， 4月1日に就任された。

研究業績

I. 原著論文

1) 鳥海弥寿雄： Calcitoninの胃分泌および胃排出能

におよぽす影響について．ー H2＿受容体拮抗剤長期投

与後の高 gastrin血症酸分泌冗進に対する影響を含め

て一．慈恵医大誌 103(3): 717-728 0988) 

2) 大平洋一：各種胃切除術後における残胃運動と消

化管ホルモン動態に関する実験的研究． 日本平滑筋学

会雑誌． 24(2):79-100 (1980) 

3) 水永 篤，青木照明，高野哲，柏本秀幸，高山澄

夫，伊藤顕彦，徳安公之，古川良幸，鳥海弥寿雄，関根

千秋，秋元 博長尾房大：十二指腸潰瘍症例における

G/Dと酸，ガストリン分泌について．胃分泌研究会誌．

第20回研究会記録． 20: 85-88 0988) 

4) 藤森努，中村紀夫，坂口友次朗，田村茂樹，原伸

ー，小野敏孝，永田 徹，山本英昭，緒方直人，石井雄

二，長尾房大：実験的ストレス潰瘍の発生過程におけ

Part I. Jikeikai Med. J. 35(1): 77-89 0988) 

12) Takahashi, T., Tashiro, N., lkeuchi, J.. Nagao, 

F., and Sudo, T.: A classification system for gall-

stones based on structures of outer and cut surfaces 

Part II. Jikeikai Med. J_ 35(1) : 91-107 0988) 

13) Kijima, M., Kubo, H., Nagao, F., Sugimoto, S 

and Tada, S. : MRI and CT findings of the paraeso-

phageal organs and mediastinal lymph nodes with 

invasion or metastastis of eshophageal carcinoma. 

Ed. by J.R. Siewert and A.H. Holscher Springer-

Verlag. Diseases of Esophagus. 149-151 (1988) 

14) 佐々木龍司：実験的ストレス潰瘍の成因としての

胃組織中尿酸値の変動．慈恵医大誌． 103(3):703-

715 (1988) 

15) 久保宏隆，佐々木龍司，吉井修二，堀 訓也，津田

直哉，中村紀夫，柏崎 修，青木照明：水浸拘束ストレ

ス潰瘍におけるラ y 卜胃組織中尿酸値の変動． Cyto-

protection & biology. 6: 425-434 (1988) 

16) 久保宏隆，吉井修—.:.:，津田直哉，堀 訓也，新井尚

芳（水野病院） ：大腸X線検査前処置におけるジャネフ

凝厚流動食 [K-1]の効果について． JJPEN. 11(1): 

109-112 0989) 

る胃壁内・内因性カテコールアミンの胃粘膜に及ぽす II. 総 説；

影響．実験潰瘍． 14:26-29 (1988) 1) 青本照明，秋Jじ 博．柏木秀幸：上部消化管救急缶

5) 古）1|良幸，阿部貞信，中田浩二，森田茂生．大平祥 療ー現況と対策一胄・1-．．指腸穿孔．消化器科． 9(1):

ー，羽生信義青本照明： H2receptor antagonistsの 65-70 (1988) 

消化管運動に対する作用．胃分泌研究会誌．第 21回研 2) 青木照明．柏木秀幸．秋元 博： 21世紀へ向けての

究会記録． 21: 137-142 (1989) 潰瘍外科の問題点．日本消化器外科学会誌． 21(10):

6) 石井雄二：ヒト胃粘膜血流量および微細血管構築 2455-2458 (1988) 

の部位的差異とその特性．慈恵医大誌． 103(3): 687- 3) 高野 哲，福地康紀．渡辺正光．柏木孝仁．肖木照

701 (1988) 明，長尾房人．：薬の知識 Secretin（七クレチン）．消化

7) 佐々木謙伍：肝障害ラットに対する手術侵股によ 器内科． 3(12):1781-1784 (1988) 

る糖代謝異常に関する実験的研究．慈恵医大誌． 4) 青木照明．柏木秀辛，秋元 博：消化器良性疾患の

103(3) : 739-749 (1988) 手術適応ー最近の考え方 消化性潰瘍．臨床外科．

8) 古川良幸，青木照明．大平洋一．中田浩ご，阿部貞 44(4): 477-485 (1989) 

信，羽生信義，長尾房大： LES(Lower Esophageal 5) 肖木照明．柏木秀幸：消化管出血の重症度判定と

Sphincter)の収縮運動と迷走神経関与について． Ther- first aid.消化器内科． 3(4): 533-541 (1988) 

apeutic Research. 9(1) : 126-136 (1988) 6) 青木！I，佐明，柏木秀幸，秋尤 博：高齢者における上

9) 古）l|良幸．羽生信義，大平洋...中田浩二，阿部貞 部消化秤出血の診断と治療ー外科的立場から一．老

信青木照明：胃手術後の LESの収縮運動と迷走神経 年消化器病． 1(1):43-47 (1988) 

関与について． H本平滑筋学会雑誌． 24(2): 131- 7) 青木照明，柏木秀幸，秋尼 博：胄：Llll)1．外科治療．

145 (1988) 58(6) : 646-654 (1988) 
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8) 長尾房大．高橋宣肝：術後合併症．消化器障害．日

本臨床．（増刊）： 921-925(1989) 

III. 学会発表

1) 青木照明，久保宏隆，平井勝也，柏木秀幸，貴島政

邑： （示説）当教室における外科臨床実習の工夫．第

105回成医会総会． 10月，東京．

2) 柏木秀幸，青木照明，秋元博，高山澄夫，高野哲，

古川良幸，長尾房大： （ワークショップ）酸分泌よりみ

た穿孔性消化性潰瘍の病態と治療．第 88回日本外科学

会総会． 4月．新潟．

3) Sekine, C., Aoki, T., Kashiwagi, H., Takayama, 

S., Takano, S., Akimoto, H. and Nagao, F.: 

(Moderated round-table discussion) Gastrinoma, 

antral G-cell hyperplasia and duodenal ulcer dis-

ease. 10th World Congress, Collegium Interna-

tional Chirurgiae Digestivae. Sept. Copenhagen. 

4) Aoki, T.: (Panel Session IV) Inducations for 

Ulcer Surgery, 1988. 10th World Congress, Col-

legium International Chirurgiae Digestivae. Spet. 

Copenhagen. 

5) 柏木秀幸，青木照明，秋元博，高野哲，古川良

幸： （シンボシウム）トニ指腸潰瘍に対する選択的近位

迷走神経切離後酸・gastrin反応の変化ー特に幽門形成

術の影響について一．第 25回日本臨床生理学会総会．

10月．名古屋．

6) 藤森 努，中村紀夫，坂口友次朗，田村茂樹，小野

敏孝永田 徹，山本英昭，石井雄二，緒方匝人，青木

照明：ストレス潰瘍修復過程における胃粘膜血流と血

管作動性物質の変化．第 16回日本実験潰瘍研究会． 12

月．京都．

7) 青木照明，柏本秀幸：消化器潰瘍出血例に対するバ

ネル．第 75回日本消化器病学会総会． 3月．横浜．

8) 高橋宣眸，平井勝也，大塚明夫，高橋正人，木村 明，

黒田徹，吉田忍，柵山年和，足利建，忠岡信彦，

塚本伝彦，山田康裕，秋庭宏紀，長尾房大： R2郭清か

らみた胃癌手術術式の適応について．第 88回日本外科

学会総会． 4月．新褐．

9) 山田康裕，高橋宣肝，平井勝也，高橋正人，木村 明，

吉田忍，黒田徹，柵山年和，足利建，秋庭宏紀，

塚本伝彦，忠岡信彦，青木照明： 1cm以下の大腸癌の

検討．第 29回大腸癌研究会． 7月．浜松．

10) 中田浩二，古川良幸，大平洋一，阿部貞信，羽生信

義青木照明：胆淡運動に対する迷走神経関与につい

て．第 30回日本消化器病学会大会． 10月．鹿児島．

11) Nagata, T., Tamura, S., Sakaguchi, Y., Na-

ness of fibrin adhesive their treatment. 10th World 

Congress, Collegium International Chirurgiae 

Digestivae. Sept. Copenhagen. 

12) Yamamoto. H., Nakamura, N., Sakaguchi, Y., 

Fujimori, T. and Aoki, T.: (Poster) The role of 

endogenous catecholamines on the disturbance of 

the mucosa! blood flow in the progression of acute 

gastric mucosa! lesions. International Congress of 

Gastroenterology & Digestive Endoscopy. Sept. 

Rome. 

13) 稲垣芳則．岩崎 貴．関口更ー，佐野勝英．守矢士

郎，青本照明：食道静脈瘤治療における硬化療法と直

達手術の選択基準．第 21回日本門脈圧充進症研究会． 9

月．札幌．

14) Aoki, T., Inagaki, Y., Iwasaki, T., Sekiguchi, K. 

and Sano, K. : An experimental study on vascular 

structure of lower esophagus and upper stomach in 

portal hypertension rats. Intematioal Symposium 

on Portal Hypertention and Digestive Organs. 

Feb. Tokyo. 

15) 古川良幸，青木照明，阿部貞信，中田浩二，大平洋

ー，羽生信義．貴島政邑，長尾房大：術後逆流性食道炎

に関与する下部食道括約筋の収縮運動について．第 42

回食道疾患研究会． 6月．東京．

16) Takahashi. T., Nakamoto, M., Sudo, T. and 

Nagao, F.: (Poster Session) Calculi in the Meckel's 

diverticulum associated with calculi in the gall-

bladder and intestinal malrotation. 10th World 

Congress, Collegium International Chirurgiae 

Digestivae. Sept. Copenhagen. 

17) 貴島政邑，青木照明，久保宏隆，坂口友次朗，岩渕

秀一，長尾房大：特発性食道破裂の発生機序について

（自験 7例を含む本邦報告 200例の集計的観察）．第 42

回食道疾患研究会． 6月．東京．

18) 坂口友次朗，貴島政邑，久保宏隆，岩渕秀一，吉井

修二，伊東 保，青木照明：教室における縦隔腫瘍の集

計的検討．第 41回日本胸部外科学会総会． 10月．東京．

19) 吉井修二，久保宏隆，坂口友次朗，貴島政邑，伊東

保，柏崎 修，青木照明：食道癌手術におけるリスク

ファククーの検討．第 41回日本胸部外科学会総会． 10

月．東京．

20) 久保宏隆，堀 訓也，佐々木龍司，吉井修二，津田

直哉，中村紀夫．柏崎 修，長尾房大：水浸拘束ストレ

ス潰瘍におけるラット胃組織中尿酸値の変動．第 88回

日本外科学会総会． 4月．新褐．

kamura, N. and Nagao, F. : (Poster Session) Delay- IV. 著書

ing factors of would healing n gastrointestinal 

suture sites with obstructive juandice and useful-

l) 青木照明，秋元 博，柏木秀幸：外科的治療．図説

内科診断治療講座 7.消化性潰瘍．メジカルビュ一社．
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224-231 (1989) 

2) Furukawa, Y., Aoki, T., Ohira, Y., Nakada, K., 

Abe, S., Hanyu, N. and Nagao, F. : Contractile 

activity of the lower esophageal sphincter and the 

contribution of the vagal nerve. Ed. by M. Tsu-

chiya, F. Nagao, Y. Matsuo, Y. Kasuya. Gastro-

intestinal function Excerpta Medica. 6: 31-47 

(1988) 

3) 青木賠明，秋元 博，柏木秀幸：外科手術への適応．

岡部治弥，後藤由夫，松尾裕，土屋雅春，浅木茂．

編：胃潰瘍の治療と再発防止一臨床の最前線ー．医

薬ジャーナル． 241-250(1989) 

V. その他

l) 長尾房大，高橋宣肝：消化器外科手術アトラス．幽

門側胃切除術．消化器外科． 11(7): 866-874 0988) 

青戸病院外科学

教授：三穂乙賓

助教授：鈴木博昭

助教授：高橋宣膵

講師：高橋正人

研究概要

肝胆膵の外科．大腸疾患

消化器内視鏡外科

消化器癌外科

消化器癌外科

l. 胃癌を主とする消化器癌の腹膜転移機構につ

いての動物実験は続行中である。

2. 大腸癌の肝転移機構について，門脈系の役割

について臨床的に切除腸管および肝について検討し

ている。

3. 大腸癌の脈管侵襲について，血管構築の面か

ら病理組織学的に検討した。

4. 大腸癌の腸閉塞例について，臨床病理学的に

検討を加え国際消化器外科学会に報告した。

5. 乳癌のホルモンレセプター測定を行い，特定

研究の一環として免疫化学療法を実施している。

6. 肝硬変症における食道静脈瘤の発生と肝機能

および胃分泌機能との関連性について，臨床的検討

を行った。

7. 消化管出血に対する内視鏡的止血法

消化管大量出血に対して高周波法， ヒートプロー

ブ法，マイクロ波法． レーザー法，純エクノール局

注法などの内視鏡的止血法を行い，出血のための緊

急手術を回避できるようになった。今後の問題点は

急性胃粘膜病変 AGMLと再発癌からの出血のコン

トロールで，その再出血防止対策を検討中である。

8. 食道・胃静脈瘤硬化療法

食道静脈瘤出血に対する内視鏡的法療として

Aethoxysclerolを用いた硬化療法を導入してから

約 10年経過したが，初期に再出血を繰り返す高度肝

障害例と胃静脈瘤出血例であり，新硬化剤 Histoa-

cry!の導入，手技の工夫などを行って検討中であ

る。

9. 早期消化器癌の内視鏡的治療

早期癌として発見されたのに，高齢，重症合併症

のために手術不能あるいは手術拒否例も少なくな

い。内視鏡的ボリペクトミ ，レザ照射．マイ

クロ波， ヒートプローブ法，薬剤局注などにより局

所治療が可能になった。特にリンバ節転移の可能性

がほとんどない typeの癌に対して根治が期待され

る。適応と限界について検討を進めてみる。

10. 消化管狭窄に対する内視鏡的治療

術後吻合部搬痕性狭窄（良性）と癌性狭窄があり．

-123-



いずれも内視鏡的根治術の適応である。ブシー法焼

灼法などがあり，極めて有効である。とくに再発ま

たは切除不能癌に対して本法による治療は癌末期例

の qualityof lifeの追求に有意義であると言えてい

る。

11. 胆道，膵管疾患に対する内視鏡的治療

総胆管結石に対する内視鏡的切開術 (EPT)は極

めて有効であり，適応症例も増加している。悪性の

胆道狭窄，膵管狭窄に対しても EPTまたはドレ

ナージ法(ERBD)などを行っている。術中，術後 T

tubeからの胆道鏡的治療もルーチンに行い，胆膵疾

患にも積極的な内視鏡治療を行い，その適応と限界

を検討中である。

12. その他

1) 大腸疾患とくに大腸ボリープ，早期癌，出血

に対して内視鏡治療を行っている。また，気管支鏡，

艇孔鏡もルーチン検査とし，必要に応じて治療を

行っている。

2) 1988年度からは専 3年 の 外 科 学 総 論 実 習 に

関して，他の外科系各科と共同して実習用ビデオの

作制を行い，青戸病院外科では基本的外科手術器具

とその使用法のビデオ作制を担当した。また 6月の

3週問に各教室で作制されたビデオおよび実技につ

いて専 3年学生 20名を対象として実習を行った。

3) 専 4年学生の臨床実習を 2週間担当したが，

実際には 1週間のみで，残り 1週間は柏病院におい

て救急患者の診療実習をするように変更されている

が， この点なお問題を残している。

何れにせよ， 1988年度からは坐学講義のみなら

ず，臨床実習にむしろ重点を置いた教育が実行され

るようになったが，症例の数，内容，緊急性など青

戸病院外科の学生教育面での重要性がようやく認識

されるようになった。

13. 7月 30日，第 6回食道静脈瘤硬化療法研究

会を東京，京王フ゜ラザホテルに於て，助教授鈴木博

昭が主催で開催した。

研究業績

I. 原著論文

1) 山本 学，鈴木博昭，千葉井基泰，三穂乙賓：内視

鏡的に摘出しえた乳幼児の十二指腸空腸異物の 2例．

Progress of Digestive Endoscopy. 32: 220-223 

(1988) 

2) 千葉井墓泰，鈴木博昭，塩入信彦，山本 学，三穂

乙賓：内視鏡治療が奏功した胃全摘後吻合部再発胃癌

の 1例． Progressof Digestive Endoscopy. 32: 212-

215 0988) 

3) 鈴木博昭，三穂乙賓：消化管疾患ー最新の治療 消

化管出血の診療における評価と対策．臨床医． 14:

1760-1763 (1988) 

4) 鈴木博昭．山本 学，岡井秀行，千葉井基泰，青木

哲．三穂乙賓： （特集：病期・病態からみた薬剤の選択

と投与法ー I消化管ー）．食道静脈瘤特に硬化療法．

医学と薬学． 20: 5-9 (1988) 

5) 三穂乙賓：図解講座病態生理十二指腸潰瘍．ク

リニカルスタディ． 9(12):57-59 (1988) 

6) 鈴木博昭：大量下血に対する内視鏡的止血法．消化

器外科． 11:1347-1353 (1988) 

7) 三穂乙賓：大腸癌の臨床病理学的研究．消化器外

科． 11: 1844-1845 (1988) 

8) 三穂乙賓：図解講座病態生理 直腸がん．クリニ

カルスクディ． 9(13): 57-59 (1988) 

9) 鈴木博昭： Aethoxysklerolの血管内外注入法によ

る食道・胃静脈瘤硬化療法． CastroenterologicalEn-

doscopy. 30 : 2888-2892 (1988) 

10) 塩入信彦：大腸 Pm癌の臨床病理学的研究．慈恵医

大誌． 103:1243-1252 (1988) 

11) 鈴木博昭，山本学，千葉井基泰，青木哲．三穂

乙賓： Histoacrylを用いた胃静脈瘤硬化療法． Prog-

ress of Digestive Endoscopy. 33 : 83-86 (1988) 

III. 学会発表

1) 鈴木博昭： （シンポジウム）上部消化管内視鏡に伴

う偶発性とその対策．第 35回日本消化器内視鏡学会． 5

月．東京．

2) 山本 学，鈴木博昭，塩入信彦，岡井秀行，千葉井

基泰，三穂乙賓：高度食道狭窄の内視鏡的拡張術にお

ける 2,3のエ夫．第 35回日本消化器内視鏡学会． 5月．

東京．

3) 山本 学，鈴木博昭，千葉井基泰，三穂乙賓：胃静

脈瘤出血に対する内視鏡的硬化（栓塞）療法ー Histoa-

crylの使用経験ー．第 46回日本消化器内視鏡学会関

東地方会． 6月．東京．

4) 青木 哲，千葉井甚泰，北原慎太郎，千葉秀明，鈴

木博昭，三穂乙賓：胃悪性リソパ腫の外科，第 60回成

医会青戸支部例会． 6月．東京．

5) 青木 哲，千葉井基泰，北原慎太郎，岡井秀行，千

葉秀明，鈴木博昭，三穂乙賓：胃悪性リンパ腫の 5例．

第 200回日本消化器病学会関東地方会． 7月．東京．

6) 山本学，鈴木博昭，千葉井基泰，青木哲，三穂

乙賓：胃静脈瘤治療中に出血し，治療に難渋した 3症

例．第 6回食道静脈瘤硬化療法研究会． 7月．東京．

7) Chibai, M., Miho, 0., Kitahara, S. and Asayama, 

I. : Obstructing carcinomas of the colon and rec-

tum. Collegium Internationale Chirurgial Diges-

tive 10th World Congress. Sept. Denmark. 
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8) Yamamoto, M., Suzuki, H., Okai, H. and Miho, 

0.: Endoscopic sclerotherapy technique aethoxysk-

lerol. Collegium Internationale Chirurgial Diges-

tive 10th World Congress. Sept. Denmark. 

9) 青木哲，鈴木博昭，山本学，千葉井基泰，岡井

秀行，三穂乙賓：食道・胃静脈瘤出血に対する治療のエ

夫．第 105回成医会総会． 10月．東京．

10) 青木哲，鈴木博昭，岡井秀行，山本学，千葉井

基泰，三穂乙賓：術後再発潰瘍の手術例における内視

鏡的所見．第 36回日本消化器内視鏡学会． 10月．京都．

11) 青木哲，北原慎太郎，山本学，塩人信彦，鈴木

博昭，三穂乙賓：球後部に狭窄を伴った消化性潰瘍の

2例．第 47回日本消化器内視鏡学会関東地方会． 11月．

神奈川．

12) 三穂乙賓： （特別講演）クローン病について．第 61

回成医会青戸支部例会． 11月．東京．

13) 青木哲，山本学，北原慎太郎，鈴木博昭，三穂

乙賓：消化性潰瘍の術後再発例について．第 61回成医

会青戸支部例会． 11月．東京．

14) 千葉井基泰，岡井秀行，朝山 功，山田 哲，千葉

秀明，塩入信彦，三穂乙賞：腸重積症例の検討．第 61

回成医会青戸支部例会． 11月．東京．

15) 山本学，鈴木博昭，青木哲，三穂乙賓：硬化療

法例における胃酸分泌機能検査成績の検討ー特に胃病

変からの再出血例を中心として．第 7回食道静脈瘤硬

化療法研究会． 1月．大阪．

16) Suzuki, H., Yamamoto, M. and Miho, 0. : En-

doscopic control of post-sclerotherapy reccurent 

bleeding. International symposium on Portal 

hypertension and digestive organs. Feb. Tokyo. 

第三病院外科学

教授：伊坪喜八郎 一般外科，食道・肺・縦隔

の外科，癌の治療

助教授：安藤 博 一般外科，消化器外科，消

化器内視鏡，外科学史

助教授：小室恵二 一般外科，乳癌の外科と化

学療法

講師：長山 瑛 一般外科，消化器外科，胃

癌の治療

講師：半沢 隆 一般外科，胸部外科（肺．

食道）

講師：平沢正典 一般外科，消化器外科，腸

管の外科

講師：原 芳信 一般外科，乳癌の化学療法

研究概要

I. 血管外科に関する研究

左下肢深部静脈血栓症は iliaccompression syn-

dromeが原因とされているが，左下肢深部静脈血栓

症の原因については不明な点が多い。そして右大腿

腸骨静脈に対する併走動脈の関与に着目し，（1)動

脈硬化性変化の強い症例や，右下肢深部静脈血栓症

例の骨盤動静脈造影を行い，その影響を検討してい

る。（2)病理解剖例で腸骨静脈が動脈により圧迫さ

れている部位の内膜の組織的変化を調べ，（3)静脈

がうっ滞した時の血液凝固系，血小板系の変化を測

定する為に，血管造影時の圧迫止血前と圧迫後約 12

時間経過時の大腿静脈血を採血して検討している。

最近増加傾向にあるリンバ浮腫患者の治療法につい

ても，従来の保存療法に代り積極的にリンパ管静脈

吻合術のような外科的治療法を試みようと考えてい

る。

II. 乳腺外科に関する研究

乳癌においても stageがその予後を左右する最大

の因子である，われわれは狛江市における一次，ニ

次検診に加え，調布市，武蔵村山市の二次検診を引

き受け早期乳癌の発見に努力している。最近，乳癌

の治療は縮小手術が主流となり，われわれも乳房温

存手術を本格的に開始した。同時に一期的乳房再建

術を併用している。この点に関してさらに積極的に

症例を重ねて，その妥当性を検討する。化学療法は

再発進行癌に対して ADMを中心に，ホルモン剤を

併用した治療法が効果をあげているため継続して検

討する予定である。治療効果判定に関しては ST439 
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検査を加えた腫瘍マーカーで評価の確立を目指して

し、る。

乳癌の診療ならびに手術にともなう患者心理の変

化に関する研究を行っているが，その多彩な心理変

化が判明したため，さらに追跡していく予定である。

III. 胸部外科に関する研究

自然気胸の原因である気腫性肺嚢胞に関して雑種

成犬を用いて薬剤による末梢肺動脈血行障害と末梢

気道の炎症を誘起し，骰胞の発生および発育状態に

関する基礎実験を行っている。臨床における自然気

胸に現在主として行われている腋窓開胸による手術

はほぽ確立されているが，今後症例を分析選択して

胸腔鏡下の治療も検討したいと考えている。また肺

癌では，症例のほぼ全例に気管支動脈造影(DSA)を

行っておりその所見に関して分析している。また食

道超音波内視鏡 CE-EUS)による縦隔，頸部リンパ

節の所見と肺癌，食道癌手術郭清リンパ節を比較検

討している。なお気管支周囲の徹底郭清，断端閉鎖，

形成手術の粘膜変化および再生機転を動物実験で組

織学的に検討する予定である。胸部食道癌の予後は

悪くその効果的なリンパ郭清範囲を決定することが

難しい。Im以上の症例には郭清範囲の慎重な適応を

決定すべく広範囲郭清を行っている。また，術前術

後の放射線照射，化学療法の集学的治療を行い予後

の向上に検討している。胸部疾患および上腹部手術

症例の術後呼吸機能をスパイログラムおよび Xe,

MAA換気血流ヽンンチグラムにより検討し今後の向

上に供したいと考えている。

IV. 消化管の外科に関する研究

胃癌研究グループでは癌の悪性度は現行の組織分

類のみでは判断しかねるところがあると考え，手術

で得られた切除新鮮慄本を Thymidin類似物質で

ある Brduを使って染色し，細胞の増殖度を Labe-

ling Indexで表すと同時にフローサイトメトリーで

各細胞の DNAploidy patternを測定し検討してい

る。 LabelingIndexおよび DNAploidy patternは

癌の悪性度と相関することが明らかに成りつつあ

り，術前化学療法の施行症例と非施行症例を比較す

ることにより効果判定の指標になるものと考えてい

る。また術前化学療法が生体に与える諸影響を免疫

能を含めて検討している。その他臨床では胃癌治癒

手術後にみられる胆錐機能障害についても検討中で

ある。なお実験的には OK432を牌臓内に部分的動

注塞栓しその免疫賦活作用を動物を用いて検討して

し、る。

大腸癌は最近増加傾向にあり年間 60例を越える

ようになってきた。積極的に早期発見の努力により

早期大腸癌の症例も 10％前後となっている。一方，

高齢者大腸癌，重複癌，多発癌，他臓器転移も増加

しているが．可能な限り積極的に切除し予後の向上

に勤め， これらぱ臨床的検討を行っている。手術術

式について，側方郭清，他臓器合併切除を含めた拡

大手術， 自律神経温存術式，早期癌に対するポリペ

クトミーや局所切除など症例に応じて対応しその結

果を検討している。併用療法は，従来から協力して

いる癌治療財団による特定研究の他に，教室独自の

化学療法や放射線治療を施行し成績の向上に努力し

ている。またモノクローナル抗体による癌病巣の染

色と血中 CEA値をはじめとする各種腫瘍マーカー

との相関， T-cellサブセットの測定等を検討し再

発転移，予後の判定等に使用するべく研究を重ね

ている。

V. 肝・胆・膵の外科に関する研究

肝細胞癌に対しては肝予備能の許す限り肝切除を

第 1選択として行ってきたが，術前診断で massive

typeと考えられた症例の切除後の予備は必ずしも

良好ではなく，かえって TAEを繰り返し行った症

例に延命効果が認められている。このため術前の画

像診断（特に Angiograply)より HCCの肉眼型を適

確に診断し治療法を決定すべく検討を行っている。

また肝硬変合併症例の肝切除は縮小手術にならざる

をえない症例も少なくなく，かかる症例に対しては

集学的治療として術中の肝動脈結紫の付加あるいは

術後早期の TEA,化学療法を併施し，肝切除のみを

行った症例との再発時期などに関する比較検討を

行っている。従来より臨床的研究として食道静脈瘤

合併肝細胞癌の治療法に関して種々の方法を試みた

が，現時点では静脈瘤に対する内視鏡的硬化療法と

肝細胞癌に対する肝切除の組み合せがもっとも効果

的であるとの結論をえたが，今後も症例を重ねて検

討を行う。

胆道癌は治癒切除が長期生存の心須条件であるこ

とからも明らかなように積極的外科治療が基本であ

り， とくに肝淡癌肝門浸潤例，肝門部癌においては

肝膵十二指腸切除 CHPD)で治療切除を目指してい

る。また，その診断においても PTCDを拡張し

PTCSを行い同時に生検を施行し術前診断の質の

向上を計っている。さらに従来より教室で行ってい

る病理組織学的検討により壁深達度，神経周囲浸潤

様式の特徴を検討し最近では CEA染色， CA19-9 

染色での観察も試みている。胆石症に関してはとく
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に肝内結石症の術後内視鏡治療に対する手技の開発

に努めている。膵癌はその予後の悪さから早期診断

が望まれており， US,EUS, ERCP, thin slice CT, 

Angiographyの組み合せにより比較的早期の症例

も発見されており今後はその充実に加え膵管鏡によ

る病変への精査を考えている。しかしながら切除し

えても早期に再発する症例が多く，動注療法および

術中，術後の体外体内照射といった集学的治療の組

み合せを検討している。

VI. 消化器内視鏡に関する研究

消化器内視鏡は，消化管疾患の診療に重要な位置

を占めており，最近では，質的・量的診断ばかりで

なく内視鏡下に行われる治療も多くなっている。食

道静脈瘤に対する内視鏡的硬化療法，上部・下部消

化管隆起性病変の内視鏡的切除を行う症例が増加し

つつある。胆道系疾患に対しても内視鏡的アプロー

チ（経皮経肝的，経十二指腸的）が盛んに行われ，診

Possibility of Modified Operation-. Jikeikai 

Med. J. 35: 187-198 0988) 

3) 岩本公和：大腸癌患者の血中および組織における

Car cinoembryonic antigenに関する研究．慈恵医大

孟志． 103: 1723-1733 (1988) 

4. 肝胆膵外科に関する研究

l) 村井隆三：肝外胆管癌の臨床病理学的研究．慈恵医

大誌． 103:1199-1213 (1988) 

2) 中村 亮：食道静脈瘤合併肝細胞癌の治療法に関

する臨床的研究．慈恵医大誌． 103:1215-1227 (1988) 

3) 佐々木寿彦，村井隆三，栗栖敏嘉，橋口文智，小室

恵二，安藤博伊坪喜八郎：過去 18年間における当

科での胆石手術症例についての検討． とくに再手術例

について．多摩消化器ヽ ンンボ、ンウム誌． 3:50-53(1989) 

5. 消化器内視鏡学的研究

l) 安藤 博：内視鏡的治療・手術の有用性について．

慈恵医大誌． 103:971-990 (1988) 

断ばかりでなく治療（砕石， ドレナーシ）が内視鏡 II. 総 説

的に行われている。これらの結果については，関連

学会，研究会などで報告している。また超音波内視

鏡，新しい親子式十二指腸内視鏡も導入され，その

有用性が確認され，今後の臨床的検討の結果が期待

されている。さらに従来よりの多岐にわたる消化器

疾患の内視鏡的診断と治療についても症例を重ね検

討を続けている。

研究業績

I. 原著論文

1. 胸部外科に関する研究

l) 桜井雅夫：気腫性肺淡胞周囲の組織学的検討．慈恵

医大誌 103(4):933-951 (1988) 

2) 村田聰楠山明，増渕正隆，村井隆'::,平沢ll:．

典，小室恵二，安藤 博伊坪喜八郎：術後集中治療に

おける予後に関する臨床的研究．腹部救急診療の進歩．

8: 567-570 (1988) 

2. 乳腺外科に関する研究

l) 渡辺喜世子，坂元吾偉，菅野睛夫，霞富士雄，西 満

正，小室恵二，伊坪喜八郎：浸潤性小葉癌の悪性度因子

についての検討．乳癌の臨床． 3:280-281 (1988) 

3. 消化管の外科に関する研究

l) 片岡順三，安藤 博，伊坪喜八郎：最近 10年間の胃

および十二指腸潰瘍手術症例の検討．多摩消化器シン

ポジウム誌 2:94-98 (1988)) 

2) Kurata, T. and N agayama, A. : Comparative 

Study on Clinical and Histopathological Diagnosis 

of Early Gastric Carcinoma -A Discussion about 

1) 伊坪喜八郎，半沢 隆：自然気胸．日本医事新報．

3357: 8-12 (1988) 

III. 学会発表

1. 血管外科

l) 奥井重徳，萩原博道，田代秀夫，伊坪喜八郎：腹部

大動脈瘤術後直腸穿孔を来した一＾例．血管外科シンポ

ジウム． 9月．白浜．

2) Hagiwara, H., Okui, S., Tashiro, H. and Itsubo, 

K. : A study of cases reoperated for blood access 

for Hemodialysis with emphasis on suture in cases 

of excessive development. The 7th congress Asian 

Surgical Association. 2月． Penang.

2. 胸部外科

1) 増渕正隆，楠山明，三好勲，佐藤修二，村田聰，

北俊文，石田孝，桜井雅夫，半沢隆，伊坪喜八郎，

徳田忠昭：胸腔腹腔にわたる巨大肉腫の一例．第 5回

日本呼吸器外科学会． 7月．東京．

2) 北俊文，楠山明，三好勲，佐藤修二，村田聰，

増凋正隆，石田 孝，桜井雅夫，半沢隆，伊坪喜八郎：

胸椎の変形により発見された後縦隔成熟奇形腫の一

例．第 5回日本呼吸器外科学会． 6月．東京．

3) 桜井雅夫，三好勲，楠山明，佐藤修二，村田聰，

北俊文，増渕正隆，石田孝，半沢隆，伊坪喜八郎：

196例の自然気胸の治療．第 41回日本胸部外科学会総

会． 10月．東京．

4) 半沢隆，桜井雅夫，増渕正隆，北俊文，伊坪喜

八郎：気管支痩に対する大網授動．第 105回成医会総

会． 10月．東京．
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3. 乳腺の外科

1) 小室恵二，渡辺喜世子，村田 聰，吉見優，石田

孝，橋口文智，原 芳信，萩原博道，半沢隆，伊坪喜

八郎：乳房再建術の経験，教室におけるアンケート調

査．第 50回日本臨床外科医学会総会． 11月．東京．

2) 渡辺喜世子，小室恵二，伊坪喜八郎，鈴木さわえ，笠

原洋勇（富士中央病院）：乳癌手術に伴う心理の変化に

博伊坪喜八郎：汎血球減少症を伴った食道静脈瘤の

治験例．第 7回食道静脈瘤硬化療法研究会． 1月．大阪．

3) Murai, R., Okui, S., Watanabe, K., Ando, H. and 

Itsubo, K. : Technique of percutanous endoscopic 

gastrostomy. (Video presentation). The 7th Con-

gress Asian Surgical Association. 2月． Penang.

関する研究．第 50回日本臨床外科医学会総会． 11月． IV. 著 書

東京．

3) 渡辺喜世子，小室恵二，伊坪喜八郎：縮小手術再発

例の臨床的検討．第 49回乳癌研究会． 2月．東京．

4. 消化管の外科

l) 三森教雄，片岡順三，坂元龍，安藤博，伊坪喜

1) 半沢 隆，伊坪喜八郎：部位別のスポーツ外傷・障

害の診療 胸・腹部．榊田喜三郎，山本 真監修，大畠

襄編：骨折・外傷ヽンリース 10. スポーツ外傷・障害の

予防と治療．南江堂． 195-201(1988) 

八郎： pm胃癌の検討．第 32回日本消化器外科学会総 V． その他

会． 7月．東京． 1) 佐々木寿彦，三森教雄，村井隆三，奥井重徳，安藤

2) 三浦英一朗吉見優，岩本公和山崎雅文，平択 博伊坪喜八郎：消化器症状を呈した川崎病患児 3例

正典，安藤博，伊坪喜八郎：当教室における M'， の検討．腹部救急診断の進歩． 8:413-417 (1988) 

SM', m, smまでの直腸癌の検討．第 29回大腸癌研究 2) 奥井直徳村井隆三，安藤 博伊坪喜八郎：大量

会． 7月．浜松． 下血にて、ンヨノクとなった S状結腸癌局所再発の一

3) 岩本公和，三浦英一朗，吉見優，平沢正典，安藤 例．腹部救急診療の進歩． 9:331-333 (1989) 

博伊坪喜八郎：イレウスを伴った大腸癌症例の検討． 3) 倉田達明：病院・医院におけるコンピューター導入

第 30回大腸癌研究会． 2月．東京． の実際．画像による慢性疾患の指導．メディカル．パソ

5. 肝胆膵の外科 コソ． 1: 980-984 (1988) 

l) 中村 亮，二村浩史，栗栖敏嘉，村井隆三，佐々木

寿彦三森教雄，橋口文智，安藤博伊坪喜八郎：肝

硬変と肝癌を伴った食道静脈瘤の治療．第 5回多摩消

化器シンポジウム． 9月．東京．

2) 村井隆三，橋口文智：パネルティスカッション「黄

疸の画像診断」，外科の立場からの術前画像診断，肝門

部領域における画像診断の実際と問題点．第 1回肝画

像診断研究会． 11月．東京．

3) Watanabe, K., Yoshimi, M., Murai, R., Ando, H. 

and ltsubo, K.: Endoscopic Electrohydraulic Lith-

otripsy for Hepatolithiasis. The 7th Congress 

Asian Surgical Association. 2月． Penang.

4) 橋口文智，村井隆三，栗栖敏嘉，佐々木寿彦，中村

亮原 芳信，小室恵二，伊坪喜八郎：胆管癌壁深達度

とly,v, pn因子の検討ー特に壁内および ss胆管癌に

ついて一．第 33回日本消化器外科学会． 2月．東京．

5) 村井隆三，橋口文智，栗栖敏嘉，佐々木寿彦，中村

亮，田代秀夫，安藤博伊坪喜八郎：肝外胆管におけ

る早期胆管癌の定義．第 89回日本外科学会． 3月．東

京．

6. 消化器内視鏡

l) 田代秀夫，栗栖敏嘉，村井隆三，三森教雄，佐々木

寿彦，安藤 博，伊坪喜八郎：十二指腸に広範な陥凹性

病変を認めた 5歳男児の一例．（ビデオ）．第 36回日本

消化器内視鏡学会総会． 10月．京都．

2) 栗栖敏嘉，三森教雄，佐々木寿彦，中村 亮，安藤
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整 形 外 科 学

教授：室田景久 手ならびに股関節外科

助教授：上野博嗣 惑染症，足の外科

助教授：富田泰次 手の外科，生体材料学

助教授：藤井克之 生化学，リウマチ学

助教授：白旗敏克 スボーッ医学
（建康医学七ンター・スボーツ外来部に出向）

師：大久保康ー マイクロサージャリー

師：山本 勝 感染症，リハビリテーショ

ン／

脊椎外科

脊椎外科

生化学

生化学

骨腫瘍

マイクロサージャリー

講

講

講

講

講

講

講

講

師：司馬

師：近藤

師：田尻

師：梶原

師：浅沼

師：高橋

立

丸

健

英

生

人

秀

敏

和

文

研究概要

I. 基礎的研究

1. biomechanicsならびに biomaterialに関す

る研究

1) 人工関節，人工骨頭に関する研究：東京工業

大学ならびに日本鋼管 K.K.などとの共同研究によ

り，生体親和性と耐賑耗性に優れた新しいチタソ合

金を開発犬用人工股関節を作製して実験を重ね臨

床応用の可能性について検討中であるが，摩耗試験

機および Pin-on-Disk法により本金属と HDP製

臼蓋との摩耗状況は他の金属に比して極めて良好で

あった。

人工骨頭ステムの固定性に関して，全く新しい手

法による porouscoatingを施した犬用人工骨頭を

開発，引き抜き試験，あるいは硬組織学的に coating

の至適場所を検討している。

人工関節の looseningが臨床的に問題となってい

るが，教室ではその早期発見の手段として acoustic

emissionの応用に着目し，犬用人工股関節に loos-

eningを発生させ，引き続き計測実験を行っている。

2) (3-TCP (Tri-calcium phosphate)に関する

研究：教室ではオリンパス光学 K.K.と提携し，ハ

イドロオキシアパタイトを殆ど含まない極めて高純

度の (3-TCPを得る事に成功したが， ビーグル犬に

骨欠損部を作製， ここに補填材として使用したとこ

ろ，術後 2週から骨への置換が始まり， 6週で明らか

に骨が形成， 1年で全てが骨に置換されるという成

績であった。

3) リン酸カルシューム系結晶化ガラスに関する

研究：旭硝了 K.K.と提携して極めて強度の高い素

材を開発現在，基礎的実験を終了，腸骨スペーサー，

人工椎体などとしての臨床応用の可能性を検討すべ

＜犬を用いて実験中であるが，前者に関してはすで

に有用であるとの成績を得ている。

2. 神経成長因子 (NGF)に関する実験的研究

従来の酵素免疫測定法を改良し，高純度 (1pg/ 

ml) NGF (2%, 10 μI)でも測定可能な系を確立，す

でに NGFの逆軸索輸送と局所産生に関する機構を

解明してきたが，さらにラット坐骨神経の Schwann

細胞 Fibroblastの純粋培養に成功し，末梢神経切

断後の神経再生の機構を解明すべく実験を継続中で

ある。

3. 骨肉腫の診断，治療に関する実験的研究

東大医科研との共同研究により，ハムスター骨肉

腫 0s515に対するモノクローナル抗体を 4種類作

製， llllnを抗体に結合し，担癌ハムスターに投与，

その臓器集積性について検索，診断に応用できるか

否かについて検討中である。

4. RAに関する研究

RA患者の血清中には関節軟骨で合成される II

型コラーゲンに対する自己抗体が存在することを明

らかにし，その検出法について検討してきたが， さ

らに RAにおける抗 II型コラーゲソ抗体産生のメ

カニズムを解明すべく以下の如き研究をすすめてい

る。

1) RA関節液からの抗コラーゲ｀ノ抗体の検出：

RAの関節液に存在する抗コラーゲ｀ノ抗体は II型

コラーゲンに特異的なものであり，本抗体は OAの

関節貯溜液からは検出できなかった。

2) RA関節軟骨基質からの II型コラーゲ｀ノ抗

体の検出： RAの関節軟骨基質には II型コラーゲ

ン抗体が存在，殆どが関節軟骨の表層に immune

complexを形成していることがわかった。

3) RA関節液からの collagenmatrix fragment 

の検出： RA 関節液には分子量 10 万～ 20 万の col•

lagen matrix fragmentが存在し，その殆どが II型

コラーゲソ由来のものであることが判明した。

以上 1),2), 3)の結果から， RA患者における抗

II型コラーゲン抗体は関節内で産生され， これが本

症の発症や進展に重要な役割を演じている可能性が

強く示唆された。

4) RAモデルとしてのサルのコラーゲン関節

炎： II型コラーゲン 1mgをサルの背部皮内に感作

することによって発症に成功した関節炎は， RAの

病因解明や治療法の検討に極めて有用なモデルであ
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る。 脊柱変形のメカニズムに関する研究等を進めてい

5. プロテオグリカンおよびコラーゲンの分子生 る。

物学的研究

プロテオグリカン・コア蛋白のC末端にはN末端 III. その他

と同様の球状構造が存在することを証明，また，手 助教授上野博嗣は会長として第 11 回日本骨•関節

術時に採取した種々の年齢層の筋肉における I型， 感染症研究会を 7月，東京において主宰した。

III型コラーゲン mRNAの発現状態を検討した結

果では， コラーゲン遺伝子は加齢に拘わらずほぽー

定して発現されることがわかった。

6. 生体における組織接合剤の開発

本年度はイガイの産生する polyphenolicprotein 

の接着能の発現には分子内に含まれる Dopa,

Lsysinおよび Alanine残基が重要な役割を果たし

ていることを明らかにした。

7. 非ステロイド性消炎鎮痛剤の軟骨細胞代謝に

及ぽす影響を検討したところ，チアプロフェン酸は

インドメタ、ンソやアセチルサリチル酸とは異なり，

軟骨細胞の蛋白合成やコラーゲン産生をほとんど抑

制しないことが明らかとなった。

8. 感染症に関する研究

マウスの股関節に人丁骨頭を挿入， 2週後に尾静

脈より 102個の黄色ブドー球菌を接種したところ，

全例に感染が成立した。しかし，骨頭軟骨に損傷を

与え，大腿骨骨髄をリーミングした対照群では 1例

も感染が成立しなかった。以上の成績から血行感染

において，体内に挿入された巨大異物は感染の成立

を大いに助長することが明らかとなった。

緑膿菌の血清感受性の差がどの程度骨に対する病

原性に関係があるかにつき，マウスの胚骨を用いて

検討したが，血清惑受性の高い緑膿苗は極めて骨髄

炎を起こし難いことが判明した。

，・ その他

切断肢のエネルギー代謝に関する研究，血管柄付

き腱移植に関する研究，関節遊離体に関する研究等

を前年度に引き続き行っている。

II. 臨床的研究

1. 人工関節に関する研究

教室で開発した慈大式人工股関節ならびに慈大式

長軸蝶番人工膝関節の術後長期成績につき引き続き

調査検討するとともに，最も重要な合併症である

looseningの診断法として acousticemission測定

システムを開発，その有用性に関して現在，国際的

な評価を得ている。

2. その他

骨格系にたいする三次元 CTの開発，脊髄誘発電

位に関する研究， レックリングハウゼン病における

研究業績

I. 原著論文

1. 基礎的研究

1) Fujii, K., Tajiri, K., Sai, S., Tanaka, T. and 

Murota, K. : Effects of N onsteroidal Anti-

inflammatory Drugs on Collagen Biosynthesis of 

Cultured Chondrocytes. Seminars in Arthritis and 

Rheumatism. 18: 16-18 (1989) 

2) 藤井克之：変形性膝関節症の軟骨変性とコラ＿ゲ

ン． MonthlyBook Orthopaedics. 1: 15-19 (1988) 

3) Tanaka, T., Ronit, H.* and Marvin, LT.* 

(*Dept. of Biostructure and Function, Univ. of 

Connecticut Health Center) : Partial Structure of 

the Gene for Chicken Cartilage Proteoglycan Core 

Protein. The Journal of Biological Chemistry. 

263: 15831-15835 0988) 

4) IE尻健，藤井克之，察詩岳，太田光宜，辻美智

子，植山直樹，室田量久：ヒト膝半月コラーゲンの部位

別特性．東京膝関節研究会誌． 7:70-74 (1988) 

5) 白髭章，上野博嗣，山本勝，二陛堂元重，瀧慶

治，益田昭吾：緑膿菌の病原性に関する検討．日本骨・

関節感染症研究会記録誌． 2:4-5 (1988) 

6) Taki, K., Seki, K., Shou, H., Nishihara, S., Ueno, 

H., Murota, K. and Masuda, S.: Effect of Tempera・

ture on Antibacterial Activity of Lidocaine to 

Staphylococcus aureus and Pseudomonas aeruginosa. 

Microbiology and Immunology. 32: 429-434 (1~88) 

7) 池上亮介，室田景久，富田泰次，中村信之，古川昭

栄（国立精神・神経センター） ：ラット坐骨神経再生時

における神経内 NGFレベルの経時的変化．日手会誌．

5 : 58-62 (1988) 

2． 臨床的研究

l) 室田景久，富田泰次，今井敬人，高田警嗣，飯塚久

晴杉山噌変股症に対するわれわれの転子間骨切

り術． Hip Joint'88. 14 : 230-234 0988) 

2) 室田景久，藤井克之，察詩岳，高木博（日立メ

ディコ） ：骨格系に対する三次元 CTの開発と実用化．

東京都医師会誌． 41: 3-5 (1988) 

3) 富田泰次，室田景久，浅沼和生，斎藤清人，穂苅行

貴藤川 浩．岩問徹：膝関節周辺の骨巨細胞腫に対

する慈大式蝶番人工膝関節の長期成績．東日本臨整会

主も． 1: 175-179 (1989) 
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4) 富田泰次，室田景久，金尾豊，杉山 帝，大谷卓

也，林靖人，小野誠，頴川功，小沢正宏，六本木

哲，有賀伸一，高 小捷，布村成具＊，肥後矢吉＊（＊東

京工業大学） ：セメントを用いない再置換．関節外科．

7: 379-386 (1988) 

5) 藤井克之，室田景久，蕗 詩岳，丸毛啓史，竹内秀

美，高木 博（日立メディコ）：骨格系に対する三次元

CTの開発と実用化．第一報一股関節の画像解析． Hip

Joint. 14: 82-86 (1988) 

6) 大久保康一，室田景久，富田泰次，高橋文人，渡辺

一夫：遊離血管柄付足趾関節移植の経験．日手会誌． 4:

910-915 0988) 

7) 大久保康一，室田景久，宮田泰次，高橋文人，村井

恒雄，金子信之：整形外科領域における遊離皮弁の応

用．東日本臨整会誌． 1:121-123 (1989) 

8) 近藤秀丸，室田景久，富田泰次，司馬 立，本間玄

規，林 克章太田康人：整形外科領域における神経皮

府症候群の実態調査．整形外科． 39:567-574 (1988) 

9) 近藤秀丸，司馬立，本問玄規，里村俊彰，林克

章，山下和郎，曽雌 茂，室田景久：頸椎脊椎症性脊髄

症に対する脊柱管拡大術の術後成績．東日本臨整会誌．

1: 349-398 0989) 

10) 高橋文人，室田景久，大久保康一，中村信之，池上

亮介： Toeto hand transferにおける知覚回復につい

て． 日手会誌． 5:712-715 (1988) 

11) 高橋文人，室田景久，大久保康一，富田泰次，武川

幸男，渡辺一夫，別当武治：骨髄炎や皮府欠損を合併す

る偽関節に対する遊離血管柄付骨移植の検討．骨折．

10 : 466-469 (1988) 

12) 神前智一，高柳慎八郎，竹内秀美，頴川 功，大橋

俊子，石垣正美：当センクーにおける Perthes病に

対する保存療法の遠隔成績．整形外科． 39:1015-

1022 0988) 

13) 神前智一，高柳慎八郎，大橋俊子，六本木哲，竹内

秀美，浅沼美智子，頴川 功：脳性麻痺における脊柱側

弯一肢体不自由児養護学校側弯検診より一．関東整

災誌． 19: 532-536 (1988) 

14) 本間玄規：下肢長差による機能性側弯の推移．関東

整災誌． 19: 824-834 0988) 

15) 高田警嗣，室田景久，富田泰次，近藤秀丸，名倉直

良，小林洋一，金子信之，大橋俊子，田中光生（タカラ

ベルモント）：関節手術における動的干渉電流の効果

について．生体電気剌激研究会誌． 1:1-4 0988) 

16) 今井敬人，室田景久，富田泰次，乎川 寛（国立療

養所東長野病院） ：慈大式力 y プ関節形成術の臨床成

績． 日関外誌． 7:359-364 (1988) 

17) 飯塚久晴，室田景久，富田泰次，別当武冶：肩関節

前方不安定症に対する Boytchev変法の経験．肩関節．

12: 45-48 0988) 

18) 太田康人，司馬 立，近藤秀丸．本間玄規，井ノロ

雅貴，里村俊彰．林克章： ThoracicLordoscoliosis 

を呈した Freeman-Sheldon症候群の治療経験．臨整

外． 23:1481-1486 (1988) 

19) 大谷卓也，鈴木征雄：大腿骨頚部骨折手術不能例の

検討． Monthly Book Orthopaedics. 6 : 131-135 

0988) 

20) 飯尾純，田尻健，穂苅行貴，永渕龍彦，白髭章，

浅沼和生，小田治男：最近経験した下肢巨大脂肪腫の

2例．関東整災誌． 20: 56-60 (1989) 

21) 大橋俊子，大森預雄，勝又牡ー，奥井光敏，井ノロ

雅貴，別当武治，本島哲平，古川一郎＊，服部文夫＊，林

茂利＊，稲子 勝＊ （＊県立厚木病院）：原木病院誌． 8:

10-16 0988) 

22) Gao, X.O., Murota, K., Tomita, Y., Ono, M., 

Higo, Y.* and Nunomura, S.* （＊東京工業大学） ： 

The Transfer Function of AE in Living Body : 

PROGRESS in ACOUSTIC EMISSION IV. The 

Japanese society for Non-Destructive Inspection. 

201-207 (1988) 

II. 総説

l) 室田景久：肘部における正中神経障害．整形外科

Mook 54 : 233-241 0988) 

2) 富田泰次，別当武治：小児の手指骨折の診断と治

療． MonthlyBook Orthopaedics. 9: 75-79 (1989) 

3) 藤井克之：各領域での非ステロイド抗炎症剤の選

択とその使い方ー RA以外の整形外科領域疾患ー．治

療． 70:31-35 (1988) 

4) 藤井克之，飯尾 純：骨格系に対する三次元 CTの

開発．医学のあゆみ． 148:375-378 (1989) 

5) 藤井克之： Collagenの分離・精製法．心臓代謝実験

法． 121-125(1988) 

6) 大久保康一，室田景久，富田泰次，高橋文人，森山

正敏，渡辺一夫：遊離血管柄付骨移植の手技．手術． 42:

245-262 (1988) 

III. 学会発表

1) 上野博嗣： （バネルディスカッション）前医と後医

の問題：医事紛争における前医と後医の問題ー大学

勤務医の立場から一．第 61回日本整形外科学会． 4月．

京都．

2) 富田泰次，室田景久：キーンベック病 治療の現況

「II観血的治療 手根問固定術」．第 61回日本整形外科

学会． 2月．京都．

3) 藤井克之，室田景久，察 詩岳，丸毛啓史，竹内秀

美，高木 博（日立メティコ）：骨格系に対する三次元

CTの開発と実用化．第 61回日本整形外科学会． 4月．

京都．
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4) 大久保康一，富田泰次，高橋文人，森山正敏，武川

幸男，中村信之，渡辺一夫，室田景久：遊離広背筋皮弁

の経験．第 61回日本整形外科学会． 4月．京都．

5) 金尾豊，室田景久，富田泰次，今井敬人，杉山 帝，

大谷卓也，林靖人，小野誠，頴川功：両側変形性

股関節症に対する人工股関節置換術の成績．第 61回日

本整形外科学会． 4月．京都．

6) Takahashi, F., Murota, K., Tomita, Y. and 

Okubo, K.: Dual Free Vascularized Fibula Grafts 

for Treatment of Large Bone Defect of the Femur. 

第 9回国際再建マイクロサージャリー学会． 4月．東

京．

7) 大久保康一，室田景久，富田泰次，森山正敏，梶原

宗介： Secondtoe to hand transferの成績．第 31回

日本手の外科学会． 5月．名古屋．

8) 藤井克之，室田景久，察詩岳，田尻健，田中孝

昭： RA関節液からのコラーゲン性蛋白の検出とその

意義第 32回日本リウマチ学会． 6月．宮城．

9) Tomita, Y.: (Symposium) Acoustic-emission 

evaluation of THR. 3rd International Symposium 

New Developments in total joint reconstructive. 

Jun. St. Louis. 

10) 田中孝昭，藤井克之，田尻健，察詩岳，室田景

久：軟骨プロテオグリカン遺伝子のクローニング．第

20回日本結合組織学会． 6月．福島．

11) 辻美智子： （プレコングレスセミナー）結合組織発

達における六鎮糖蛋白 (six-armedglycoprotein)の

役割．第 20回日本結合組織学会． 6月．福島．

12) 丸毛啓史，藤井克之，田尻 健，太田光宣，竹内秀

美，室田景久：接着性蛋白質ー polyphenolicprotein 

の接着性発現のメカニズムー．第 3回日本整形外科学

会基礎学術集会． 9月．東京．

13) 漆原信夫，司馬 立，近藤秀丸，本間玄規，室田景

久，藤岡斉＊，高田俊和＊，下地恒毅＊（＊新潟大学）：分

節性脊髄誘発電位に及ぽす錐体路刺激の影響．第 3回

日本整形外科学会基礎学術集会． 9月．東京．

14) 察 詩岳，藤井克之，大橋俊子，室田景久，田中孝

昭：筋肉組織コラーゲンとその遺伝子発現について．

第 3回日本整形外科学会基礎学術集会． 9月．東京．

15) 大谷卓也，室田景久，富田泰次，斎藤清人，金尾 豊，

杉山肇林清人，小野誠，六本木哲，中森和仁：

Porous coating人主骨頭の固定性に関する実験的研

究．第 3回日本整形外科学会基礎学術集会． 9月．東京．

16) 池上亮介，室田景久，富田泰次，中村信之，古川昭

栄（国立精神・神経センター神経研究所） ：シュワン細

胞及び，線維芽細胞による NGFの合成・分泌とその細

胞増殖依存性．第 3回日本整形外科学会基礎学術集会．

9月．東京．

17) Fujii, K., Tajiri, K., Sai, S. and Murota, K.: 

Effects of Nsaids on Collagen Biosynthesis of Cul-

tured Chondrocytes. 6th Seapal Congress of 

Rheumatology. Sept. Tokyo. 

18) Murota, K., Tomita, Y. and Fujii, K.:（特別講

演） Clinicaland Experimental Studies on the Jikei 

Cementless Total Hip Prosthesis. 26th Orth-

opaedic Association R.O.C.. Oct. Taipei. 

19) 大久保康一，室田景久： （シンボジウム）マイクロ

サージャリーの展望，遊離血管柄付骨移植法の現状と

展望．第 15回日本マイクロサージャリー学会． 12月．

熊本．

20) 高橋文人，室田景久．富田泰次，大久保康一，宮川

忠彦：切断肢エネルギー代謝に関する実験的研究．第

15回日本マイクロサージャリー学会． 12月．熊本．

IV. 著書

1) 大森薫雄：ミェロシンチグラフィー．整形外科診断

学改訂 2版．金原出版． 759-763(1988) 

2) 名倉直良，室田景久：骨•関節疾患．臨床栄養学 II.

朝倉書店． 134-138(1988) 

V. その他

1) 片山国昭，浅沼美智子，植山直樹，察 詩岳，金尾

豊丸毛啓史：小児における前十字靱帯大腿骨付着部

剣離の 1例．関節外科． 7:159-162 (1988) 

2) 大谷卓也，片山国昭，司馬 立，近藤秀丸，永渕龍

彦，渡辺一夫：馬尾部多発性神経鞘腫の 1例．整形外

和斗． 39 : 1951-1955 (1988) 

3) 小野 誠，片山国昭，大久保康一，飯塚久晴，太田

康人，大谷卓也，舟崎裕記，六本木哲：手の CM関節

分散脱臼の 1例．関東整災誌． 19:780-785 (1988) 

4) 大橋俊子，神前智一，頴川 功，六本木哲，高柳慎

八郎： Dyschondrosteosisを疑わせた Turner症候群

の 1例．関東整災誌． 19:374-377 (1988) 
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脳神経外科学

教 授： 中村 紀夫

教授：鈴木 敬

助教授：坂井春男

講師：篠田宗次

講師：阿部俊昭

講師：橋本卓雄

講師：安江正治

講師：入倉哲郎

研究概要

I. 頭部外傷

神経外傷（急性期，慢性期），

脳血管障害，神経学

頭部外傷，スボーツ外傷

神経外傷，神経学

脳腫瘍，神経培養

脊髄空洞症，神経学

脳血管障害，脳循環

神経生理，小児脳神経外科

頭部外傷，手術手技

教室の主要研究テーマの一つとして，頭部外傷に

関する研究•発表・論文は本年も多い。総説として，

坂井は頭部外傷のメカニズムについて論じた。脳の

損傷には頭蓋骨の局所的変形によるもの，加速度・

減速による cavitation,回転加速度による剪力損

傷，穿通異物による直接破壊がある。これらは病理

学的に coupinjury, contrecoup injury, deep seated 

contusion, gliding contusionなどの形を取る。元来

gliding contusionは重症例にみられたが， CTス

キャ｀ノで検討すると軽症頭部外傷にもみられるとい

う。

これらの損傷の中で，剪力による diffuseaxonal 

injuryは重症の脳外傷である。坂井はこの病態・病

理像について解説した。この病態の理解は CTス

キャン時代になって一大進歩したものの一つであ

る。

脳に発生する剪力損傷 shearinginjuryには年齢

による違いがあるだろうか。中村は臨床資料から，小

児に CT上 deepseated contusionが少ないこと，ま

た小児の頭部外傷では所謂遷延昏睡例の少ないこと

から， shearinginjuryと年齢との関係に関心をも

ち，東大工学部の工学者に数式モデルを検討しても

らったところ，小児の頭部は力学的にバネ常数が小

さいので，発生する剪力が小さいという結果を得た。

坂井は更に幼小児頭部外傷について総説的に述べ

た。小児の頭部外傷の特徴として，最近注目されて

いるのは，成人に比べて大脳基底核部の梗塞性損傷

や出血が多いこと， battered child syndromeや

traumatic spreading depression syndromeがみら

れることである。

双津は頭部外傷によって意識を失う所謂脳振盪に

ついて，拳闘家を対照にして大変興味深い研究成果

を発表した。即ち拳闘家の練習前後や試合前後で聴

性脳幹誘発電位を検査したところ，いずれも運動後

の潜時に短縮がみられ， KOの状態においても延長

していなかった。この潜時短縮は運動による体温上

昇の為と考えられ，脳振盪は少なくとも内側膝状体

より高位の脳幹ないし大脳レベルでの現象と考えら

れた。

中村はスポーツによる脳外傷に関して，実地的な

検討と対策を論じたが，ことに外傷性自動症一頭を

打ったあと記銘力が障害されたまま反射的にプレー

を続けている状態ーに注意を喚起した。

慢性硬膜下血腫は今もってその発生・成長過程に

議論が多い疾患であるが，八塚は血腫内容の CK活

性に注目し，それが外傷後 60日前後で高値を示すこ

とを確認したが， これが何に由来するか明らかにで

きなかった。望月は慢性硬膜下血腫にみられる痴呆

様症状を分析した。

坂井は昏睡状態で発見された男性について，臨床

上注意すべき諸項目を解説した。

II. 脳 腫 瘍

本年度は各種学会発表は多いが，論文として紙上

に載せたものが少ない。

epidermoidは頭蓋内腫瘍の 1%程度を占めるが，

頭蓋内に発生することは甚だ少ない。中原は前頭骨

板間層に生じた 1例を報告したが， 2年間に徐々に

増大して来たために気がついたものである。

flow cytometry法を用いて脳腫瘍のパラフィン

切片から DNAのploidyを検索し，これを腫瘍の予

後と対比させる研究は，ここ l~2年の間に当教室の

課題の一つとして安江らが開拓している領域であ

る。安江は小脳の medulloblastomaについて検索し

た。その結果 aneuploidでしかも全摘された症例は

長期予後がよい。そうでないものでは外科治療以外

の補助療法を強力に行うべきである。赤地は同様に

髄膜腫を検索した。しかし頻回に再発する髄膜腫と

ploidyとの相関は明らかでなかった。

今日内分泌学と画像診断の進歩によって，下垂体

腫瘍の診断と治療は画期的に進歩した。

しかし一方において術後再発の問題はおもいのほ

か検討されていない。神尾・山岡らがこの点につい

て教室の症例を調査してみた。

術後 2年以上経過して MRIで鞍内に高輝度を認

める症例について， CTでも同じく異常所見を認め

る場合は 2/10しかなかった。また鞍内に高輝度が充

満している 6例では，腫瘍の側方伸展の所見に関し

てMRIのほうが優っていた。腫瘍の再発は 16.8%
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に認められたが，術後再発までの最長期間は 30年で

あった。

小脳橋角部を hemangioblastomaが占拠するこ

とは稀であるが，臨床上諸症候から小脳橋角部腫瘍

と診断された 1例を山岡が報告した。和田は稀れな

顔面神経鞘腫を報告した。

脊髄全長にわたるほどに長く広がった髄内腫瘍は

甚だ珍しい。その定義上の疑義もあるが第 6~7胸髄

に実質部があり，頸髄から脊髄円錐まで syrin-

gomyeliaを伴った所謂 holocordtumorを入倉が

報告した。

III. 脳血管障害

橋本・阿部らはここ数年来経頭蓋ドップラー超音

波検査法とレーザードップラー法を臨床的に使用し

て，精力的に脳循環に関する研究を遂行しているが，

本年もその成果を次々と発表した。その一つとして，

頭蓋内圧に圧波が出現している時に，超音波ドップ

ラーでは平均血流速度が減少する。一方レーザー

ドップラーでは圧波の出現に先行して血液量の増加

を認めた。このようにそれぞれの検査結果は単一の

同じ動きを示すとは限らないので，脳神経外科疾患

における頭蓋内血流動態は，圧の持続モニタリング，

超音波およびレーザードップラーを併用することに

よって正確に把握できるとおもわれる。

結城はくも膜下血腫の患者の一層迅速正確な診

断・搬送が，救命率の増加につながることを強調し

た。

西田は高齢者の脳動脈瘤破裂について，早期の再

出血率が高く，全身合併症の多いことが予後不良に

つながることを論じた。

中村・赤地は深部脳動静脈奇形の手術に際し，奇

型に到達するアプローチが術後後遥する神経症候と

密接に関係していることを強調した。布施は脳動脈

瘤手術に際して，薬物で低血圧に保っても， 40-60

mmHgまでは脳代謝を保つことが可能で，しかも動

脈瘤の術中破裂を防ぐことができると報告した。

尾上は従来から脳動脈攣縮について研究を進めて

いる。その手法は動物の動脈壁を螺旋状に切って開

いた長短冊形の一片に，薬物としてオキシヘモグロ

ビン，パゾプレシン，アセチルコリン，プロスタグ

ランディン F2aなどを作用させる。オキシヘモグロ

ビンに暴露された脳血管では，ニコチン， K+, sub-

stance Pなどを介する弛緩反応が弱いことが示さ

れた。

IV. 奇型とその他

副鼻腔から前頭蓋底にまたがる腫瘍の術後に，組

織欠損部をどのように補充するかは大きな問題であ

る。このような例に対し，坂井は形成外科，耳鼻科

と協力して，有茎頭蓋骨片を用いる優れた方法を発

表した。

VIRを用いた MRI、ンネ画像は最近における画像

診断の進歩の一つである。阿部はこれを用いて脊髄

空洞症の発生機序や治療効果を検討した。

菊池は humantailを伴った脊髄脂肪腫を，阿部は

頸部皮下大出血をおこした vonRecklinghausen病

を報告した。

脳神経外科の手術はまさに出血との戦いといって

も過言ではない。そのために術中に局所止血製剤が

頻用される。中村は最近開発された微線維性コラー

ゲン剤（アビテ‘ノ）の使用経験を報告した。

漠方薬は脳神経外科領域にも使用されることがあ

る。佐藤は，補中益気湯が放射線療法後の自覚症状

に有効であったと述べている。

研究業績

I. 原著論文

l) 双津正博：鼓膜温度変化に対応する聴性脳幹反応

潜時変化について． Brainand Nerve. 40: 939-945 

(1988) 

2) 双津正博： Boxerの聴性脳幹反応について． Brain

and Nerve. 40: 883-887 0988) 

3) 八塚 如：慢性硬膜下血腫の増大因子に関する一

考察一血腫内容と被膜の CK活性の意義一．脳神経

外科． 40:963-969 (1988) 

4) Tomita, T., Yasue, M., Engelhard, H.H., Melone, 

D.G., Gonalez-Crussi, F. and Baner, K.D.: Flow 

Cytometric DNA Analysis of Medulloblastom. 

Cancer. 61: 744-749 (1988) 

5) 望月龍二，中村紀夫：慢性硬膜下血腫．老年期痴呆．

2: 19-23 (1988) 

6) 結城研司，池内 聡，北島具秀：くも膜下出血の救

急医療一発症から手術までの間ー．富士市立中央病

院学術雑誌． 4: 12-15 (1988) 

7) Nakamura, N., Shinoda, S. and Akachi, K.: 

Surgical Indication and Approach to Deep-Seated 

Arteriovenous Malformation. Advances in Sur-

gery for Cerebral Stroke. Proceedings of the Inter-

national Symposium on Surgery for Cerebral 

Stroke, Sendai. 1987: 722-725 0988) 

8) Yamada, S., Brauer, F., Knierim, D., Purtzer, T., 

Fuse, T., Hayward, W., Lobo, D. and Dayes, L.: 

Safety Limits of Controlled Hypotension in 
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Humans. Acta Neurochirurgica. 42(suppl.!: 14-

17 (1988) 

9) Toda, N. and Onoue, H.: Prostaglandin F2a-

Induced Contraction in Isolated Dog Cerebral, Coro・

nary and Mesenteric Arteries Soaked in Excess 

Potassium. Japan. J. Pharmacol. 47: 204-207 

0988) 

10) Toda, N., Minami, Y. and Onoue, H.: 

Extraluminally applied acetyl choline and oxy-

hemoglobin on the release and action of EDRF. 

European J. of Pharmacol. 151 : 123-126 0988) 

11) Onoue, H., Nakamura, N. and Toda, N.: En-

dothelium-Dependent and -Independent Res-

ponses to Vasodilators of Isolated Dog Cerebral 

Arteries. Stroke. 19: 1388-1394 0988) 

12) 阿部俊昭，井田正博，八塚如，西田伸，鈴木敬，

中村紀夫： MRIシネ画像よりみた脊髄空測症に対す

るGardner手術の効果，日本パラプレシア医学会雑

己志． 2: 144-145 (1988) 

13) 阿部俊昭： Cine-MRI. Clinical Neuroscience. 

10 : 1164-1165 (1988) 

14) 中村紀夫，橋本卓雄，坂井春男．安江正治，永山・

郎，佐々木富雄，馬杉則彦，金是 仁．喜多村一孝，吉

益倫夫：脳神経外科領域における微線維性コラーケン

止血剤(Avitene•) の使用経験． Neurological Surgery. 

16 : 933-938 (1988) 

15) 佐藤醇：脳神経外科領域における補中益湯の併

用療法．神奈川県医師会報． 53-56(1988) 

16) Onoue, H., Matsufuji, S., Nishiyama, M., Mura-

kami, Y. and Hayashi, S.: Changes in omithine 

decarboxylase and antizyme activities in develop-

ing mouse brain. Biochem. J. 250: 797-803 (1988) 

17) Tomita, T., Melone, D.G. and Yasue, M.: Cere-

bra! primitive neuroectodermal tumors in child-

hood. N. Neuro-Oncology. 6: 233-243 0989) 

II. 総説

1) 橋本卓雄，中村紀夫：脳神経外科領城における

Transcranial Dopplerの有用性．東京都医師会雑誌．

41 : 5-10 (1989) 

2) 坂井春男：小児頭部外傷の特徴．プレインナーシン

グ． 4:30-37 (1988) 

3) 坂井春男：頭部外傷による一次性大脳白質損傷一

びまん性軸索損傷ー．医学のあゆみ． 146:560-

562 (1988) 

4) 坂井春男：頭部外傷のメカニズム． ClinicalNeur-

oscience. 6: 21-24 (1988) 

III. 学会発表

1) Hashimoto, T., Nakamura, N., Kanki, T. and 

Abe. S. : Monitoring hemodynamics in subarach-

noid hemorrhage using transcranial Doppler and 

Laser doppler. 39 J ahrestagung Deutsche Gesells-

ch aft fur N eurochirurgie. 5月． Koln,West Ger-

many. 

2) 阿部聰神吉利典，宮崎芳彰，橋本卓雄，中村紀

夫： TranscranialDopplerによる脳血管攣縮の評価．

第 7回日本脳・神経超音波研究会研究発表会． 5月．奈

良．

3) 橋本卓雄，阿部 聰，宮崎芳彰，神吉利典，中村紀

夫： TranscranialDopplerによる頭蓋内血流モニク

リングの有用性．第 7回日本脳・神経超音波研究会研究

発表会． 5月．奈良．

4) 神吉利典，和田崇文，阿部聰，橋本卓雄，栄春

海：微細神経血管減圧術が有効であった disabling

vertigoの三例．第 30回日本脳神経外科学会関東地方

会． 5月．東京．

5) 和田崇文，宿谷郁男，神吉利典，阿部 聰，橋本卓

雄：顔面神経鞘腫の一例．第 31回日本脳神経外科学会

関東地方会． 9月．東京．

6) 坂井春男新橋 武，金子省三：前頭蓋裔術後欠損

に対する vascularizedcalvarial bone flapの有用性．

第 47回日本脳神経外科学会総会． 10月．神戸．

7) 赤地光司，中村紀夫，菊池哲郎，坂井春男：深部脳

動脈奇形への手術的アプローチ．第 47回日本脳神経外

科学会総会． 10月．神戸．

8) 阿部俊昭，赤地光司，八塚如，鈴木敬，中村紀

夫：脳神経外科領域における MIR、ンネ画像の有用

性．第 47回日本脳神経外科学会総会． 10月．神戸．

9) 尾上尚志，戸田 昇，中村紀夫：オキシヘモグロビ

ンによる脳血管弛緩反応の抑制．第 47回日本脳神経外

科学会総会． 10月．神戸．

10) 安江正治，中村紀夫，富田忠則， Dauer,KD.：小

児髄芽腫の予後と相関する腫瘍細胞 DNAPloidyに

ついて一フローサイトメトリーによるバラフィン包

埋標本の分析ー．第 47回日本脳神経外科学会総会． 10

月．神戸．

11) 橋本卓雄，神吉利典，阿部 聰，税田崇文，中村紀

夫：頭蓋内圧の変化にともなう経時的脳循環動態の変

動．第 47回日本脳神経外科学会総会． 10月．神戸．

12) 赤地光司，松本賢芳，安江正治，中村紀夫：バラフィ

ンプロックを用いた髄膜腫の DNA分析とその臨床

像．第 47回日本脳神経外科学会総会． 10月．神戸．

13) 阿部俊昭，井田正博，八塚如，西田伸，鈴木敬，

中村紀夫： MRIシネ画像よりみた脊髄空澗症に対す

るGardner手術の効果．第 23回日本パラプレジア医

学会． 10月．秋田．
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14) Hashmoto, T., Nakamura, N., Kanki, T. and 

Abe, S.: Relationship between flow velocity, CBF 

and ICP. 2nd International Conference on Tran-
形 成 外 科 学

scranial Doppler Sonograph. 11月． Salzburg,Ausー 教 授：児島忠雄 手の外科， Entrapment

toria. 

15) 常喜達裕，宮崎芳彰，池内 聡，入倉哲郎，中村紀

夫：第 IV脳室 epidermoidの2例．第 32回日本脳神

経外科学会関東地方会． 12月．東京．

16) 山岡龍平，神尾正巳，中村紀夫： MRIによる下垂体

腺腫の術後評価一術後 2年以上経過した症例を中心

に一．第 12回脳神経 CT研究会． 1月．鹿児島．

17) 入倉哲郎，望月龍二，松本賢芳，朴 正一，常喜達

裕，坂井春男： HolocordastrocytomaのMRI所見．

第 12回脳神経 CT研究会． 1月．鹿児島．

18) 神尾正巳，山岡龍平，中村紀夫：再発下垂体腺腫の

検討．第 8回下垂体ワークショ、ノプ． 1月．鹿児島．

19) 西田 伸，中村紀夫，八塚如，真田祥ー，結城研

司：高齢者破裂脳動脈瘤の RiskFactorと予後．第 2

回老年脳神経外科研究会． 2月．東京．

20) 山岡龍平，馬目佳信，結城研司，加藤康雄，北島具

教授：大晶 襄

助教 授： 栗原 邦弘

講師：木下行洋

講師：新橋 武

講師：増沢源造

講師：平川正彦

講師：今井孝行

講師：里見隆夫

研究概要

neuropathy• 四肢皮膚欠損

の被覆

スポーツ医学，顎顔面外科，

骨代謝

皮膚移植，顔面先天奇形

microsurgery,手の外科

Craniofacial surgery,顔

面外傷

四肢先天奇形， レーザー治

療

四肢先天奇形，耳介奇形

microsurgery,神経障害

手の奇形

秀：小脳橋角部に発生した hemangioblastomaの一 I. 四肢先天奇形に関する研究

例．第 33回日本脳神経外科学会関東地方会． 2月．東 1. 欠指症

京． 103例の欠指症の検討を行い，その臨床像の特徴

IV. 著 書

1) 中村紀夫：部位別のスボーツ外傷・障害の診療． A.

頭部．榊田喜三郎，山本 真監修，大島 襄編：骨折・

外傷シリーズ 10.スポーツ外傷・障害の予防と治療．南

江堂． 142-150 0988) 

V. その他

1) 阿部聰，八塚如，双津正博，坂井春男，中村紀

夫：頸部皮下大出血を生じた vonRecklinghausen病

の1例．外科診療． 30: 673-676 (1988) 

2) 菊池哲郎，神尾正巳，小川武希，真田祥— :Human

tailを伴った脊髄脂肪腫の 1例．小児の脳神経． 13:

30-307 (1988) 

3) 中原成浩，小川武希，大矢 貴，真田祥ー，中島利

子：前頭骨板間層類上皮腫の 1治験例．神経内科． 28:

85-88 (1988) 

4) 坂井春男：症例 10・酒気を帯びた昏睡状態で発見

された会社員．脳神経外科ケーススタディ 56例の PO

研修．医学書院． 56-60(1988) 

をとらえ，裂手症との比較を行った。

2. キルナー変形

14例のキルナー変形のうち， 11例は女性に発症，

両側発生は 4例のみである。末節骨の骨切り術に骨

移植術を加えた手術法による結果は良好である。

3. 奇形手の爪甲変形

奇形手の爪の変形には大きさの異常と数の異常，

形の異常がある。大きさの異常では巨指症による巨

大爪，多指症の巾広爪，示指爪甲欠損症や， C.C.R.S.,

合短指症による痕跡爪などがある。数の異常は多指

症，形の異常はキルナー変形などにみられる。

II. 顎顔面に関する研究

l. 顎顔面骨の再構築に関する研究

現在まで動物実験により，縫合部に対する手術侵

製が顔面骨成長に及ぽす影響について硬組織学的に

検討してきた。今年度は， 8週齢の家兎を用い，前頭ー

鼻骨，前頭—上顎，鼻骨—顎前骨，顎前骨—上顎骨の各

縫合部を含む矩形の骨片を切除した。切除後， ラベ

リング剤を投与し，手術後 1,2, 4, 8, 12, 24週で屠

殺。顔面骨の骨動態の変化を硬組織学的に検索した。

2. 3次元 CT画像における画質の改良

従来， ピッチの広い原画像から作成された 3次元

画像は，画像の画素が粗く見にくいものであった。今

回，この原画像の問隔を補間することにより少ない
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枚数の原画像より滑らかな 3次元画像を作成するこ

とが可能となった。

3. 顔面規格写真の開発

今年度は，規格写真撮影装置により撮影した正常

日本人女子 200人の正面顔貌の分析，および，いわ

ゆる美人とされている職業のモデルの正面顔貌も分

析し，対象群と比較検討した。分析に際しては， Far・

kasの分析法に準じ， 20の基準点を定め，計測した。

III. 振動反射に関する研究

今年度は指尖部振動誘発指屈曲反射の電気生理学

的特性の解析，ならびにその臨床応用を進めた。そ

の結果， この反射経路の興奮性ヽンナプス後電位の活

動が指背側への振動剌激により抑制されることによ

り，指の掌側皮膚と背側皮膚の間には相反神経支配

が存在することが解明された。

IV. N eovascularized prefabricated flapに関す

る実験的研究

われわれはこれまでに 8種類におよぶ neovas-

cularized flapを実験的に作成し，臨床応用への可能

性を示した。

今年度はさらにすすんで知覚皮神経を温存した

sensate flapも作成した。われわれの作成した

neovascularized flapは，植皮，骨移植などを応用し

たgraft-flapの手法を取り入れたもので，臨床応用

の価値はより高いものと考える。

V. 超冷凍保存を応用した移植に関する実験的研

究

Freeze dryの手法は細胞レベルの保存について

は既に確立されている。一方， freezedryさせるこ

とで組織の免疫性がおちることは古くよりよく知ら

れている。われわれは液体チッ素を用いて組織を

-196℃まで凍結して保存し解凍後，遊離移植を行

い，その可能性を検討した。

ラットより採取した鼠径皮弁・分層植皮片をグリ

セリソ，ショ糖などの氷結保護物質で処理し，

-4℃, -40℃, -196℃と段階的に凍結させる。液体

チッ素により約 3週間保存し，温水で急速解凍後，洗

浄・希釈する。このような操作で得られた移植片を

用いて，遊離植皮あるいは血管柄付遊離植皮を行っ

た。

VI. 子宮切開法によるマウス胎仔手術に関する研

究

現在までに ICRマウスを用い，子宮切開法の手技

的検討を行い，成功率をあげることが可能となった。

この方法を遺伝性合屈指症のマウス CHm)における

胎仔手術に応用した。

VII. 手皮膚に関与する動脈系の解剖学的検索

指動脈の走行，皮枝，関節枝，横連合枝等につい

て保存屍体および冷凍保存指を用いて検索した。

保存屍体および冷凍保存指の動脈内に Mercox

を注入し，解剖を行った。その結果，皮枝は基節で

は基節骨のほぽ中央で，中節では中節骨のほぼ中央

で指動脈より分岐する。横連合枝は中節では，中節

骨の末梢 3分の 1の部固有指動脈より分岐し，深指

屈筋腱と中節骨の間にあり，関節枝は横連合枝より

分岐していることがわかった。また， これらの解剖

の結果をふまえ指末節切断，指腹欠損の 7例， 8指に

逆行性指動脈島状皮弁を応用し，全例に良好な結果

を得た。

VIII. 神経に関する研究

1. 神経再生に関する実験的研究

神経の再生初期に，血流の果たす役割は大きい。こ

の血流が神経束内血行か，外血行かのいずれに優位

に関与しているかについて， Wister系いまみち Rat

の坐骨神経を用い，検索を行った。鋭的に切断した

神経に， 9-0nylonでepineuralsutureを行った群

と，大腿全長にわたり epineuriumを切除し， 9-0

nylonで funicularsutureを行った群の 2群を作成

した。両群ともに縫合部を中心に 15mmのシリコン

シートで神経を被覆した。術後， 1週， 2週後に神経

を採取し検索を行った。

2. 前・後骨間神経の解剖学的検討と手関節痛ヘ

の関与についての研究

慢性的な手関節痛はいろいろな原因で起こるが，

その発現機序については不明な部分が多い。そこで

後骨間神経および前骨間神経が手関節部の疼痛にど

のように関与するかを検討した。

現在まで保存屍体 16体 30手の検索を行った。顕

微鏡下で後骨間神経，前骨間神経の分岐，最終枝の

状態を観察した。臨床的には，手関節背側のガング

リオンの患者について，後骨間神経とガングリオ‘ノ

の関係について調査した。

後骨問神経は手関節，手根骨の背側に広く分布し，

明かに手関節痛に関与することが示唆された。臨床

的にも疼痛を訴えたガングリオンはなんらかの形で

後骨間神経との関与が示された。一方，前骨間神経

は手関節まで達しているものはなく， Wilhelmの所

見と異なり手関節痛には関与していないと考えられ
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る。

IX. ヶロイドの組織培養に関する研究

従来， ケロイドに関する研究は，採取したケロイ

ドの形態的および生化学的特徴を検索するにとど

まっていた。我々は採取したケロイド皮府を細胞培

養し，純粋かつ活性化状態にあるケロイド性繊維芽

細胞を抽出した。我々の方法では， ケロイドの特徴

である過剰増殖を，培養細胞の増殖という形で in

vitroに促えることが可能であり，現在，その増殖を

正常皮府の増殖に近づける為の種々の薬剤，培蓑環

境について検索を進めている。

X. 血管内皮細胞再生に対する化学療法剤の影響

に関する研究

今年度は，微小血管における内皮細胞の再生過程，

および化学痰法による再生過程への影響について主

に電顕的に検索を加えた。

（編集部より） 丸毛英二．教授は 1988年 3月31日

をもって定年退職され， 4月1日付名誉教授の称号

を贈られた。形成外科学講座担当教授には児島忠雄

助教授が選出され， 4月 1日に就任された。

研究業績

I. 原著論文

1. 四肢先天奇形に関する研究

1) 久保英一，児島忠雄：先天性豆状骨ー有鈎骨癒合

症の 1例． 日形会誌． 8:365-369 (1988) 

2) 前沢尚美，増沢源造，児島忠雄：高度撓側列形成不

全にみた舟状骨々折の 1例．形成外科． 31:73-77 

0988) 

3) 金 民雅，増沢源造，平川正彦： Kirner変形の 14

例． 日手会誌． 5:738-741 0988) 

2. 顎顔面に関する研究

1) 桜井信彰，新橋武，高木博（日立メディコ）： x 
線 CT画像を用いた 3次元画像表示に関する基礎的研

究．慈恵医大誌 103:461-472 (1988) 

2) 桜井信彰，新橋 武： x線CT画像を用いた 3次元

画像表示に関する臨床応用について．慈恵医大誌． 103:

473-483 0988) 

3. Neovascularized prefabricated flapに関す

る実験的研究

1) Hirase, Y., Valauri, F.A. (New York Univ.) and 

Buncke, H.J. (Davies Medical Center): Prefa-

bricated sensate myocutaneous and oste-

omyocutaneous free flaps-An experimental model. 

Plast. Reconstr. Surg. 82: 441-443 (1988) 

2) Hirase, Y., Valauli, F.A. (New York Univ.) and 

Buncke, H.J. (Davies Medical Center): Neovas-

cularized free fat flaps -An experimental model. 

J. Reconstr. Micro. Surg. 4: 197-201 0988) 

3) Hirase, Y., Valauri, F.A. (New York Univ.) and 

Buncke, H.J. (Davies Medical Center): Neovas-

cularized free bone, muscle and myo-osseous flaps 

-An experimental model. J. Reconstr. Micro-

Surg. 4 : 209-217 (1988) 

4) Hirase, Y., Valauri, F.A. (New York Univ.) and 

Buncke, H.J. (Davies Medical Center): Prefa-

bricated neovascularized free muscle flap pedicle 

variations. J. Reconstr. Micro-Surg. 4 : 203-207 

(1988) 

5) Hirase, Y., Valauri, F.A. (New York Univ.) and 

Buncke, H.J. (Davies Medical Center): Neovas-

cularized free cutaneous cartilage flap transfer with 

microsurgical anastomosis -An experimental 

model in the rabbit. Ann. Plast Surg. 21: 342-347 

(1988) 

6) Hirase, Y., Valaui, F.A. (New York Univ.) and 

Buncke, H.J. (Davies Medical Center): Creation of 

neovascularized free flaps using vein graft as pedi-

cles -A preliminary report on experimental 

models. Br. J. Plast Surg. 42: 216-222 (1988) 

7) Hirase, Y.. Valauri, F.A. (New York Univ.) and 

Buncke, H.J. (Davies Medical Center): An experi-

mental model for ear reconstraction with moulded 

perichondrial flaps. Br. J. Plast Surg. 42: 223-227 

(1988) 

4. 手皮府に関する動脈系の解剖学的検索

］） 児島忠雄，内田 満，桜井信彰，土田義隆，工藤厚

（工藤整形）：指切断への神経血管柄付島状皮弁の応

用． 日本災害医学会会誌． 36:824-831 0988) 

2) 内田満．児島忠雄，栗原邦弘，本宮由貴．金 賢，

飯塚雄久：母指球皮弁，指交叉皮弁の遠闊成績．日手会

己志． 5: 575-580 (1988) 

3) 児島忠雄．今井孝行，遠藤利彦．安藤由実，福本恵

三．加藤 征．土田義隆：小指球皮府への血行分布の検

索と同部の島状皮弁の臨床的応用．日手会誌． 5:645-

649 (1988) 

4) 児島忠雄：皮弁による手皮府欠損の被覆．日形会

誌． 9:1-19 (1988) 

5) 児島忠雄：手における局所皮弁ー特に島状皮弁に

ついて． 日手会誌． 5: 990-995 (1988) 

5. 神経に関する研究

l) 児島忠雄．木下行洋．工藤 厚（工藤整形）：肘部管

症候群．関節外科． 7: 179-186 (1988) 
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2) Bang, H., Kojima, T. and Tsuchida, Y.: A case 

of carpal tunnel syndrome caused by accessory 

palmaris longus muscle. Handchirurgie. 20: 141-

143 (1988) 

6. ケロイドの組織培養

l) 児島忠雄：肥厚性搬痕，ケロイド．日本医師会雑誌

臨時増刊号． 99: 204-205 (1988) 

7. その他

l) 児島忠雄：手の熱傷癌痕拘縮の治療．日本熱傷学会

会誌． 14:9-13 (1988) 

2) 新橋 武：四肢の悪性腫瘍の治療について．形成外

科． 31: 556-564 (1988) 

3) 栗原邦弘，福本恵三，後藤昌子，遠藤陽一，丸毛英

二：足底荷重部再建の遠隔成績．形成外科． 31:714-

726 (1988) 

4) 奥村講准朗，柳川博，本宮由貴，栗原邦弘：

Bowen病の症例の検討．形成外科． 31:874-8820988) 

5) 児島忠雄，小立 健：手の熱傷搬痕に対する植皮．

形成外科． 31: 1103-1111 0988) 

6) 奥村講准朗，児島忠雄，猪熊 勉：肩に発生した隆

起性皮府繊維肉腫の 1例．形成外科． 31:372-378 

(1988) 

7) 平瀬雄一， Buncke,H.J. (Davies Medical Cen-

ter) : Leechの応用．形成外科． 32:107-111 (1988) 

8) 宮田規久子，増沢源造，栗原邦弘，丸毛英二：分裂

乳房（仮称）の 1例．形成外科． 32:147-157 0988) 

9) 方晃賢，金 賢，増沢源造：仮性絞拒症の 1例．

形成外科． 31: 446-448 0988) 

II. 総説

l) 児島忠雄：褥癒． 日本医師会雑誌臨時増刊号． 99:

190-191 (1988) 

III. 学会発表

l) 児島忠雄： （宿題報告）皮弁による手皮府欠損の被

覆．第 31回日本形成外科学会総会． 4月．東京．

2) 栗原邦弘： （シンボジウム：小耳症の治療）小耳症

2段階手術法．第 31回日本形成外科学会総会． 4月．東

京．

3) 栗原邦弘，二宮邦稔，安藤由実，丸毛英二：両側唇

顎口蓋裂症例の術後顎発育ならびに顎形態の長期観

察．第 31回日本形成外科学会総会． 4月．東京．

4) 新橋武，桜井信彰，久保英一，福本恵三，武内 豊，

原田潤太：唇顎口蓋裂形態の 3次元的検討．第 31回日

本形成外科学会総会． 4月．東京．

5) 桜井信彰，新橋武，高木 博（日立メディコ） ： 3 

次元画像表示に関する基礎的研究．第 31回日本形成外

科学会総会． 4月．東京．

6) 増沢源造，平川正彦，武石明精，丸毛英二：欠指症

について．第 31回日本形成外科学会総会． 4月．東京．

7) 平瀬雄一． Buncke,H.J. (Davies Medical Cen-

ter)：血管柄付新生軟骨移植による耳介再建のための

実験モデル．第 31回日本形成外科学会総会． 4月．東

京．

8) 中村純次（厚生年金病院）．後藤昌子．遠藤利彦．久

保英一：手合指症に対するわれわれの手術法．第 31回

日本形成外科学会総会． 4月．東京．

9) 大友昌子：子宮切開法によるマウス胎仔手術．第

31回日本形成外科学会総会． 4月．東京．

10) 内田 満，児島忠雄，栗原邦弘，本宮由貴，飯塚雄

久：手掌皮弁，指交叉皮弁の遠隔成績．第 31回日本手

の外科学会． 5月．名古屋．

11) 児島忠雄，今井孝行，遠藤利彦，加藤 征，土田義

隆：小指皮府への血行分布の検索と同部の島状皮弁の

臨床的応用．第 31回H本手の外科学会． 5月．名古屋．

12) 金 民雅，増沢源造，平）1|正彦：キルナー変形の 1

例．第 31回日本手の外科学会． 5月．名古屋．

13) 大友昌子，前沢尚美，星野 清＊．亀山義郎＊（＊名大

環研）：子宮切開法による遺伝性合屈指症 (Hm)マウ

スの胎仔手術．第 28回日本先天異常学会． 7月．東京．

14) 増沢源造，丸毛英二，児島忠雄，平川正彦：奇形手

にみられた爪甲変形．第 28回日本先天異常学会． 7月．

京都．

15) 平瀬雄ーー．増沢源造，里見隆夫，丸毛英二：足多指

症家系内発生の検討一 4世代家系内発生例を含めて．

第 28回日本先天異常学会． 7月．京都．

16) 本宮由貴，後藤昌子，小）1|祐一郎．遠藤利彦．今井

孝行，新橋 武，児島忠雄：顔面規格写真による顔面形

態の分析と検討．第 6回日本頭蓋顎顔面外科学会． 11

月．東京．

17) 桜井信彰．新橋武，久保英一，高木博（日立メ

ディコ）： CTの3次元表示に関する基礎的研究．第 6

回日本頭蓋顎顔面外科学会． 11月．東京．

18) 栗原邦弘，石井昌博，今井孝行，前沢尚美： Correc-

tive Rhinoplastyの小経験．第 6回日本頭蓋顎顔面外

科学会． 11月．東京．

19) 平瀬雄一，児島忠雄， Buncke,H.J. (Davies Medi-

cal Center): Neovascularized Perefabricated flap 

に関する実験的考察第 15回日本マイクロサージャ

リー学会． 12月．熊本．

20) 木下行洋，児島忠雄，土田義隆，松浦慎太郎： Fun-

ctioning free muscle transplantationの長期 follow

upの検討．第 15回日本マイクロサージャリー学会． 12

月．熊本．

IV. 著書

l) 児島忠雄，平願雄一訳：遊離組織移植の実際．メ

ディカルビュ一社．（1988)
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2) 児島忠雄：神経外傷，障害．大畠 襄編：スポーツ

外傷障害の予防と治療．南江堂． 109-1140988) 

3) 新橋武，大畠襄：顔面．大晶襄編：スボーツ

外傷障害の予防と治療．南江堂． 151-1580988) 

4) 栗原邦弘：乳癌術後の再建法ー特に広背筋皮弁に

ついて．整形形成外科診療 Q&A第 II巻補． 463,8-

463, 9 0988) 

心 臓 外 科 学

教授：新井達太 心臓外科学

助教授：松井道彦 先天性心疾患，人工弁，弁

膜症，冠動脈疾患

助教授：堀越茂樹 大血管・不整脈外科，ペー

スメーカー

講師：鈴木 茂 超音波心臓学，冠動脈疾患，

PTCA 

講師：杉田洋一 人工心臓，補助循環・形状

記憶合金の心臓血管外科領

域への応用

研究概要

I. 超音波心筋刺激法の研究

1． 臨床応用を目的とした超音波心筋剌激装置を

開発し，虚血後の再灌流時の効果について検討した。

雑種成犬 24頭を用い右心バイパスモデルで常温下

20分問の心停止の後，再濯流 20分問（再灌流 1)，そ

の後諸測定，さらに再灌流 20分（再灌流 2)行い，諸

測定を行った。照射の時期によって I群（再濯流 1),

II群（再灌流 2), III群（再灌流 1,2), IV群（照射

しない）の 4群にわけた。心機能及び左室前壁の％

shorteningはコントロール値と比較し回復率を算

出して％表示した。その結果，超音波照射群の心機

能回復率は有意に良好であった。又，拡張末期，収

縮末期局所心筋長の変化率及び％ shorteningの回

復率は，照射群が有意に良好であった。以上より超

音波照射は心臓手術の際の全く新しい治療手段とな

りうると考えられ，臨床応用への可能性が示唆され

た。

2. ATPと超音波刺激の相互作用について，

ラット別出心灌流法を用いて検討した。この実験の

結果，心停止中に超音波照射を行うと超音波照射し

ない群に比較して照射した群では再溜流早期から，

大動脈圧，心拍出量が有意に改善した。同様に心停

止液に ATPを添加した群は添加しない群に比較し

て，大動脈圧，心拍出量が有意に改善した。

II. 遊離骨格筋移植による心筋置換の基礎的研究

近年欧米では左室瘤切除後の dynamicpatchと

して，広背筋を用いる手術が成功し， dynamiccar-

diomyoplastyという新しい領域が確立されつつあ

る。しかしこれらは，全て支配動静脈を温存した有

茎広背筋を用いるため，その近位部を心筋切除部に

適格に移植，充填することは困難である。そこで教
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室では，内胸動脈による血行再建後の遊離広背筋グ

ラフトを用いた左室部分置換の可能性を実験的に検

討した。成犬 6頭を対象として，胸背神経にペーシ

ソグリードを縫着，植込型ペースメーカーにより広

背筋の電気的トレーニング (4~8週）を行った。っ

いで胸背動脈一左内胸動脈，胸背静脈一右心耳吻

合により，血行を再建した後，遊離広背筋グラフト

を作成した。心筋梗塞を作成し，梗塞領域に先に作

成した遊離広背筋グラフトをテフロンフェルトを用

いて縫着した。日本光電社製電気刺激装置を用いて，

1:1-1:3同期でグラフトを収縮させ，その左室壁補

助効果を，左室圧， dp/dt,梗塞部左室壁動態及び心

ェコー法にて評価した。グラフト駆動時，広背筋グ

ラフトの壁厚の著しい増加と共に，左室腔前壁が内

腔に突出することが心エコーにて確認され， Mモー

ド上も収縮期短縮が明らかであった。このことより，

内胸動脈を用いた血行再建により遊離広背筋移植に

よる左室置換が可能であり，充分な左室壁補助効果

を認めた。

III. 形状記憶合金の心臓血管外科領域への応用に

関する研究

近年の心臓血管外科領域のめざましい発展は，先

端技術の進歩による，新しい医療用素材の開発によ

るところが大きい。最近注目されている新しい医療

用素材の一つに形状記憶合金がある。現在教室では，

この形状記憶合金の心臓血管外科領域への応用に関

する研究を進めている。

1. 形状記憶合金による AngioplastyStentの研

究：経皮的血管形成術後の再狭窄の予防の目的でカ

テーテルで挿入可能な形状記憶合金を利用した An-

gioplasty Stentを開発した。この形状記憶合金は，

ニッケルとチタンとの合金で，一度形状を記憶させ

ると， これを冷却後他の形状に変形させても，再び

所定の温度まで加熱すると記憶している元の形状に

完全に戻る「形状記憶効果」がある。この特性を利

用してコイル状のステント（内径 5mm,長さ 5mm,

厚さ 0.25mm)を作製し， 7Fのカテーテルに巻きつ

けて 22個の Stentを 11頭の犬の両側総腸骨動脈に

植え込んだ。開存率は 1カ月 95%(21/22),1年 92%

(11/12)，さらに 2年まで観察した 4個の Stentの開

存率は 100%(4/4)と良好な結果を得た。なお現在

はPTCA後の再狭窄予防を目的とした内径 3mm

の冠動脈用の Stentの開発を進めている。

2. 形状記憶合金を利用したカテーテル法による

Intra -Pulmonary Bandingの実験的研究：開胸し

ないでカテーテル法によって簡単に行うことができ

るIntra-Pulmonary Banding用の中央部に狭窄の

ある砂時計型の Stentの開発を進めている。

3. 急性大動脈解離の治療を目的とした，形状記

憶合金による AorticStentの実験的研究：末梢血

管よりカテーテルで簡単に挿入できる解離腔閉鎖用

のAorticStentの開発を進めている。

IV. 心筋保護に関する研究

心停止中の心臓に超音波を照射する事は心筋保護

に有用であるが，その作用機序は明らかではない。そ

こで心停止中に超音波照射を行い，同時に心停止液

にATPを添加して，超音波照射と ATPとの相互

作用について，特に心筋内高エネルギー燐酸化合物

動態の面から検討した。 Workingheart法で灌流

後心停止液を用いて 37゚C20分間の心停止を施行

した。超音波は心停止中に連続波で行い引ぎ続き 30

分間再灌流した。心筋内高ニネルギー燐酸化合物は

心停止前，心停止 20分後に心臓を瞬間凍結して

Luciferase法にて測定した。この結果，外因性 ATP

の存在下で心筋への超音波照射が心停止中の心筋内

ATPの減少を抑制することが可能であり，これが

心停止後の心機能の改善に関与していると推測され

た。

V. 人工弁・弁膜症に関する研究

再弁置換手術からみた移植人工弁の選択について

検討した。対象は， 1973年 5月から， 1988年 9月ま

でに教室で行なった人工弁移植手術 422例のうち再

手術を余儀なくされた 27例である。再手術 27例の

内訳は大動脈弁 10例，僧帽弁 17例，三尖弁 l例で

あった。同期間中の移植弁数をベースに再手術の発

生頻度を見ると，大動脈弁では Bjork-Shiley弁 225

個中 8個 3.56%,SJM弁 13個中 0個 0%,Hancock 

弁 2個中 1個 50%, Ionescu-Shiley弁 2個中 0個

0%であった。僧帽弁では SAM弁 9個中 6個，

66. 7%, Hancock弁 3個中 2個 66.7%, Ionescu-

Shiley弁 77個中 8個 10.4%,Duromedics弁 55個，

Bjork-Shiley弁 53個， SJM弁 19個， Carpentier-

Edwards弁 8個中それぞれ 0個 0%であった。三尖

弁は SAM弁の肉芽形成が 1例あるのみであった。

以上より，大動脈弁には SJM弁か Bjork-Shiley弁

を，僧帽弁には Bjork-Shiley弁または溶血の合併

はあるが SJM弁を，そして三尖弁には Bjork-

Shiley弁， SJM弁， Ionescu-Shiley弁を選択するの

が良いと考えられる。
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VI. 超音波心臓診断法の研究

大動脈弁位人工弁機能不全は，緊急手術を要する

ことのある重大な術後合併症で，その診断にはX線

検査法が行われてきた。最近教室では超音波ドフ゜

ラー法を用いて，無侵裂かつ迅速に弁機能不全を発

見するよう努めている。大動脈弁位 Bjork-Shiley

弁の血流速度を計測し，弁機能不全の診断に有用な

知見を得た。すなわち，開放制限を有する Bjork-

Shiley弁では人工弁位の流速が増大し，正常値に比

して，かなり速くなる傾向がみられた。逆流を伴う

例では，人工弁位だけでなく左室流出路の流速も速

くなることがわかった。無侵殷かつ簡便に診断が可

能な超音波ドプラー法を用いることによって，大動

脈弁位 Bjork-Shiley弁の機能不全を外来診療レベ

ルで早期に発見することが可能と考えられる。

VII. 先天性疾患に関する研究

ファロー四微症心内修復後の不整脈について検討

した。術前，術後 1カ月，術後 1年にホルター心電

図検査を行い，術式，残存肺動脈狭窄，肺動脈弁逆

流，遺残短絡の程度，脚ブロックとの関連を比較し

た。対象は '83年 4月から 5年問に心内修復術を施

行した中で術前および術後 1カ月にホルター心電図

検査を施行したファロー四微症 30例である。術後に

出現した伝導障害は不完全右脚ブロック 10例，完全

右脚ブロック 8例である。ホルター心電図の結果で

は，術後 l力月では I度の房室ブロックを 6例に， II

度の房室ブロックを 4例に，房室解離を 1例に認め

た。上室性期外収縮が術後 1カ月時に増加している

症例が 3例に認められた。心室性期外収縮について

は， 4例で軽度増加し， 3例で著明に増加したが， 1

年後には改善傾向を認めた。術後脚フ＇ロックが出現

していない症例では，不整脈は少ない傾向にあった。
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研究概要

I. 卵巣腫瘍の治療に対する基礎的，臨床的検討

1. 新たな卵巣癌由来株の樹立

卵巣癌は種々の組織型を有し，組織型によりその

特徴が異なるため，各組織型由来株を樹立あるいは

樹立中である。

2. 卵巣腫瘍の良悪性鑑別診断法の開発

8種の腫瘍マーカーの Combinationassayに多変

量解析ヽンステム (CAMPUS)を開発し，広く一般臨

床に応用を試みている。

3. 癌退伝子 c-myc,ras等と卵巣癌浸潤・転移と

の関連に関する研究

癌追伝子が卵巣癌の予後因子になりうるかを検討

中である。

4. 薬剤耐性と遺伝子

卵巣癌化学療法中に生ずる薬剤耐性について遺伝

子レベルでの検索を行っている。

5. 卵巣癌細胞へのプロスタグランジン誘導体の

抗腫瘍効果について

ヌードマウス移植ヒト由来卵巣癌株に対して， 12-

OH-L忙 ProstaglandinA,誘導体の抗腫瘍効果を

検討し， Cisplatinの 60%前後に匹敵する抗腫瘍効

果を認めた。

6. 卵巣癌の薬剤感受性テスト

手術材料の一部を用い HTCAテストを行い，卵

巣癌の薬剤感受性を調べ臨床応用している。

7. 卵巣癌治療成績向上のための手術法改善
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進行卵巣癌の長期延命をめざし傍大動脈リンパ郭 ことからも管理も簡便であり本法は IVF-ETでの

清術を含めた術式のエ夫を行っている。 卵胞刺激法として有用と考えられた。

8. 抗癌剤投与法の工夫について

卵巣癌患者の Qualityof lifeを改善及び治癒率向 IV. 産科学に関する研究

上のために周期的投与方法を採用。 『糖尿病における血管内皮障害と Ca+＋動態』

II. 子宮頚癌の基礎的・臨床的検討

1． 子宮頚部腺癌の放射線抵抗性因子の解析

Spheroidモデルを用いて頚部腺癌の放射線抵抗

因子を検索し，大きな Repair能が璽要な因子であ

ることを報告した。

2. HPVと子宮頚癌との関連性について

III. 生殖生理学 (Reproduction)に関する研究

『体外受精胚移植 CIVF-ET)の基礎的，臨床的研

究』

1. ヒト精子運動率に対するペントキシフィレン

in vitroの添加の影響

男性因子不妊患者の治療法として様々な assisted

fertilizationが用いられている。我々はphosphodies-

terase inhibitorであるペントキシフィレン（以下

PF)の invitro添加によるヒト精子運動率への効果

について検討した。

平均精子運動率は PF非添加群では処理前 53%,

30分 54%,120分49%,240分48%と経時的に低下

する傾向を認めたのに対して PF娠加群では 30分

55%, 60分 55%,120分 59%,240分 61%と上昇す

る傾向を認めた。また PF非添加群では 5例全てが

240分で運動率の低下を認めたのに対して PF添加

群では 4例に運動率の上昇を認めた。平均 abnor-

ma! Morphology(％)は処理前 45%に対して処理

後 240分で PF処理により上昇しなかった。

以上の結果より PFの invitro‘添加は男性因子不

妊患者精子の運動率向上に効果があると考えられ

た。今後本法の臨床応用が期待される。

2. Gn-RH analog/hMG (FSH)/hCG併用によ

る体外受精胚移植 (IVF-ET)の検討

LHサージを抑制する目的で Gn-RH analog 

(a)+hMG法にて体外受精の卵胞剌激を行い，その

効果について検討した。卵胞刺激法は GnRH

agonist（ブセレリン） 900μgを経鼻にて黄体期中期

より始め，次回月経第 2日目より hMGを300IU連

日投与した。卵胞径 18mm以上の卵胞が 2コ以上認

められた時点で hCG投与を行い， 35時間後に経腟

採卵にて IVFを， 2日後に ETを施行した。

GnRHa+hMG併用療法を用いた IVF-ETでは

採卵数，受精率共に良好であり LHサージを抑える
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我々は STZ糖尿病妊娠 ratにおける血管内皮障

害につき機能面および形態面より検索を行い，今回

内皮障害における PGI2産生能と Ca+＋動態につき

検討した。糖尿病妊娠 ratの内皮細胞を shorttime 

incubationしPGI2産生能を測定したところ著しく

低下し，アラキドン酸， トロンビン剌激に対する反

応性も低下がみられた。そこで内皮細胞の short

time incubationにおける 45Cauptakeを検討した

が '5Ca uptakeは低下し，また細胞内よりの Ca

releaseも減少を示した。 PGI2産生能の低下は細胞

内，外の Caの移動および猿度変化が重要であった。

V. 子宮平滑筋収縮機構に関する研究

本年度は，子宮平滑筋細胞単離標本を作製し，特

に妊娠時の変化についての検討を行った。 collagen

を中心とした筋細胞の結合状態は，妊娠の進行と共

に疎となるが，妊娠末期にはむしろ強固となり，分

娩発来に好都合の環境がつくられることが判明し

た。

VI. 産婦人科とスポーツとの関連に関する研究

1. 妊娠とスボーツ

妊娠時におけるスボーツの有用性，安全性に対す

る基礎的検索を行った。妊娠ラットを用い，アネロ

ビックな要素の強い遊泳負荷およびエアロビックな

トレッドミル負荷実験を用い胎仔発育への影響を検

討した。

2 性機能とスポーツに関する研究

女子の内分泌環境が運動能力にどのように影響を

及ぽすかについて数名のボラ｀ノティアを用い，内分

泌動態と運動能力についての検討を行った。各性周

期においてエリエールマシンを用い，各運動要素に

おける屈曲，伸展の筋力と速度について測定した。

各性周期を通じ，屈曲における最大筋力，速度は

変化なく推移したが，伸展における筋力と速度は血

中 progesteroneの変化と相関がみられた。

VII. 婦人の内性器のステロイドホルモン依存性に

ついて．特にレセプタ一面からの検討

l. 子宮内膜症にはステロイドモルホン

レセプターを有するものと有しないものがあり，

生化学的，形態学的にそれらを検討し，臨床的側面



との関連性につき考察した。

2. 不妊症の中には血中ステロイド値は正常で

あっても，内膜形態に異常を示すものがあり，ステ

ロイドに対する反応性が問題と考えられるが， この

病態をレセプタ一面から検討した。
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研究概要

I. 尿路男性性器腫瘍に関する研究

1. 腎腫瘍：腎細胞癌の基礎的研究は，教室で樹

立したヌードマウス可移植性ヒト腎細胞癌 3株を用

い， TNF,IFN,温熱療法，放射線治療の有効性に関

して，併用効果を中心に有効な治療法の体系化をめ

ざして検討した。その結果， IFN-a併用温熱療法は，

IFN単独，温熱単独療法に比較して有効な結果が得

られた。また，放射線併用温熱療法は，単独療法よ

り相乗的な効果が期待できることが示唆された。さ

らに，形成外科との共同研究として，腫癌血管に注

目して， angiogenesisに与える各種薬剤の効果につ

いても研究中である。

2. 膀脱腫瘍：進行症例に対して，術後の補助療

法として新しい化学療法 (M-VAC療法）の効果を

臨床的に検討している。また患者の術後生活の質的

向上をめざし，’代用膀脱として腸管を利用した各種

内艇術の有用性を比較検討している。

3. 前立腺癌：前立腺関連物質（腫瘍マーカー）で

ある前立腺酸ホスファターゼ(PAP)，前立腺抗原

CPA), y—セミノプロテイン (y-Sm) の前立腺癌診

断における測定の意義について臨床的検討を行なっ

た。 PAPは，治療後の経過観察，特に治療効果の判

定に有用であることが判明した。

前立腺潜伏癌について，病理学教室と共同で，約

500体の剖検例の前立腺を対象に，年齢階層，発癌化

機構などを検討中である。

治療面では． フルタマイド（非ステロイド系アン

チアンドロゲン）の治療効果の検討を行なっている。

4. 睾丸腫瘍：進行性睾丸腫瘍症例の化学療法開

始直後にみられる血中 AFP値の急性変動につい



て，可移植性睾丸腫瘍株を用いてその機序と臨床的

意義を検討した。臨床面では，進行性睾丸腫瘍に対

して新しい化学療法レジメンを応用し，その効果が

認められた。また StageI症例の監視療法の意義，精

上皮腫の病期進行の危険因子について他施設と共同

研究を行なっている。

II. 核医学，画像診断に関する研究

東京都老人医療センター核医学放射線部，虎ノ門

病院核医学との共同研究で SPECTによる 99mTc-

DMSA 3次元イメージより腎容積腎摂取率を求め

る分腎機能検査法，レノグラムの Deconvolusion

analysisにより乎均腎通過時間を算出する分腎機能

検査法について茎礎的，臨床的検討を行なった。

MRI（核磁気共り鳥画像）の泌尿器科領域への臨床

応用は， MRI強調像における強調の定量化，イメー

ジング造影剤 Gd-DTPAを用いた MRI画像を利用

した腎動態機能検査を研究，開発した。

III. 精巣障害に関する研究

従来より続けている実験的精巣障害の研究につい

ては， フタール酸エステルの一種で新しい可塑剤と

して需要の高まっている butylbenzyl phthalate 

(BBP)の精巣障害を，特にその代謝産物と精巣障害

との関連について国立衛生試験所との共同研究で進

めた。その結果， BBPの尿中代謝産物 Monobutyl 

phthalateが精巣障害の原因物質であることが判明

した。また，マウスに制癌剤 cyclophosphamideを

投与し，精巣障害を作成，漠方薬温経湯を併用投与

して，組織学的に障害抑制効果がみられることが明

らかになった。臨床的にも男子不妊症患者に温経湯

を投与し，精液所見に改善が認められ，妊娠に至る

例の多いことを報告した。

IV. 尿路感染に関する研究

薬剤耐性菌に関する研究では，ニューキノロン剤

耐性菌を主な対象として，特に緑膿菌，セラチアに

おける高度耐性菌の増加とその出現に関与した臨床

的背景について報告した。抗生剤の生体内効果と尿

路の感染防御機構については，補体とセフェム剤が

相加的に Serratiamarcescensを殺菌することが示

唆された。

尿路感染症の臨床統計的研究では，最近の複雑性

尿路感染症と，それに対する化学療法の効果につい

て，宿主側の因子をもとに臨床的解析を行ない，過

去の解析結果と比較検討を行なった。尿道炎に関す

る研究では，非淋菌性尿道炎におけるウレアプラズ

マの意義について検討した。

V. 尿路結石症，腎生理に関する研究

臨床研究として，外来患者に対しての体外衝撃波

結石破砕術 (ESWL)が導入され，その治療成績が

集積されている。併用して，基礎研究として，イヌ

を用いた実験で ESWLによる腎組織障害を確認

し，治療の効率化を検討した。

腎の代謝に関する研究しま， 、ンスプラチンの毒性に

ついて検討し，片側無機能腎症例では，両側正常腎

機能症例に比べ腎機能障害が有意に認められた。さ

らに阻血の腎皮質での糖代謝に及ぽす影響について

も検討した。

VI. ウロダイナミックスに関する研究

二分脊椎の尿路管理と尿失禁について，女性を対

象にした尿道周囲シリコ｀ノオイル注入療法を行ない

良好な成績が得られた。

脊髄損傷患者の性機能に関し，麻痺の部位，程度

と勃起力の関係を陰部皮膚温から検討した。その結

果，陰部反応温と勃起の程度は良く相関していたが，

勃起現象が血流のみでないことも示唆された。

研究業績

I. 原著論文

1． 尿路男性性器腫瘍に関する研究

l) 増田富士男： Capriciousな腎細胞癌．腎と透析．

24: 735-736 (1988) 

2) 増田富士男，川原 元，倉内洋文，今中啓一郎，菱

侶秀雄，吉田正林：腎細胞癌に対する経胸腹的根治的

腎摘除術の合併症．泌尿器外科． 1: 747-750 (1988) 

3) 大西哲郎，飯塚典男鈴木正泰森義人，近藤泉，

仲旧浄治郎，増田富士男，町田豊平：腎細胞癌に対する

化学療法の成績． 日癌治誌． 23: 43-49 (1988) 

4) 大西哲郎，飯塚典男，鈴木正泰，森義人，近藤泉，

仲田浄治郎，増田富士男，町田豊平：ヌードマウス可移

植性腎細胞癌に対するイソターフェロン a,yと

Tegafur-Uracil配合剤(UFT)の併用効果．日癌治誌．

23 : 1498-1502 (1988) 

5) 大西哲郎，町田豊平，飯塚典男，森 義人，増田富

士男，望月幸夫：ヌートマウス可移植性ヒト腎細胞癌

株を用いてのインターフェロン併用温熱療法の検討．

日泌尿会誌． 79: 1372-1378 (1988) 

6) 仲田浄治郎，増田富士男，飯塚典男，近藤 泉，五

十嵐宏，町田豊平：経皮的腎生検により診断した腎孟

白板症．臨泌． 42:335-337 (1988) 

7) 鈴木正泰町田豊平，大西哲郎：インターフェロン

投与による腎細胞癌患者の細胞性免疫能の変化．

-149-



BIOTHERAPY. 2: 200-203 (1988) 

8) 鈴木正泰，渡辺美智子，大野典也：＇督細胞癌に対す

るモノクローナル抗体の作製．慈恵医大誌． 103:1743-

1752 (1988) 

9) 飯塚典男，大西哲郎：ヌードマウス吋移植性ヒト腎

細胞癌に対する放射線併用温熱療法の効果に関する／i)f

究．慈恵医大誌． 103:729-737 0988) 

10) 黒田 淳，町田豊平，増田富士男，田代和也，倉内

洋文，高橋知宏，藍沢茂雄，鈴木正章：腎茎部リンパ節

にも併発病理所見をみた両側腎血管筋脂肪腫の 1例．

泌尿紀要． 34:478-481 (1988) 

11) 小針俊彦，町田豊平，大石幸彦，小寺重行，大西哲

郎，藍沢茂雄，菊地 泰： Bellini管原発と思われる腎

腫瘍の 1例． 日泌尿会誌． 79:1108-lll3 0988) 

12) 東陽一郎：前立腺酸性フォスファターゼ値が異常

を示さない前立腺癌の病態特性．慈恵医大誌． 103:

1735-17 41 (1988) 

2. 核医学，画像診断に関する研究

l) 大石幸彦，町田豊平，赤阪雄一郎，三谷比呂志，黒

田淳，森 豊，間島寧興，川上憲司：褐色細胞腫

の 1311-metaiodobenzylguanidine(MIBG)のイメー

ジング．臨泌． 42:421-425 0988) 

2) 大石幸彦，町田豊平，上田正山，木戸 晃，田代和

也，岸本幸一，東陽一郎，和田鉄郎，鳥居伸一郎，吉越

富久夫，遠藤勝久：泌尿器科悪性腫瘍の血清 PST!測

定の意義．ホルモンと臨床． 36: 879-884 (1988) 

3) 烏居伸一郎，大石幸彦，舘野之男＊，福田信男＊（＊放

医研） ：腎動態機能検査としての MRIレノグラムの

数理解析による研究．日泌尿会誌． 79: 1063-1069 

(1988) 

4) 鳥居伸一郎，舘野之男（放医研） ：MRIによる腎動

態検査の研究． 日泌尿会誌． 79:413-422 (1988) 

5) 吉越富久夫，大石幸彦： In-111標識多形核好中球

による炎症巣イメージング．日本画像医学雑誌． 7:

126-133 (1988) 

3. 男子不妊症に関する研究

1) 池本庸，田中彰，町田豊平，谷野誠，小寺甫

行，御厨裕治，白井 尚，三谷比呂志：薬剤による精巣

障害時の精巣内酵素の変動．日不妊会誌． 33:114-119 

(1988) 

2) Ikemoto, I., Machida, T., Kotera, S., Mikuriya, 

H., Shirai, T. and Mitani, H.: Fundamental studies 

on cyclophosphamide-induced testicular disorder 

and on the functional recovery of the impaired 

testis. Jpn. J. Fertil. 33: 120-126 (1988) 

3) Mikuriya, H., Ikemoto, I. and Tanaka, A.: Uri・

nary metabolites contributing to testicular damage 

induced by butylbenzylphthalate. Jikei Med. J. 35: 

403-409 (1988) 

4. 尿路感染症に関する研究

l) 大石幸彦，町田豊平，赤阪雄一郎，田代和也，清田

浩，後藤博・，斉藤賢一：尿道膀脱鏡検査後の尿路性器

感染症のf防と対策．臨泌． 42:421-425 (1988) 

2) 清田 浩，小野寺昭一，岸本幸一，後藤博一，町田

豊平，横田 健（順天大）： Serratiamarcescensに対

する補体の殺菌作用とセフェム剤との協力． 日泌尿会

le. 79 : 910-917 0988) 

3) 清田浩： Escherichia coli, Pseudomonas aer-

uginosaおよび Staphylococcusaureusに対する補体

とセフェム系抗生剤との協力的殺茜作用の検討．

Chemotherapy. 36: 734-743 (1988) 

5. 尿路結石症に関する研究

l) 町田豊平，田代和也，望月 篤，大石幸彦，吉越富

久夫，御厨裕治，今中啓一郎：第 2世代 ESWL(LT-

01)による上部尿路結石治療の臨床経験． 日泌尿会誌．

79: 214-219 (1988) 

2) 田代和也，望月 篤，黒田 淳，川島禎男，大石幸

彦，町田豊平：外来治療としての体外衝撃波結石破砕

術．臨泌． 42:1093-1096 (1988) 

3) 森 義人：経皮的腎結石破砕術における endotox-

inとその全身への影響．慈恵医大誌． 103:837-848 

0988) 

4) 鳥居伸一郎，町田豊平，大石幸彦，田代和也，望月

篤吉越富久夫：体外衝撃波結石破砕術(ESWL)によ

る腎組織障害． 日泌尿会誌． 79: 1323-1327 (1988) 

5) 望月 篤：体外衝棺波結石破砕術における腎組織

障害の検討．慈恵医大誌． 103:1103-1115 (1988) 

6. ウロダイナミックスに関する研究

l) 高坂 哲，宮崎一興：脊髄損傷患者の性機能に関す

る研究． 日泌尿会誌． 79:824-831 (1988) 

2) 鈴木康之，宮崎一興石堂哲郎（神奈川リハビリテー

ションセンター） ：特集二分脊椎の排尿管理 排尿管

理の実際一排便管理も含めて一．泌尿器外科． 11:

1019-1024 (1988) 

II. 総説

1) 町田豊乎：泌尿器悪性腫瘍における腫瘍マーカー．

Immunか Review,Excepta Medica. 5: 3-5 (1988) 

2) 町田豊平：感染防御機構と化学療法の協力．日本細

菌学会雑誌． 43:971-980 (1988) 

3) 町田豊平，大西哲郎：腎癌に対する経腹式根治的腎

摘出術．外科治療． 59: 485-492 (1988) 

4) 増田富士男：腎癌一早期診断と治療のポイント

ー． 日本医師会雑誌． 100:244-248 (1988) 

5) 宮崎興：障害者と性． リハビリテーション医学．

25: 180-182 0988) 

6) 大石幸彦．黒田 淳：排泄性尿路造影．総合臨床（特

集：腹部画像診断ー画像診断の進歩と適応）． 37:

--15(）-



2007-2011 0988) soecies of species of inflammatory bacteria isolated from 

7) 小野寺昭一，岡崎武二郎：尿道炎ー I;．に STDを patients with urogenital infections. 2nd Interna-

中心に一．尿路性器感染症(II)．泌尿器外科． 1:507- tional Symposium on the New Quinol ones. Aug. 

512 0988) Geneve. 

8) 赤阪雄一郎：経胸，経横隔膜，腹膜外式副腎摘出術． 11) 岡崎武ここ郎，後藤博ー・，清田 浩，小野寺昭一，町

臨泌． 42: 973-978 0 988) 田豊平：男子尿道炎の臨床統計．第 62回日本感染症学

9) 田代和也：経皮的腎艇術特集/Endourologyの 会． 4月．名古屋．

手技と問題点．臨泌． 42:201-205 0988) 12) Tashiro, T., Mochizuki, A. and Machida, T.: 

10) 池本庸宮本幸夫，菊地泰：発熱で発見された Renal damage in ESWL. 6th World Congress on 

男性の腎腫瘤．臨泌． 42:186-189 0988) Endourology and ESWL. Sept. Paris. 

III. 学会発表

1) 町田豊平．赤阪雄一郎： （シンポシウム： Cisplatin

analogueに関する現況）泌尿器性器悪性腫瘍における

アナログ白金化合物の問題点．第 26回癌治療学会． 9

月．新潟．

2) 増田富士男： （パネルディスカッション：泌尿器科

領域の画像診断）腎癌の画像診断．第 76回日本泌尿器

科学会総会． 5月．東京．

3) 宮崎一興： （特別講演）男子脊損者の性機能障害に

対する医学的援助．第 23回バラブレシア医学会． 10

月．秋田．

4) 小野寺昭一： （シンポジウム：抗生剤療法の再検

討）尿路感染症における検討．第 35回日本化学療法学

会東日本支部総会． 11月．東京．

5) Machida, T. and Torii, S.: Analytical inves-

tigation of urologic endoscopic images by analyzer 

(NEXUS). Society of Urology and Engineerrings. 

Jun. Boston. 

6) Masuda, F., Mori, Y. and Nakada, J.: Efficacy 

of UFT for the treatment of renal cell carcinoma. 

International Symposium on Therapeutic Progress 

in Urological Cancer. Jul. Paris. 

7) 増田富士男，倉内洋文，今中啓一郎，川原 元，中

条 洋，鈴木博雄，菱沼秀雄：腎癌とまぎらわしい良性

腎疾患の画像診断．第 53回日本泌尿器科学会東部総

会． 10月．東京．

8) 大石幸彦，町田豊平，上田正山，田代和也，和田鉄

朗，鳥居伸一郎，吉越富久夫，川島禎男，外山比南子＊，

村田 啓＊ （＊虎ノ門病院） ：Single photon emission 

computed tomography (SPECT)による腎容積腎摂

取率測定の基礎的検討．第 76回日本泌尿器科学会総

会． 5月．盛岡

9) 斉藤賢一，五十嵐宏，古田 希，岸本幸一，清田 浩：

TUR-P術後抗生剤使用例，不使用例の臨床的検討．第

76回日本泌尿器科学会総会． 5月．盛岡．

10) Onodera, S., Goto, H., Mitaani, H. Takamizawa, 

S., Endo, K., Matida, T. and Okazaki, T.: Study on 

the sensitivity to the new quinolone drug of various 

13) Onishi, T.. Machida, T. Masuda, F. and Suzuki, 

M. : Histological evaluation of renal cell car-

cinoma. XXI Congress of the International Soci-

ety of Urology. Oct. Buenos Aires. 

14) 東陽一郎，町田豊平，大石幸彦，赤阪雄一郎，山崎

春城，倉内洋文，黒田 淳： PAP陰性前立腺癌の病態

特性．第 76回日本泌尿器科学会総会． 5月．盛岡．

15) 鈴木正泰，大野典也，渡辺芙智子，町田豊平，増田

富士男，大西哲郎：腎細胞癌に対するモノクローナル

抗体の作製．第 76回日本泌尿器科学会総会． 5月．盛

岡．

16) 和田鉄朗，小寺重行，鈴木正泰，田代和也，大石幸

彦，町田罷平，古里征国，藍沢茂雄：前立腺潜伏癌の危

険因了．．第 76回日本泌尿器科学会総会． 5月．盛岡．

17) 池本 庸，町田豊平，小寺重行，御厨裕治，白井 尚，

田中 彰，福岡正道（国立衛生試験所） ：フタール酸エ

ステルによる精巣障害の原因物質に関する検討．第 6

回アンドロロジ一学会． 6月．東京．

18) 鳥居伸一郎，町田豊平，大石幸彦，小野寺昭一：尿

路系内視鏡画像の画像解析装置 (NEXUS)による解析

の検討．第 76回日本泌尿器科学会総会． 5月．盛岡．

19) Mochizuki, A., Tashiro, K. and Machida, T.: 

Clinical results with ESWL at outpatient clinic. 

VI th World Congress on Endourology and ESWL. 

Sept. Paris 

20) 吉越富久夫，上田正山，町田豊平，大石幸彦，田代

和也，和田鉄朗，鳥居伸一郎，後藤博一，長谷川倫男：

ln-111トロポロン標識多形核好中球による炎症巣の

描出の検討．第 76回日本泌尿器科学会総会． 5月．盛

岡．

IV. 著書

l) 町田豊平，赤阪雄・・・・郎：睾丸腫瘍／第 5章 治療

NSGCTの項分担執筆山村雄一，杉村隆編： Prog-

ress in Cancer Clinic図説「癌」シリーズ No.23卵巣

腫瘍，睾丸腫瘍． メジカルビュー社． 170-1760988) 

2) 大石幸彦：体外衝撃波結石破砕術 CESWL)による

腎組織障害の項分担執筆．安河内浩編：画像診断アト

ラス． メジカル研究教育社． 241-243(1988) 
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3) 川口安夫：遊走腎の項分担執筆．日野原重明，阿部

正和編：今日の治療指針 (1988年度）．医学書院． 453

(1988) 

4) 小野寺昭ー：性病（性行為感染症）の項分担執筆． I-l

野原重明，他編：プライマリケア医学一包括医療実践

のために一．医学書院． 565-5700988) 

5) 吉越富久夫：原因不明熱の項分担執筆．安河内訊

編．画像診断アトラス．メシカル教育研究社． 244(1988)

眼科学

教授：松崎 浩

助教授：北原健二

助教授：堀内 二彦

助教授：闊田 正矩

講師：谷内 修

講師：河合一重

講師：環龍太郎

講師：鎌田芳夫

講師：野地 潤

講師 ：大 木孝 太郎

研究概要

I. 視覚生理部門

神経眼科，外傷，斜視

視機能，色覚

眼循環

糖尿病，神経眼科

硝子体，網膜剥離，眼病理

神経眼科，眼球運動，視覚

誘発脳波

緑内障．視機能

眼生化学，神経眼科

糖尿病，視機能

硝子体，眼病理

先天赤緑異常に対して，白色背景野における分光

感度測定により色対立応答特性について検索した。

その結果， 2色型および異常 3色型色覚ともに中波

長および長波長領域における応答は緑あるいは赤錐

体の分光感度に一致し，赤緑応答は検出されないこ

とを示した。

2色型色覚における混同色線の理論から色相配列

検査器（パネル D-15テスト）のシミュレーショ‘ノを

試みた。得られたシミュレーションと第 2色盲例の

結果とを比較検討した。その結果，第 2色盲におい

ては混同色線が 1点に収束することが示され，欠損

説が支持された。

また，錐体視色素の cDNAを用いて，正常者およ

び先天色覚異常者の DNAについて分子生物学的検

索を開始した。

II. 視神経部門

視神経障害の原因は種々存在するが，主なものと

して炎症，脱髄，腫瘍，変性，血管障害，中毒，外

傷などが存在する。その中で視神経炎と多発性硬化

症 (MS)との関連は大きな問題点の一つである。現

在，視神経炎において，脳脊髄液中のミエリン塩基

性蛋白，乏クローン帯および MRI所見との関連，さ

らに長期予後における他の中枢神経症状について検

索中である。

虚血性視神経症 CION)に関しては，前年度から

の継続として，非動脈炎性の IONについて中枢神経

賦活剤の効果について検索を行った。
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III. 眼運動系部門

眼球運動障害は先天性にも後犬性にも発症し得

る。先天性の場合，眼球運動失行症のような運動障

害もあるが，眼振にしばしば遭遇する。先天性眼振

の場合，原因によっても異なるが，視機能を発達さ

せることが大切である。高利得型の先天性眼振であ

れは，基底外のプリズム眼鏡の常時装用により，眼

振を抑制することで視機能の発逹を試みている。ま

た，潜伏性眼振や顕性潜伏性眼振であれば，弱視治

療に準ずる方法で視機能の発達を試みた。

後天性の眼球運動障害や眼振の場合，まず局在診

断が大切であり，それに対応する原因を検索するよ

う試みている。ここでは眼球運動特性を EOGを用

いて分析し，大脳，小脳，脳幹部，その他に分類し，

さらに原因疾患を MRIなどを参考に鑑別できるよ

うに検討を行った。

IV. 電気生理部門

視覚誘発電位 (VEP)の伝達特性を用いて， コン

トラスト閾値を他覚的に求める方法を確立した。こ

の方法を用いると各空間周波数の他覚的コントラス

トをもとめ，補外法より他覚的視力を測定すること

ができる。心因性視力障害，詐病の症例にこの方法

より他覚的視力を求めることができ有用であった。

半視野刺激による VEPの測定を行い，時問周波数

の要素をとりいれて分析を行うことで， VEPの極性

逆転を双極子理論より解説する説を否定することが

できたと思われる。また白色家兎に固定電極を装着

させ，薬物 (LPC)により視神経脱髄病巣を作製し，

病巣の程度と FlashVEPのPlOO潜時，振幅との関

連を検討した。

V. 生化学部門

自然発症糖尿病 WBN/kob系ラットの白内障発

症に対する長期にわたるアルドース還元酵素阻害剤

の予防効果をラマン分光法を用いて検討した。

カニル網膜からのグルタミン酸誘発 GABA放出

における Cキナーゼの関与をフォルボールエステ

ル，スタウロスポリンを用いて検討した。

視神経再生に関し，カエル視神経切断後の網膜内

アクチ ‘1/mRNAの発現を検討した。

VI. 眼循環部門

分析した。② 家兎の硝＋体，網膜の pHを微小電

極を用いて測定する基礎実験を開始した。眼循環の

臨床研究として，眼球脈波の臨床応用のために眼球

脈波消失時圧，眼内圧回復速度ならびに脈波伝達速

度の概念を導入し，それらの特性について検討した。

これらは眼循環の予防，機序，治療などの新知見

を期待しての研究活動である。

VII. 病理・形態部門

眼内レンス移植後の Zinn小帯，水晶体成におよ

ぽす変化につき，人眼およびサル眼を光顕，走査電

顕を用いて観察し，これらについての検査を加えた。

硝子体手術の際に使用されているシリコンオイルの

眼内組織に対する影響を家兎を用いて注入実験を行

い，角膜，毛様体，網膜，色素上皮細胞を病理組織

学的，電気生理学的に検討を加えた。

VIII. 緑内障部門

緑内障における視野変化をより詳細に知るため白

色背景野における視感度測定を行い，網膜中心部位

における短波長領域の感度低下と視野変化との関係

につき検討した。また，臨床的に一般化しつつある

各種自動視野計の精度につき検討するとともに，

パーソナルコンピュータおよび CRTディスプレー

を用いた新しい概念にもとづいた視野計についてそ

の臨床的価値につき検討を加えた。

IX. 糖尿病部門

糖尿病性網膜症 (DMR)における硝子体出血の誘

発因子につき検討を行った。その結果，打撲や過激

な運動により誘発されることぱむしろ少なく．急激

な血圧の変動や低血糖，あるいぱ精神的なストレス

のあとに硝子体出血のみられる頷向を認めた。糖尿

病患者において，白内障手術後に DMRの悪化する

例にしばしば遭遇するが， これらの症例についてそ

の要因について分析を行った。

ペイマンレンズと YAGレーザーを用いて網膜に

連なる硝子休索を切断することにより，症例によっ

ては増殖性 DMRにおける牽引性網膜剖離の予防，

治療が可能であることを確認した。 DMRによる視

覚障害者のリハビリテーションについて検討を行

い，その特ヤ1．と問題点につし、てぢ察した。

眼循環の基礎研究として，①家兎のフトウ膜，網 X. 網膜硝子体部門

膜に各種循環付加を与えてそれらの血流量を電解式 硝子体切除後の眼内タンボナーテ物質として，ソ

水素クリアランス組織血流計，熱勾配式組織血流計， リコンオイルと液体フルオロカーボンを家兎眼内に

半導体レーザードップラー組織血流計などを用いて 注入し，液体フルオロカーボンが一時的タンポナー

-15:l-



デとして使用すれば副作用が軽微であることを確認

した。家兎眼肉におけるシリコンオイルの組織化学

的分布を検索し，特に前眼部へのシリコンオイルの

影響を研究した。前部硝子体とチン小帯との解剖学

的，生理学的関係の研究を開始し，新たに作成した

微細張力計を使用しチン小帯の張力の計測を行っ

た。

XI. その他

教授松崎 浩は第 42回日本臨床眼科学会総会の

総会長として'88年 9月23日～25日，東京において

総会を主催した。

研究業績

I. 原著論文

1. 視覚生理部門

1) Kitahara, K., Kandatsu, A., Nishimuta, M. and 

Tamaki, R. : Theoretical patterns of Farnsworth-

Muncell 100-hue test in congenital color vision 

defects. Doc. Ophthalmol. Proc. Ser. 52: 455-461 

(1988) 

2) 三原敬，野地潤，北原健二，松崎浩：外傷性

視神経損傷の色相識別能について．臨眼． 42(4):402-

403 (1988) 

3) 北原健二，神立 敦，環龍太郎：赤錐体 1色型色覚

の所見を呈した 1例．臨眼． 42(7): 797-799 0988) 

4) 松崎浩，北原健二，環龍太郎，野地潤，神立敦，

岡部高雄，郡司久人，三原 敬：視機能測定の試み．色

覚について一その 3-．航空機乗員の医学適性研究報

告書． 75-900988) 

2. 視神経部門

l) 松崎 浩：虚血性視神経症．東京都眼科医会報．

127 : 15-16 (1988) 

3. 眼球運動部門

l) 松崎 浩，河合一重：アルコールと眼．からだの科

学． 139:74-78 (1988) 

4. 生化学部門

1) Mizuno, A., Kanematsu, E.H., Suzuki, H. and 

!hara, N. : Laser Raman spectroscopic study of 

hereditary cataractous lenses in ICR/f-strain rat. 

Jpn. J. Ophthalmol. 32: 281-287 (1988) 

2) 森 豊，横山淳一，佐野雄太，水野有武：自然発

症糖尿病モデル WBN/kobラットに関する研究一慢

性合併症の検討 ．糖尿病糖物． 2:182-189 (1988) 

3) Mizuno, A., Nishigori, H. and Iwatsuru, M.: 

Glucocorticoid cataract in chick embryo monitored 

by Raman spectroscopy. Investig. Ophthalmol. and 

Vis. Sci. 30(1) : 132-137 (1988) 

4) 溝渕宗秀，八木康之，水野有武，松田 誠：ウシガ

ニルの視神経再生機構について（続報）．神経化学． 27

(1) : 152-153 (1988) 

5) Mizuno, A., Mizobuchi, T., Ishibashi, Y. and 

Matsuda, M.: C-Fos mRNA induction under vita-

min B6 antagonist-induced seizure. Neuroscience 

Letters. 98: 272-275 (1989) 

5. 眼循環部門

l) 岡島友見子，堀内二彦，笹野泰史，吉利 尚，松橋

香里，萩原郁子： Chestcell glaucomaの 1例．眼科．

30(8): 829-831 (1988) 

2) 大野理子，堀内二彦，田島秀樹：眼循環の研究．虹

彩血流量と毛様体血流量の比較．あたらしい眼科． 5

(8) : 1201-1205 0988) 

3) 田島秀樹，堀内二彦，大野理子：眼循環の研究．眼

内圧回復速度の測定とその意義． Therapeutic

research. 9: 980-985 (1988) 

4) 藤川英津子，堀内二彦，笹野泰史，吉利 尚，松橋

香里，三宅浩二：放射線障害と網膜微小血管瘤． Ther-

apeutic research. 9 : 986-989 (1988) 

5) 田島秀樹，堀内二彦，大野理子：眼循環の研究．眼

内圧回復速度と眼循環慈恵医大誌． 103: 1629-1633 

0988) 

6) Tajima, H., Horiuchi, T. and Ohno, R.: 

Intraocular pressure recovery velocity and the ocu-

Jar blood circulation. Microcirculation annual. 43-

45 (1988) 

6. 糖尿病部門

1) Yaginuma, T., Tanaka,H., Ito, H., Aoki, N. and 

Ichikawa, F. : Management of the blind due to 

diabetic retinopathy. Elsevier Science Publishers. 

Diabetes mellitus in East Asia. 237-240 0988) 

II. 総説

l) 松崎 浩：頭頚部外傷症候群と眼．日本の眼科． 59

(8) : 91-93 (1988) 

2) 松崎浩：詐病の鑑別．眼科． 30(11) : 1327-1330 

(1988) 

3) 野地 潤，北原健二：視覚生理学．照明学会誌． 72

(8): 440-442 (1988) 

4) 河合一重： VEPの現況と将来．眼科． 30:403-406 

(1988) 

5) 堀内二彦：高血圧合併症としての網膜循環障害．そ

の発生機序．あたらしい眼科． 5:29-33 0988) 

6) 堀内二彦：網膜静脈閉塞症の発生病理．眼科． 30

(10) : 971-979 (1988) 

7) 堀内二彦：脳循環障害と眼．眼科． 30Cll) : 1079-

1087 (1988) 
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III. 学会発表 内圧回復速度の測定とその意義．第 5回眼微小循環研

1) Kandatsu, A., Alpern, M., Kitahara, K. and 究会． 7月．福井．

Yokota, A. : Is disc renewal of human red & green 16) 藤川英津子，堀内二彦，笹野泰史，吉利 尚，松橋

cones paced by a circadian rhythm? ARVO. 5月． 香里，三宅浩二：放射線障害と網膜微小血管瘤．第 5回

アメリカ． 眼微小循環研究会． 7月．福井．

2) Tamaki, R., Kandatsu, A., Kitahara, K. and 17) Horiuchi, T., Tajima, H. and Ohno, R.: Intra-

Matsuzaki, H. : The spectral sensitivity on a white ocular pressure recovery velocity after the compres-

background in traumatic optic nerve injury. INOS. sing eye.ヨーロッパ微小循環学会． 9月．オランダ．

5月．カナダ． 18) 環龍太郎，郡司久人，小池裕司：緑内障の白色背景

3) Kitahara, K., Mihara, K., Okabe, T., Noji, J. and 野における分光感度特性．第 42回日本臨床眼科学会視

Nishimuta, M.: Color discrimination in traumatic 野グループディスカッション， 9月．東京．

optic nerve injury. INOS. 5月．カナダ．

4) Kitahara, K., Gunji, H., Kandatsu, A., Noji, J. IV. 著書

and Matsuzaki, H. : The usefulness of sensitivity 

measurement on a white background for detecting 

minor changes in visual disturbances in optic nerve 

diseases. IPS/INOS. 5月．カナダ．

5) 野地潤，神立敦．環龍太郎，北原健二：後天性

色覚異常のタイプ分類に対するパネル D-15テストの

限界．第 42回日本臨床眼科学会． 9月．東京．

6) 岡部高雄，神立 敦，北原健二： 2色型色覚におけ

るパネル D-15テストの総色差数について．第 42回日

本臨床眼科学会． 9月．東京．

7) 久保朗子，環龍太郎，北原健二：アルゴンレーザー

による眼障害の一例．第 30回日本産業・労働・交通眼

科学会． 10月．名古屋．

8) 郡司久人，北原健二，松崎 浩：中心外部位の色対

立応答について．第 24回日本眼光学学会． 11月．福島．

9) 大野 仁，戸田和重，大野卓治，入江純二，河合一

重松 崎 浩，蒲山俊夫： VEPによる他覚的視力測定

の臨床応用一心因性視力障害症例への応用ー．第 26

回日本神経眼科学会． 10月．盛岡．

10) 大野卓治，大野仁，入江純二，河合一重，松綺 浩：

上下半視野剌激による VEP特性．第 26回日本神経眼

科学会． 10月．盛岡．

11) Mizuno, A., Kohno, S., Kanematsu, H.E. and 

Mori, Y.: Raman study on rat lenses with acute 

and chronic onset diabetis mellitus. 8th ICER. 9 

月．サンフランシスコ．

12) Mizobuchi, T., Yagi, Y., Mizuno, A., Matsuzaki, 

H. and Matsuda, M.: Increased tubulin mRNA in 

the frog retina after optic nerve transection. 8th 

ICER. 9月．サンフランシスコ．

13) 溝渕宗秀，水野有武，松崎 浩：ウ・ンガエルの視神

経再生機構について．第 26回日本神経眼科学会． 9月．

盛岡．

14) 田島秀樹，堀内二彦大野理子：眼循環の研究．眼

内圧回復速度と眼循環．日本微小循環学会． 4月．弘前．

15) 田島秀樹，堀内二彦，大野理子：眼循環の研究．眼

l) 松崎 浩：災害医学，詐病と鑑定の項分担執筆．新

臨床眼科全書第 10巻B全身疾患と眼．金原出版．

(1988) 

2) 松崎 浩：産業労働と眼障害，頭頚部外傷と眼の項

分担執筆臨床産業医学全書 5.産業眼科学．医歯薬出

版 (1988)

3) 北原健二：色視野の項分担執筆．視野．眼科 Mook

36.金原出版．（1988)

4) 北原健二：感覚器の項分担執筆．医学・医学総論．

IV．主要症候とその病態生理．医歯薬出版 (1988)

5) 堀内二彦：視神経乳頭部の血管構造の項分担執筆．

眼科診療．六法出版．（1988)
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耳鼻咽喉科学

教授：本多芳男 中耳真珠腫病態，中耳伝音

系の再建手術，頭頸部腫瘍

の臨床研究

教授：内田 豊 鼻副鼻腔疾患の臨床と疫

学，顎顔面の外科

助教授：島田 和哉 耳小骨の病変，副鼻腔炎

助教授：梅澤祐二 中耳真珠腫の病態，中耳伝

音系の手術的再建

講師：佐野真一 真珠腫上皮の細胞の増殖に

関する研究

講師：森山 寛 真珠腫の骨融解機転，鼓室

硬化症の成立機転と病態

講師：青木和博 側頭骨の気胞化，滲出性中

耳炎

講師：杉田 尚史 真珠腫の基礎研究，副恥腔

炎の手術

講師：滝口清徳 鼻のアレルギーの臨床

研究概要

I. 宇宙酔いに関する研究

宇宙開発事業団との協同研究を筑波宇宙センター

に於て直線加速度負荷装置及び台形方式等加減速回

転装置を用いて前庭・半規管の状態を調査すると共

に各種検査結果のパラメーターとの相互関係を研究

した。

宇宙酔いの解明のためには動揺病の研究が必須で

ある。この点から宇宙医学研究室と協同研究により

遠し加速度負荷装置を用いてラットに動揺病を起こ

させ，その薬物治療及び手術的治療が可能か否か研

究を進めている。

同時に動揺病につきものの， 自律神経症状の発現

過程が未だ解明されていない点に注目し，第 2薬理

学教室と協同研究を実施し， ENG記録と共に前庭

神経核を導出し，また交感ならびに副交感神経の活

動電位をとらえる等の研究を行ない，宇宙酔いにお

ける自律神経反射の発生機序を研究している。

II. 中耳真珠腫の成因研究

長年の研究により真珠腫の大体の成因については

解明されてきたが， これに関係し，鼓膜の表皮細胞

及び，真珠腫の表皮細胞に対する増殖因子ならびに

増殖促進条件を培養細胞より研究している。

また，真珠腫成立の 1機序である鼓膜癒眉現象の

成立機転に対し，家兎による実験的研究を実施する

と共に人鼓膜の前癒着状態のものを手術時に集め，

その微細形態を研究した。すなわち癒着前には鼓膜

中間層の線維が内側より消失していくと言う興味あ

る結果を得た。

又，以前より実施してきた実験的真珠腫の研究ぱ

従来通り実施している。 1988年度作製されたものは

いわば鼓膜内真珠腫とも言うべきもので鼓膜弛緩部

に発生している所見を得た。過去の実験の総合的研

究より家兎における実験的真珠腫の鼓膜内真珠腫は

中耳腔内気圧が外界のそれと差の無い時に発生する

もので，臨床的には発生しにくいものと思われる。

III. 人側頭骨の病理組織学的研究

1. 耳管軟骨の発育—cleft palate 

2. 頭頸部腫瘍患者の耳管—中耳病態

対象となった耳管とその周囲組織を含む側頭骨は

Pittsburgh大の剖検例で，フォルマリン， TCAA,エ

タノールで処理後セロイジンにて包埋された。耳管—

中耳—内耳の垂直連続切片作製後， HE 染色をした。

胎生 26週ー73歳までの耳管軟骨の軟骨細胞の

cell densityを測定した。胎生児の耳管軟骨の cell

densityは加令と共に急速に減少し， 8-12歳で成人

の値に近づき，若い未熟な耳管軟骨ほど celldensity 

が高いことがわかった。口蓋裂群の耳管軟骨の cell

densityは，特に小耳症を伴う例でコントロール群

に比べ高く，未熟であると考えられた。

頭頸部腫瘍患者の剖検例で silentotitis mediaが

認められ病理組織学的に耳管—中耳病態を検討した。

IV. 鼓室形成術術式の研究

真珠腫，癒浩性中耳炎及び中耳再手術例など聴））

改善の困難であった症例に対してここ 2~3年間，

着々新手術術式の研究に着手してきたが，昨年度頃

より術後聴力改善の著しい優れた方法を考案するこ

とができ，実施している。

V. 鼻アレルギーの研究

国立公害研究所と協同研究により，鼻アレルキー

におけるケミカルメディエイターの一つと考えられ

る鼻什中および下鼻甲介粘膜中の好中球遊走因子

(N eutrophic Chemotactic Fast or)につき研究し，

鼻アレルギー患者において有意の上昇を認めた。

又，動物にコレラトキシンを作用さすことにより

血中の IgEの増加を起こさせ，この増加 IgEの利用

を鼻アレルギーの治療効果をねらう研究も実施中で

ある。
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VI. 内視鏡下の鼻内手術の開発

- Endoscopic Endonasal Sinus Surgery -

従来より当教室で行なわれていた保存的な恥腔整

復術を硬性内視鏡下 (CCDカメラ装着）に行なうこ

とにより，裸眼での手術に比較して TVモニター上

の拡大された像を見ながら手術を進めることがで

き，頭蓋内側壁，動脈，神経などの危険部位が的確

に認知され回避でき，かつ病変の処置が徹底して行

なえる。そしていままで死角となっていた鼻前頭管

や上顎洞の自然孔や Fontanelleなどを直視下に，か

つ私共の考案した内視鏡用の鉗子類を使うことによ

り容易に操作が行なえる。従って慢性副鼻腔炎の病

態に応じての保存的鼻内手術の施行が，内視鏡の導

入と鉗子類のエ夫により容易にかつ安全に施行され

るようになり，又術後の成績も向上している。

VII. 液晶鼻息計による呼気気流動態の解明

液晶マイクロカプセルを応用した鼻息計を臨床ヘ

応用した結果，呼気鼻息像の面積が鼻腔通気度と有

意な相関関係を示し，本機が呼気時の鼻腔通気の状

態を知る有用な検査器具となり得ると思われた。さ

らに呼気鼻息像は面積のみならず，その形態も種々

の像がみられ，それらにぱ鼻内形態，鼻内気流動態，

外鼻形態などの諸因子の関与が考慮された。そこで

第 1解剖学教室の協力により，成人死体を使い外昴

を含めた鼻腔モデルを作製し，実験的な呼気鼻息像

の解析を試みた。作製した鼻腔モテルに犀腔通気度

計を用いると正常の鼻腔に近い値を示した。さらに

鼻腔モデルに人工送気装置，温度七ンサー，湿度セ

ンサーを接続し種々の条件下（流量 L7-8,6l/min, 

後鼻孔温度 30-34℃，湿度 100%）で呼気鼻息計を描

出させ，その呼気鼻息像をコンピュータ画像解析装

置を用い検討している。

VIII. 喋下障害のメカニズムの研究

照下第 II期の動的解析としては， X線透視，筋電

図，内圧測定などが行なわれており，特に感下圧に

関しては最近体内トランスジューサーを用いたが一

般になされている。しかしこれらの研究は，照下圧

波形単独で検討してあるため圧波形とセンサーに時

間的ずれが生じ，圧波形の意味が不明の点が多かっ

た。そこで教室では X線透視筋電図，内庄測定を

同時に計測し時間的ずれを解消することにより圧波

形の意味を検討し，正常例につき照下動態を解析研

究した。今後は，頭頸部悪性腫瘍の手術後の感下動

態をも検討を加えていく予定である。

IX. 頭頸部腫瘍に関する研究

主に広範囲切除と切除後の再建外科の研究，なら

びに術後の機能に対する臨床研究を行なっている。

すなわち術後の際下機能に目的を合わせて手術の改

善法を研究している。各種のフリーフラップの血管

吻合術を用いた移植を行なっている。

また，鼻科領域に多い頭蓋底浸潤に対する skull

base surgeryおよび下顎の再建法も種々の骨移植

を試みて臨床的研究を行なっている。

研究業績

I. 原著論文

1. 耳科学関係

1) Masaki, M. : Effects of Otic Drops on Chinchilla 

Tympanic Membrane. Arch. Otolaryngology 

Head and Neck Surgery. 114: 1007-1011 (1988) 

2) 青木和博，清水佐和道，江崎史朗，本多芳男：人胎

児例における側頭骨含気蜂巣の発育一豚実験例にお

ける蜂巣発育，抑制過程との比較から．日本耳鼻咽喉科

学会会報． 91:1220-1227 (1988) 

3) Sando, I., Shibahara Y., Takagi, A., Takahara 

T. and Yamaguchi, N.: Congenital middle and 

inner ear anomalies. Acta Otolaryngol (Stockh.) 

458(Suppl.) : 76-78 0988) 

4) Sando, I., Shibahara, Y., Takagi, A., Takahara, 

T. and Yamaguchi, N.: Frequency and localization 

of congenital anomalies of the middle and inner 

ear ; A human temporal bone histopathological 

study. Int. J our. of Pediatoric Otolaryngology 16 ・ 

1-22 0988) 

5) 森山寛，井上秀朗，矢部武，青木和博，本多芳

男：耳硬化症手術例の検討．耳鼻咽喉科展望． 31:63-

68 0988) 

6) 上出洋介：小児滲出性中耳炎耳における鼓膜の組

織学的観察一鼓膜緊張部固有層を中心に．耳鼻咽喉科

展望． 31（補 6) : 601-633 0988) 

7) 菊池康隆：耳管閉塞後の家兎中耳粘膜下の微小血

管透過性の変化ーRIを用いた機能的観察．耳昇咽喉

科展望． 31:757-772 (1988) 

8) 柏木博道：真珠腫性中耳炎における骨破壊につい

て一骨破壊部の組織学的検討．耳鼻咽喉科展望． 31:

15-36 (1988) 

9) 吉田 健：家兎中耳内同種耳小骨・軟骨移植実験．

耳品咽喉科展望． 31:19-42 0988) 

10) 伊藤裕之：眩姑の検討一神経耳科学および心身医

学の見地から．耳鼻咽喉科展望． 32: 9-24 0989) 

2. 鼻科学関係

1) Sugita, T.: Endonasal sinusectomy with 
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extended antrostomy. Oto-Rhino-Laryngology 

Tokyo. 31(suppl. 7): 814 (1988) 

2) Moriyama, H., Ozawa, M. and Honda, Y.: En-

donasal sinusectomy with correction of intranasal 

structural deformities. Oto-Rhino-Laryngology 

Tokyo. 31Csuppl. 7) : 814 0988) 

3) Ohnishi, T., Esaki, S., Tachibana, T., Kaneta, K 

and Ashikawa, R. : Minimizing surgical hazards in 

endonasal sinusectomy. Oto-Rhino-Laryngology 

Tokyo. 31Csuppl. 7): 886 (1988) 

4) Imai, T., Endo, T., Takiguchi, K., Asano Y., 

Ohno, A., Jshigaki, K., N agakura, H., Kaneko, S. 

and Honda, Y.: Clinical effect of histaglobin ad-

mininstered preventively in nebulizer form prior to 

scattering of cedar pollens. Oto-Rhino-Laryn-

gology Tokyo. 31 (suppl. 7) : 969 (1988) 

5) Ozawa. M., Haruna, S., Wakamori, K., Tsuruo-

ka, M., Moriyama, H., Sano, S. and Honda, Y.: 

Antral irrigation for maxillary sinusitis and its 

evaluation. Oto-Rhino-Laryngology Tokyo. 31 

(suppl. 7) : 987 0988) 

6) 篠田仲正：家兎恥中隔軟骨摘出後の弯曲発現と軟

骨再生に関する実験的研究．耳鼻咽喉科展望． 31（補

6) : 569-599 (1988) 

7) 深見雅也：鼻腔通気度の臨床検査への応用ー鼻粘

膜の腫脹・収縮による鼻腔通気度の変化についての検

討．耳鼻咽喉科展望． 31（補 6): 635-658 0988) 

8) 真鍋幸二：下鼻甲介後端付近の鼻出血について一

特に動脈に対する形態学及び組織学的研究．耳足咽喉

科展望． 31（補 6): 109-123 (1988) 

9) 堀内博人，深見雅也，河野久雄：鼻腔通気度検査の

学校検診への応用．耳鼻咽喉科展望． 31:655-663 

0988) 

3. 頭頸部・その他

1) 加藤孝邦：下咽頭頭部食道癌の臨床病理学的研究．

耳鼻咽喉科展望． 31: 613-634 (1988) 

2) 金子省三：頭頸部再発・転移癌に対する化学療法へ

の評価．耳鼻咽喉科展望． 31: 635-646 0988) 

3) 中島庸也：緑膿茜の血清感受性に関する研究．耳鼻

咽喉科展望． 31: 9-17 (1988) 

4) 児玉 実：反回神経活動に関する神経生理学並び

に神経薬理学的研究ー特にウサギにおける音剌激に

よる反回神経誘発電位及び自発発射電位．耳鼻咽喉科

展望． 31:551-568 (1988) 

II. 総説

1) Takahashi, R. : Septa! deformities viewed from 

evolusion. Oto-Rhino-Laryngology Tokyo. 31 

(suppl. 7) : 29 0988) 

2) Honda, Y.: Principle and history of endonasal 

sinusectomy in Japan. Oto-Rhino-Laryngology 

Tokyo. 31Csuppl. 7) : 19 0988) 

III. 学会発表

I) Honda, Y., Moriyama, H., Sugita, T., Aoki, K. 

and Sano, S. : Experimental Cholesteatoma. 3rd 

Int. Conference on Cholesteatoma and Matoid Sur-

gery. Jun. Denmark 

2) Honda, Y., Moriyama, H., Sugita, T., Aoki, K. 

and Sano, S. : Surgical procedure for ears with 

radical cavity. 3rd Int. Conference on Choles-

teatoma and Mastoid Surgery. Jun. Denmark. 

3) Honda, Y.: Relation between middle ear choles-

teatoma and secretory otitis media 3rd Int. Con-

ference on Cholesteatoma and Mastoid Surgery. 

Jun. Denmark. 

4) Aoki, K., Esaki, S., Shimizu, S. and Honda, Y.: 

Suppressing the process of pneumatization in 

chronic middle ear disease. Histological study using 

pig's and human fetal sections. 3rd Int. Conference 

on Cholesteatoma and Mastoid Surgery. Jun. Den-

mark. 

5) Moriyama, H.: Role of fibroblast-like cells on 

bone resorption in chronic otitis media with or 

without cholesteatoma. 3rd Int. Conference on 

Cholesteatoma and Mastoid Surgery. Jun. Den-

mark. 

6) Yabe, T. and Huang, C.C.: Effects of lipotei-

choic acid on cellular behavior or keratinocytes. 

The 92nd Annual Meeting of American Academy of 

Otolaryngology-Head and Neck Surgery. Sept. 

Washington. 

7) Yabe, T. and Huang, C.C.: Cell to cell interac-

tion to produce bone resorption factors ; in vitro 

study of type II collagen induced otospongiosis-like 

lesion. The 1989 Association for Research in 

Otolaryngology Midwinter Meeing. Feb. St. 

Petersburg. 

8) Meyerhoff, W.L., Masaki, M., Lee, D.H. and 

Wright, C.G.: Longitudinal study of the tympanic 

membrane in experimental cholesteatoma. 3rd 

Int. Conference on Cholesteatoma and Mastoid 

Surgery. Jun. Denmark. 

9) Sugita, T., Honda, Y., Huang, C.C. and Abram-

son, M. : Cholesterol synthesis in cholesteatoma 

derived cells. 3rd Int. Conference on Cholesteatoma 

and Mastoid Surgery. Jun. Denmark. 

lOJ Yamaguchi, N., Sando, I. and Hashida, Y.: The 
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middle ear and the eustachian tube in individuals 

with head and neck tumors -Histopathological 

temporal bone study -ARO meeting. Sept. 

Washington. 

11) Sando, I., Yamaguchi, N., Ikeda, M. and Okuno, 

T.: Correlation of otopathology with severity of 

hydrops. The 2nd Int. symposium on Meniere' 

disease; Pathogene-Pathophysiology, Diagnosis 

and Treatment. Jun. Boston. 

12) lsamu, S., Yamaguchi, N., Takagi, A. Doyle, W. 

J. and Milligan, K. : Temporal bone histopath-

ological study for eustachian tube malfunction and 

its sequela (otitis media with effusion). 5th Meet-

ing of the H.F.S. Society. Jun. Boston. 

13) Honda, Y : A clinical study of cancer of the 

maxillary sinus. 13th Congress of the European 

rhinologic society. Jun. Amsterdam. 

14) Sugita, T. and Honda, Y.: The sinusectomy 

using new extended antrostomy procedure. 7th 

ISIAN. Jun. Amsterdam. 

15) Esaki, S., Tachibana, T., Ohnishi, T., Egawa K., 

Uchida, Y. and Aoki, K.: Cytological study of the 

maxillary sinus. 7th IS IAN. Jun. Amsterdam. 

16) Ozawa, M., Fujimaki, H., Ono, M., N agakura, 

H., Watanabe, N. and Honda, Y.: Enhancement 

lgE antibody production by air pollution in mice. 

7th ISIAN. Jun_ Amsterdam 

17) Moriyama, H.: Endoscopic sinus surgery -En-

donasal sinusectomy with correction of intranasal 

deformities. 12th European Rhinologic Society. 

May. Amsterdam. 

18) 伊藤裕之，田口順子，富田昌夫，土屋達夫：喋下障

害の機能回復訓練．第 40回日本気管食道科学会． 11

月．広島．

19) 森山寛，小沢仁，本多芳男：内視鏡下の鼻腔整

復術．第 89回日本耳恥咽喉科学会総会． 5月．金沢．

20) 杉田尚史：高度副恥腔炎に対する上顎洞対孔形成

手術と術後成績．第 27回日本屈科学会． 9月．熊本．

IV. 著書

1) 五十嵐 真，石井正則：特殊環境ドの平衡機能一

高加速下および宇宙における平衡機能の項分担執筆．

檜 学編：臨床耳品咽喉科頭頚部外科全書．金原出版．

222-228 (1988) 

麻酔科学

教授：小林建一 麻酔と呼吸・循環

教授：若杉文吉 ペインクリニック

助教授：高木 康 呼吸生理，肺循環

助教授：谷藤泰正 MAC,肝・腎障害

助教授：天木嘉清 筋弛緩薬，伝達麻酔

助教授：根津武彦 集中治療学，心臓麻酔

研究概要

I. 麻酔と臓器機能に関する研究

1 MACと月経周期

妊娠による MAC低下の原因として血中プロゲス

テロンやエストロジェンの関与を示唆する論文もあ

る。先に， MACの低下と血中プロゲステロンとの間

に有意の負の相関があることを明らかにした。今回

は婦人科患者を血中プロゲステロン濃度から，黄体

期，卵胞期に分け， さらに同年代の男子腹部手術患

者についてハロセン MACを測定した。 MACはい

ずれの群間にも有意差がなく，先の動物実験の結果

とは異なり，月経周期および男女間での吸入麻酔必

要量には差がないことが確認された。

2 麻酔と臓器循環

l) 吸入麻酔薬と肝血流

lMACのハロセン，イソフルレソ，セポフルレン

の肝血流と肝酸素消費量に及ぼす影響を，雑種成犬

を用い crossover法で検討した。その結果，イソフ

ルレンでは体循環，肝循環とも他薬に比べ増加傾向

を示し，特に肝酸素供給量，肝静脈酸素含鼠は，ハ

ロセンに比べ有意であった。一方ハロセンはイソフ

ルレ‘ノに比べ肝循環を強く抑制し，肝低酸素，肝障

害を起こしうることが示唆された。

2) 肝血流量と各種低血圧薬

雑種成犬を用い， lMACニンフルレン麻酔下の

ATP,ニトログリセリソ (NTG)，およびトリメク

ファン (TM)投与による平均血圧 60mmHg下での

肝循環，肝酸素消費量について crossover法により

比較した。その結果，肝動脈血流量は 3者間に変化

なく，門脈および総肝血流量は NTG<ATPの順に

増加し， TMは有意に低下した。肝酸素供給量も肝

血流量と同様 ATP>NTG>TMの順に有意の差

がみられた。以上から，肝障害例，肝手術時の低血

圧薬としては， ATPが TM,NTGより肝庇設の面

で優れていることが示された。

3) 低血圧麻酔と腎機能および血中無機弗素低血

圧薬と腎機能および血中無機弗素の消長について検
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討しているが，今回はプロスタグランディ｀／ Elに

ついて婦人科手術患者でエンフルレン lMAC,

MAP80mmHG下で検討した。

その結果，血中無機弗素は正常血圧群に比べ有意

な変化はなく， Cr,BUN, 24時間 Crクリアランスな

どの腎機能にも有意な変化はみられず，本薬は

NTG, TMおよび ATP同様低血圧麻酔薬として腎

への影響は少ないものと思われた。

4) 低血圧下腎血流とウリナスタチン

イヌで 0.1%トリメタファソの持続点滴により血

圧を対照の 50-60%に 1時間維持し，蛋白分解酵素

阻害薬ウリナスタチン (UST)5万単位／kg/hrを持

続点滴し，腎血流量，尿量を測定した。その結果，点

滴群では低血圧時も腎血流は変化がなく，尿量は対

照群，点滴群とも低下するが，後者は 2倍以上の高

値を示し，低血圧麻酔時の USTの腎保護作用が示

された。

II. 神経筋伝達に関する研究

l) 拮抗と作用部位

新しい非脱分極性筋弛緩薬ベクロニュウムのネオ

激作用はみられす，理想に近い薬物であることを明

らかにした。

3) 麻酔補助薬と筋弛緩薬の相互作用

ニトログリセリン (TNG)とパンクロニュウムの

相互作用について動物実験からは異なる結果が報告

されている。そこで，低血圧麻酔症例について統計

解析を行い，線形重回帰モデルを使って検討した。そ

の結果 TNG投与量が増すと．バンクロニュウム投

与量は減少することが明らかにされた。

III. 吸入麻酔薬の回路内代謝について

セボフルレンは， ソーダライム通過後濃度が低下

することが報告されている。そこで， ソーダライム

の構成成分である NaOH,KOH, Ca(OH)2, Si02に

ついて， どの部分が‘l農度低下に関与しているかを特

製の回路を使って検討した。その結果，セボフルレ

ンは NaOH,KOH, Ca(OH)2通過後 100%回収さ

れたが， Si02通過後は全く回収できなかった。以上

から猥度低下の原因としてシリカが大きく関与して

いることが示唆された。

スチグミンによる拮抗作用を， invitro, in vivo,臨 IV. 高体温についての研究

床例で検討した。その結果 invivo,臨床例ではベク 悪性高熱症について，自験例を中心に本症に特有

ロニュウムはパンクロニュウムに比べ速やかに拮抗 な症状のスコア化を試みたが，いくつかの問題点を

されることが明らかにされた。 残した。今回は新たに対照群を作成し，過去 10年間

拮抗薬であるネオスチグミン，エドロフォニュウ の報告症例について多変量解析（数呈化 II類）を用

ムの presynaptic siteへの影響を，微小終板電位 い検討した。その結果，本症の診断上信頼できる項

(MEEP)の周波数変化で検討した。その結果，周波 目は，頻脈，代謝性アジドーシス，高炭酸ガス血症，

数増加の程度は両薬間に推計学的に有意の変化はな 開口障害，過呼吸の順であったが，この検討では体

く，臨床的に両薬を使い分けるヒントは得られな 温上昇率，症状発現順序を加味できなかったことな

かった。 ど未だ満足できるまでには至らない。

遷延性呼吸抑制の機序を明らかにするため，回復

室入室後の患者について，尺骨神経剌激による四連

反応比を測定し，併せて筋弛緩薬，拮抗薬投与量，手

術時間，年齢，輸液量，術中尿量との関連について

も検討した。その結果，四連反応比 0.7以下は症例の

28.5%に及び，また 0.7以上の群に比べ筋弛緩薬投

与量は有意に多く，術中尿量は有意に少なく，この

面での問題点が明らかにされた。

2) 新しい拮抗薬について

理想的な拮抗薬として開発が進められている， 4-

aminopyridineの誘導体である 4-AMP, 3 M-4 

AMP, 3, 5 DM-4-AMPの3薬について，拮抗効果

はラットの invivo, in vitroで，中枢刺激作用は脳

波の totalpower, spectral edge frequ-encyで比較

検討した。その結果， 3M-4 AMP, 3, 5 DM-AMPは

4AMPより拮抗作用は 3倍強力であり，一方中枢刺

V. 呼吸調節に関する研究

頸動脈小体を切除したウサギを用い， PE0245 

mmHgの低酸素の呼吸調節に及ぼす影響について

検討し，低酸素による換気抑制作用が浅いハロセ｀ノ

麻酔下で大きいことが示された。

健康ボランティアでの検討で， 30分の低酸素暴露

により，その解除後 30分にわたり低酸素暴露以前よ

り換気が増加した状態が維持されることが分かっ

た。

VI. 人工換気集中治療に関する研究

術中片側肺換気での非換気側に， CPAP(0, 5, 10, 

15, 20 cmH20)をかけ，その影轡を臨床例で検討し

た。呼吸諸量からは 5cmH20以上が必要であるが，

その有利性を論ずるには循環系の変化を併せて検討
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することの必要性を指摘した。また片側換気時の設

定換気条件として， v咽 ml/kgが適切なことを示し

た。また術後覚醒までの時間と術中 PaC02レベル

との相関を臨床例で検討し，両者の間に有意な負の

相関があることを明らかにした。

1985-'87の 131例の成人弁置換手術例を対象に，

術後人工換気時問と術前，術中諸量との関連を検討

し，前回調査 ('79-'81)時より開心術中管理の進歩

を指摘した。

開心術後 40%に見られる高ビリルビン血症につ

いて検討し，術直後に最高値を示す例は期問が短く，

予後は良好であるが，第 8病日以降の例は予後不良

であることを示した。

VII. 伝達麻酔とペインクリニック

これまで自律神経失調症で副交感，交感神経がど

のように関与しているか明らかでなかったが，多く

の星状神経節ブロック療法の経験から，交感神経過

緊張による関与が大きいと推論し，臨床研究を進め

ている。頸部，肩，肩甲部間の痛みやしこりに，頸

部椎間板自体がどのように関与しているか，椎間板

造影および椎間板注入の結果から検討している。

臨床的に硬膜外麻酔時には患者が鎮静化すること

が経験されるが．この点について脳波上から検討し，

硬麻では睡眠に似た脳波の見られることを明らかに

した。
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リハビリテーション医学

教授：米本恭三 リハビリテーション医学一

般，筋の病態生理学，神経

疾患，腰痛，スポーツ

講師：宮野佐年 リハビリテーション医学一

般循現器疾患，中枢性疾
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（健康恥‘’f：センター・スボーツ外来部に出向）

研究概要

I. 骨格筋の生理的研究

基礎的な面では， ヒトの単一運動単位を記録でき

る埋入電極による研究を引き続き行っており，歩行

中の足関節，膝関節角度変化と運動単位の発火との

関係を見てきた。今回，膝の伸展及び膝関節の固定

に働くと考えられる大腿四頭筋の外側広筋の運動単

位の活動について検討を行った。

その結果，歩行速度の上昇に伴い recruitmentが

生じ，速度の上昇に伴い相対的に活動順序が早まる

unitがみられ，瞬時の発火頻度がより高まる unitが

存在した。又，膝関節角度により活動性に変容がみ

られる unitが存在した。

筋の生理機構を筋の組織学的な面からの解明を試

み，筋の壊死と萎縮，再生， リハ訓練による筋の肥

大と筋力増強の基礎を研究した。

実験的にラットの足関節を尖足あるいは背屈位に

固定し，ひらめ筋の筋湿璽量の消長より，筋を弛緩

状態に固定すると速やかに筋の萎縮を来たすことが

判る。緊張位では逆に 1週間後には重量の増加がみ

られ，その後の萎縮の程度は少ない。又，弛緩位に

固定すると，ひらめ筋の筋腺維タイプに変化がみら

れる。これらより，筋の緊張は筋重量とタイプの維

持に必要であるといえる。その筋を維持するために

は，介助あるいは自動的に筋緊張を促す運動療法が

不可欠であることは言をまたないことがわかった。

II. 運動学に関する研究

握り動作についての基礎的研究を引き続き行って

おり，握り動作時の主動筋の浅指屈筋 (FDS)と母

指球筋 (TE) とwrist固定の撓側手根伸筋 (ECR)

のEMG,積分筋電図，周波数分析を行い，握力発揮

時に TEがトリガーとなって ECRの収縮が始ま

る。そして， ECRとTEは，握力のピークの前に

EMGのヒ゜ークがくるなど，類似しているため，同じ
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固定の慟きをしていると考えたい。

すなわち， ECRはwristの固定に， TEは母指の

固定に慟いている。

したがって， 3筋の中では浅指屈筋が握力発揮に

主として働いているであろうと考えられた。さらに，

パワースペクトラムによる median power fre-

quency (MPF)を求めると， ECRとTEが握力維

持時に有意に MPFの低下がみられたが， FDSは有

為な低下はな <,ECRとTEは握力維持時に FDS

より疲労しやすいと考えられた。

III. 脳循環動態に関する研究

総頸動脈に血流量を非侵しゅう的に測定する

QFMを用いて，脳血流量と精神機能との関連につ

いて研究を行ってきたが， QFMを用いて歩行訓練

開始後の総頸動脈血流量，及び頸・脳動脈系循環抵

抗の経時的変化を検討した。

その結果，各症例の総頸動脈血流の左右の合計匿

は，歩行訓練開始時より訓練開始後（平均 2.4か月

後）では血流量が増加し，訓練開始前後で有意であっ

た。

総頸動脈血流量を障害側と非障害側に分けて比較

すると， どちらの側にも訓練開始後に増加傾向を認

めたが，障害側のみ有意であった。又，障害側と非

障害側との比較では，訓練開始時では両者に有意差

を認めなかったが，訓練開始後では，障害側が非障

害側より有意に血流量は低下していた。

頸・脳動脈系循環抵抗の変化について，障害側と

非障害側に分けて比較すると， どちらの側にも訓練

開始後減少煩向を認めたが，有意ではなかった。又，

障害側と非障害側との比較では，訓練開始後で障害

側の頸・脳動脈系循環抵抗は有意に高かった。

IV. 臨床的研究

1. 高齢者のリハビリテーション

高齢化社会が 1970年以降急激に加速されてきて

おり， 21世紀には 65歳以上の人口が 15%を越える

と予測されている。

老人のリハを行う場合，老人の生理的特徴を理解

した上で，現実的なゴール，具体的なゴールを立て，

家族の協力や介助．家庭の住居環境を工夫し，福祉

の援助を活用して．はじめて老人のリハが成功する

と考えられる。

2. 照下障害に関する研究

脳血管障害など神経・筋疾患の患者にはl燕下障害

を合併することが多く，生命維持の基本である摂食

動作が可能かどうかは大きな問題である。
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糀下訓練は， 口腔期障害と咽頭期障害にわけてア

プローチする。口腔期は随意運動のため，運動療法

の良い適応であり，言語療法も併用する。咽頭期は

反射運動のため，反射を促通する訓練と，代償的な

体位・食物形態のエ夫が中心となり，肺理学的療法

なども併用される。以上の要素的訓練の次に感下パ

ターン訓練を行い， VFで評価し，誤膿がなければ食

物を使った摂食訓練に移る。

3. 言語障害のリハビリテーション

流暢性失語の一つである Jargon失語の障害機序

については，統一された見解が見い出されていない。

Jargon失語は，聴覚的な理解と読む能力が幾分残

されたタイプと，全失語に近いタイプにわけられた。

特に理解の残ったタイプは， Brocaや伝導失語など

と同じ障害の型を示し，又，高次脳機能障害を合併

していた。症状改善を見た例は，聴覚理解障害はな

く，文字処理能力の変化が見られた。

つまり，話し言業以外の機能の関与が症状改善に

関係したと考えられた。又，失語症の訓練に SSP

(Silverspike Point Electrode)を用いているが，音

韻聴覚心象が必要な言語の基礎機能1ま， SSP施行時

に向上するが，その割合は被験者により異なり，失

語のタイプによる差が推測された。改菩率が最も著

しかったのは，伝導失語の症例であった。

V. その他

頭部外傷により歩行障害，言語障害を有している

が，眼険下垂，眼輪筋の痙縮はなく瞬目は正常だが，

随意的開眼が困難な症例を経験した。動作は緩慢で

小刻み歩行，前傾姿勢を示し， SPECTが大脳基低核

及び両側大脳皮質に血流低下を認めた。本症例の

ADL障害の多くの部分が開眼失行による障害であ

り， トリプタノールなどの投与により開眼失行が軽

快すると同時にリハビリがスムースに行われ，歩行

も安定し食事の自立， ワープロや喜字が可能となっ

て軽快退院した。開眼失行の診断，治療， リハビリ

について報告した。

又，脳血管障害の患者のリハ経過で，正常圧水頭

症 (NPH)が判明し，シャント手術を受けた症例を

検討した結果，脳実質障害を伴う NPHにおいて

シャント手術の効果は，比較的長期の訓練による

ADL改善で判定する必要があると思われる。
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7) 稲田晴生，鄭健錫，福田千晶，小林一成，宮野佐年，

米本恭三，加藤孝那，平塚英雄：嗚下障害の手術療法．

第 55回関東地方リハビリテーション医学懇話会． 7

月．東京．

8) 米本恭三，宮野佐年，稲田晴生：照下障害の評価．第

16回 RI．ボストコングレスセミナー． 9月．岡山．

9) 小）1|芳徳，岡部 洋，後藤美紀子，小林一成，宮野

佐年，米本恭三：歩行中のヒト外側広筋単一運動単位

とその発火開始角度．第 43回日本体力医学会． 10月．

京都．

10) 岡部 洋，宮野佐年，小川芳徳，後藤美紀子，米本

恭三：「握り」動作の基礎的研究 (2)一短時間および

持続的握力発揮時の筋放電特性ー．第 43回日本体力

医学会． 10月．京都．

11) 道関京子，小林一成，大木泰子，西野 歩：純粋失

読の検討．第 12回日本失語症学会総会． 10月．東京．

12) 福田千晶，鄭健錫，小林一成，稲田睛生，宮野佐年，

米本恭三，坂井春男：開眼失行を伴った脳挫傷の一例．

第 56回関東リハビリテーション懇話会． 11月．東京．

13) 大橋正洋，小林一成：当院における不全頸髄損傷の

治療経過．第 56回関東リハビリテーション懇話会． 11

月．東京．

14) 道関京子，阿部幸一郎，鄭健錫，福田千晶，稲田晴

生，宮野佐年：ジャーゴン失語症の検討．第 64回成医

会第三支部例会． 12月．東京．

15) 小川芳徳．岡部 洋，米本恭三：膝関節固定時の歩

行 洋一運動単位の活動について一．第 64回成医会

第三支部例会． 12月．東京．

16) 米本恭三：リハビリテーションスタッフに必要な
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嗚下障害の基礎的知識．第 2回リハビリテーション研

究会． 2月．福岡．

17) 米本恭三：移動とその問題．九州リハヒリテーショ

ソ懇話会． 2月．九州．

18) 米本恭三：「脳卒中のリハビリテーション」病院か

ら地域へ．熟年対策職員研修， 3月．東京．

19) 米本恭三： Rehabilitationof Physically Disabled 

People in Japan. 第 26回 AnnualMeeting of the 

Physhical Medicine and Rehabilitation. 3月．

Hawaii. 

20) 米本恭三：寝た切りとその対策．「寝た切り老人の

現状分析並びに諸外国との比較に関する研究」の研究

班会議． 3月．東京．

IV. 著 書

l) 米本恭三，宮野佐年：家庭で誰でもできるリハビ

リ． 日本プランニングセンター．（1988)

内視鏡科

教授：渡辺 豊

講師：神山正之

研究概要

レーザー内視鏡および治療

内視鏡に関する研究，消化

性潰瘍の臨床に関する研究

食道静脈瘤と硬化療法に関

する研究，消化管出血に関

する研究

内視鏡科はもともと専任者が少ない上，＇ 88年度は

後半になって神山講師の急死というアク、ンデントに

見舞われ，研究活動が著しく低下したことはいなめ

ない。それでも臨床に直結した研究面とくに内視鏡

的治療の分野ではある程度の成果をあげることがで

きた。

I. 消化器疾患の診断に関する研究

消化器疾患の診断とくに内視鏡的診断上問題と

なっているのは早期食道癌，胃の微小癌，スキルス，

悪性リンパ腫，粘膜下腫瘍および大腸の扁平ないし

陥凹性早期癌などがある。これらの疾患の早期診断

は， 1例 l例の症例の積み重ねが必要であり，早急に

多くのものを望むことはできないが，絶えざる努力

を続けており，最近は 5mm前後の微小胃癌，凹凸

の少ない胃炎様早期胃癌およびスキルスの初期像の

観察などについて徐々に成果があげられている。

II. レーザー内視鏡に関する研究

従来われわれは内視鏡に応用できる Nd-YAG

レーザーの内視鏡的臨床応用について研究を続けて

きた。これについては別項に述べるように消化管癌

に対するレーザー治療，術後吻合部狭窄および癌性

狭窄の拡張などについての発表があるが，その他に

もレーザー照射用のファイバースコープ先端装置用

フードの考察あるいは側方視型ファイバースコープ

用レーザー照射法の開発などについて発表した。

III. 食道静脈瘤に対する硬化療法の研究

従来食道静脈瘤の治療適応は食道離断術その他の

手術的適応が主で，内視鏡的硬化療法は従とされて

きた。しかし硬化療法がいろいろ工夫されて成績が

向上したことと，手術的治療の適応外とされる

Child Cの症例でも硬化療法では適応とすることが

できるほか，緊急出血例では手術的治療よりもはる

かに成績がいいことなどから，最近では手術と硬化
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療法との関係が逆転してしまっている。われわれは

日本における硬化療法のパイオニアとして， Aeth-

oxysklerolのフリーハンド注射法をかかげて研究

を重ねてぎた。 '88年度も食道静脈瘤硬化療法研究

会， 日本消化器内視鏡学会その他に成績を報告して

¥,‘る。

IV. 消化管出血の緊急内視鏡に関する研究

消化管出血は単一の疾患ではなく，消化性潰瘍や

食道静脈瘤などの疾患の経過中に発生する一つの病

態である。したがって夫々の疾患の病態の把握なら

びに個々の症例について適確な状況判断が必要であ

り，それぞれについての部位，出血状態に適合した

止血法を選択できることが望ましく，われわれは

レーザー法， クリップ法， ヒートプローブ法および

各種の局所注射法などについて実際の出血例への応

用について研究を進めている。

V. 消化管狭窄の治療に関する研究

内視鏡的拡張術の対照となる消化管狭窄例の多く

は癌性狭窄と術後吻合部狭窄で，希に噴門潰瘍のた

めの狭窄も対照となる。

狭窄例に対する内視鏡的狭窄解除法は最近急速に

発達してきたもので，われわれも高周波電流， レー

ザーあるいは局所注射法などの応用について研究し

ており，また拡張後のプロテーゼ挿入法についても

成果をあげている。

VI. 消化管腫瘍の内視鏡的治療に関する研究

消化管ポリープの内視鏡的切除法は，これがはじ

めて行われてからすでに 20年近くたって日常的に

行われるようになり，今やこれが悪性腫瘍に対する

内視鏡的治療にまで発展しようとしている。そして

そのうち最も興味のもたれているのは早期癌に対す

る根知的治療である。悪性腫瘍に対する内視鏡的治

療の初期においても，手術拒否例や他に重症疾患が

あって手術のできない症例に対してやむを得ず内視

鏡的治療を行っていたのであるが， これが意外に成

績のよかったことから或る種の早期癌に対して内視

鏡的根治療法を行おうという機運が生まれた。現在

その適応については未だ意見の一致をみていない

が，われわれは，胃癌で言えば， 自験例ならびにア

ンケート調査の結果から 1cm以内で潰瘍を伴わな

いものに限定すべきことを主張している。

また進行癌の内視鏡的治療は一般的に興味を持た

れていないが，われわれは限局性のしかもそれほど

大きくない癌なら内視鏡的に腫瘍がいったん消失す

るまで治療できるようになった。すなわち心疾患な

どで手術のできない症例には進行癌でも積極的に内

視鏡的治療を行うべく研究を進めている。

研究業績

I. 原著論文

l) 大政良二，神山正之，増田勝紀，中川辰郎，安田晶

信．渡辺 豊：長期生存例からみた早期癌に対する内

視鏡治療の可能性について．消化器内視鏡の進歩． 32:

27-31 0988) 

2) 渡辺 豊：手術成績から見た内視鏡的治療適応ー

アンケート調査成績を中心に一．外科診療． 30(9) : 

1206-1212 (1988) 

3) 渡辺 豊：外科医と消化器内視鏡．消化器科． 9(4):

385-389 (1988) 

4) 神山正之，吉越富士雄，大政良二，増田勝紀，蜂谷

公敏，秋庭宏紀，渡辺 豊：最近の小さな胃癌ーその

発見経過について．消化器科 9(5): 508-510 (1988) 

5) 神山正之：内視鏡的硬化療法の予後． Gastroenter-

ological Endoscopy. 3001) : 2696 (1988) 

6) 増田勝紀，渡辺 豊：二次元スペクトル解析を用い

た胃隆起性病変の定量的評価． Gastroenterological

Endoscopy. 30(11) : 2735 (1988) 

7) 増田勝紀，神山正之．大政良二．中川辰郎，渡辺 豊：

食道狭窄における合理的解除方法． Gastroenter-

ological Endoscopy. 30(12): 3274 (1988) 

8) 大政良二．神山正之，増田勝紀，秋庭宏紀，井上勇

之助，花岡俊雄，安田晶信．有泉雅博，吉越富士雄，蜂

谷公敏，林 敬．渡辺 豊：新しく開発した透明スライ

ディ‘ノグチュープの有用性について．消化器内視鏡の

進歩.33: 65-67 (1988) 

9) 神山正之，大政良二，増田勝紀，秋庭宏紀，吉越富

士雄，蜂谷公敏．林敬，井上勇之助，花岡俊雄，翁伯

東武田義雄．渡辺 豊：血管内外注入法による内視鏡

的硬化療法の予後と再出血について．消化器内視鏡の

進歩． 33:71-74 (1988) 

10) 渡辺 豊，小黒八七郎，竹本忠良，崎田隆夫：消化

管癌の内視鏡的レーザー治療の動向ーレーザー内視

鏡委員会による第 5回集計報告ー．消化器内視鏡の進

歩． 33:121-125 (1988) 

11) Watanabe, Y., Kohyama, M., Ohmasa, R., 

Masuda, K., Suzuki, H. and Miho, 0. : Endoscopic 

sclerotherapy for esophageal varices by combined 

injection technique with 1% Polidocanol. Treat-

ment of esophageal varices. Excerpta Medica. 

45-51 (1988) 

12) 神山正之：消化管癌の内視鏡治療 (Nd-YAGレー

ザーを中心に）一その適応と問題点についてーGas-

troenterological Endoscopy. 30: 2909-2911 (1988) 
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13) 神山正之： EIS手技の I二たと長期予後． Gas・ 博渡辺豊：電子リニア走査式超音波内視鏡の使用

troenterological Endoscopy. 30: 2982-2985 0988) 経験について．第 46回日本消化器内視鏡学会関東地方

14) 渡辺豊，大政良二，神山正之：消化器内視鏡検査 会． 6月．東京．［GastroenterologicalEndoscopy. 31: 

時の除痛法．綜合臨床． 38(1J : 167-168 (1989 > lll2 (1989)] 

15) 渡辺 豊： （書評）消化器内視鏡ハントブソク改訂 7) 神山正之，大政良二，増田勝紀，安田晶信，有泉雅

第 2版．林 貴雄：胃と腸． '24: 178 (1989) 博．渡辺 豊：血管内外注入法による硬化療法の予後

16) 大政良二，渡辺 豊，橋11］ 学（東京都予防医芹協 と再tlil(l［について．第 46回日本消化器内視鏡学会関東

会） ：大腸検診の重要性とその実施成績．東京都予防松 地方会． 6月．東京．［GastroenterologicalEndoscopy. 

学協会年報． 18:124-127 0989) 31: lll3 0989)] 

17) 大政良二，神山正之，増田勝紀，秋庭宏紀，井上刃 8) 秋庭宏紀，神山正之，大政良二，増田勝紀，渡辺 豊．

之助，吉越富士雄，蜂谷公敏，林敬，渡辺 豊：新し 改良型内視鏡装着先端フードを用いた内視鏡レーザー

く開発した透明スライティングチュープの有用性と安 非接触照射法の臨床経験について．第 46回日本消化器

全かつ苦痛の無い TotalColonoscopyのエ夫につい 内視鏡学会関東地方会． 6月．東京．［Gastroenter-

て． TherapeuticResearch. 10(1): 259-263 (1989) ological Endoscopy. 31: 1115 0989)] 

II. 総説

l) 渡辺 豊，金子栄蔵編著：術後消化管の病変とそ

の対策．中外医学社．（1988)

2) 渡辺 豊： （序説）外科から．術後消化管の病変とそ

の対策．中外医学社． 6-90988) 

3) 神山正之，大政良二，増田勝紀，渡辺 豊．長兄房

大：上部消化管吻合部の搬痕性狭窄 内視鏡治療を

中心に．術後消化管の病変とその対策．中外医学社． 34-

43 (1988) 

III. 学会発表

l) 神山正之： （ワーク ・ノョップ）内視鏡硼化療法のf

後．第 35回日本消化器内視鏡学会総会． 5月．東京．

[ Gastroenterological Endoscopy. 30 (11) : 2696 

(1988)] 

2) 渡辺 豊： （実技ワークショ・ノプ：消化管狭窄の内

視鏡治療）特別発言．第 35回日本消化器内視鏡学会総

会． 5月．東京．［GastroenterologicalEndoscopy. 30 

(11) : 2779 (1988)] 

3) 増田勝紀，神山正之，大政良二，中川辰郎，渡辺 愧．

食道狭窄に対する合理的解除方法．第 35回日本消化器

内視鏡学会総会． 5月．東京．［Gastroenterological

Endoscopy. 30(12) : 327 4 (1988)) 

4) 大政良二，神山正之，増田勝紀，中）1|辰郎，安田晶

信，渡辺 豊：安全かつ苦痛のない Colonoscopyの「

夫（透明ミニスライディングチュープの有用性）．第 35

回日本消化器内視鏡学会総会． 5月．東京．［Gas・

troenterological Endoscopy. 30(12) : 3267 0988)] 

5) 増田勝紀，大政良二，神山正之，中川辰郎，安田晶

信，有泉雅博，渡辺 豊：再三にわたり内視鏡下食道挿

管術を行った末期食道癌の 1例．第 46回日本消化器内

視鏡学会総会関東地方会． 6月．東京．［Gastroenter-

ological Endoscopy. 31: 1080 (1989)] 

6) 安田晶信，増田勝紀，大政良―.，神山止之，有泉雅

9) 渡辺 豊：（シネカンファランス）食道静脈瘤に対す

る内視鏡的硬化療法．第 32回日本消化器外科学会総

会． 7月．金沢．［日本消化器外科学会雑誌． 21(6): 136 

(1989) ］ 

10) Kohyama, M., Ohmasa, R., Akiba, H. and 

Watanabe, Y. : Endoscopic therapy for early gas-

tric cancer. VI European Congress of Digestive 

endoscopy. Sept. Rome. 

11) 大政艮―ー，渡辺 豊： （ワークショップ）透明スライ

ディングチュープと腸管洗浄器を用いた下部消化管出

血に対する内視鏡的診断と治療．第 36回日本消化器内

視鏡学会総会． 10月．京都．

12) 秋庭宏紀，神山正之，大政良二，増田勝紀，吉越富

士雄，蜂谷公敏，花岡俊雄，井上勇之助，渡辺 豊，安

田晶信：リニア型超音波内視鏡の使用経験．第 36回日

本消化器内視鏡学会総会． 10月．京都．

13) 神山正之，大政良二： （サテライトワークショップ）

血管内外注入法による硬化療法．第 36回日本消化器内

視鏡学会総会． 10月．京都．

14) 増田勝紀，神山正之，大政良二，秋庭宏紀，渡辺 豊：

立，次尤スペクトル解析を用いた胃粘膜構造の定量的評

価．第 36回日本消化器内視鏡学会総会． 10月．京都．

15) 増山勝紀．神山正之，大政良二，秋庭宏紀，吉越富

士雄，蜂谷公敏，花岡俊雄，井上勇之助，林 敬，渡辺

豊：上部消化管狭窄に対する内視鏡的治療．第 36回日

本消化器内視鏡学会総会． 10月．京都．

16) 大政良―こ，渡辺 豊： （シンポシウム）下部消化管緊

急内視鏡検府における盲点とその対策ー消化管洗浄

器の有用性を中心として一．第 47回日本消化器内視

鏡学会関東地方会． 11月．横浜．

17) 神lll正之，大政良二，増田勝紀，秋庭宏紀，渡辺 豊，

中村紀夫，永田 徹：フィブリン接着剤の経内視鏡的

応用の試み．第 47回日本消化器内視鏡学会関東地方

会． 11月．横浜．

18) 秋庭宏紀，神山止之，増田勝紀，大政良二，渡辺 豊：
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超音波内視鏡 (EUS)による側副血行路，特に奇静脈

の形態学的観察と食道静脈瘤硬化療法 (EIS)の治療効

果判定について．第 47回日本消化器内視鏡学会関東地

方会． 11月．横浜．

19) 林 敬，大政良二，増田勝紀，神山正之，吉越富」：

雄，蜂谷公敏秋庭宏紀，渡辺豊，小倉誠，川村哲，

宮原 正，鈴木正章：短期間に腹痛と下血をくり返し

た若年性虚血性大腸炎の 1例．第 47回日本消化器内視

鏡学会関東地方会． 11月．横浜．

20) 神山正之，渡辺 豊，大政良二，増田勝紀，秋庭宏

紀，吉越富士雄，蜂谷公敏：進行胃癌に対する内視鏡的

Nd-YAGレーザー治療の経験第 9回日本レーザー医

学会大会． 11月．大阪．

歯

教授：田辺晴康

講師：杉崎正志

講師：伊介昭弘

研究概要

I. 顎関節症

科

ロ腔外科学，顎発育・ロ腔

修復

ロ腔外科学，顎運動分析・

顎関節症

歯科学， 口腔解剖

l. 下顎腐の形態について

顎関節症はいくつかの原因によって発症するが，

下顎腐の形態とくに関節腐隆起後方斜面の形態の違

いもその一因といわれている。しかしながら下顎裔

はその形態の複雑性より詳細な検索はあまりされて

いない。そこで教室では，正常な下顎腐の形態を検

索するため第 1解剖学教室の協力を得て， 日本人乾

燥頭蓋 48顆 96関節の下顎腐について 3次元測定装

置を用い輪郭形状測定した。選択基準は歯の欠損が

なく，補綴治療がなされていないもので肉眼的に異

常を認めないものとした。その結果，顔面角と咬合

平面角は相関を有し，下顎窓は下顎嵩前縁を底辺と

する二等辺三角形を呈していた。また，下顎嵩外側

角と咬合平面角と近似値を呈し，下顎頭長軸角と下

顎裔前縁角とでは約 5度の角度差があった。また，

Angle分類別に計測値について検索したところ下顎

腐最深部，関節結節，内側下顎腐結節の位置，内，外

下顎腐線の角度，最深部より関節結節，関節隆起，内

側下顎裔結節への角度等に差がみられた。さらに得

られたデータより 3次元構築し下顎裔最深部と関節

隆起の形態分類を行った。その結果，陥凹型，平坦

型逆 V字型の 3型に分類でき，頭蓋底から観察し

たものでは，最深部は乎坦型が半数以上占め，関節

隆起は 3型同程度みられた。前方から観察したもの

では，最深部は陥凹型が大部分であり，関節隆起で

も陥凹型が 2/3を占めていた。前述の下顎腐の形態

別に計測値を検索したところ，下顎裔最深部，関節

結節，内側下顎裔結節の位置，左右下顎嵩間の距離，

外下顎腐線，外側炭突筋の角度に差がみられた。

2. 下顎頭，下顎裔の変化度について

顎関節症における下顎頭，下顎腐の形態異常の原

因として，加齢，下顎頭の形態の違いなどが考えら

れているが，そこで死亡時年齢が判明している日本

人乾燥頭蓋 454顆 908顎関節について観察し，下顎

颯下顎腐の悪化度について， F顎頭の形態年齢

との関係について検索した。その結果，下顎頭の前
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方からの形態を Yaleの分類に従って分類したとこ

ろ， flat型 124関節 13.7%,convex型 529関節 58.

3%, angle型 140関節 15.4%,round型 57関節 6.

3%，不定型 58関節 6.4%であった。これら下顎頭の

形態別に下顎頭における異常の出現率を検索した結

果．不定型 flat型 round型， angle型 convex型

の順に少なかった。また下顎腐での異常の出現率は

不定型が最も多かった。下顎頭の異常を形態別，年

齢別に検索すると． flat型は 50歳代で， convex型は

40歳代で， angle型， round型および不定型は 70歳

代で最も変化する傾向がみられた。下顎腐では不定

型が 50歳代で最も変化していたのを除けば他はす

べて加齢とともに増悪していた。下顎腐異常の出現

率を年齢，性別に検索したところ，男女とも加齢と

ともに増加傾向を示し，男性は 40歳代と 70歳代で

ピークを認め． 30歳代以降では女性に高い値が観察

された。

3. 唇顎口蓋裂患者における顎関節症の臨床的検

討

唇顎口蓋裂患者は，顎発育の異常に加え手術侵殷．

先天的歯数不足，奇形歯などのため咬合異常をぎた

しやすく．その結果顎関節症を惹起しやすい。そこ

で現在当科にて歯列矯正管理を行っている唇顎口蓋

裂患者 136名について臨床的検討を行った。その結

果，なんらかの顎関節症状を認めたものは 29名 21.

3%であり，このうち関節雑音を認めたものは 23名

16.5%，顎運動時疼痛を訴えたもの 5名 0.36%，咀咽

筋に疼痛を認めたもの 12名 8.6%，開口時顎の動揺

を認めたもの 26名 19.1%であった。また顎関節症

を呈する者の裂形別では唇顎口蓋裂 26名 89.7%と

最も多くみられ．続いて唇顎裂 3名 10.3%．で口蓋

裂唇裂単独には認められなかった。以上，顎関節

症解明の基礎的研究として下顎裔の形態学的研究を

行いまた下顎頭，下顎腐の変化度と下顎頭の形態，

年齢，性別との関係について検索したが，今後は X

線写真を応用し，顎関節症患者における下顎裔の形

態について比較検討し，また下顎頭，下顎裔の変化

度においては，歯牙欠損など他の要因についても検

索していきたいと考えている。

II. 唇顎口蓋裂患者の観血的保定

唇顎口蓋裂患者の顎裂部へ，歯科矯正後の保定と

る理由が認められている。

そのため，矯正治療後の保定の目的に骨または

Hydroxy-apatite剤の Inlaygraftによる処置で，

ロ蓋の Smallsegmentの固定には有用である。

われわれは，顎裂部の骨移植には，腸骨ブロック，

または顎骨ブロックを用いている。同部への骨移植

については，その多くは海綿骨梁細片移植で，移植

後の処置，保定によいと報告しているが，顎裂部の

保定には，ブロック骨の方が偏位が少ないように考

えている。骨加梁の形成，骨吸収の変化も少ない。

III. 口腔内の金属アレルギーに対する調査と治療

の可能性の有無の検討

近年アレルギー疾患の増加が認められるが，その

治療が困難なことも多い。口腔内金属によるアレル

ギーもこの例外ではない。この金属アレルギーがロ

腔粘膜病変 (lichenplanus etc.)の一要因となって

いると思われる場合に patchtestとbiopsyをでき

るだけ行い，その要因となっていると思われる金属

を除去し，臨床症状の変化の有無を調査する。その

うえで原因金属を除いた金属を個別に調査し補綴物

を作製し経過を観察する。除去した金属は可能なら

保存し場合によっては金属分析を行う。以後金属ア

レルギーが再度変化するか経過観察を行う。

そのうえで，正常人における金属アレルギーの頻

度を，過去にアレルギー疾患を認めない健康者に

patch testを行うことにより得たテータと口腔粘膜

に病変を認める者のデータと比較検討する。

IV. 抜歯創の治癒過程に及ぼす放射線照射の影響

ロ腔癌の治療において放射線治療は重要な治療法

の一つであるが，顎骨の放射線骨壊死を生じたとき，

感染や病的骨折など重篤な口腔機能の障害を引き起

こす。その誘因の一つに照射野に存在する歯や小線

源に隣接する歯の抜歯処置を問題にし臨床的に検索

した報告は多いが，実験的研究は少ない。そこでわ

れわれは，放射線照射と抜歯時期に注目し，照射前

後の各時期に抜歯したその抜歯創の治癒過程を骨形

態計測法を応用し組織学的に骨新生や骨吸収に対す

る放射線の影響を明らかにすべく動物実験を行って

し、る。

歯槽形態の回復の目的で自家ブロック骨の骨移植ま V. 歯科補綴学的修復

たは Hydroxy-apatiteブロックの填入を行ってい 人工物で口腔を修復する場合，その代表的なもの

る。 は義歯である。しかし， 口腔の機能で正業としてい

唇顎口蓋裂患者の歯科矯正後の後戻りは，われわ る者にとっては，歯が 1本でも欠損することは問題

れの症例で 8.3%と多く，側方歯群の内側転位によ が多い。歌手，口を使っての楽器演奏家などがこれ
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に当たる。われわれは， 口笛演奏家の歯の欠損に対

して義歯を作製するに当たり，その波長，音域など

を検壺したうえ，義歯の形態咬合関係，義歯の材

質などを検討した結果として，高い音質，広い音の

波長を獲得できた。

研究業績

I. 原著論文

l) 中沢正博，杉崎正志，小原希生，星野衛一郎，田上

樹里，工藤 晋，田辺晴康：顎関節腔造影所見の臨床的

検討． 日口外誌． 34(5):879-887 (1988) 

2) 鈴木 茂，渡辺裕三，大塚しおり，斎藤文明，小泉

秀行，田辺晴康，小禄克子＊，伊泊久美子＊，高江州正

勝＊，伊波徹＊，上原淳＊，西平守廣＊ （＊沖縄県歯科

医師会口腔衛生センター），久保田康耶（東医歯大）：沖

縄県における全身麻酔下重度心身障害者歯科治療の追

跡調査．障害者歯科． 9(1): 17-24 (1988) 

3) Komori, E., Aigase, K., Sugisaki, M. and 

Tanabe, H. : Cause of early skeletal relapse after 

mandibular setback. Am. J. Orthod. Dentofac. 

Orthop. 95: 29-36 (1989) 

III. 学会発表

l) 西宮麻里子，田辺晴康，吉沢典男（東京外国語大学）：

ロ笛演奏家と義歯．第 5回日本顎顔面補綴学会総会． 5

月．東京．

2) 宇井正子，福崎博生，伊介昭弘，杉崎正志，田辺晴

康：当科における生検例の臨床的検討．第 42回日本ロ

腔科学会総会． 6月．札幌．［口科誌． 37:12690988)] 

3) 鈴木公仁子，中沢正博，斎藤 健，杉崎正志，田辺

晴康： reciprocalclicking症例の顎関節腔造影所見に

ついて．第 42回日本口腔科学会総会． 6月．札幌．［ロ

和ば志． 37 : 1203-1204 0988) J 
4) 渡辺雅昭，斎藤 健，宇井正子，大塚しおり，福崎

博生，田辺晴康：下顎に発生した歯原性援胞の 1例．第

42回日本口腔科学会総会． 6月．札幌．［口科誌． 37:

1172-1173 0988) J 

5) 杉崎正志．鈴木公仁子，斎藤 健，中沢正博，伊介

昭弘，田辺晴康，加藤 征，柴田孝典（東歯大）：日本

人下顎裔の形態学的研究．第 1回日本顎関節学会総会．

7月．名古屋．

6) 田辺晴康，渡辺理恵子，鈴木公仁子：顎裂部へ骨移

植後萌出した埋状犬歯．第 12回日本口蓋裂学会総会． 7

月．福岡．

7) 池田啓子，渡辺雅昭，井川葉子，西山晴彦，田辺晴

康：歯科恐怖症の 2症例．第 3回日本歯科心身医学会

総会． 7月．東京．

8) 中沢正博高木和子，谷藤康正，田辺晴康，小林建

ー：各種吸入麻酔薬とソーダライム．第 16回日本歯科

麻酔学会総会． 9月．新渇．［日歯麻誌． 16:54(1988)] 

9) 伊介昭弘，鈴木公仁子，斎藤 健，中沢正博，杉崎

正志田辺晴康，加藤征，柴田孝典（東歯大）：日本

人下顎窓の形態学的研究．第 33回日本口腔外科学会総

会． 9月．名古屋．［日口外誌． 34:2845 (1988)] 

10) 池田啓了，宇井正子，田辺晴康，永井教之（岡山大）：

舌背に発生した顆粒細胞腫の 1例．第 33回日本口腔外

科学会総会． 9月．名古屋．［日口外誌． 34:2904(1988)] 

11) 鈴木由紀，西宮麻里子，西山晴彦，工藤 晋，福崎

博生，杉崎正志，田辺晴康：下顎に広範囲に発生したエ

ナメル上皮腫の 1例．第 235回東京歯科大学学会． 11

月．千葉．

12) 下村哲也＊，木住野義信＊，米津博文＊，柴田孝典.'

高橋庄二郎＊，光菅裕治＊，野島春夫＊，黒柳錦也＊ （＊東

歯大），杉崎正志，田辺睛康，近田正道（慶応大）：関節

円板完全前方転位例における顎関節部狭角断層X線像

に関する研究．第 235回東京歯科大学学会． 11月．千

葉

13) 宮平暁，岩崎進，宇井正子，五百蔵一男、伊介

昭弘，杉崎正志，田辺晴康：下顎骨に生じた Ossifying

fibromaの 1例．第 143回日本口腔外科学会関東地方

会． 2月．神奈川．

V. その他

l) 渡辺裕三，小原希生，相良成実，鈴木 茂，斎藤文

明，鮎瀕公彦，田辺晴康：頬部に発生した多形性腺腫の

1例． 日口外誌 34:1119-1122 0988) 

2) Komori, E. and Sugisaki, M.: Ectopic 

pneumosinus maxillaris dilatans. J Cranio Max 
Fac Surg. 16 : 240-242 (1988) 

3) 船越正也（朝日大），杉崎正志，石橋成六（モダンテ

ンタルアカデミー），中沢勝宏（開業） ： （スペシャルシ

ンポジウム）開業医でできる顎関節症への対処． Dental

Diamond. 14 : 16-40 (1989) 
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共用研究施設
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実験動物研究部

と分かれて，それぞれ鈴木昭男教授，平野 正教授，

林 伸ー教授によって統轄されていたが，＇ 88.4. 1よ

り次のように編成がおこなわれた ('88.4. 11教授

ム）工。

①医科学研究所 （所k：井川幸雄教授）

微細形態研究部 （部長：鈴木昭男教授）

生化学研究部 （部長：栗岡 晋助教授）

逍伝子工学研究室（室長：桜井 進教授）

②実験動物センター （センター長：林 伸才女授）

③ァイソトープセンター（センクー長：吼月宰夫教授）

①②③のこの 3者を統合したものを共用研究施

設と呼び， この共用研究施設委員会の委員長は阿部

正和学長があたる。

なお，平野正教授は'88年 3月 31日をもって定年

退職され， 4月 1日付で客員教授を委嘱された。

医科学研究所

所長井）II幸雄

微細形態研究部

教授：鈴木昭男 超微構造病理学，細胞小器

官病理学

助教授：田中寿子 細胞の形態と機能に関する

組織化学的研究

講師：幡場良明 組織の微細立体描造に関す

る研究

講師：山口 正視 酵母・細菌・ウィルスの微

細形態学

configuration変化とされている形態の全てが。呼吸

変化に遅れて起こった二次的変化であることが立遥1E

された。

II. 糸粒体内ラセン型フィラメントの超微構造

本年度は糸粒体ラセン型フィラメントの超微構造

を明らかにする目的で， コンピュータを用いた画像

解析を行った。材料として糸粒体内に多量のラセン

型フィラメントが出現することが確かめられている

アルコール長期投与ラットの肝を用いた。構造解析

のためにデ、ンタル化した電顕像を IMAGIC画像処

理システム構成の microVAX II型コンピュータを

研究概要 用い解析処理した。その結果，このフィラメントぱ

I. 糸粒体の呼吸状態と insituの微細構造変化の 径 4士0.23nm,ラセソ直径 13士0.86nm, ピ y チ

即時的対比 16士0.81nmの右巻ラセンで，従来我々の報告して

前年度と同じ方法により，メシウム中に 2,4 — きた計測値および巻方向と良く ・致していた。さら

DNPを加えたラットの単離肝細胞における細胞呼 に画像解析の結果，このフィラメントは最小径 4士

吸変化と insituの糸粒体の微細形態を即時対比し 0.24 nmの枠状の粒子が長軸｝ji{,Jに多数つながって

て観察した。結果は 2,4-DNPの添加により脱共車）U -本のフィラメントを形成している像が得られ， 本

の起こった後， 5分以内では，糸粒体の 研究において初めて糸粒体内ラセン型フィラメント

configurationに全く変化がなく，前年度までの成果 の substructureが明らかとなった。

と併せて，従来，各種の呼吸条件による糸粒休
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III. 腎毒性病変の超微形態変化と意義 VI. 無アルプミンラット (NAR)のアルプミン

薬物投与の際に腎の近位尿細管上皮細胞 (PTC) (Alb)産生能について

にしばしば見いだされる滑面小胞体 (sEr)の塊状増 NARに少数認められる Alb十肝細胞には insitu 

成 (Suzuki& Mostofi, 1966) (Mc)の意義を検討 hybridizationにより AlbmRNAの検出が困難で

するため， SPFラットにフェノ ハルビタールと 3ーメ あった。しかし免疫電顕的に此の肝細胞では Albが

チルコラントレン (MCH)を投与して肝および腎皮 生合成されていることが確認されると共に，その分

質組織を生化学，電顕，免疫組織化学的に検討した。 泌が阻害されていることも明らかとなった。即ち少

その結果， sErおよび Mcの顕著な増生がミクロ 呈の mRNAにより合成されるが，細胞内 process・

ゾーム P450の増加と平行して肝と腎皮質に起こ ingに障害があり分泌されにくい可能性が示唆され

り， MCH誘導 P450に対する単クローン抗体との反 た。 Westernblottingにより肝臓内 Albには分子量

応が肝細胞と腎の PTCに強陽性で， PTCにおける の大きい Alb (proalbumin?) も含まれており，

Mc増生も肝と同じく P-450誘導を伴う薬物代謝性 processingの障害が確認された。

細胞反応であることが確かめられた。

VI. 牌臓の立体微細構築に関する研究

各種哺乳動物の牌臓の立体微細構築に関する比較

解剖学的な研究の一環として，食虫目に属すスンク

スの牌臓の研究を行った。白牌髄は 2~3層の細網組

織性隔壁によって濾胞周辺帯に仕切られ，所々に辺

縁洞が散見され，濾胞周辺帯には発達した英組織が

多数存在していた。赤牌髄は比較的広い牌索域と

所々で吻合する牌洞から成り，牌洞内壁の被覆細胞

とStomataは不規則な配列を示した。牌索内毛細血

管は末端部では牌測に直接連絡しており，閉鎖性流

路の可能性が示唆された。高等哺乳類では牌末梢循

環流床は開放性とする研究が大部分であるなかに

あって，下等な哺乳類に属するスンクスで既報のモ

グラと同様に直接的な方法により閉鎖性流床が観察

されたことは，鳥類の同様な閉鎮性流床が観察され

ていることと併せて，系統発生的な観点から興味深

い結果と思われる。

V. 固形癌に於ける局所癌免疫機構

乳ガンを用い浸潤リンパ球 (TIL)の機能を in

vivoおよび invitroで検索し，局所に於ける癌免疫

機構について考察した。癌組織内には Tリンパ球が

優位に浸潤しているが，そのほとんどが活性化され

ていない。しかし癌組織より分離した TILはIL2 

存在下で活性化，増殖し，腫瘍細胞にたいし細胞傷

害性に作用する effectoreel]となる。此の細胞は大

顆粒リンパ球に類似し， CD8+ /Leu 7一或は CD

8+/Leu 7＋の phenotypeを示し， invitroでは腫瘍

細胞傷害に NK-likeT eel]が主役を演じていると

考えられた。

VII. プロテウス菌のプラズマ重合金属抽出レプリ

力法による免疫電顕的研究

鞭毛細菌 Proteusvulgarisの鞭毛抗原と菌体抗原

を，それぞれに対する抗血清と大きさの異なるコロ

イド金粒子で免疫染色し，その分布をプラズマ重合

金属抽出レプリカ (PMR)法により観察した。鞭毛

抗原，菌体抗原を標識した金粒子マーカーは，鞭毛

細菌のレプリカ上に明瞭に観察され， PMR法が，複

数の物質の局在を高分解能で立体的に観察する上

で，すぐれた方法であることを証明できた。

VIII. プラズマ重合法による新しい支持膜作製法

およびその応用

田中（昭）が発明したプラズマ重合レプリカ法を

応用して，新しい支持膜作製法を開発した。 NaCl,

KC!結晶のへき開面，ガラス表面に，プラズマ重合

により炭化水素被膜をつくり，基盤を溶解して残っ

た薄膜を支持膜とした。この支持膜は作製法が容易

で電子線照射に強いなど多くのすぐれた特長をも

ち，ネガティブ染色による B型肝炎ウイルスの高解

像観察，単スリットメッシュに載せた切片の極低倍

観察などに応用した。

研究業績

I. 原著論文

1) Suzuki, T., Sasaki, H., Hataba, Y. and Tanaka, 

H.: Cell respiration and in situ configuration of the 

mitochondria as observed by so-called physical and 

chemical fixations. Electron Microscopy 1988, 

Chulalongkorn University Printing House, Bang-

kok. 517-518 (1988) 

2) Hataba, Y. and Suzuki, T.: Scanning electron 

microscopy of the ferret spleen. Electron Micros-

copy 1988, Chulalongkorn University Printing 
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House, Bangkok. 531-532 (1988) 
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Meguro, S. and Ishikawa, E. : A comparative patho-

logical study of liver injury after different combina-

tion chemotherapies for leukemia. Acta Pathol. 
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experimental mammals. Recent Development of 
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6) 山口正視：超低温電子顕微鏡法による生物試料の
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月．福岡．〔J.Electron Microsc. 38: 76 (1989)〕

7) 鈴木昭男，小幡 徹，田中寿子：腎毒性と尿細管病

変毒性病理学会シンポジウム． 1月．横浜．〔第 5回

日本毒性病理学会講演要旨集． 23(1989)〕

8) 田中寿子，松久明生：無アルプミンラット肝におげ

るアルプミン陽性細胞のアルプミン産生，分泌につい

て．第 2回分子病理学研究会． 3月．京都．

VI. 著 書

1) 鈴木昭男：走査電子顕微鏡法（組織一般・遊離細

胞）．電顕生物試料作製技術ビデオ実習プログラム第 9

巻．丸菩．（1987)

助教授：栗岡

生化学研究部

晋

助 教授 ：入 山啓 治

講師：尾崎幸洋

講師：小幡 徹

神経化学

分子博物学

生体非破壊分析

内分泌生化学

研究概要

I. 中枢神経系膜タンパク質の群特異（機能）的分画

とその分析

1. ピリドキサルリン酸結合性タンパク質

神経終末のピリドキサルリン酸 (PLP)は，神経

伝達物質アミンの生合成に必須である。中枢神経系
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とPLPの関わりの一つに，その不足，過剰は共に動 し，生体システムの理解を深めると共に，将来にお

物に中枢性の痙攣を引き起こすことが知られてい いて“人工頭脳ヽンステム”の構築を企てている。今年

る。脳室内投与時の痙攣発現の機序解明の一環とし 度は， LB膜システムにタンバク質分子をガッチリ

て過剰な PLPと抑制性神経 GABAA受容体との相 と組み込むことに成功し，世界で初めてその証拠の

互作用に注目した。 視覚化に成功した（入山啓治）。

可溶化したウシ脳シナプス膜タンパク質を PLP

とリガンドとしたアフィニティゲルを用いてクロマ

トグラフすることにより， PLP結合性タンパク質を

得た。この画分中に GAB凡受容体タンパク質が存

在することを [3H]フルニトラゼパ｀ノによる光親和

標識及び特異的結合の解析から明らかにし，脳室内

に過剰投与された PLPによる痙攣発現が PLPに

よる GABふ受容体の修飾と関連性のあることを

示唆した（栗岡晋）。

2. ConA結合性タンパク質

神経細胞膜に存在する免疫グロブリン遺伝子超

ファミリー系 (Igs系スーパーファミリー）タンパク

質の検索を行った。 lgs系スーバーファミリータン

パク質のほとんどが糖クンパク質であることに注目

し， コンカナバリン A (ConA)をリガンドしたア

フィニティクロマトグラフィにより， ConA結合性

シナプトソーム膜糖クンパク質画分を得た。この画

分の二次元電気泳動及び ConA染色法による分析

から，等電点 (pl)4.5-8.0,分子量 (MW)10 K-120 

Kの領域に約 36個の ConA結合性タンパク質を同

定した。特に強い結合性を示したタンパク質(pl5.5-

6.0,MW 13K)を分離精製した。一方， ConA結合

性タンパク質のうち免疫グロブリンに親和性を持つ

プロテイン A との結合性を示すタンパク質群が pl

5.5-8.0, MW  45 K -52 Kの領域に見出された。以上

の結果から， lgs系スーパーファミリーに関連する

と思われる約 16個のシナプトソーム膜糖タンパク

質を同定した（石岡憲昭）。

II. 生体および人工システムにおけるエネルギー

と情報の流れの分子レペルでの研究

A． エネルギーの流れ

プリン代謝系にとりあえず注目し，その系の代謝

物質の分析手法の確立，その手法を用いて，代謝物

質の変動と各種疾患（例えば，各種腫瘍，脳や心筋

などの梗塞，その他酸素欠乏にからむもの），老化や

寿命などとの相関について調べ，一つ一つ発表し続

けている。

B. 情報の流れ

Langmuir-Blodgett (LB)膜技術を採用し，受容

器，情報の変換・伝達・移動（または消滅）・記憶・

処理・読み出しの過程を，人工システムとして表現

III. 赤外，ラマン分光法による生体組織の非破壊

分析

生体組織の非破壊分析が医学研究において重要で

あるということは言を待たない。最近は生体組織中

に含まれる物質を同定するだけでなく，その存在状

態や構造をも調べる研究（非破壊構造解析）が活発

になってきた。当研究部では赤外， ラマン分光法を

用いて生体組織の非破壊構造解析の研究を行ってい

る。本年度はラマン分光法による水晶体の老化の研

究と赤外分光法によるコラーゲンを含む組織の研究

を行った。前者の研究では高等動物と下等動物とで

は老化に伴う水晶体蛋白質の s-s結合の形成速度

やトリプトファン残基の微環境変化の速度などが異

なることを見い出した。また後者の研究ではコラー

ゲンを含む生体組織の赤外全反射吸収スペクトルを

あるがままの状態で測定することにより，含まれて

いるコラーゲンの型の同定ができる可能性があるこ

とを見い出した（尾崎幸洋）。

IV. 細胞質甲状腺ホルモン結合蛋白質について

ラットの肝臓における甲状腺ホルモンの作用と，

細胞質内に分布する甲状腺ホルモン結合蛋白質 (p

58)について実験を行った。メタボリックラベル法

を用いて，肝実質細胞の蛋白質を標識し， ヒト由来

のp58を用いて作成した抗 p58モノクローナル抗

体を用いて検索した結果， ラットにもこのモノクロ

の認識する蛋白質が存在し，分子量もほぽ同じと考

えられた。また肝切除ラットを用いて，肝再生時に

おける肝実質細胞の p58産生能の変動を見たとこ

ろ，再生肝分裂期に相当する 2日目に最大となる変

化を示した。またこの抗 p58モノクロ抗体作成時に

開発した新スクリーニング法について，媒体の材質，

処理条件等の基礎的検討を行った（小幡 徹）。
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(NIH/NCI) : Anti-bodies against the human cellu-

lar 3, 3', 5-triiodo-L-thyronine binding protein (p 

58). FEBS Lett. 230: 9-12 (1988) 

19) Obata, T. and Cheng, S.-y. (NIH/NCI): Strip-

comb dot immunobinding: A rapid, easy and sensi-

tive method to screen monoclonal antibodies. 

Biotechniques, 6: 299-302 0988) 

20) Obata, T., Fukuda, T.（長崎大）， Willingham,

M.C.*, Liang, C.-M. (NIH/FAO) and Cheng, S.-y.* 

(*NIH/NCI) : A cytoplasmic thyroid hormone 

binding protein : Characterization using mono-

clonal antibodies. Biochemistry. 28: 617-622 

(1989) 

村晃＊，佐野圭司＊ （＊帝京大），岩本武夫，吉浦昌彦， II. 総 説＇

入山啓治：局所脳虚血後のキサンチンと尿酸の経時的 l) 入山啓治：微小電極をポリマーフィルムに固定す

変化． BrainHypoxia. 2: 59-66 0988) る試み．化学工業． 39:499-504 0988) 

12) 佐藤武夫＊，深沢 学＊，大湊政之＊，小沢定延＊，大 2) 入山啓治，岩本武夫，荒木敏成＊，菅原佑三＊（＊東京

貫忠男＊，草刈幸次＊，石田尚志＊（＊型マリアソナ大），西 ガス KK)：ありのままの LB膜技術．化学工業． 39:

野武士（横浜市大），仁科甫啓＊＊，小島 司＊＊ （＊＊虎ノ 603-607 (1988) 

門病院），入山啓治，松尾茂隆（三菱油化メディカルサ 3) 荒木敏成＊，菅原佑三＊（＊東京ガス KK)，吉浦昌彦，

イエンス） ：キサンチン尿症の一例．尿酸． 12:85-90 入山啓治： LB膜技術の進化．化学工業． 39:694-699 

0988) (1988) 

13) Araki, T.*, Sugawara, Y.*, Hirao, N.* (*Tokyo 4) 吉浦昌彦安井茂夫（日惑素研 KK)，入山啓治： LB
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膜構成用材料．化学工業． 39: 868-87 4 (1988) 

5) 尾崎幸洋：臨床医学におけるレーザー分光計測．オ

プ トロニクス． 105-111 (1988) 

6) 尾崎幸洋．入山啓治：水晶体の老化・白濁化と水晶

体蛋白質の構造変化．蛋白質・核酸・酵素． 33:1098-

1110 (1988) 

7) 尾崎幸洋： FT-IR-ATR分光法による非破壊生体

計測．生物物理 29:39-42 (1989) 

8) Ozaki. Y.: Medical application of Raman 

spectroscopy. Appl. Spectrosc. Rev. 24: 259-312 

(1988) 

III. 学会発表

l) 石岡憲昭，名竹洋子，栗岡 晋：シナプトソーム膜

糖タンパク質の分離分析．第 61回日本生化学会大会．

10月．東京．

2) 石岡憲昭，名竹洋子．黒須泰行（日本分光），栗岡

晋： ConA結合性・ンナプトソーム膜糖蛋白質の分離

分析．第 39回電気泳動学会総会． 10月．札幌．

3) 石岡憲昭，名竹洋子，栗岡 晋：シナプトソーム膜

クンパク質の分離分析．第 31回日本神経化学会大会．

10月．仙台．

4) Iriyama, K., Yoshiura, M., Araki. T.*. Yokoi, 

S.*, and Sugawara, Y.* (*Tokyo Gas): Self-oscil-

lation of electrical potential in a lipid-coated 

porous membrane. 6th International Conference 

on Surface and Colloid Science. Jun. Hakone. 

5) Araki, T.*, Ozaki, Y., Iriyama, K., Yokoi, S.* 

and Sugawara, Y.* (*Tokyo Gas): Penetration of 

a-toxin into a lipid monolayers on air-aqueous 

solution interface. 6th Intematinal Conference on 

Surface and Colloid Science. Jun. Hakone 

6) Ozaki, Y.: Raman spectroscopic study of molec・

ular aging of an eye lens. 2nd International Con-

ference on Laser Scattering spectroscopy of biologi-

cal objects. 9月． Pees,Hungary. 

7) Obata, T., Fukuda, T.（長崎大） andCheng, S.-y. 

(NIH/NCI): A cellular 3, 3', 5-triiodo-L-thyronine 

binding protein (p 58) : Antibody production and 

characterization. Eighth International Congress of 

Endocrinology. Jul. Kyoto. 

8) 小幡徹， Cheng,S.-y. (NIH/NCI)：梱形ニトロ

セルロース紙を用いた，簡便なモノクローナル抗体の

スクリーニング法．第 61回日本生化学会． 10月．東
． 

凩．

IV. 著菖

2) 入山啓治： LB膜の分子テザイン．共立出版．

(1988) 

遺伝子工学研究室

教授：桜井 進

研究概要

毒素蛋白及びリポソームの

分子遺伝学

I. 大腸菌における Staphylococcal exfoliative 

toxin A遺伝子の発現調節と Staphylococcal

exfoliative toxin Aならびに Bの構造と機能

Staphylococcal exfoliative toxin A (sET-A)を支

配する 1.45kb (eta)の染色体断片は， pUC9に連結

して大腸菌に導入したとき，その産生する sETAは

ELISAによってようやく検出される。組換え体の培

養上清から得た硫酸アンモニウム沈澱画分（粗

cET-A画分）は，抗 sET-A血清を用いたゲル内沈

降反応において沈降線を形成せず，また幼若マウス

に対する表皮剥脱毒性も検出できない。しかし eta

を含む 5.8kb断片を pUC9に連結して大腸菌に導

入すると cET-Aの産生量が著しく増大し，ゲル内

沈降反応で sET-Aと相同な沈降線を形成し，また

sET-A同様の強い表皮剣脱が生じる。 5.8kb断片に

おける etaの下流を HindIIIで切断した約 3.3kb 

etaは cETA産生量に変化はみられないが， etaの

プロモーターの上流，約 1.0kb領域及びその下流約

3.1 kb領域を AluI, Taq Iで切断除去し，約 1.45kb 

etaにすると cET-A産生量が著しく低下する。従っ

て， etaプロモーターの上流にこのプロモーターを

活性化する領域があると推定した。 etaプロモー

ターの 45bp上流にはさらにプロモーターを含む

870 bpからなる翻訳可能領域が存在するので eta

プロモーターに対するこの領域の機能を解析してい

る。また etaとETB遺伝子 (etb)の断片を連結し

て大腸菌に導入し，発現した cET-A,cET-Bの抗

原性や毒性領城の決定を試みている。

II. マウスリポソーム DNA(rDNA)の広範囲な

染色体分布とその活用

これまで Musmusuculus (2n = 40)の rDNAは染

色体 12,15, 16, 17, 18, 19のみに存在することが報告

されていた。今回，銀染色法及び insitu hybridiza-

tion法を用い，アジア産野生マウスを解析したとこ

l) 入山啓治：アミノ酸分析．永野 允，今井昭消扁： ろ，新たに rDNAクラスターを染色体 4,8, 9, 10, 11 

心臓代謝実験法．医歯出版． 193-196 (1988) の動原体近傍に見いだすことができた。
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このような広範囲な染色体分布は， DNAレベル

のゲノム内均質性より染色体転座によって生じたも

のであることが示唆された。現在これらの野生マウ

ス由来の各 rDNAクラスターを純系マウスに導入

し， rDNAのコピー数増減によるクラスター毎の転

写活性の活性化，不活性化の問題を解析中である。ま

た，導入マウスを用い，動原体近傍遺伝子の染色体

マッピングも行った。ちなみに PRl-3.5kb族とい

う多重遺伝子族は染色体 19の動原体近傍にマップ

することができた。

研究業績

I. 原著論文

1) Machida, K., Sakurai, S., Kondo, I. and Ikawa, 

S.: Relationship between susceptibility and 

immune response to Staphylococcal exfoliative toxin 

A in mammalian species. Microbiol. Immunol. 32: 

1079-1084 (1988) 

2) Machida, K., Moriwaki, M., Hoshina, S., Sakur-

ai, S., Kurosaka, K. and Ikawa, S. : Antimicrobial 

component in human sera against Staphylococcus 

epidermidis. Jikeikai Med. J. 35: 343-349 (1988) 

3) 町田勝彦，桜井 進：プドウ球菌性表皮剥脱素．臨

床検査． 32:1017-1017 0988) 

教授：林 伸一 栄養学，代謝調節

（兼任）

講師：岩城隆昌 実験動物学

研究概要

I. 入荷動物（イヌ，ネコ）の検疫に関する検討

その 2 血液生化学検査システム VISIONアナ

ライザーの導入

東京都やその近郊県の動物管理センターより不要

犬や野良猫を入荷して実験に供する場合，すでに疾

患を持った動物も多く，また人畜共通伝染病等のバ

イオハザードの面からも問題が多い。そこで入荷動

物の健康状態を的確に把握することが大切となって

いる。血液生化学検査システムの•一つの VISION 、ン

III. 学会発表

1) 桜井進，鈴木仁，近藤勇： （シソボシウム：レ

ンサ球菌とブドウ球菌研究最近の進展）． Staphylococ-

cal exfoliabive toxin Aならびに Bの分子遺伝学．第

62回日本細茜学総会． 3月．東京．

2) 鈴木仁，土屋公幸（宮崎医大），酒泉満（都臨床

研），若菜茂晴（実中研），桜井 進，森脇和郎（逍伝研）：

アカネズミ (Apodemusspeciosus)のリボソーム DNA

(rDNA)の地理的変異．第 59回日本動物学会． 10月．

札幌．

3) 若菜茂晴鈴木仁，酒泉満土屋公幸，森脇和

郎：日本産セスジネズミ属 (Apodemus)におけるミト

コンドリア (mtDNA)制限酵素切断型多型．第 59回

日本動物学会． 10月．札幌．

4) 土屋公幸，酒泉満，若菜茂晴，鈴木仁，森脇和

郎：カラフトアカネズミ，ハントウアカネズミおよび

アカネズミ間の迫伝的差異．第 59回日本動物学会． 10

月．札幌．

IV. 著 書

l) 桜井進：微生物遺伝の項分担執箪．大谷 明，斉

藤和久，吉岡守正編：医学生の微生物•免疫学．広川書

店． 84-112(1988). 

2) 桜井 進：黄色プドウ球菌とレンサ球菌の外毒素

の項分担執筆．吉川昌之介，寺脇良郎編：遺伝子からみ

た細菌の病原性．菜根出版． 143-163(1988) 

実験動物センター

センター長 林 伸一

ステム（ダイナボット社）は検査項目全てが全血か

ら， しかも同時に 10項目まで測定でき，約 10分後

には各データが記録紙にプリントされるため測定時

間等を気にせずに他の検査等に専念できること， 日

差再現性，測定精度などに優れ，測定値は他の大型

自動分析装置を使用した動物血液の測定結果と良く

相関した。なお VISIONシステムはアルブミン測定

試薬にブロムクレゾールパープルを使用しているた

め，内部のプログラムを動物用に変更することと

なったが，本システムはイヌやネコをはじめラット

等の動物の検疫はもとより，各種研究における血液

生化学値測定に十分活用できると思われる結果が得

られた。 '89年 3月末現在， VISIONシステムで測定

出来る項目は 25項目におよぶが，入荷動物の検疫に
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際しては， CRP（感染症の有無判定）， S-GPTおよ 物学や動物を用いた医学研究，獣医学領域の各種診

びS-GOT（肝機能判定）， creatinekinase（督機能 断や研究に応用しようとする要求が近年急速に増え

判定）測定を行ない，これに細菌，寄生虫および血 つつある。一方これら診断画像と対応する情報は不

液検壺等を組み合わせて，より的確な入荷動物の検 足しており，特に動物の断面解剖学に関する情報は

疫体制を整備することができるようになった。 国内外を見渡しても限局された断片的なもの（脳な

ど身体の一部）しか見当たらない。そこで第 1解剖

II. 細胞内 Ca2十の顕微測定システムの開発に関す 学教室と共同で各種実験動物（イヌ，ネコ，ウサギ，

る研究 フット，マウス）の断層解剖図を超音波画像および

顕微鏡下で細胞内遊離 Ca2十濃度およびその変化 断面 X線画像と対応して作成している。

を測定しようとする装置はすでにいくつか開発され

ているが， Tsienらが開発した蛍光性 Ca2十指示薬の

一つである Fura-2に対応した 2波長励起法がその

中心となっているため測定装置が複雑大型化し，且

つ励起波長に紫外光を用いるため高価となってい

る。最近，可視部励起光を用い，しかも Ca2十結合に

より蛍光強度が Fura-2よりも大幅に変化する新し

いタイプの Ca2十指示薬 (Fluo-3)が開発され， この

指示薬に対応した測定装置の開発が期待されてい

る。我々は第 1薬理学教室と共同で，市販の蛍光顕

微鏡の紫外励起フィルターをバンドパスフィルター

に取り替え，顕微鏡双眼部に干渉フィルターを組み

込んだ測光装置を取り付けたシンプルで比較的低価

格な細胞内 Ca2十顕微測光装置を開発した。本装置

は蛍光色素として Tsienらが開発した Indo-1を用

いると， Ca2十濃度に依存して 398nmの蛍光強度増

加が，また 493nmの蛍光強度減少が並行して連続

的に観察でき，これら 2波長の比から約 30nMから

1,000 nMまでの Caが濃度変化を正確に測定でき

た。今回この装置に改良を加え最近開発された新し

いタイプの Ca2十指示薬(Fluo-3)にも対応すべく検

討を行なった。その結果，励起光源には一般の蛍光

顕微鏡で使われている高圧水銀ランプは不適で， こ

れをキセノンランプに変える必要性が指摘された。

Fluo-3を用いた C的顕微測定には市販の B励起

ダイクロイックミラ (DM500)がそのまま利用でき，

光源部および測光側にそれぞれ 506nmおよび 526

nmのバンドバスフィルターを新たに組み入れるこ

とで， lOnMから 100,000nMまでの Ca2十濃度変化

を正確に測定でき，結果的に蛍光色素の Indo-1に

もFluo-3にも対応した顕微 Ca2十測定装置を試作

することができた。

III. 実験動物の断面解剖図作成に関する研究

IV. 実験動物の飼育環境改善のための検討

近年，実験動物施設の近代化に伴い実験動物の微

生物学的品質は著しく向上し，現在では市販のマウ

スやラット等はそのほとんどが SPF(specific path-

ogen free)動物として販売されている。本学の実験

動物施設も '82年に SPF飼育室を新設して対応し

たが，一方一般飼育の動物室は，＇ 80年に小動物舎の

完全空調化に伴い高性能フィルターによる送風空気

の無菌化を行なったが，汚染動物が飼育室内にその

まま温存されたこと，排気系統の不備による汚染空

気の室内還流， 自動飼育装置による汚染の拡散等に

よりその効果は発揮されたとは言い難い結果となっ

た。そこで一般飼育マウス室およびラット室に飼育

の自動化を排した個別空調微生物制御飼育装置を設

計導入した。結果は大変良好で，上記飼育装置内の

落下細菌数（直径 8cmのTripticaseSoy寒天培地

1時問開放放置）は 0~1個と SPF飼育室並みの環

境が維持できるようになった。

V. その他

本学共用研究施設規定第 5条に基づき，実験動物

研究部は '88年 4月 1日より共用研究施設・実験動

物センターとなった。実験動物センター運営細則に

より実験動物センターには 1.実験動物飼育管理

室， 2．実験動物研究室， 3.共同利用動物実験室が

置かれた。

研究業績

I. 原著論文

l) 岩城隆昌，林 伸一：血液生化学検査システムの小

動物臨床での検討(VISIONアナライザー）． Compan-

ion Animal Practice. No. 13: 73-77 0988) 

近年医用工学とりわけコンピュータの進歩により III. 学会発表

超音波画像診断像，磁気共鳴画像診断像， X線 1) lwaki, T., Kawamura M. and Hayashi S.: A 

Computed Tomography (CT)など生体の綿密な断 simple method for photometric measurement of 

層情報が得られるようになり， これら画像を実験動 cytoplasmic free Ca2+ using fluorescence micro-
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scope and Indo-1. 8th International Congress of 

Endocrinology. Jul. Kyoto. 

2) 岩城隆昌．）1|村将弘，林 伸・-:細胞内 Ca2十の剥

微測定システムの開発とウシおよひラット副腎皮質細

胞内 Ca2十測定への応）ll．第 35回日本実験動物学会総

会． 5月．金沢．

3) Nakamichi. N., lwaki, T., Masaki. E., lkigai, H 

and Kawamura, M.: Staphylococcus Aureus al/;ha 

toxin stimulates corticoido genesis in primary cul-

tured bovine adrenocortical cells.第 5回東南アジア

薬即学会． 7月．北京．

アイソトープセンター

教授：望月幸夫

（兼任）

助教授：滝上 誠

研究概要

放射線治療学，放射線生物

学

放射線物理学

I. 放射能測定法の開発研究

/3線エネルギーの比較的大きい核種については

チェレンコフ効果による放射能測定が可能である。

:？場合，チェレンコフ光を発生させるための B線

しきいエネルギーが存在し，水媒体では 0,26MeV 

となる。本研究では， この特性を利用して同一試料

中に 2核種を含む試料の放射能分離測定を可能にし

た。すなわち，水媒休を用いたチェレンコフ測定に

よると， 45Ca,"Cなどの低エネルギー¢放出体およ

び a放出体は検出されず，高エネルキ―/3放出体の

放射能が決定できる。つぎに， この試料に液体シン

チレータを加え，液体ヽンンチレーション・効率トレー

サ法により全放射能を決定し，両者の差から低エネ

ルギ―/3放出体あるいは a放出体の放射能を求め

る。本法は，測定対象核種の組合せに制限があるが，

多くの核種の分離測定に広く利用できる。

環境放射能試料，放射線管理測定試料の放射能を

決定する場合，核種の同定が不可欠である。 y放出体

については半導体検出器等により容易に核種の判定

が可能であるが，純 f3放出休については B線スペク

トルが連続分布を有するため核種の同定ぱ容易では

ない。このような問題点を解消するため，液体シン

チレーション測定法を用いた新しい核種同定法を考

案した。液体シンチレーション測定においては， ク

エンチング効果により，発生する光子数が減少する

ため，単に，試料のシンチレーション・パルス波高

分布から核種を判定することは困難である。このた

め，クエンチングの指標として， さらに，外部より
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ァ線照射して生ずるコンプトン電子によるパルス波

高分布の変位を用い，両パラメータの関数としてあ

らかじめ判定核種の標準曲線を作成した。この標準

曲線上への未知試料の fittingから核種の判定が可

能となる。純¢放出体の核種同定法には簡便な方法

がなく， また従来法1ま精度が低いため本法は有効な

手法と考えられる。

従来，液体シンチレーション測定に用いられてい

る乳化シンチレータ 1•ま，水溶性試料を増加させると，

溶液，二相分離からゲル状態へと変化し，測定の再

現性が失われる場合がある。特に，含水率 15-25%

付近の領域では水溶性試料とシンチレータが二相分

離して測定不可能となり，キシレン—界面活性剤の溶

媒系を用いる場合には避けられぬ問題点である。本

研究においては，特にこの溶媒系を見直し，新しい

溶媒系を開発することにより， 50%の含水率まで常

に溶液状態で再現性良く測定できる液体シンチレー

タを作成した。

II. 大腸菌 gyrA遺伝子の発現に関する研究

DNAが効率良く転写，複製されるためには，負の

超らせん構造をとる必要がある。 DNAの超らせん

構造はいくつかのトポアイソメレースと呼ばれる酵

素により調節されており，それらの一つである

DNA、ンャイレースは， DNAに負の超らせんを増加

させる酵素として DNAの転写，複製に重要な役割

を果たしている。

この DNAジャイレースの発現について調べるた

め， DNAジャイレースの二つのサプユニットのう

ち， aサブユニットをコードしている gyrA遺伝子

と(J-galactosidase（以下 (]-gal)の追伝了・ lacZの

融合追伝子を作成した。 gyrAをもつプラスミド

pAWOllより gyrAのプロモータと N;I;:端側の一



部を制限酵素により切り出し， lacZをもつプラスミ

ドpMC1403に入れることにより gyrA-lacZ融合

蛋白質を産生するプラスミド pGAL3を作成した。

pGAL3をもつ大腸菌は gyrA遺伝子のプロモータ

により /3-ga]を産生するので9 /3 —gal 活性を測定す

ることにより gyrA遺伝子の発現量を容易に定量す

ることができる。

lacZ—の ME6054 株を pGAL3 で形質転換して，

種々の条件下での /3-ga]の比活性（菌体量当りの

/3-ga]活性）を測定した。

DNAジャイレースの阻害剤であるキノロン系薬

剤やノボバイオシンを培地に加えると，なにも加え

ない対照と比較して 9 /3-ga]は 30-100%増加し，そ

の増加量は加えた阻害剤の量に比例する。

好気的あるいは嫌気的条件下で ME6054

(pGAL3)を培養すると，嫌気的条件下での /3-gal活

性は，好気的条件下における値の 70-80%に減少す

る。

以上の諸結果より， 1)DNAの負の超らせんが

DNAジャイレース阻害剤により減少すると， gyrA

遺伝子の発現量が増加する， 2)嫌気的条件下で大

腸菌を培養すると，好気的条件下と比較して負の超

らせんが増加することが推測される。

研究業績
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2) Fujii, H. (Tokyo Med. and Dent. Univ.) and 

Takiue, M.: Radioassay of dual-labeled samples 
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and Meth. in Phys. Res. A273: 377-380 (1988) 

3) Takiue, M., Natake, T. and Fujii, H. (Tokyo 
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M. and Ishikawa, H. (Japan Science, Inc.): New 
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Univ.), Aburai, T. (Jpn. Atomic Energy Res. Inst.) 
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technique. Health Physics. 56: 367-371 0989) 

III. 学会発表

l) 滝上誠油井多丸（原研），宮本義章（アロカ株），

石河寛昭（日本サイニンス），藤井張生（東京医歯大）：

自動効率トレーサー法による色クエンチングの問題解

決．第 25回理工学同位元素研究発表会． 7月．東京．

2) 本間義夫＊．村瀕裕子＊ （＊共立薬大）．滝上 誠，油

井多丸（原研） ： a放射体の空気ルミネッセンス・スペ

クトルの測定．第 32回放射化学討論会． 10月．東海．

3) 滝ヒ誠名竹孝志，藤井張生（東京医歯大）：液体

シンチレ＿ション測定法による f3放出体の核種同定．

第32回放射化学討論会． 10月．東海．

4) 藤井張生（東京医歯大）．滝上 誠：チェレンコフお

よび液体シンチレーション測定法による二重標識試料

の放射能測定．第 49回応用物理学会学術講演会． 10

月．富111.
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研 究 室

体力医学

平均放電頻度とした。その結果，①伸展位では

unitの活動開始時の張力（閾値張力）が上がり平均

放電頻度は低く，屈曲位では閾値張力が下がり平均

教授： 米本 恭三 リハビリテーション医学， 放電頻度は同じかやや高まる。すなわち，伸展位で

（兼任） 体力医学 単一運動単位の活動は抑えられ，屈曲位で高められ

る。②特定の角度においてのみ発火する unitがみ

研究概要 られた。③伸展位と屈曲位でその orderに逆転が

I. 運動単位に関する研究 起こる unitが存在した。以上の結果から関節角度そ

1. 歩行中の単一運動単位の活動 れ自体の変化は静的な動作においても外側広筋単一

我々は今まで歩行中の単一運動単位の活動様式に 運動単位の活動に影響を及ぽすことがわかった。

ついて報告してきた。その結果は，歩行中トレッド

ミル速度の上昇にともない recruitmentが起こると

いうこと，またその際の発火パターンは isometric

ramp収縮時の orderとは異なることをみた。この

発火バターンの違いを膝関節角度に求め，単一運動

単位発火開始時の膝関節角度との対応を検討した。

被検者は健康成人男子 2名である。被検筋は外側広

筋とした。単一運動単位の活動電位の導出にはコイ

ル状の筋内埋入電極を用いた。膝関節角度変化をと

らえるためゴニオメーターを装着し， トレッドミル

速度 20m/min, 50 m/min, 80 m/min, llO m/minを

用いた。今回得られた unitsの発火相は屈曲から伸

展時（伸展相）で発火する unitsであった。その結果

発火開始角度に三つのタイプの unitsがみられた。

発火開始角度が①トレッドミル速度の上昇と共に

伸展相の初期へと移行する unit,②トレッドミル

速度とは無関係にほぼ一定の角度で発火する unit,

および③ 80m/minまで発火開始角度が変わらず

llOm/minの速度で伸展相の早い時期に活動を開

始する unitがみられた。これら unitsの活動様式の

違いは antagonistの筋長，あるいは角度そのものの

影響， さらには角度の変化状態，すなわち角速度の

影響などがその因子として考えられた。

2. 関節角度の違いによる単一運動単位の活動特

性

歩行時の単一運動単位の成績から運動単位の活動

様式は関節角度それ自体に関係するものかどうかを

検討すべく実験を行った。被検者は横臥位になり，体

幹をベルトで固定したのち，膝関節を支点にし下腿

部を固定した。被検筋は外側広筋とした。膝関節角

度は伸展位 0゚ から屈曲位 llO゚までとし， 10゚ 毎に測

定を行った。測定項目は 1)5% MVCの張力発揮勾

配による張力発揮， 2)5% MVCの張力維持による

II. 体力医学に関する研究

1. 握り動作に関する研究

瞬発的あるいは持続的に握力を発揮した際の前腕

および手内筋の筋放電のタイミング，疲労性につい

て検討した。被検者は健康成人男子 7名，被検筋は

浅指屈筋 (FDS)，撓側手根伸筋 (ECR)および母指

球筋 (TM) とし，瞬発的な最大握力， 10%MVC, 

30% MVCでの持続握力，最大努力での持続握力と

した。瞬発的な握力発揮時の筋放電は TM→FDS

→ ECRの順であった。発揮張力と最大筋放電時の

関係をみると ECRとTMで発揮張力のピークより

早期に EMGにピークがみられた（全例）が， FDS

では EMGのピークが発揮張力のピークに先行する

例と遅れる例がみられた。持続的な握力発揮時の

EMGパワースペクトルの中央値周波数 (MPF)は，

10% MVC維持では ECR,FDSとも低周波へ， 30%

MVCでは ECR,TMに低周波への移行がみられ，

最大努力の持続握力では ECR,FDSに有意な低周

波への移行がみられた。またその際の IEMG（積分

値）は 10%MVC, 30% MVCの持続握力発揮時では

増加し，最大握力発揮時に低下を示した。これらの

変化は ECRで顕著であり，手関節の固定筋の疲労

が握力発揮を制限する因子であることが示唆され

た。また 10%MVC持続握力発揮中の単一運動単位

の活動をみると，時間の経過と共に recruitmentを

起こし，後半 (8分以降）では groupeddischargeが

観察された。以上の結果より表面筋電図にみられる

MPFの徐波化は単一運動単位の recruitmentおよ

びgroupeddischargeに由来するものと結論した。
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医用エンジニアリング

1) Ogawa, Y., Okabe, H., Miyano, S. and 教授：岡村哲夫 内科学（循環器学） 医用生

体工学，心電信号処理・ホ

ルター心電図・心音デジタ

ル処理

Y onemoto, K. : Activity of human single motor （兼任）

units during treadmill walking (3). J. Physiol. Soc. 

Japan. 50: 537 (1988) 

2) Harada, K. and Y onemoto, K. : Effects of food 助教授：古幡 博 医用生体工学，血行力学・

超音波医学（脳・冠・体・

腹部循環計測）

restriction and physical exercise on basal metabo-

!ism of rats. J. Physiol. Soc. Japan. 50: 628 (1988) 

III. 学会発表

l) 宮野佐年，小林一成，稲田晴生，米本恭三．岡部 洋，

小川芳徳：握り動作についての基礎的研究（第 2報）

一握力発揮時の浅指屈筋，撓側手根伸筋，母指球筋の

筋電図学的研究．第 25回リハビリテーション医学会総

会． 6月．神奈川．［リハビリテーション医学． 25:24 

0988)] 

2) 米本恭三．小川芳徳，岡部 洋，宮野佐年，小林・

成：歩行時の単一運動単位の活動（第 1報）．第 25回リ

ハビリテージョソ医学会総会． 6月．神奈川．［リハビ

リテーショソ医学． 25:246-247 0988)] 

3) 岡部 洋，小川芳徳，米本恭三，宮野佐年：握力発

揮時の筋放電特性一浅指屈筋，撓側手根伸筋，母指球

筋について一．第 83回日本体力医学会関東地方会． 6

月．東京．［体力科学． 37: 398-399 Cl 988) J 

4) 小川芳徳，岡部 洋，米本恭三：膝関節角度の違い

による単一運動単位の活動様式．第 63回成医会第三支

部例会． 7月．東京．［慈恵医大誌． 103:1364-1365 

(1988)] 

5) 小川芳徳，岡部 洋，後藤美紀子，米本恭三，小林

一成，宮野佐年：歩行中のヒト外側広筋単一運動単位

とその発火開始角度．第 43回日本体力医学会大会． 10

月．京都．［体力科学． 37: 434 0988)] 

6) 岡部 洋，宮野佐年，後藤美紀子，小川芳徳，米本

機竺：「握り」動作の基礎的研究 (2)一短時問および

持続的握力発揮時の筋放電特性ー．第 43回日本体力

医学会大会． 10月．京都．［体力科学． 37: 780(1988)] 

7) 小川芳徳，岡部 洋，米本恭三：膝関節固定時の歩

行ー単一運動単位の活動について一．第 64回成医会

第三支部例会． 12月．東京．［慈恵医大誌． 104:442 

(1989)] 

V. その他

1) 小川芳徳：スポーツ医学基本用語ゼミナール分担

執籠．臨床スボーツ医学第 5巻臨時増刊号．文光堂．

(1988) 

研究概要

I. 冠循環動態の無侵襲測定

1987年開発した血管追跡型超音波パルスドプラ

血流計（第 4内科・東芝医技研との共同開発，一部

医科学応用研究財団，中谷電子計測技術振興財団の

助成）を用い，体表上より左冠動脈血流拡張期の無

侵襲測定を健常例，心疾患例に施行し，特に弁膜疾

患における拡張期の急峻かつ高速のピーク血流の存

在を明らかにした。また，新たに超音波エコー追跡

法を加え，冠動脈抵抗(R)，冠動脈容積弾性率(VEI)

の無侵襲測定法を開発した。この拡張期に向かって

の増大（約 2倍，ただし，増加率ほぽ一定）， VEIの

高血圧群での高値を確認し，冠循環動態解析の基礎

を形成しつつある。（第 4内科との共同研究）

II. 頭部超音波利用

昨年来の経頭蓋骨超音波断層法 (TCT)，経頭蓋

骨超音波カラー・ドプラ断層法 (TCDT)を活用し，

以下の発展・新知見を得た。① TCDTによる頭蓋

内血管走行の二次元表示の実現，② TCDTによる

定量的頭蓋内動静脈血流速測定の実現，③ Val-

salva testにおける頭蓋内静脈血流の急速上昇（約 3

倍）と Reactionの存在，④起立時，中大脳動脈血

流の一過性の減衰 (25%）と脳循環調節評価の可能

性を示唆，⑤頭蓋内動脈の血管径拍動波形の記録

と同波形の動脈圧波形との近似性を示唆，⑥植物

状態下の頭蓋内動脈血流拍動成分の増高（一部厚生

科学研究費による），⑦ TCTによる頭蓋内腫瘍の

抽出。（第 4内科，第 3内科，脳外科との共同研究）

III. 循環力学解析

① 大動脈入カインピーダンスの無侵襲測定を実

現し，血管拡張剤負荷時の容量性変化を定量した。

（第 4内科との共同研究） ② 大 動 脈 dp/dtの無侵

襲測定より左室 dp/dtの無侵製測定への実験式を

得た。（第 4内科との共同研究） ③アナログ Com-
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puter Asisted Design (CAD)を導入し，特に腹部

循環調節の外科的療法を含むダイナミック解析を

行った。（東邦大 •ME との共同研究）

IV. 無侵襲血栓溶解療法の開発

血栓溶解剤静注時，外部からの超音波照射によっ

て溶解時間の短縮（約 80%減），溶解剤の軽減（約

60%減）を犬実験にて確認した。超音波・血栓溶解

剤複合作用による，無侵股的な新血栓溶解療法への

途を開いた。（第 4内科，共立薬科大・毒性研との共

同研究）

V. 医用三次元画像に関する研究

無侵襲的に得た生体の形状，構造データを用いた

医用三次元画像技術の開発並びに応用に関する研究

を行っている。この成果は多くの臨床応用を目的と

した研究項目を産みだし， 1)頚動脈分岐部病変の

解析， 2)冠動脈瘤の診断， 3)人工血管移植部位の

術後管理， 4)大動脈瘤の診断， 5)脳血管像の表

示， 6)肝腫瘍切除部位の設計， 7)血管造影像から

の腫瘍体積の計測， 8)大腿部人工関節の設計， 9)

筋体積計測による運動能力の評価等に分けられる。

いずれも第 1外科学，心臓外科学，第 1内科学，第

3内科学，小児科学，放射線医学，第 1解剖学等の各

教室との共同研究として進められている。各研究の

詳細に関しては 63年度 ME研究室年報を参照され

たし ‘o

VI. 生体の三次元データペースの製作

多数の利用者が使用可能なコソピュータグラフィ

クスを用いた人体構造の三次元データベースを作成

している。正常例の人体構造の三次データの収容は

ほぽ完成し，症例別のデータの作成を行っている。

VII. 心内血流分布の三次元的可視化

ドプラ断層法により得た血流情報を仮想空間に再

配置する事により心内腔血流分布を三次元像として

表示する事を可能とした。この方法により心内腔に

おける血流分布を立体的に観察することが可能にな

り，術後の管理，人工弁の機能評価などの臨床応用

を目的としている本研究は心臓外科との共同研究で

ある。

VIII. 手術支援システムの開発

超音波三次元像とレザースキャンナーを用い手術

の進行により変化する術野表面形状と腫瘍，血管等

の内部構造の関係をリアルタイムで表示するシステ

ムの開発を行っている。本法により，肉眼で見るこ

とのできない切開部の下の血行走行を知ったり，残

存腫瘍組織の有無を確認することができる。

IX. 循環系のシミュレーションによる解析

無侵襲的，経皮的に得た血流，血圧情報を用い，コ

ンピュータシミュレーションにより，モデルを利用

する事により障害の進展予測，治療効果の判定を

行っている。現在，下肢循環系，胆道系，肝循環系

のシミュレーションに関する研究を行っている。こ

れらの研究は第 1外科との共同研究である。

X. 遊泳運動中の循環動態の定量的解析

超音波断層法を用いることにより，遊泳中での心

拍出量の計測法を開発した。この方法により水中環

境下で発生する循環動態の変化を解析を行ってい

る。

XI. 熱画像による新しい生体情報の収集

血管に選択的に熱エネルギーを与えることによ

り，血管の形態情報と機能情報を同時に二次元像と

して表示する方法， また体内の深部温度分布の画像

化に成功した。

XII. 超音波マイクロカプセルミサイル法

血球より小さいカプセルに抗ガ｀ノ剤等の薬剤を封

入し，体外より照射した超音波ビームにてこれを破

壊し，局所にコントロールされた薬剤投与を行う手

法に関する研究を行っている。

研究業績

I. 原著論文

l) 立石修，会沢治，岡村哲夫，古幡博，瀬尾育

弐＊，志岐英一＊，飯沼一浩＊ （＊東芝）：血管追跡型超音

波パルスドプラ法による冠動脈血流計測．超音波医学．

15: 187-199 (1988) 

2) 立石修，会沢治，岡村哲夫，吉田哲，古幡博，

瀬尾育弐＊，飯沼一浩＊，志岐英一＊ （＊東芝）：血管追跡

型超音波パルスドプラ法による冠動脈血流計測． ]our-

nal of Cardiology. 18: 601-609 (1988) 

3) 鈴木直樹，岡村哲夫：血管三次元像の構築と応用．

NICOGRAPH論文集． 286-296(1988) 

4) 鈴木咆樹：超音波法による冠動脈形状の三次元計

測と動脈血行動態の推定．慈恵医大誌． 104(2):387-

396 (1989) 

5) 鈴木直樹，田代和也：超音波破砕吸引法ならびに超

音波マイクロカプセルミサイル法の検討．電子情報通
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信学会誌． 72(3): 418-422 U989) 

II. 総説

夫，澄川万紀（共立薬大），木村 都（共立薬大）：血栓

溶解剤・超音波複合作用による血栓溶解効果増強につ

いて．第 27回日本 ME学会． 4月．名古屋．［医用電子

l) 古平国泰，和田高士，真家健一，古幡博：超音波 と生体T一学． 26: 536 0988) J 

定量的血流量測定装置による総頸動脈血流量の測定， 10) Furuhata, H. and Okamura, T.: Transcranial 

計測精度と生理的変動． Neurosonology.1: 99-106 color Doppler image. 2nd International Confer-

(1988) ence on Transcranial Doppler Sonography. Nov. 

2) 古幡 博：経頭蓋骨超音波断層法の新展開． Neur- Salzburg. [Abstracts. lb (1988)] 

osonology. 2: 8-15 (1989) 11) 鈴木直樹，清水公治，岡村哲夫：脳血管形状の三次

3) 鈴木直樹： MRIを用いた三次元画像．医学のあゅ 元表示．第 11回核磁気共鳴医学会総会． 4月．東京．

み． 148(5): 306-309 (1989) 12) 鈴木直樹，伊藤幹生，岡村哲夫：形態形状のテーク

III. 学会発表

l) 古 幡博： （特別講演）経頭蓋骨超音波脳断層法

(TCT)による頭蓋内血流の無侵襲測定．第 7回日本脳

神経超音波研究会． 5月．奈良．［Neurosonology.1: 

118 0988) l 
2) 古幡 博： （宿題報告）経頭蓋骨超音波脳断層法に

よる頭蓋内血流の無侵殷測定．第 105回成医会総会． 10

月．東京．

3) 古幡 博： （ワークショソプ）超音波による頭蓋内

血流の無侵襲定量測定．第 29回日本脈管学会総会． 10

月．浜松．［脈管学． 28:744 0988)] 

4) 立石修，会沢治，岡村哲夫，古幡博，瀬尾育

弐＊，志岐英一＊，飯沼一浩＊ （＊東芝）：無侵襲的冠循環

抵抗測定法．第 52回日本循環器学会． 5月．秋田．

5) 関一彦，渡辺久之，高山和久，原 正忠，中塚喬

之，岡村哲夫，古幡 博：無侵辿的後負荷測定法．大動

脈入カインピーダンスを用いて．第 52回日本循環器学

会． 5月．秋田．

6) Tateishi, 0., Aizawa, 0., Okamura, T., Furuhata, 

H., Seo, Y., Shiki, E. and Iinuma, K.: Non-invasive 

measurement of the diastolic pressure-flow rela・

tionship of the left coronary artery. 1988 World 

Federation for Ultrasound in Medicine and Biology 

Meeting. Oct. Washington. [J. Ultrasound in Med・

icine. 7 : Sl 79 0988)] 

7) Furuhata, H. and Okamura, T.: Noninvasive 

measurement of cerebral blood flow volume by 

transcranial color doppler method. 1988 World 

Federation for Ultrasound in Medicine and Biology 

Meeting. Oct. Washington. [J. Ultrasound in Medi・

cine. 7 : Sl 75 (1988)] 

8) Furuhata, H., Kato, S., Komuro, M. and 

Okamura, T. : A transcranial brain tomography. 

1988 World Federation for Ultrasound in Medicine 

and Biology Meeting. Oct. Washington. [J. Ultra-

sound in Medicine. 7: S65 (1988)] 

9) 古幡博，原正忠，真家健——·,金江清，岡村哲

ベース化による三次元人体図鑑システム．第 27回日本

ME学会総会． 4月．名古屋

13) 鈴木直樹，岡村哲夫，松井道彦，野中善次，井川幸

雄鈴木恒男：川崎病による冠動脈瘤形状の三次元的

診断法．第 52回日本循環器学会． 5月．秋田．

14) 岡村哲夫，鈴木直樹，野中善次，松井道彦，鈴木恒

男井川幸雄： （シンボジウム）超音波断層像による冠

動脈瘤形状の三次元的表示法．第 7回医用画像工学シ

ンポジウム． 7月．東京．

15) Suzuki, N., Shimizu, K. and Okamura, T.: Re-

construction of intracranial vascular system using 

3-planes magnetic resonanse tomograms. 1988 

World Congress on Medical Physics and Biomedical 

Engineering. Aug. San Antonio, Texas. 

16) Suzuki, N., Houi, K., Machia, S., lsagai, Y., ltou, 

M., Miyamato, S., Tada, S., Tsujimata, F. and 

Okamura, T.: Three dimensianal recanstructian af 

the human carotid bifurcatian. 1988 Warld Cangress 

an Medical Physics and Biomedical Engineering. 

Aug. San Antania, Texas. 

17) Suzuki, N., !tau, M. and Okamura, T.: Mar-

pharogical reference system of human structure 

using camputer graphics. 1988 W arld Congress on 

Medical Physics and Biamedical Engineering. 

Aug. San Antania, Texas. 

18) Suzuki, N., Miyamato, Y., Matsui, M., Nakana, 

Z., Suzuki, T., lgawa, S. and Okamura, T.: Three 

dimensianal diagnosis af the aneurysmal dilatation 

of the proximal part of coronary arteries. 1988 

World Federation for Ultrasound in Medicineand 

Biology Meeting. Oct. Washington. 

19) Suzuki, N., Miyamata, Y., Tsujimota, F., Tada, 

S., Houi, K., Machia, S., Isogai, Y. and Okamura, 

T.: Three dimensianal reconstructian af the struc-

ture af the carotid arteries by computer graphics. 

1988 World Federation for Ultrasaund in Medicine 

and Biolagy Meeting. Oct. Washingtan. 

20) 鈴木直樹： （シンボ、ンウム）超音波法による心機能
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の三次元的解析一左室流入血における血流分布の三 行った。それぞれ， 4週問の飼育後，ニーテル麻酔下

次元像構築ー．第 3回日本 ME学会秋季大会． 11月． で開腹し，腹大動脈から採血した。採血後，血液の

東京． 生化学検査は VISION-TMSYSTEM（ダイナボッ

IV. その他

1) 古幡 博：超音波血栓溶解剤複合作用による無侵

襲冠動脈閉塞再開通法の開発．昭和 62年度厚生科学研

究費（新医療技術開発事業）総括研究報告書．

2) 古幡博，立石修，会沢治：血管追跡型超音波

パルスドプラ血流測定装置の開発． Suzuken Memo-

rial Foundation. 6 : 52-65 (1987) 

3) 鈴木直樹：胎児から心臓病まで幅広く利用されて

いる超音波診断． Newton.8(11): 126-127 0988) 

4) 鈴木直樹： CGによる医用三次元画像．ヘルシスト

13(76) : 62-64 0988) 

5) Suzuki, N. and Hamada, T.: Examination of 

the modem Coelacanth with an X-ray photography 

and a X-ray computed tomography. Scientific 

paers of Earth Science and Astronomy. The 

University of Tokyo. 40: 87-113 (1989) 

宇宙医学

教授：井川幸雄

（兼任）

講師： 中家 優幸

講師： 須藤 正道

研究概要

臨床検壺医学，生理学

宇宙医学

宇宙医学，重力生理学，時

間生物学

I. 運動器の萎縮と発達に関する研究

ーラットの血液性状に及ぽす tailsuspension 

と運動訓練一

前年に引き続き以下の実験を行った。無重量状態

の模擬実験として用いられている tailsuspension 

を用いてラットの血液性状にどのような変化が起こ

るのかを観察した。また，一方， ラットに毎回一定

の運動負荷を行ったものとの比較も試みた。

実験動物には， ウィスター系の雄性ラットを用い

た。ラットは一週間の予備飼育の後， 6.5週齢から

ラット用トレッドミルで走行訓練を始めた。 10日間

の訓練を行い，ラットの様子を見て群分けを行った。

群は，対照 (C)群， tailsuspension (TS)群およ

び運動訓練 (Tr)群の 3群である。 C群は飼育ケー

ジで， TS群は尾根部に鋼線(0.7mm)を通して，後

肢が床につかないように吊した。 Tr群は 1日1回

30m/minの速度で 1時問の運動負荷を週に 6日間

ト社）で速やかに行った。測定項目は，総蛋白， ア

ルブミン，尿素チッソ，クレアチニン，尿酸，グル

コース， コレステロール， トリグリセライド，アル

カリフォスターゼ． SGOT,SGPT, Hbである。そ

の他に Htと血清鉄も別途に測定した。

このうち特に TS群のアルブミン，クレアチニン，

尿酸，グルコース．グリセライド， Hbおよび血清鉄

では C群と比較して有意の減少が示された。以上の

結果などから TS群． Tr群共に血中物質の変動に影

響のあることが認められた。またその影響は TS群

で大であり，ある種の貧血であることが示唆された。

なお．以上の研究は本学の第 1解剖学教室と共同で

行った。

II. 重力生理学に関する研究

1. 体位変換による循環機能の変化

循環血液は重力の影響を受けその方向にシフトす

る事はよく知られている。また，近年無璽力状態の

循環系に関するシミュレーションとして 6°head-

downによるベッドレストや，起立性反射のテスト

として 70゚や 90゚の head-uptiltingが行われてい

る。そこで，体位変換により頭足方向にかかる重力

を変化させた時の循環系の反応を観察した。測定項

目は，インピーダンス法により非観血的に連続測定

した心拍数，心拍出鼠および血圧， また，核医学法

により測定した下肢における血流量および血液量で

ある。被験者は，本学教員の健康男子 4名とし，そ

の平均年齢は 39士6歳であった。体位変換角度は

10°, 20°'30°, 45゚の headupおよび downとし，すべ

てsupine状態からの変化として観察した。その結

果，重力強度つまり体位変換角度に対応した循環血

液量の変化が見られ，体液シフトと重力との関係が

示唆された。

2． 動揺病の誘発に関する研究

本学耳鼻咽喉科学教室と共同で回転負荷による

ラットの動揺病の誘発に関する研究を行っている。

実験動物としてはラットを用いて動揺病を誘発する

ために，前庭への回転刺激を常に変化させる装置を

製作し，負荷を行った。また， ラットは嘔吐しない

が無栄養物のカオリソの摂取量が増加する異味症

(pica)を起こすことが知られている。そこで，負荷

後 24時間に摂取するカオリンと通常の飼料の量を

測定し，動揺病の指標とした。その結果，回転負荷

暴露によりカオリ‘ノの摂取量が有意に増加し，飼料
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摂取量が減少することが観察された。したがって，回

転負荷によりラットに動揺病を誘発できることがわ

かった。

3. 重力負荷による骨成長に関する研究

前年度は白色レッグホーンの雛の成長に高重力

(2G)がいかに作用するかについて研究を行ったが，

本年度は，同一実験動物の大腿骨および頸骨を摘出

し組織培養をしながら重力 (2G)を 7日間連続負荷

した。現在得られた標本の重量，強度および蛋白，電

解質等の含有量を測定中である。

III. 生体リズムに関する研究

近年，航空機の発達と共に時差のある場所への移

動時間が短縮化され，時差が海外渡航者や航空機の

運航乗務員の健康面に大きな影響を与えることが問

題となっている。そこでこの様な問題を解決するた

めに，海外渡航により睡眠，行動，疲労，生体リズ

ム等がどの様に乱れ，その後現地時間に適応するま

での時間また，帰国後の再適応には何日要するか

等について検討をしている。

IV. その他

教授井川幸雄は第 34回日本宇宙航空環境医学会

総会 ('88年 11月 18・19日，慈大）の総会会長をつ

とめた。

研究業績
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ings of the 16th International Symposium on Space 
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Aerospace Science. 188-191 0988) 
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測定．体力研究． 72:153-161 (1989) 

III. 学会発表

l) 中家優幸，井川幸雄．小杉一夫，竹内修二：ラット
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成分の変化．第 65回日本生理学会大会． 4月．和歌山．
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3) Sudoh, M., Shioda, K., Ikawa, S. and Saiki, H. 
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national Symposium on Space Technology and 

Science. 5月．札幌．［Proceedingsof 16th Interna-

tional Symposium on Space Technology and Sci-

ence. 2337-2342] 
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5) 武田 修．北川道弘，左合治彦，落合和彦，恩田威
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状態の模擬実験としての懸垂法について．第 105回成

医会総会． 10月．東京．［慈恵医大誌． 103: 13800988) J 
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雄鶏雛の生体への影響．第 34回日本宇宙航空環境医学

会総会． 11月．東京．［宇宙航空環境医学． 25:107-108 

(1988)] 

10) 小林 毅，石井正則．八代利伸，本多芳男，須藤正

道井川幸雄： Doublerotationによるラットの動揺病

の誘発．第 34回日本宇宙航空環境医学会総会． 11月．

東京．［宇宙航空環境医学． 25: 108 0988) J 

11) 塩田正俊，松本信雄，須藤正道：生体リズム指標間

の相互関連性．第 34回日本宇宙航空環境医学会総会．

11月．東京．［宇宙航空環境医学． 25:119-120C1988) J 

12) Takeuchi, S., Kosugi, K., Yamashita, H., Na-

kaya, M. and Ikawa, S. : Influence of simulated 

weightlessness in rat. 2nd Nihon University Inter-

national Symposium on Aerospace Science. 1月．東

京．
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14) Takahashi, S.*, Shioya. M.* (*Nihon Univ.), 

Ezawa, I. (Japan Woman's Univ.), Sudoh, M. and 

Ogawa, K. (Ogawa Animal's Hospital): Hyper-

gravity effects on living body of young chick. 2nd 

Nihon University International Symposium on 

Aerospace Science. 1月．東京．

15) Ikawa, S., Sudoh, M., Kawakami, K.. Yokota, K. 

and Shiota, M. : Effects of body tilting on cardiac 

function and periferal circuration. 2nd Nihon Uni-

versity International Symposium on Aeropace Sci-

ence. 1月．東京．

情報処理

教授 ： 桜 井 健 司

（兼任）

講師：辻 和男 医学情報学

研究概要

情報処理研究室は，＇ 85年に医学情報学の研究を目

的として発足した。医学情報学は，医学医療をでき

るだけ経験の世界から客観的デークに基づいた科学

的な世界へと方向付けることを目指している。また，

臨床・基礎を問わず，医師が研究，医療，教育にた

ずさわる時，支援することも目指している。

本年度は以下のような活動を行った。

A. 教育関係

I. 大学院共通カリキュラム実施

大学院共通カリキュラムの内，期間で 2週問，テー

マは情報処理で教育することになっている。主な内

容は，講義と実習から構成され，講義は統計学を中

心に医師として必要な統計，判断学，医療管理学に

ついて述べた。実習は，パソコンの使い方， ソフト

の使い方を体験させた。ソフトは電子メール， ワー

プロ，データベース，表計算を中心として行った。現

状では， 自らソフトを作成するより，市販されてい

るものを有効利用することが求められているからで

ある。

B. 研究活動

II. ファジー理論

川崎医科大学の斉藤教授らと共同研究をし，成果

があがったのは同大学内分泌外科片桐講師と同大学

数学教室有田助教授との共同研究で，甲状腺の超音

波診断画像より，曖昧な入力を許しながら画像を読

み， ファシー推論をして癌である可能性を予測する

診断機作成である。辻はパソコンソフト作成を担当

した。

III. プライバシーに関して

近年，情報機器の発展に伴い， プライバシーに関

する問題が益々重要視されてきている。しかしなが

ら，医療の中心である医師には意識が低く，有識者

に指摘されているところである。そこで，医療情報

システム開発センターの大島センター長と NTT関

東逓信病院の三宅部長とともに，アンケート調査を

行い，第一段階として市町村および病院でのプライ

バシー保談意識についてまとめた。

IV. 学内ネットワークに関して

ごく一般的なネットワークは，情報提供者がネ y

トワーク加入者となっている。しかし，医療におい

ては情報が専門化されているため，誰しもが情報提

供者として的確であるか疑問である。そこで慈大内

情報ネットワークは，その専門職である医学情報セ

ンターが情報提供者となることが最適と考え，セン

ターと連絡会を設け，活動支援を行った。

V. 教育メディアに関して

現在，学会発表の形式はスライドか OHPかボス

ターになっている。これらの形式は，それぞれ長短

所をもっているが，決定的なものはない。そこで，ニ

コン株式会社が開発したスライド読み取り装置とパ

ソコンを利用することにより，第 4の発表形式パソ

セッションを提唱した。このことにより，情報伝達

の密度および効率は飛躍的に向上するものと考えら

れる。しかし，設備にまだまだ費用がかかるため，普

及には暫く時間が必要であろう。

VI. 診療報酬システム（レセプト）に関して

日本医療情報学会では，診療報酬システムのあり

方について研究会（クローズな会）をもち，適正な

システムのあり方を学術的に検討しようと試みてい

る。辻はこのメンバーであり，＇ 88年 4月に実施され

た診療報酬改定に関するアンケート調査を担当とし

て実施した。アンケート調査は大好評で，はしめ設

定した回答率をはるかに越え，約 50%に至った。残

念ながら，本年度中には結果をまとめることができ

ず，結果発表は来年度以降になる予定である。
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VII. メディカルテクノロジーアセスメントに関し

て

メディカルテクノロジーアセスメントとは，医療

を技術として評価し，その効率を求めようとするも

のであるが，その適応範囲は広く，医療制度から医

療器具に至るまで千差万別である。

今回，厚生省健康政策局医療技術開発室が北欧医

療視察団を結成して視察するのに辻が同行して， メ

ディカルテクノロジーアセスメントおよび医療制度

などに関する知見を深めてきた。

研究業績

III. 学会発表

1) 開原成允，大道 久，郡司篤晃，里村洋一，渡邊亮

ー，辻 和男：医療保険業務の点数改正の影響力調査．

第 8回医療情報学連合大会． 12月．東京．

2) 中嶋聞多，北川正路，水谷江美子，竹内和代，山崎

茂明，裏田和夫，望月幸夫，辻 和男，桜井健司：医科

大学におけるパソコンネットワークを用いた学術情報

サービスー東京慈恵会医科大学医学情報センクーの

事例ー．第 8回医療清報学連合大会． 12月．東京．

3) 辻 和男： 35mmスライドスキャナーとパソコン

を組み合わせたプレゼンテーション（パソセッション）

の提案．第 8回医療情報学連合大会． 12月．東京．

4) 辻和男，三宅浩之，中村正彦，安藤裕，井川俊

彦池田憲昭，大橋靖雄，大道久，加納克己，菊池真，

里村洋一，関谷富男，高田 彰：昭和 63年全国医科大

学医学部情報教育状況． 12月．東京．

5) 辻和男有田清三郎，斉藤秦ーー：医療における

ファジー理論の応用．第 8回医療情報学連合大会． 12

月．東京．

6) 大島正光，三宅浩之，辻 和男：最近のプライバ

シーに関する意識調査．第 8回医療情報学連合大会． 12

月．東京．
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健康医学センター

健康医学センター・相談部

助教授：池田義雄 糖尿病学，肥満，健康医学

（兼任）

講師：柴 孝也 感染症，化学療法
し第 2内科学より出向）

研究概要

健康医学センター・相談部は，その主要な業務を

成人病自動化健診におき，＇ 85年 7月より E棟 2階

にて活動を展開している。

この成人病自動化健診に加えて，一般の健康診断，

更には '87年度からは新たに航空身体検査部門も設

置され，それの運用がなされている。なお， これの

運用は，相談部内に設けられた航空身体検査委員会

（委員長・北島武之講師）が中心となり， 日本航空，

全日空などの大手航空会社の要望に対応し成果を上

げている。

健診活動は チェック， ケア ，プロモーション

をモットーとして全部員により努力されている。そ

の為の一助として行われている事業活動としては，

① 「健康の医学」ニュースの発刊（年 4回）

② 健康医学セミナーの開催（年 1回）

などがある。

第 6回「健康医学セミナー」では，特別講演が企

画され，「眼の健康について」と題して，眼科北原健

二助教授による講演がもたれ，そのあと参加者との

間で活発な討論が展開され有意義であった。

相談部における研究活動としては，「ヘルス

チェックとケアーに関する研究」が継続されており，

その成果の一部が第 105回成医会総会で第 3報とし

て示説発表された。このほか，本年度は委託研究と

して，

1) HbA,cの健康診査への応用に関する研究（厚

生省）

2) 「セレブレックスの評価に関する研究」（継続）

が行われ，その報告書がとりまとめられている。

センター長 小林健一

健康医学センター・スポーツ外来部

教授：大畠 襄 スポーツ外傷・障害

（兼任）

助教授：白旗敏克 スポーツ外傷・障害
（整形外科学より出向）

講師：河野照茂 スポーツリハビリテーショ

I,Jハヒリテーション医学より出向）

研究概要

'85年 7月スボーツ外来部開設以来，一貫して， 1)

プロを含む競技選手・中高年・発育期小児・女子の

4群について， 2)各種スポーツの競技特性選手と

身体的プロフィル， 3)各種スボーツの競技特性と

スボーツ外傷・障害， 4)特殊環境における身体の変

化，を種々組み合わせた研究を行っている。

研究業績

I. 原著論文

1) 白旗敏克，大畠 襄，森田 一，河野照茂，小野寺

昇，佐藤美弥子：中高年の至適運動処方開発における

筋力評価の位置づけ．デサントスボーツ科学． 9:47-54 

(1988) 

2) 横瀕琢男，大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，小野寺

昇，佐藤美弥子：運動効果の血液レオロジー的研究．特

に運動の慢性効果について．臨床スボーツ医学． 5（臨時

増刊） ：160-162 0988) 

3) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，小野寺昇，佐藤美

弥子：プロ野球選手のコソディショニングに及ぽす筋

カのバランス．臨床スポーッ医学． 5（臨時増刊） ：194-

196 (1988) 

4) 大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，小野寺昇，佐藤美

弥子：最近のスボーツ外傷・障害．救急医学． 5:543-

551 0988) 

5) 大畠襄白旗敏克，河野照茂，久富沖，小野寺

昇，佐藤美弥子：競技規則に反映される安全対策．臨床

スポーッ医学． 5: 613-618 (1988) 

6) 河野照茂，大畠 襄，高木俊男＊，池田舜ー＊，鍋島和

夫＊，塩野潔＊，深谷茂＊，若山待久＊，森本哲郎＊，

津吹典男＊，宮川俊平＊，関 純，森川嗣夫＊，田中寿
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ー＊（＊日本サッカー協会医事委員会） ：品外遠祉におけ

る準備対策．臨床スポーツ医学． 5:651-657 (1988) 

7) 大晶襄．白旗敏克，河野照茂，久富 沖．遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：スポーツ外傷・障害の安全

対策．最新医学． 43:2170-2174 (1988) 

8) 大畠襄白旗敏克，河野照茂，久富沖．遠藤陽

ー，小野寺昇佐藤美弥子：寒期のスポーツとそのケ

ア．総合臨床． 37: 2895-2896 (1988) 

9) 小野寺昇，大畠 襄，白旗敏克，河野照茂．久富沖，

遠藤陽一，佐藤美弥子：大学アメリカンフットボール

選手の身体的プロフィル． JapaneseJournal of Sports 

Sciences. 7: 772-779 (1988) 

10) 大畠 襄，河野照茂：スポーツによる腰部外傷・障

害．医学のあゆみ． 147: 1208-1211 (1988) 

11) 白旗敏克，大晶 襄，河野照茂．小野寺昇．佐藤美

弥子：プロ野球選手の肘関節レ線所見と筋力．整形外

科スポーッ医学会誌． 7:165-167 (1988) 

12) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克．小野寺昇，佐藤美

弥子：スポーツ外来にみる中高年のスボーツ障害．整

形外科スボーツ医学会誌． 7: 351-353 0988 l 

13) 大畠襄，白旗敏克，河野照茂．久富 沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：スポーツにおける疲労骨

折．現代医療． 21: 511-519 (1989) 

II. 総説

1) 大畠 襄：アメリカンフットボールのスポーツ医

学． JapaneseJournal of Sports Sciences. 7: 770-771 

(1988) 

III. 学会発表

l) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，久富沖，小野寺

昇，佐藤美弥子：スボーツ選手のメディカルチェック

と競技特性．第 83回日本体力医学会関東地方会． 6月．

東京．

2) 白旗敏克，大畠襄，河野照茂，久富沖，小野寺

昇，佐藤美弥子： （シンポジウム）発育期骨軟骨傷害に

及ぽす筋力の影響．第 14回日本整形外科スボーツ医学

会． 7月．東京．

3) 小野寺昇，大晶 襄，白旗敏克，河野照茂，久富 1巾，

遠藤陽一，佐藤美弥子：中高年スボーツ愛好家の筋力

と運動スピード．第 30回日本老年病学会． 10月．長崎．

4) 大畠襄白旗敏克，河野照茂，久富沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：発育期のスポーツ外傷・障

害．第 105回成医会総会． 10月．東京．

5) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，久富 沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：剣道選手の身体的プロフィ

益彦：女性オートバイライダーの運動能力．第 43回日

本体力医学会． 10月．京都．

7) 小野寺昇，大畠襄白旗敏克，河野照茂，久富沌

遠藤陽一，佐藤美弥子，浜口欣—-,大森煎雄：役割分担

よりみた登山隊員の身体的プロフィル．第 43回日本体

力医学会． 10月．京都．

8) 落合和彦，北川道弘，楠原浩二，寺島芳輝，小野寺

昇，大晶 襄：性周期の運動能力に及ぼす影響につい

て．第 43回日本体力医学会． 10月．京都．

9) 武田 修，北川道弘，左合治彦，落合和彦，恩田威

ー，小室順義，寺島芳輝，小野寺昇，中家優幸：妊娠時

の運動負荷と母仔への影響一妊娠 ratにおける水泳

負荷およびトレッドミル負荷ー．第 43回日本体力医

学会． 10月．京都．

10) 大村延博田中博太田真宮原正，大畠襄：

Continuous Ambulatory Peritoneal Dialysis患者に

おける運動療法効果一呼気ガス分析による運動耐容

能を指標として一．第 43回日本体力医学会． 10月．京

都．

11) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，久富沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：競技力向上に寄与するメ

ディカルチェック．第 10回東日本スボーッ医学研究

会． 10月．東京．

12) 河野照茂，大畠 襄，白旗敏克，久富沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：女子スボーツ選手の筋力と

関節運動スピード．第 2回女性スポーッ医学研究会．

12月．東京．

13) 小野寺昇，大畠襄，白旗敏克，河野照茂，久富 沖，

遠藤陽一，佐藤美弥子：大学アメリカ｀ノフットボール

選手の身体的プロフィル．第 84回日本体力医学会関東

地方会． 12月．東京．

14) O'Hata, N., Shirahata, T., Kohno, T., Hisatomi, 

Y., Endo, Y., Onodera, S. and Sato, M.: Die Anwen-

dung moderner diagnostischer Verfahren bei Fehl-

beanspruchungsfolgen im Bereich der unteren 

Extremitat. 27. Jahrestagung der Gesellschaft ftir 

Sportmedizin der DDR. Dez. Dresden. 

15) 河野照茂，大畠襄，白旗敏克，久富沖，遠藤陽

ー，小野寺昇，佐藤美弥子：競技復帰までのリハビリ

テーションとしての筋カトレーニング．第 1回トレー

ニング科学研究会． 1月．東京．

16) 遠藤陽一，大畠 襄，白旗敏克，河野照茂，久富沖，

小野寺昇，佐藤美弥子：疲労骨折診断における赤外線

サーモグラフィーの応用．第 85回日本体力医学会関東

地方会． 3月．東京．

ル．第 43回日本体力医学会． 10月．京都． IV. 著 書

6) 白旗敏克，大畠 襄，河野照茂，久富 1中，遠藤陽 1) 大畠 襄：スポーツ外傷・障害とはの項分担執筆．

ー，小野寺昇，佐藤美弥子，森田 ・，小松親義，｝II村 大畠襄編：スポーツ外傷・障害の予防と治療．南江
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堂． 1-7(1988) 4) Kohno, T., O'Hata, N., Morita, H., Shirahata, T., 

2) 大畠 襄白旗敏克，河野照茂，小野寺昇，佐藤美 Onodera, S. and Sato, M. : Can senior citizens play 

弥子：用具と防具，中高年のスボーツ外傷・障害の特殊 soccer safely?. ed. by T. Reilly, A. Lees, K. Davids 

性の項分担執筆．大畠 襄編：スボーツ外傷・障害の予 and W.J. Murphy: Science and Football. E. & F.N. 

防と治療．南江堂． 75-81,131-136 (1988) Spon. London. 230-236 (1988) 

3) 新橋武，大畠襄：顔面の項分担執筆．大畠襄 5) 大畠襄， 石井昌博：顔面挫創，鼻骨骨折の項分

編：スポーツ外傷・障害の予防と治療．南江堂． 151-158 担執筆．黒田善雄，中嶋寛之編：スボーツ医学(1)．金

(1988) 原出版． 468-470,474-477 (1988) 
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進学課程

人文。社会系

国文学

教 授：田村圭司

講 師：常盤博子

研究概要

II. 平安末期物語に関する研究（常盤）

古代の物語の中には，散逸してしまい今の世に伝

わらぬものが数多くある。しかし，そうした散逸物

語も現存の物語・歌集などに採られている断片的資

料から，多少の内容を伺い知ることも可能である。

当面の研究としては，現存の『今とりかへばや』・

『無名草子』における批評などを中心として『古とり

かへばや』の復元を試みたい。

I. 近代詩・現代詩の研究（田村） 研究業績

西洋文化の摂取に始まった日本の近代は，明治以 I. 原著論文

降 120年余の問に幾度かの変化を経ながら，今また 1) 田村圭司：朔太郎の詩論．国文学（学燈社）． 34(7)

その大きな節目を迎えているように見える。現今の (1989) 

文化には戦後に培われたものでさえ，無関係と思わ

れるものがある。まして明治以後の近代日本文化の 5去 学：
連続性を把握することは困難になってきている。

日本が手本とした西洋近代文化自体変革期にある 教授：赤坂昭二 民事訴訟法，医事法

ことが，それを際立たせている面もあるが， 日本文

化の主体的変化の様相も見過ごすわけにはいかな 研究概要

い。そこに変化していく主体の連続性を見ることが I. 弁護過誤訴訟一控訴期間徒過と弁護士の責任

可能だからである。 控訴の委任を受けた弁護士が，女子事務員のミス

文学は人文科学の中で，個人内部と最も深い関係 によって控訴状を一日遅れて提出したため一審敗訴

を持つ分野である。従って時代が個人におよぽした 判決が確定した（社長選任の社員総会決議不存在確

影響も，それが個人の意識に内包されていて，作品 認請求訴訟）。これは弁護上の怠慢であるとする敗訴

の外面に表われないことが多い。しかし，時代と社 者 x（会社・社長）からの損害賠償の請求について，

会が人を造る面を否定出来ない以上，作品にもその 横浜地裁は「敗訴判決の確定と X主張の損害との問

影は内蔵されているはずである。 に因果関係を肯定するには…Xが控訴審において

ここ幾年かの研究テーマはそれを明らかにするこ 確実に勝訴できたことを前提としなければならな

とに当てているが，今年もそのテーマに大きな変化 い」と判示（昭和 60• 1 • 23横浜地判・判時 1181• 

はない。ただ，作者の自我意識に焦点を定め，その 119)して，控訴しても確実な勝訴の見込みはなかっ

変容を歴史的に捉え返す方法を採った。 た，損害なし，を理由に Xの請求を棄却した。

対象としたのは近代詩の中で最も前衛的な，萩原 証明度の問題として，単なる勝訴の見込み以上に

朔太郎·金子光晴•吉田一穂である。彼等は皆，強 確実性まで要るのか，判決確定を遅らせ執行を阻止

烈な自我意識を持って詩の世界へ乗り出した。その することができる訴訟上の利益，依頼人の法律関係

いわば絶対的自我信奉が，時代の幾度かの荒波でど の処分の選択可能性（和解の機会）を奪ったことに

のように変化したのか。一般的には敗戦後に表われ ならないか，などの諸論点を検討， Professional

る精神現象だが，彼等はそれに先立って絶対的自我 Liability研究の 1事例として。

の崩壊に遭遇し，虚無観を得ている。そのなかで，金

子光睛は虚無を基としながら自我の相対化を望見す II. 医事訴訟上の証明度ー「高度の蓋然性」

るところまで至っている。これらを詩の作品で具体 東大病院Iレンバール事件について（争点は髄膜炎

的に論じた。 の再燃か，ルンバールによるショックのための脳出

これは， 日本近代詩の把握のみならず，現在の文 血か），最高裁は「訴訟上の因果関係の立証は，―—-•点

化現象理解への足掛かりになると思われる。 の疑義も許されない自然科学的証明ではなく，経験

則に照らして全証拠を総合検討し，特定の事実が特
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定の結果発生を招来した関係を是認しうる高度の蓋 を研究し， CommunicativeTeachingの方法論を学

然性を証明することであり，その判定は，通常人が んだ。

疑いを差し挟まない程度に真実性の確信を持ちうる

ものであることを必要とし，かつ，それで足りるも

のである」と判示して，本件ルンバールと患者の発

症との因果関係を肯定した（昭和 50•10·24 最高判・

民集 29• 9 • 1417)。
すでに発生している， このルンバール事件最高裁

判決の医事訴訟上の波及効とともに，いわゆる「蓋

然性説」とは異なる，確実性と境を接する「高度の

蓋然性」の具体的証明度， どの程度の間接事実の立

証があれば経験則上因果関係を認定できるのか，確

信のための間接事実の積み重ね（間接証明の理論），

その類型化が，今後の医療過誤訴訟の動向を決める

一つのボイントとなることを考察，あわせて，医事

訴訟における科学鑑定の重みとジレンマ•その評価

を問い直す主要判例を検討中。

一部は，「鍼施術後の血気胸事件」の判例批評とし

て，唄孝ー・宇都木伸・平林勝政編：医療過誤

判例百選・ジュリスト 102,有斐閣 (1989・6発行）に

掲載。

研究業績

V. その他

l) 赤坂昭二：職業選択の重要性．慈恵医大・附属病院

研究業績

IV. 著書

l) 首藤新八：英単語に絶対強くなるネタ本．三笠書

房．（1988年 10月発行）

2) 首藤新八， ダクラス・スタウト：英単語がふえる本

Part 1.ダイヤモンド社．（1989年 1月発行）

3) 首藤新八，宮内華代子：英単語がふえる本 Part 2. 

ダイヤモンド社．（1989年 1月発行）

4) 佐藤尚孝，チャールズw.クッシマン： Write It 

Right.開文社．（1989年2月発行）

5) 佐藤尚孝： TheThird Man（映画「第 3の男」の

シナリオ編集と注釈）．開文社．（1988年 11月発行）

V. その他

l) 小原 平（校閲） ：英語同音異議語辞典，研究社．

(1988年発行）

2) 小原平： Reportfrom Cals. CBCTEAA Bulle-

tin, No. I, 1988) 

ドイツ語

職員雑誌． No.7. 歩いてきた道をふりかえって． 123— 教 授：蔵原 惟治 クライスト研究， ドイツ演

128 (1988) 劇・比較演劇

外 国

英

教授：首藤新八

助教授：佐藤尚孝

講師：小原 平

研究概要

語 系

語

講師：白崎嘉昭 19世紀ドイツ抒情詩，小説

研究概要

I. クライスト研究

史

Heinrich von Kleistの文学作品を意識の内部志

向性である状態意識の所産としてとらえ，生存の詩

人である Goetheとは異質なその現代性を研究して

し、る。

首藤：主に，現代アメリカ文学，現代アメリカ事 II. ドイツ演劇

情，現代英語の語法を中心にした研究。 1988年 8月， ドイツ語圏における 1988年度の演劇・舞台動向の

中国にて英語教授法及びその成果の視察に当たっ 研究。

た。

佐藤：主に，英和辞典の編集と執筆，現代英語の III. 比較演劇

語法の研究。 1988年 8月をアメリカ事情の視察と研 各国における演劇論の比較研究，類似構造による

究に当てた。 戯曲の比較研究，西洋比較演劇研究会での活動。

小原：主に，中世及び現代英語の語法の研究。文

部省の派遣で 1988年 6月 25日から約 2カ月間英国 IV. 19世紀ドイツ抒情詩・小説史

Reading大学に於て研修を受け，英国の言語と文化 後期ロマン派以降，三月革命期，詩的リアリズム
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を経て自然主義の成立に至る近代ドイツ文学の展開

過程を，スイス・オーストリアを含め総体的に把握

する。

研究業績

I. 原著論文

l) 白崎嘉昭：クレッツァーのベルリン小説ーリア

リズムから自然主義へ．十九世紀ドイツ文学研究会編

「ドイツ近代小説の展開」．郁文堂． 304-315(1988) 

2) 白崎嘉昭：リアリズムの詩・詩のリアリズム．上智

大学ドイツ文学論集． 25:105-123 (1988) 

自然科学系

物理学

教授： 藤城 敏幸

助教授：丹羽宗弘

講師：佐藤幸一

研究概要

I. 数値解法

物性理論

医用物理

生物物理学

非線形方程式の近似根を求めるにはいろいろな方

法がある。これらの方法による誤差（丸め誤差）に

ついて調べた。

II. 生体の光学特性を考慮した脈波測定法

生体の光学特性をそのまま利用する，光電式脈波

測定法，光電式オキシメーター法などは，生体の光

学的不均質性が原因で生じる散乱光の中から，血液

が吸収する特定波長の光の強度変化または波長特性

を探り出し，血行動態の解析に役立てようとするも

のである。しかし，実際には測定において散乱と吸

収を分けることが難しく，生体の光学特性に関して

も未だに不明な点が多いため，これらの測定によっ

て得られた結果を十分に活用することが出来ない。

本研究では，光電脈波測定の改善を目的として次

のようなことを行った。

l) 指尖が正常な状態と虚血に近い状態におかれ

たときの，散乱光の分光特性を測定した。

2) さらに，この特性は測定位置に依存するため，

位置による分光特性の変化を測定した。

以上の結果から，散乱光と吸収光の分離がある程

度可能であること， これによって，血液（動脈血）の

分光特性がかなりはっきり得られること，測定位置

を限定することにより， SIN比の向上が期待出来る

ことなど，脈波測定法の改善のための知見を得るこ

とが出来た。

III. リン脂質膜の物性

生体膜の主成分であるリン脂質分子が水中で自発

的に形成する二分子膜系について，その形態形成，膜

構造，膜間相互作用，膜とイオンとの相互作用，更

に， これらと膜の相転移現象との関わりについて研

究している。

1) 形態形成： ①ミエリン形；合成のリン脂質

(DPPC, DPPE)がその相転移温度で示すミニリン

形の成長速度を測定した。その結果は， ミェリン形

形成は脂質相への水の流入による脂質の膨潤である

とするモデルで説明された。②リポソーム；リポ

ソームの粒径（分布）と膜の弾性率や表面電位との

関係を調べている。

2) 膜構造：膜中への異物質（疎水性膜タンパク

等）埋め込み技術の一評価法として，複屈折（膜構

造に敏感な量である）をリボソーム分散系に対して

試み，麻酔剤，電顕染色剤の膜構造に与える影響を

調べた。更に，膜内にある時のみ発色する疎水性蛍

光色素を用いて，蛍光量と複屈折量との対応関係を

調べている（複屈折測定は東京理科大で，蛍光測定

は，東大面洋研で行っている）。

3) 膜とイオンの相互作用：二価カチオン等の

DPPCへの結合定数 (KB)を g電位測定と数値解析

から求めた。ぐ電位の相転移での減少は lipidの

head部分の構造変化による K8の減少であるとし

た (g電位測定は東京理科大等で行っている）。

Stern式を用いるに際して重要な Ca十＋と lipid

との結合モデルについては検討中である。

研究業績

I. 原著論文

l) 金井 寛（上智大），丹羽宗弘：生体医療光学に対す

る光技術の応用．昭和 63年電気情報関連学会連合大会

論文． 4: 101-104 (1988) 

III. 学会発表

l) 丹羽宗弘金井 寛（上智大）：流れている血液の透

過光強度角度分布について．第 27回日本 ME学会大

会． 4月．名古屋

2) Niwa, M. and Kanai, H. (Sophia Univ.): Angu-

Jar Distributions of Forward and Backward Light 

Scattering from Flowing Blood_ The World Con-

gress on Medical Physics and Biomedical Engineer-

ing. Aug. San Antonio, Texas. 

3) 佐藤幸一，美島 清（昭和大） ：リン脂質リポソーム
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への Ca十＋ィオンの結合と相転移での変化．第 10回日

本膜学会． 5月．東京．

4) 美島清（昭和大），荻原利彦＊，富田 稔＊ （＊麻布

大），佐藤幸一：合成リン脂質ミエリン形の成長速度．

第 10回日本膜学会． 5月．東京．

5) 佐藤幸一，芙島 清（昭和大） ：リン脂質リボソーム

へのイオンの結合と相転移での変化．第 26回日本生物

物理学会． 9月．名古屋．

6) 鈴木清光＊，宮本和直＊（＊東京理科大），佐藤幸一，美

島 清（昭和大）：リボソームの複屈折（l)．第 26回日

本生物物理学会． 9月．名古屋．

7) 美島 清（昭和大），佐藤幸一，宮本和直＊，鈴木清

光＊（＊東京理科大） ：リボソームの複屈折(2)．第 26同

日本生物物理学会． 9月．名古屋．

IV. 著書

l) 藤城敏幸：生活の中の物理．東京教学社．（1988)

化学

教授：戸澤満智子 天然物有機化学

助教授：高橋知義 有機合成化学

研究概要

I. プフアジエノリド異性体の合成

漠薬センソはガマ毒ブファジェノリドの供給願で

あり，多様な微量成分を含んでいる。従来，ブファ

ジェノリドの分析とその部分合成を行ってきてい

る。天然に産するいくつかのブファジェノリドにつ

いて， D環の置換基のエピマーを合成し，その反応

と活性を検討した。

II. ステロイドのチアゾリジン誘導体の合成

生体アミンの一つであり，補酵素 Aの構成成分で

もある 2ーアミノエタンチオールは，隣接炭素原子

に-N凡基と-SH基を有する構造を持っている。こ

のような構造体は，生体内のアルデヒドやケトンと

可逆的に反応して縮合複素環誘導体（チアゾリジ‘/）

を生合成することが知られている。この可逆反応の

化学的機構に対する興味から，各種のステロイドケ

トンと 2ーアミノエタンチオールとの反応を行って

いる。現在，数種類のステロイドケトン（テストス

テロソ，ブレグネノロン，ラノステロール，など）は，

容易にアミノニタンチオールと反応して安定なチア

ゾリジン誘導体が得られることが判った。

III. ペプチドの合成

活性部位の構造ー活性相関を調べる目的で，まっこ

うくじらのミオグロビンの Eおよび Fの領域を含

むペプチドの合成を液相法で行っている。その部分

構造について，次のような知見を得た。すなちわ，保

護エイコサペプチド (77-96位）およびドデカペプチ

ド(85-96位）のトリフルオロエタノール中での CD

スペクトルは，ヘリックス構造の存在を示していた。

このことは， ミオグロビンにおけるヘリックス構造

に，疎水的相互作用が大きな影響をもっていること

を示唆するものであると言える。

研究業績

I. 原著論文

1) Kamano, Y*., Pettit, G.R*., Inoue, M*., Tozawa. 

M., Smith, C.R*. and Weisleder, D*.（アリゾナ什I立

大学） ：Synthesis of the 14a-and 16a-Epimers of 

Bufotalin Acetate and 16-Deacetylcinobufagin. J. 

Chem. Soc. Perkin Trans. I : 2037 (1988) 

III. 学会発表

l) 高橋知義．高橋美樹＊．橋本 昭＊．佐藤泰夫＊（＊立教

大・理） ： a-プロモステロイドケトンと 2ーアミノエタ

ンチオールの反応．第 32回香料・テルペンおよび精油

化学に関する討論会． 10月．宮崎．

生物学

教授：新津恒良 細胞生物学

助教授：花岡柄雄 細胞生物学

講師：寺坂 治 細胞生物学

研究概要

本教室の主要研究テーマは「細胞分裂と分化機構

の研究」である。

I. 高等植物細胞の有糸分裂，特に細胞板形成

急速凍結置換法による，胚乳プロトプラストの分

裂装置，特に紡錘体と細胞板について電子顕微鏡に

よる微細構造を生体細胞の動態と関連させながら研

究を継続している。

II. 間接蛍光抗体法による花粉内生殖細胞形成過

程における微小管，および多くの体細胞分裂，

減数分裂における紡錘体と微小管の動態

これらの研究は a—チューブリンの問接蛍光抗体

法を使用した。生殖細胞形成過程では小胞子の不均
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等分裂•生殖細胞の伸長に重要な役割を果たす 2 度

の核移動が起こる。コルヒチン処理を併用した実験 嬰［ 学：

の結果， 1回目の核移動には微小管は関与せず， 2回

目だけで微小管が関与している。また，根端細胞で 教授：衣笠泰生

は preprophaseband (PPB)が形成され，分裂軸ま 講師：鈴木眈之

たは細胞板形成方向を予示するが，生殖細胞，花粉

母細胞など遊離細胞では PPBは形成されない。生

殖細胞では，花粉管という細長い形態に関連して特

異的な染色体配列と紡錘体形態をとる。その結果，後

期染色体運動の主要因がほかの細胞のように紡錘体

糸の短縮によるのではなく，紡錘体極間の伸長によ

ることが明らかとなった。

III. ツノゴケ類の葉緑体の微細構造

多種のツノゴケ類の胞子体に存在する葉緑体構造

を電子顕微鏡により検索し，種類によって葉緑体の

数，チラコイドの形状，およびチラコイト表面に存

在するオスミック好性顆粒の相違を明らかにした。

研究業績

I. 原著論文

1) Terasaka, 0. and Niitsu, T.: Peculiar Spindle 

Configuration in Pollen Tube Revealed by the Anti-

Tubulin Immunofluorescence Method. Bot. Mag. 

102 (1065): 143-147 (1989) 

2) 新津恒良．寺坂 治：間接蛍光抗体法によるネギの

根端細胞分裂各期の微小管配向．追伝． 43(2): 26-27. 

カラー別 2(1989) 

研究概要

I. 代数学

入環は純代数的に構成されるが，その発生はトボ

ロジー，とくにトボロジカル K理論である。すなわ

ち “Gをコンパクトなリー群， Xをコンパクトな G-

空間とするとき， X 上の複素 G—ベクトル束のつく

るグロタソディク群は入環である”

この定理は 1960年代に完成されているのである

が，入環の歴史的展開を明らかにするため，現在 k

理論を研究中である。

II. 統計学

個体に対応のある n組の標本値における符号検定

で，＋の個数をN十で表わし，両側 a%の棄却域を

OS:::N十幻 m。,n-m。S:::N十幻 n

で表わす。このとき

a=5(%)ならば

mo=［；-贔-0.35]

a=l(％)ならば

mo= [ f-1.29五ー0.35〕
として求めれば n=9-50における実際の値と一致

III. 学会発表 する。ここに〔a]はガウス記号つまり aを越えない

l) 寺坂治，新津恒良：生殖細胞形成過程における微 最大の整数を表わす。

小管の動態． 日本植物学会第 53回大会． 10月．岡山．

2) 寺坂 治，新津恒良：間接蛍光抗体法による植物細

胞紡錘体と微小管． 日本植物形態学会第 1回大会． 10

月．岡山．

3) 花岡柄雄，和田清美（静岡大・理） ：ツノゴケ類の葉

緑体の微細構造．日本植物形態学会第 1回大会． 10月．

岡山．

V. その他

新津恒良：分担の遺伝学用語標準化の調査研究が

終了し，＇89年 3月に学術用語集遺伝学編の最終案を

提出．

研究業績

IV. 著書

l) 鈴木眈之，他：推定と検定の項，部分執筆．教授資

料．確率．統計．大日本図書． 100-113(1990) 

2) 鈴木呪之：剰余定理について．高校数学研究 6月

号．大日本図害．（1989)
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保健体育

教授：新津恒良 細胞生物学

（兼担）

助教授：原田邦彦 エネルギー代謝・代謝

講師：時岡 醇 体育方法・水泳

研究概要

I. 基礎代謝に及ぽす運動負荷の効果について

食餌を制限し，体重増を抑えることにより実験動

物の寿命を延長させることが知られている (McCay

et al., 1935, 1939; Holloszy et al., 1985)。食餌制

限は体重当りの代謝率を低下させ，カロリー制限に

より life-spanが延長を引き起こす（Berg& Smith, 

1960) と考えられてきた。しかし，食餌制限による

持するよう食餌を制限して制御された。対照群には，

飽食条件のものと運動群の体重変化に合わせて食餌

制限したものをとった。本年度は生後 6カ月齢まで

成績を得ることができた。 3群の餌の摂取量は体重

当りにするとほとんど変化がなく，体表面積当りの

摂取量にすると体重増を示す飽食対照群で多く餌を

摂取した。 3群の基礎代謝量は，食餌制限運動群で最

も高く，食餌制限対照群，飽食対照群の順であり運

動群と飽食対照群の間には有意な差が認められた。

研究業績

III. 学会発表

1) Harada, K. and Yonemoto, K.: Effects of food 

restriction and physical exercise on basal metabo-

!ism of rats.日本生理学雑誌 5(8,9) : 628 (1988) 

延命は LeanBody Mass当りの代謝率の低下にょ IV. 著 書

らない研究 (McCarteret al., 1985)もある。また，

Hammond, E.C. (1964)は，免学的研究により 45歳

以上の中高年者では， より活発に運動している者ほ

ど死亡率が低いと発表している。そこで， ライフサ

イエンスの短いラットに若年時より中等度な運動を

継続的に負荷すると共に食餌制限による体重維持を

図った場合の生体の活動度および甚礎代謝を測定し

た。トレーニングは，生後 5週目より 12週間の集中

期(25m/minで 10分間， 6回／週）と生後 16週以降

の維持期(25m/minで 10分間， 2回／週）に分けた。

体重は，その増加が鈍化する生後 12週時の体重を維

l) 酒井敏夫，矢野久英他：図解保健体育．―-橋出版．

(1988) 

2) 酒井敏夫，矢野久英，他：新保健体育．一橋出版．

(1988) 

V. その他

1) 原田邦彦：人生 80年時代の体力に関する基礎的研

究ー中高年からの食餌制限と長期中等度運動負荷

ー．昭和 63年度文部省科学研究費補助金（一般研究 C)

研究成果報告書． 63580104（研究代表者原田邦彦）

(1989) 
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その他

学内・学外共同研究

学長阿部正和

昭和 54年度 (1979年度）より発足した学内・学外 昭和 63年度 (1988年度）の学内・学外共同研究費

共同研究の助成制度は，現在までに学内共同研究で の補助を受けた教授および研究概要は次の通りであ

38名，学外共同研究で 27名の教授が補助を受けて る。

いる。

1. 学内共同研究責補助交付申請および補助額

研究代表者氏名 所 属 研 究 題 目 補助額

栗原 敏教授 第 2生理学
セカンドメッセンジャーによる細胞機能の調節機構に

240万円
関する研究

川村将弘教授 第 1薬理学 レーザーラマン分光法による生体構成成分の解析 200万円

井川幸雄教授 臨床検査医学 腎疾患患者の運動許容量に関する研究 100万円

岡村哲夫教授 第 4内科学 循環調節の機序に関する基礎ならびに臨床医学的研究 100万円

望月 幸夫教授 放射線医学 癌の集学的治療体系に関する研究 70万円

＊
 

27日には，研究成果発表のための研究会を開催し

た。

研究課題：セカンドメッセ‘／ジャーによる細胞

機能の調節機構に関する研究 III. 研究成果

研究代表者：栗原 敏 第 2生理学では，心筋の収縮・弛緩と細胞内 Caイ

共同研究者：磯貝 行秀，新村慎人，清水英佑 オン動態との関係を調べ，弛緩時間は Caイオ` ノ濃

度が減衰する時間経過だけでは説明できないことを

I. 研究目的 明らかにした。第 3内科学では血小板内 Caイオン

細胞は刺激に対して，第二次情報伝達物質（セカ 動態に注目し，脳血栓患者の血小板凝集能は九進し

ンドメッセンジャー）を介して応答する。この学内 ているものの，血小板内 Caイオン動態には差がみ

共同研究では，異なる細胞における種々のセカンド られないことを示した。皮膚科では光感作物質と長

メッセンジャーに注目して，それぞれの細胞機能と 波長紫外線が masteel]の脱顆粒を抑制することを

セカンドメッセンジャーとの関係を明らかにするこ 示した。公衆衛生では，血液中の Caイオン濃度変化

とを目的とした。第 2生理学は筋細胞，第 3内科学 と染色体異常誘発物質による小核誘発頻度との関係

は血小板，皮膚科学は mastcell,公衆衛生学は赤芽 を検討し，小核誘発率は血清中の Caイオン濃度が

球系細胞を対象にして，それぞれの細胞機能と特に 高いほど高くなることが明らかとなった。これらの

細胞内 Caイオン動態との関係を調べた。 結果は，細胞内 Caイオン動態が，細胞の生理および

病態生理に深く関与していることを示唆している。

II. 研究経過

'88年 9月5日に第 1回の研究会を開催し，研究の

進め方についての検討を行った。その後，＇ 89年 2月
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研究課題：レーザーラマン分光法による生体構

成成分の解析

研究代表者：川村将弘

共同研究者：中村紀夫，松崎 浩，松田 誠

水野有武，田渋公一，鎌田芳夫

中道 昇

I. 研究目的

レーザー光を物質に照射した時に散乱する光の一

部が変化するというラマン現象を利用して，物質の

構造や構成成分を研究する方法にレーザーラマソ分

光法がある。この方法は試料を非破壊的に検索出来

るため，医学，生物学への応用が試みられている。こ

の度本学にレーザーラマン分光光度計が購入された

のを機会に，医学各分野における応用の可能性を探

るため共同研究を行った。

II. 研究成果

初代培養ウシ副腎皮質細胞において，膜構成成分

のラマンバンドがみられたが，特徴的なことはカロ

チノイドに特有の共鳴ラマンスペクトルが得られた

ことである。このスペクトルVi/3ーカロチンの存在に

よるものであった。活性酵素の scavengerとして作

用する f3—カロチソが副腎皮質細胞に存在すること

はステロイドホルモン産生機能との関連の上から興

味深い。今後細胞内局在の検討の必要がある。

ラット脳組織においては，蛋白質由来のラマンバ

ンドと水由来のラマンパソドから脳中の水含量が測

定できることが判明し，かつ有機錫投与による脳浮

腫の程度が判定出来た。従って，脳浮腫の状態を知

るうえでラマン分光法が有用であることが示唆され

た。

水晶体を用いた研究では，先天性白内障ラット，先

天性糖尿病ラットにおいて，白内障の進行に従って

水品体の水含有量が増加し，又，ステロイド白内障

を起こした鶏胚においてレンズタンバクが水と相分

離を起こしていることが判明した。そして白内障予

防薬の効果判定にもこれらの変化が応用できる可能

性が示唆された。

ラットシナプトゾームにおいては，膜蛋白および

研究課題：腎疾患患者の運動許容量に関する研

究 ('87年度より継続）

研究代表者：井川 幸雄

共同研究者：宮原 正，松本信雄，北島武之

鈴木政登，塩田正俊

I. 研究目的

身体運動は腎臓へ負担をもたらすため，腎疾患患

者は従来より運動を制限されてきた。しかし，長期

運動制限は肥満，糖尿病，高血圧症など併発する可

能性が高い。さらに精神的抑圧も無視できない。従っ

て，慢性腎疾患患者といえども肥満，糖尿病などの

成人病発生予防と同時に生活の質 (qualityof life) 

の低下防止，願わくば向上を目標に．積極的身体運

動が推奨される。しかし，病態の性質上激しい運動

は制限されざるを得ない。そこで，病態の重篤度と

運動許容量との関連の解明が必須となる。

本研究では， IgA腎症患者に日常労作時の平均的

エネルギー需要量に相当する 4Mets（安静時の 4

倍のエネルギー需要呈）強度のトレッドミル歩行を

負荷し運動後 2時問にわたって腎機能の回復経過を

観察し腎疾患重篤度と日常労作許容星との関連を明

らかにしようと試みた。

II. 研究成果

lgA腎症患者男性(19-58歳）21名，女性(15-51

歳） 14名の合計 35名に 4Mets強度の運動 (20分

間）を負荷し，腎機能の回復過程を中心に調べ，病

態の重篤度に基づいて検討した。

対象者 35名のうち重症度 Iに分類された者は 5

名， IIは 19名， IIIは 11名であった。安静時 Ccrは

I>II>IIIの順で I群 (116士10ml/min)が有意に高

値であり，運動後の低下は認められなかった。しか

し， II,IIIに分類された者の Ccrは安静時，運動後

共に低値を示し， この中には運動後 60-120分にか

けて 60ml/min以下の低値を示した者が 30名中 5

名いた。運動後の血漿ホルモン応答は個体差が著し

<, Ccrとの関連はみられず，尿中 Na排泄量の少な

い者にアルドステロン濃度上昇の著しい者がいた。

脂質由来のラマンバンドが見られたが，高カリウム III. 要 約

刺激によるシナプトゾーム膜脱分極に由来するスペ 日常の平均的労作に相当する強度の歩行運動 (20

クトル変化は，今回発見出来なかった。今後種々の 分間）を負荷し，腎機能 (Ccr)や電解質，蛋白排泄

条件下でスペクトルを検討し，膜興囲性変化のマー 量およびホルモン分泌応答を腎の重症度別に検討し

カーとなるベンドを検索する予定である。 た。重症度 Iに分類された者はすべての測定値が最

-200-



も軽微に変化したにすぎず健常者と差がなかった。

II, IIIに分類された者は安静時および運動後の Ccr

も低く，運動により低下したまま 60-120分も持続

した者もみられた。また． IIIに分類された者でも

Ccrの低下がほとんど認められない者もいた。

以上のことから，腎重症度のみによらず本研究で

行ったような運動後の腎機能の変化をも加味した生

活処方の作成が必要と思われる。積極的な身体運動

を許容することによって生活の質の向上と成人病併

発の予防が期待されるからである。今後は運動負荷

方法の簡便化の検討が望まれる。

＊
 

研究課題：循環調節の機序に関する甚礎ならび

に臨床医学的研究 ('87年度より継

続）

研究代表者：岡村哲夫

共同研究者：桜井健司，福原武彦，他

I. 研究目的

前年度に引き続き，循環調節の生理・病態の総合

的理解を目的とした。

II. 研究概要

1. 時差への順応：米国滞在 7日間を含む 18日

間の HolterECGを記録し，心拍数から，時差への

同調能を検討した。最低心拍数はコサインカーブで

近似可能であり，順応は 4日であった。薬理学的除

神経による自律神経の呼吸性血圧変動 (SAP):15 

例に心電図，動脈圧波形，指尖脈波を同時記録し，

atropine, propranolo]投与前後で血圧波形を解析

し5型に分類し得た。さらに SAPのフーリエ解析

で0.375,1.5 Hzのビーク値は呼吸性 SAP,心拍性

周期性変動と考え ら れ atropineで増大， pro-

pranolo]で減少した（以上第 4内科学）。

2. 脈波のフーリエ解析による血行障害の定呈

化：コヒーレ‘ノスを算出し，無侵製の血流機能評価

法としての有用性を得た。下肢循環 simulation:下

肢循環系を 2つのコンパートメントからなる電気回

路で simulationし，血行動態の評価，血行再建後の

血流予測に有用なことが示唆された。糖尿病壊疸の

循環障害に prostagrandineの効果が示された。肝硬

変時の A-Vshuntが血流シンチグラムで診断し得

た。脈管の三次元画像構築は移植人工血管の経過観

察に応用し得る（以上第 1外科学）。

3. 循環調節に関与する中枢神経機構のリズム形

成能，圧受容器反射の主要な伝達経路に介在する伝

達物質とその受容体，脳幹部に存在する循環および

呼吸調節神経機構の神経性出力に含まれる周期性成

分に関する神経薬理学的解析を行い，循環調節に間

与する中枢神経機構のサブシステムの中に． リズム

形成能を有する神経機構が存在する可能性が示唆さ

れ，圧受容器反射の主要な伝達経路に介在する伝達

物質とその受容体に関して重要な知見を得た。さら

に循環および呼吸調節神経機構の神経性出力に共通

な周期性成分とそれぞれに特異的な周期性成分が存

在することが明らかにされた（以上第 2薬理学）。

＊
 

研究課題：癌の集学的治療体系に関する研究

研究代表者：望月 幸夫

共同研究者：長尾房大，亀田 治男，伊坪喜八郎

青木照明，大野典也

昨年度は学内での研究集会が定期的に開かれてい

る癌治療関係の 8つの研究会をよりどころとして，

基礎面では集学的治療の基礎研究を，臨床面では肝，

胆，膵癌，並びに消化管癌をテーマとした。今年度

も同様のテーマで研究を続行した。大部分の研究が

複数教室の共同研究という形で行われたが，以下そ

の概要を述べる。

基礎研究：集学的治療としての免疫療法に関する

基礎的な研究が行われた。 リンパ球の活性化とそれ

による抗腫瘍効果の解析がテーマである。癌患者の

末梢血，腫瘍組織，腹水，胸水よりリンパ球を分離

し，活性化が行われた結果，半数以上の症例で充分

に活性化することができた。又，活性化に成功した

リンパ球は長期培養が可能であり，抗腫瘍効果に関

する多くの結果をうることができた。 9週間の培養

で 1,000倍以上に増殖し，且つ，抗腫瘍効果を示し，

隔週に 10，の細胞を免疫療法に用いることができた

例も経験した。

臨床研究：進行肝細胞癌，胆道癌，進行・再発胃

癌，再発直腸癌，食道癌への進学的治療について臨

床研究が行われた。進行肝細胞癌に対する動脈塞栓

術(TAE)，抗癌剤と Lipiodolの動注，温熱療法，一

部の症例への放射線療法からなる集学的治療が行わ

れており，効果が確認され， 10例以上の 3年生存も

得られている。胆道癌については手術不能胆道癌ヘ

の温熱療法を中心とした集学的治療が行われ，その

平均生存期問は 12カ月に対し，対称症例では 5.7カ

月であった。又，術前照射の効果も確認され，特に

中部胆管癌に効果的であることが判明した。進行再

発胃癌については集学的治療の中で， CDDPを中心

とした化学療法の占める役割について検討がなされ
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た。再発直腸癌に対して，放射線治療と温熱療法，そ が確かめられた。症例は少ないが半数が勤務可能と

して一部の症例には，更に非特異的免疫療法剤の局 なり， 2年の無再発例もみられている。

所注入の集学的治療が試みられ，効果的であること

2. 学外共同研究費補助交付申請および補助額

研究代表者氏名 所 属 研 究 題 目 補助額

牛込新一郎教授 第 1病理学
骨原発悪性腫瘍についての病理診断基準の確立と鑑別

30万円
指針の設定に関する研究

磯貝行秀教授 第 3内科学
HYPERVISCOSITY SYNDROMEに関する基礎

30万円
的・臨床的研究
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あとがき

編集委員長 松田 誠

東京慈恵会医科大教育・研究年報，第 8号， 1988 事を繰り返しながら，注意深く観察していれば，必

年版もご覧のように立派に刊行されることになりま ず新しい独創的な仕事に発展するというのです。つ

した。まことに喜ばしいかぎりです。執筆の労をと まり，璽い飛行機でも既設の滑走路を全力で走って

られた教授各位，並びに編集，校正等にご尽力いた いれば，知らぬ間に空中に飛び立っているものだ，と

だいた諸姉諸兄には心から謝意を表する次第です。 いうようなことでしょうか。

本誌をご覧いただけば，昭和 63年度における本学の 人真似をするのは，独創性がなく，意気地がない

教育および研究活動のあらましを理解していただけ ようで，大低の人はいやがるし，そんなことはしな

ると思います。 いと言いはります。しかし，私達はだいたい無意識

に人真似をしているものではないでしょうか。自分

あとがきを書く段になると，きまって年報の（期待 が尊敬する人，信頼する人であれば，なおさらその

される）役割について考えます。ここではその役割の 人を模倣しているものです。そして真似をしながら，

一つとして，この年報に書かれている研究結果を追 自分独特のものを創っていくのではないでしょう

試確認することの効用について考えてみました。追 か。

試というと何か人真似で，独創性が無く，価値が無 この年報が，これから独自の業績によって大空に

いように思われがちですが，すべてがそうとは限り 飛び立つ研究者のために，信頼でき， しかも尊敬で

ません。筆者が最も尊敬している生化学者セント・ きる，優れた滑走路になりうることを大いに期待し

ジェルジはこのように言っています。「新しい研究分 たいものです。

野に手をつけるとき，誰でもどこから始めるべきか

迷うものです。そういうとき必ずやるべき共通の方 終わりに，ご多忙のなかをこの年報刊行のために，

法があります。それは昔の人（大家）の研究を繰り 変わらない熱意をもって編集に当たって下さった富

返してみることです。私も今までその方法に従って 井武寛常勤顧問および坂戸伯志，土田喜一郎，高橋

きました。不思議なことに，私はこの繰り返しによっ 幸子の諸氏に当編集委員会にかわって心からお礼を

ていつも多くの新しいことを見付けてきました」と。 申し上げます。

セント・ジェルジといえば， ビタミ ‘1/Cを発見し， 1989年（平成元年） 9月

TCAサイクルの原型を提出し，筋肉のアクトミオ

シ ‘/-ATP系を確立し，さらに量子生物学に立ちむ

かった今世紀最大の生化学者です。その彼にしてこ

のような言葉を吐いているのです。先登のやった仕
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索 弓I

ATP分解 [ 1 生］ 24 
A ATP再生系 [ 1 生〕 23 

アビテン ［脳 外］ 134

アコニチン誘発 VT ［三病内 2J 96 B 

アクチ ‘/mRNA ［医 化］ 29 バイオハザード ［実 動］ 178

アクチン蛋白 ［医 化］ 29 バリノマイシン ［栄 養］ 32 

4ーアミノプチルアルデヒド ［医 化］ 28 バルビッール酸誘導体 [ 2 薬］ 37 

yーアミノ酪酸 ［医 化］ 28 ベーチェット病 [ 2 細］ 51 

アミノ酸 ［栄 養］ 32 ベンゾジアゼビ‘ノ受容体 [ 1 薬］ 35 

アンボイナ ［ 衛 ］ 54 ビンクリスチン・ニューロパチー [ 3 内］ 80 

アンチザイム ［栄 養］ 31 ピオチン標識法 ［法 医］ 59 

アンチザイム cDNA ［栄 養］ 32 ビタミン A [ 1 内］ 70 

アンチザイム mRNA ［栄 養］ 31 ビタミン B6 ［医 化］ 28 

アンギオテンシン変換酵素阻害剤 ［三病内 1] 93 ビタミン B12 ［青 内］ 88 

アンギオテンシン変換酸素 ［三病内 2] 97 ブドウ球茜 ［臨 検］ 65 

アラキドン酸 ［青 内］ 88 ブドウ球菌の表皮剥脱素 ［臨 検］ 65 

［産 婦］ 145 ブクンジオンモノオキシム [ 1 生］ 24 

アラニン ［三病内 1] 93 びまん性汎細気管支炎 [ 4 内］ 85 

アルプミン [ 1 内］ 69 ［三病内 2l 97 
アルデヒド脱水素酵素 ［医 化］ 28 

アルドース還元酵素阻害剤 ［ 眼 ] 153 培養血管平滑筋 [ 2 内］ 74 

アルコール依存症 ［精 神］ 99 培養尿細管細胞 [ 2 内］ 74 

アルコール性肝障害 [ 1 内］ 69 抜歯創 ［ 歯 J 170 
アルッハイマー型痴呆 ［精 神］ 100 鼻アレルギー ［耳 品］ 156

アスパラギン ［栄 養］ 32 微粒子担体培養法 [ 1 薬］ 35 

アトピー性皮府炎 ［ 皮 ] 108 微細石灰像 [ 1 外］ 116

微小胃癌 「内 視］ 166

悪性固形腫瘍 [ 1 外］ 116 傲小終板電位 ［麻 酔］ 160

悪性高熱症 ［麻 酔］ 160 傍大動脈リンパ郭清術 ［産 幅］ 145

悪性神経鞘腫 ［ 皮 l 109 防御免疫 ［寄 生］ 61 

悪性腫瘍 [ 3 内］ ,79 膀脱腫瘍 ［公 衛］ 57 

悪性腫瘍の治療 ［小 児］ 103 ［ 泌 J 148 
悪性腫瘍の内視鏡的治療 ［内 視］ 167 母乳中の f3ーグルクロニダーゼ活性 [,Jヽ 児］ 103

母指球筋 ［体 カ］ 182

ACE inhibitor [ 2 内］ 75 房室結節二重伝導路 [ 4 内〕 84 

acoustic emission ［整 形］ 129 部分的動注塞栓 ［三病外］ 126

ACTH [ 1 薬］ 34 分離筋小胞体 [ 2 生〕 25 

adenosine ［青 内］ 88 分子腫瘍学 ［青 内〕 87 

Aethoxysklerol ［内 視］ 167 病的骨折 ［ 歯 J 170 
AF-2 ［公 衛］ 56 

AGML [ 2 外］ 119 battered child syndrome ［脳 外］ 133

AIDS ［寄 生］ 61 bladder implantaion ［公 衛］ 57 

Ames test ［公 衛］ 56 Bland-white-Garland症候群 ［法 医］ 59 

4-aminopyridine ［麻 酔］ 160 Bleomycin ［公 衛］ 57 

Angle分類 ［ 歯 ] 169 /3-blocker ［三病内 2l 96 
a-ANP ［三病内 2] 96 Bowen病 ［ 皮 l 107 
Antiport活性 ［小 児］ 104 Brdu ［三病外］ 126

Apresoline ［公 衛］ 56 butylbenzyl phthalate CBBP) ［ 泌 J 149 
ARI（アルドースレダクテースインヒビター）

［医 化］ 29 C 

ATP [ 2 細］ 51 チェレンコフ測定 [ RI l 1so 
［麻 酔］ 159 チタン合金 ［整 形］ 129
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チュープリン mRNA ［医 化］ 29 cycrooxygenase ［青 佐］ 88 

チュウブリン蛋白 ［医 化］ 29 Cytochalasin B ［公 衛］ 57 

地域保健 ［ 衛 ］ 54 D 

治療構造 ［精 神］ 98 ダンピング症状 [ 1 外］ 115

治療者患者関係 ［精 神］ 98 

長期透析患者 [ 2 内］ 74 大腸癌 ［病 理］ 41 

腸骨スペーサー ［整 形］ 129 [ 1 外］ 115

直接凝集反応 ［寄 生］ 61 [ 2 外］ 120

超音波 ［ 放 ] 11 1 ［一自 外］ 123

超音波ドプラー法 ［三病内 1J 92 大腸菌 [ RI ] 181 

超音波エコー追跡法 [ ME  ] 183 大腸の扁乎早期癌 ［内 視］ 166

超音波画像 ［実 動］ 179 大腸の陥凹性早期癌 ［内 視］ 166

超音波・血栓溶剤複合作用 [ ME  ] 184 大腸手術 [ 1 外］ 115

超音波マイクロカプセルミサイル法 [ ME  ] 184 大腸早期癌 [ 1 外］ 115

超音波心筋剌激法 ［心 外］ 140 大動脈平滑筋 [ 2 生］ 25 

超音波心臓診断法 ［心 外］ 142 大動脈入カインピーダンス [ 4 内］ 84 

超らせん [ RI ] 180 大動脈瘤破裂 ［法 医］ 59 

超冷凍保存 ［形 成］ 137 大学院共通カリキュラム ［情 報］ 188

聴性脳幹反応 (ABR) ［精 神］ 99 大腿骨中央部皮質径及び髄腔径 [ 1 解］ 16 

聴性脳幹誘発電位 ［脳 外］ 133 大豆蛋白質 ［栄 養］ 32 

調節機序 ［栄 養］ 31 断面解剖図 ［実 動］ 179

超低密度好酸球 ［寄 生］ 62 弾性フィラメント [ 1 生］ 23 

中耳真珠腫の成因 ［耳 鼻］ 156 伝導失語 ［ リハ ］ 164 

中間径線維 ［病 理］ 41 電顕酵素組織化学 [ 1 解］ 17 

中高年 ［スボ外］ 190 電顕用連続切片 ［病 理］ 42 

中央値周波数 ［体 カ］ 182 動脈壁 [ 1 外］ ll5

中手骨頭の形態 [ 1 解］ 16 動脈硬化 [ 4 内］ 83 

［青 内］ 87 
Ca2+ [ 1 薬］ 34 動揺病 ［耳 鼻］ 156

CA-19-9 ［臨 検］ 65 ［宇 宙］ 186

CA19-9染色 ［三病外］ 126

CABG ［三病内 2l 96 DBcAMP [ 1 外］ 116

Caチャンネル [ 2 生］ 25 DDDタイプ ［三病内 2l 96 
cAMP [ 1 薬］ 34 Dieulafoy潰瘍 ［三病内 1l 93 
CAPD腹膜炎 [ 2 内］ 74 diffuse axonal injury ［脳 外］ 133

CAPD療法 [ 2 内］ 74 Diltiazen ［三病内 2l 96 
Cardiac growth factor ［青 内］ 87 dimethylanthracene ［公 衛］ 56 

Ca transient [ 2 生］ 25 DNA [ RI ] 180 

CD4 [ 1 細］ 48 DNA分析 ［法 医］ 59 

cDNA ［栄 養］ 32 DNA合成期細胞 [ 2 解］ 20 

CEA染色 ［三病外］ 126 DNA integration [ 1 内］ 70 

c-fos mRNA ［医 化］ 29 DNAジャイレース [ RI ] 180 

C6グリオーマ細胞 ［医 化］ 29 DNA ploidy pattern ［三病外］ 126

Chalone ［青 内］ 87 DSA (Digital Subtraction Angiography) 

CHL ［公 衛］ 57 ［ 放 l 111 
CNV ［精 神］ 100 Duchenne型筋ジストロフィー症 [ 2 薬］ 37 

collagen matrix fragment ［整 形］ 129 Dynorphinの作用 [ 2 内］ 75 

ConA結合性クンパク質 ［医 研］ 175

configuration変化 ［医 研］ 172 E 

CPAP ［麻 酔］ 160 エチオニ` ノ ［栄 養］ 31 

clq ［寄 生］ 62 エイコサペンクエン酸 [ 4 内］ 83 

cross over ［麻 酔］ 159 エクオリン' [ 2 生］ 25 

CT ［ 放 J lll エナラプリル ［三病内 1J 93 
Cyclic AMP ［三病内 2l 96 エタノール注入療法 ［三病内 1J 93 
Cyclic GMP ［三病内 2J 96 エトキシスクレロール ［三病内 1l 94 
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液晶昴息計 ［耳 和．］ 157 眼動脈とその諸枝 [ 1 解］ 17 
液体フルオロカーボン ［ 眼 l 153 癌遺伝子 ［産 婦］ 144
液体シンチレーション測定法 [ RI ] 180 眼循環 ［ 眼 l 153 
液体、ンンチレータ [ RI J 1so 眼球脈波 ［ 眼 J 153 
照下障害 ［耳 恥］ 157 眼球運動障害 ［ 眼 l 153 

［ リ，、］ 164 癌免疫 ［医 研］ 173

延髄網様体 [ 2 薬］ 36 顔面角 ［ 歯 l 169 
顔面規格＇ゲ真 ［形 成］ 137

E-64 [ 2 解］ 20 眼内レンズ移植 ［ 眼 ] 153 

EGTA ［公 衛］ 57 癌性狭窄 ［内 視］ 167
Elマウス [,Jヽ 児］ 103 眼振 ［ 眼 l 153 
energetics ［青 内］ 88 癌浸潤リンパ球 ［医 研］ 173

epidermoid ［脳 外］ 133 硝f休切除 ［ 眼 l 153 
erythropoietin ［公 衛］ 56 両像診断 ［精 神］ 100

Esquinon ［公 衛］ 57 月経周期 ［麻 酔］ 159

ETB遺伝子 (etb) ［医 研］ 177 原虫 ［寄 生］ 14 

原発什肝細胞癌 ［三病内 1l 93 
F 逆行性指動脈島状皮弁 [ 1 解］ 17 

ファ・；；ー理論 ［情 報］ 188
フィプロネクチン [ 2 解］ 20 GABA ［医 化］ 28 

フィードバック ［栄 養］ 31 GABA,受容体 ［医 研］ 175

フ・ノ化ナトリウム ［公 衛］ 57 gabaculine ［医 化］ 28 

フックワイヤー [ 1 外］ 116 GABA受容体結合 [ 2 内］ 74 

フローサイトメトリー ［臨 検］ 65 GABAの放出 ［医 化］ 28 

GABAのプール ［医 化］ 28 

腹大動脈とその枝 [ 1 解］ 17 GABA-T ［医 化］ 28 

副腎皮質細胞 [ 1 薬］ 34 GAD ［医 化］ 28 

副甲状腺機能）じ進 [ 2 内］ 74 [J-galactosidase [ RI J 1so 
腹腔浸出細胞 [ 2 細］ 51 67Gaシンチグラム [ 2 内］ 73 

不妊症 ［産 姉］ 145 Gaucher病 [,Jヽ 児］ 103

GH [ 2 解］ 19 

FccR＋リンパ球 ［寄 生］ 61 GH遺伝子 [ 2 解］ 19 

flow cytometry ［脳 外］ 133 gliding contusion ［脳 外］ 133

flunitrazepam ［精 神］ 99 Gn-RH analog ［産 婦］ 145

Fluo-3 ［実 動］ 179 Gpl20 [ 1 細］ 48 

fominoben [ 2 薬］ 37 GRF [ 2 解］ 19 

5-FU ［公 衛］ 57 grouped discharge ［体 カ］ 182

fura-2 [ 2 生］ 25 GTG ［栄 養］ 32 

gyrA [ RI ] 180 
G 

ガン遺伝子 ［医 化］ 29 H 

ガン胎児性抗原 ［医 化］ 29 ハムスクー骨肉腫 0s515 ［整 形］ 129
ガストリン／ [ 2 外］ 119 ハントグリップ負荷 ［ご病内 2J 96 
ガストリン細胞 [ 2 解］ 20 ノ、ロセン ［麻 酔］ 159
ゲルゾリン [ 1 生］ 23 へモリジン ［寄 生］ 61 

ゴールドチオグルコース (GTG) ［栄 養］ 32 ヒドラジン化合物 ［公 衛］ 56 
グルカゴン ［栄 養］ 32 ヒト乳癌 [ 1 細］ 49 

グルコース・アラニンサイクル ［三病内 1J 93 ヒト乳頭腫ウイルス ［ 皮 l 101 
グルタミソ ［三病内 1J 93 ヒートプロープ法 ［内 視］ 167

ヒト胎児脳の形態学発達 [1Jヽ 児］ 103

外傷性自動症 ［脳 外］ 133 オ）レモン ［栄 養］ 32 

外側広筋 ［体 カ］ 182

顎下腺 ［栄 養］ 32 肺癌 ［三病外］ 126

顎顔面骨の再構築 ［形 成］ 136 肺lil流分布バターン [,Jヽ 児］ 104

顎関節症 ［ 歯 J 169 白内障 ［医 化］ 29 

顎裂部 ［ 歯 J 110 ［ 眼 l 153 
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半導体レーザードップラー組織血流計［ 眼 l 153 hyperfractionation ［ 放 J 112 
発生毒性 ［ 衛 l 54 hypothermia ［青 内］ 87 

発癌実験 [ 2 外］ 120

発育期小児 ［スポ外］ 190

平均放電頻度 ［体 カ］ 182 イモガイ刺症 ［ 衛 ］ 54 

平均加算法 [ 2 桑］ 36 インスリン ［栄 養］ 32 

壁深達度 ［三病外］ 126 インターフェロン・ガンマ ［寄 生］ 61 

変異細胞 ［栄 養］ 31 イソフルレン ［麻 酔］ 159

変化度 ［ 歯 ] 170 イソプロテレノール [ 2 生］ 25 

片側肺換気 ［麻 酔］ 160

非脱分極性筋弛緩薬 ［麻 酔］ 160 胃分泌動態 [ 2 外］ 119

皮膚保護剤 [ 1 外］ 115 1日多分割照射法 ［ 放 l 112 
被虐待児 ［法 医］ 59 遺伝性肥満 (ob/ob)マウス ［栄 養］ 32 

非破壊分析 ［医 研］ 175 遺伝子 ［栄 養］ 32 

非ホジキンリンパ腫 ［病 理］ 42 胃炎様早期胃癌 ［内 視］ 166

光老化 ［ 皮 ] 108 胃癌 [ 1 外］ 115

光照射療法 ［精 神］ 99 [ 2 外］ 120

肥満 ［栄 養］ 32 閾値張力 ［体 カ］ 182

[ 3 内］ 78 一過性全健忘 [ 1 内］ 70 

肥満細胞 ［寄 生］ 61 一期的乳房再建術 ［三病外〕 125

肥満細胞欠損マウス ［寄 生］ 62 胃粘膜血流 [ 2 外］ 119

非侵襲的心拍出量測定 [ 3 内］ 79 胃粘膜血流量 [ 1 内］ 69 

膝関節角度 ［体 カ］ 182 飲酒者肝疾患 ［三病内 1] 93 

牌臓 ［医 研］ 173 咽頭期 ［ リハ ］ 164 

縫合器 [ 2 外］ 120 医療費 [ 1 外］ 116

包皮腺 ［栄 養］ 32 移植免疫 [ 2 外］ 120

補助的免疫療法 [ 1 外］ 115 伊東細胞 (FSC) ［病 理］ 41 

歩行 ［体 カ］ 182 医用三次元画像 [ ME  ] 184 

放射能測定 [ RI J 1so 依存性薬物 ［精 神］ 99 

放射線治療学 ［ 放 l lll 
放射線骨壊死 ［ 歯 ] 170 !CG法 ［三病内 1l 92 
放射線性直腸炎 [ 1 外］ 115 IFN-y ［三病内 1〕 93 

放射線診断学 ［ 放 l lll lgA腎症 [ 2 内］ 73 

/3放出体 [ RI l 1so lgE結合因子 ［寄 生］ 61 

補体 ［寄 生］ 62 lgE受容体 (FeeR) ［寄 生］ 61 

［ 泌 l 149 lgE欠損マウス ［寄 生］ 62 

保定 ［ 歯 ] 170 lgE産生機構 ［寄 生］ 61 

保存的な鼻腔整復術 ［耳 昴］ 157 lgG [ 2 細］ 51 

表面集合筋電図 [ 2 薬］ 37 iliac compression syndrome ［三病外］ 125

IL-2 [ 1 細］ 48 

H2 [ 2 外］ 119 IL-2R ［三病内 1l 93 
haloperidol ［精 神］ 100 Indo-1 ［実 動］ 179

HBVワクチン [ 1 内］ 69 In situ hybridization [ 2 解］ 20 

HCV抗体 [ 1 内］ 69 in situ hybridization ［ 皮 J 107 
HeLa細胞 [ 2 細］ 51 in situハイプリダイゼーション [ 1 細］ 49 

hemangioblastoma ［脳 外］ 134 Interleukin I, 2・5A合成酵素活性 [,Jヽ 児］ 103

herpes simplex virus ［ 皮 J 10s ISDN ［了病内 2l 96 
HFO, high frequency oscillation [ 2 薬〕 36 isometric ramp収縮 ［体 カ］ 182

HFO対応度 [ 2 薬］ 36 ITPの治療 [,Jヽ 児］ 103

HIV [ 1 細］ 48 ITPの成因 [,Jヽ 児］ 103

比受容体 [ 2 解］ 20 !VF-ET ［産 婦］ 145

HLA [ 1 内］ 69 

HMG CoA Reductase ［青 内〕 88 J 

holocord tumor ［脳 外］ 134 ジソビラミド ［三病内 2l 96 
HPV ［産 婦］ 145

hydrazine hydrate ［公 衛］ 56 若年発症糖尿病 [ 3 内］ 78 
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磁場 ［公 衛］ 56 
慈大式長軸蝶番人工膝関節 ［整 形］ 130 K 

慈大式人工股関節 ［整 形］ 130 カエル ［栄 養］ 32 
自動化健診 ［相 談］ 190 カイロマイクロン ［青 内］ 88 
自発活動安定度 [ 2 薬］ 36 カプトプリル ［三病内 1] 93 
耳管軟骨の発育 ［耳 鼻］ 156 カロチノイド [ 1 薬］ 35 
実験潰瘍 [ 3 内］ 79 カルシウム [ 1 内］ 70 
実験的骨髄炎 [ 2 細］ 52 カルシウム依存性中性プロテアーゼ阻害薬

実験的真珠腫 ［耳 鼻］ 156 [ 2 薬］ 37 
自己パワースペクトル [ 2 薬］ 37 カルシュウムキレート剤 ［公 衛］ 57 
腎炎惹起物質 ［医 化］ 29 カリウムイオン ［栄 養］ 32 
腎癌 [ 1 細］ 49 カテコールアミン [ 2 外］ 119
人獣鑑別 ［法 医］ 59 ケラチン [ 2 解］ 20 
腎血流量 ［臨 検］ 64 ケロイドの組織培養 ［形 成］ 138

［麻 酔］ 160 キノロン‘ [ RI l 1s1 
腎機能 ［臨 検］ 64 キルナー変形 ［形 成］ 136
腎基底膜抗原 ［医 化］ 29 コアグラーゼ [ 2 細］ 51 

［病 理］ 40 コアグラーゼ血清型 [ 2 細］ 51 

人工弁 ［心 外］ 141 コヒーレ‘ノス [ 2 薬］ 37 

腎交感神経 [ 2 薬］ 37 コラーゲン [ 2 解］ 20 

腎高血圧 ［青 内］ 88 コレラトキシン ［耳 鼻］ 156

人工肛門装具 [ 1 外］ 115 コレステロール ［栄 養］ 32 
人工椎体 ［整 形］ 129 [ 1 薬］ 34 
人工頭脳システム ［医 研］ 175 クエン酸鉛法 [ 1 解］ 17 

腎内尿酸濃度 [ 2 内］ 75 クレアチン燐酸 [ 1 生］ 23 

腎細胞癌 ［病 理］ 40 クリップ法 ［内 視］ 167

［ 泌 ] 148 クロールチャンネル [ 2 内］ 75 
腎性貧血 [ 2 内］ 74 

腎性骨異栄養症 [ 2 内］ 74 化学発光 [ 2 細］ 51 

腎腺腫 ［病 理］ 40 下顎腐 ［ 歯 J 169 
腎神経切除の腎障害への影響 [,Jヽ 児］ 104 下顎腐最深部 ［ 歯 ] 169 

自律神経機能検査法 [ 2 内］ 74 下顎裔前縁角 ［ 歯 J 169 
自律神経温存術式 ［三病外］ 126 下顎の再建 ［耳 恥］ 157
自律神経失調症 ［麻 酔］ 161 化学療法 [ 3 内］ 79 
自律神経症状 ［耳 鼻］ 156 [ 1 外］ 115
時差 ［宇 宙］ 187 下顎頭 ［ 歯 J 169 
時差障害症候群 ［精 神］ 99 下顎頭長軸角 ［ 歯 J 169 
持続握力 ［体 カ］ 182 海外在住者 ［精 神］ 100
女子 ［スボ外］ 190 開眼失行 ［ リハ ］ 164 
乗車用ヘルメット ［法 医］ 59 介入性画像診断 ［ 放 ] lll 

十二指腸潰瘍 [ 2 外］ 119 開心術 ［麻 酔］ 161
循環系のシミュレーション [ ME ] 184 階層的機能構成 [ 2 薬］ 37 
循環血液 ［宇 宙］ 186 回転負荷 ［宇 宙］ 186
循環器病学 ［青 内］ 87 核医学 ［ 放 l lll 
循環の中枢性調節神経機構 [ 2 薬］ 37 核磁気共鳴画像 ［ 泌 ] 149 
循環力学解析 [ ME  ] 183 核種同定法 [ RI J 1so 
重力生理学 ［宇 宙］ 186 核種の分離測定 [ RI ] 180 

重心点 [ 2 生］ 25 冠動脈血管抵抗 [ 4 内］ 85 
重症筋無力症 [ 2 外］ 120 肝動脈結槃 ［三病外］ 126
術後吻合部狭窄 ［内 視］ 167 冠動脈血流 [ 4 内］ 84 
術後呼吸機能 ［三病外］ 126 肝動脈血流量 [ 1 外］ 115
術前処置 [ 1 外］ 115 冠動脈抵抗 (R) [ ME J 183 

冠動脈容積弾性率 (VE]) [ ME ] 183 
Jargon失語 ［ リハ ］ 164 肝表在血管 ［三病内 1J 92 

肝静脈楔入圧 [ 1 外］ 115
冠循環動態 [ ME ] 183 
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肝血流動態 [ 1 外］ 115 肩甲骨外側縁形態 [ 1 解］ 16 

肝血流量： [ 2 外］ 120 血清アデノシンデアミナーゼ (ADA) ［三病内 2l 97 
［庶 酔］ 159 血清感受性 ［整 形］ 130

換気血流、ンンチ ［三病外］ 126 血清コリンエステラーゼ ［臨 検l 65 

乙型肝硬変 ［臨 検］ 66 血清診断法 ［寄 生］ 61 

乙＇型肝硬変 ［臨 検］ 66 血栓溶解療法 [4 内］ 84 

肝硬変症 ［病 理］ 42 欠指症 ［形 成］ 136

肝吸虫症 ［寄 生］ 61 血小板機能低下 [ 2 内］ 74 

肝門脈循環 [ 1 内］ 69 血小板内カルシウムイオ｀／ [ 3 内］ 79 

関連度関数 [ 2 薬］ 37 血中無機弗素 ［麻 酔］ 159

肝細胞癌 ［三病外］ 126 血液粘度 [ 3 内］ 79 

冠細小動脈 [4 内］ 84 血液レオロジ一 [ 3 内］ 78 

肝性脳症 [ 1 内］ 69 血液性状 ［宇 宙］ 186

肝線維化 [ 1 内］ 69 血液腫瘍 ［青 内］ 88 

肝繊維症 ［病 理］ 41 結合織 [ 1 生］ 23 

関節隆起 ［ 歯 J 169 気管支動脈造影 ［三病外］ 126

間質性腎炎 ［医 化］ 29 奇形手の爪甲変形 ［形 成］ 136

肝膵十二指腸切除 ［三病外］ 126 木村病 ［病 理］ 42 

肝予備能 ［三病外］ 126 筋原線維 [ 1 生］ 24 

肝臓門脈台併切除 [ 1 外］ 115 筋疲労 [ 1 生］ 23 

過酸化水素 ［公 衛］ 56 緊急内視鏡 ［内 視］ 167

下肢深部静脈血栓症 ［三病外］ 125 近赤外光 [ 2 生］ 26 

活性化マクロファージ ［病 理］ 42 筋小胞体 [ 1 生］ 24 

［寄 生］ 61 金属アレルギー ［ 歯 l 110 
活性型ビタミン D [ 1 内］ 70 金属分析 ［ 歯 l 110 
褐色細胞腫 ［病 理］ 41 起立性反射 ［宇 宙〕 186

下垂体腫瘍 ［脳 外］ 133 季節性うつ病 ［精 神］ 99 

下垂体前葉 [ 2 解］ 19 気腫性肺嚢胞 ［三病外］ 126

滑面小胞体増生 ［医 研］ 173 基底細胞腺腫 ［病 理］ 42 

括約筋温存手術 [ 1 外］ 115 喫煙 ［公 衛］ 57 

頚動脈分岐部病変 [ ME  ] 184 高ビリルビン血症 ［麻 酔］ 161

頸動脈小体 ［麻 酔］ 160 高分子 lgA [ 2 内］ 73 

形状記憶合金 ［心 外］ 141 抗痴呆薬 ［精 神］ 99 

蛍光物質 ［公 衛］ 57 好中球遊送因子 ［耳 凡］ 156

頚・脳動脈系循環抵抗 ［ リハ ］ 164 抗不整脈剤 ［三病内 2l 96 
痙攣 ［医 研］ 175 宰丸腫瘍 ［ 泌 l 148 
経頭蓋ドップラー超音波検壺法 ［脳 外］ 134 抗癌剤 [ 2 細］ 52 

経頭蓋骨超音波断層法 (TCT) [ ME  l 183 小形条虫感染 ［寄 生］ 62 

経頭蓋骨超音波カラー・ドプラ断層法 (TCDT) 攻繋的行動 ［栄 養］ 32 

[ ME  ] 183 膠原病 ［病 理］ 43 

経頭蓋骨的超音波血流計 [ 4 内］ 84 咬合平面角 ［ 歯 ] 169 

血管炎の発生機序 [,Jヽ 児］ 103 咬合異常 ［ 歯 l 110 
血管外科 ［三病外］ 125 抗肺癌モノクローナル抗体 ［三病内 2] 97 

血管柄付き腱移植 ［整 形］ 130 抗白血球抗体 [ 2 細］ 51 

血管形成術 [ 1 外］ 115 高頻度同期波 [ 2 薬］ 36 

血管内皮細胞再生 ［形 成］ 138 高頻度同期波活動形成神経機構 [ 2 薬］ 37 

血管の新生 ［病 理］ 42 抗イデオ・タイプ抗体 [ 1 細］ 48 

血管抵抗 [ 1 外］ 115 高 lgE血症 ［寄 生］ 61 

血管追跡型超音波パルスドプラ血流計[ ME  ] 183 甲状腺癌 [ 1 細］ 49 

血管追跡型超音波装置 [ 4 内］ 84 [ 1 外］ 116

血管増生因子 [ 2 解］ 20 甲状腺乳頭癌 [ 1 外］ 116

血行動態 [ 1 外］ 115 交感神経緊張 ［麻 酔］ 161

血痕 ［法 医］ 59 交感神経系リズム活動 [ 2 薬］ 37 

血行再建手術 [ 1 外］ 115 交感神経機能障害 [ 2 内］ 75 

嫌気的 [ RI ] 181 硬化療法 [ 2 外］ 120

健康医学 ［相 談］ 190 高血圧 [ 2 内］ 74 
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高血圧性肥大心 ［青 内］ 88 急性出血性潰瘍 ［三病内 1l 93 
高血圧心 ［青 内］ 88 

呼気気流動態 ［耳 恥］ 157 Krabbe病脱髄の病因 ［小 児］ 103
抗菌活性 ［青 内］ 88 
好気的 [ RI ] 181 L 

骨格筋 [ 1 生］ 23 labeling index ［三病外］ 126
抗コラーゲン抗体 ［小 児］ 103 LAK [ 1 細］ 48 

［整 形］ 129 Late Potential (L.P) ［三病内 2l 96 
ロ腔癌 ［ 歯 J 170 LB膜 ［医 lilf] 175 

ロ腔期 ［ リハ ］ 164 LDH結合性免疫グロプリン ［臨 検］ 65 

ロ腔粘膜病変 ［ 歯 ] 170 loosening ［整 形］ 129

ロ腔の機能 ［ 歯 ] 170 

航空身体検在 ［相 談］ 190 M 

呼吸調節の中枢性統御神経機構 [ 2 薬］ 36 マクロファージ [ 2 細］ 51 
呼吸中枢神経回路 [ 2 薬］ 36 マッシュルーム ［公 衛］ 57 

呼吸反射 [ 2 薬］ 37 マウスリボソーム DNA(rDNA) ［医 研］ 177

呼吸器核医学 ［ 放 l lll メディカルテクノロジーアセスメント［情 報］ 189

呼吸筋支配運動神経 [ 2 薬］ 37 メトリザマイド濃度勾配法 ［寄 生］ 62 

呼吸筋運動制御 [ 2 薬］ 37 ミクロフィラリア ［寄 生］ 62 

呼吸リズム形成神経機構 [ 2 薬］ 36 モデル動物 ［三病内 2l 97 
呼吸性ニューロン [ 2 薬］ 36 モニクリング ［公 衛］ 56 

呼吸周期 [ 2 薬］ 37 モノクローナル抗体 [ 1 細］ 49 

硬膜外麻酔 ［麻 酔］ 161 ［寄 生］ 61 

鼓膜内真珠 ［耳 鼻］ 156 [ 1 外］ 116

鼓膜癒着 ［耳 鼻］ 156 ［三病外］ 126

高尿酸血症 [ 2 内］ 75 モノクロクリン／ ［青 内］ 88 
高齢者のリハビリテーション ［ リハ ］ 164 

好酸球 ［寄 生］ 62 埋入電極 ［ リハ ］ 163 

好酸球，好中球，好塩基球の機能と分化 摩耗試験機 ［整 形］ 129

［小 児］ 104 慢性腎毒性 ［病 理］ 42 

光線過敏症 ［ 皮 ] 108 慢性腎不全 [ 2 内］ 74 

高親和性抗体 ［寄 生］ 62 慢性硬膜下血腫 ［脳 外］ 133

鼓室形成術 ［耳 鼻］ 156 慢性糸球体腎炎 [ 1 内］ 70 
抗腫瘍クローン抗体 ［ 放 ] 112 慢性透析患者の心機能 [ 2 内］ 75 

抗体依存性螺虫殺滅 ［寄 生］ 62 末梢動脈 [ 1 外］ 115

抗てんかん薬 ［精 神］ 99 末梢血 T細胞活性化 ［三病内 1l 93 
後天性免疫不全症 [ 1 細］ 48 迷走神経 [ 2 薬］ 37 

骨形態計測法 ［ 歯 ] 170 免疫電顕 ［医 研］ 173

骨巨細胞腫症例 ［病 理］ 41 免疫複合体 [ 2 細］ 51 

骨肉腫 ［病 理］ 41 免疫グロプリン遺伝子超ファミリー系［医 研］ 175
骨成長 ［宇 宙］ 187 免疫応答遺伝子 ［臨 検］ 65 
骨髄線維症 [ 2 内］ 74 網膜の mRNA ［医 化］ 29 

屈曲位 ［体 カ］ 182 門冗症 [ 2 外］ 120
胸部食道癌 ［三病外］ 126 門脈圧 [ 1 外］ 115

競技選手 ［スボ外］ 190 門脈導管区間 ［臨 検l 66 
競技特性 ［スポ外］ 190 門脈実質区間枝 ［臨 検］ 66 
教育メディア ［情 報］ 188 門脈循環 ［三病内 1l 92 
虚血再灌流 ［青 内］ 87 門脈血流量 [ 1 外］ 115
虚血性視神経症 ［ 眼 ] 152 森田療法 ［精 神］ 98 

胸腔鏡下治療 ［三病外］ 126 森田神経質 ［精 神］ 98 
局所注射法 ［内 視］ 167 無アルプミンラット ［医 研］ 173
吸入麻酔薬 ［麻 酔］ 159 無アルプミンラット (NAR) [ 1 内］ 69 
急性白血病 ［三病内 1l 94 無重力状態 ［宇 宙］ 186
急性腎不全 ［病 理］ 40 無侵辿血栓溶解療法 [ ME ] 184 

急性心筋梗塞 [ 4 内］ 84 無侵殷定鼠的血流測定装置 (QFM) ［精 神］ 100

［三病内 2l 96 無症状胆石 [ 1 内］ 70 
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MAC ［麻 酔］ 159 Nd-YAGレーザー ［内 視］ 166

Mammosomatotropes [ 2 解］ 20 NGF ［栄 養］ 32 

Metoprolol ［三病内 2l 96 Nicorandil ［三病内 2l 96 
M. gracillimus orbitae [ 1 解］ 16 5-nitroacenaphthene ［公 衛］ 56 

Mitomycin C ［公 衛］ 57 NODマウス [ 3 内］ 78 

morphine [ 2 薬］ 37 NPH ［ リハ ］ 164 

MRI ［精 神］ 99 4-NQO ［公 衛］ 56 

MRIシネ画像 ［脳 外］ 134

mRNA ［栄 養］ 32 

゜［ 眼 ] 153 オルニチソ脱炭酸酵素 [ 3 内］ 79 

Myoinositol ［青 内］ 88 オルニチン脱炭酸酵素 (ODC) ［栄 養］ 31 

オステオカルシソ [,Jヽ 児］ 104
N 

ネフローゼ症候群 [ 1 内］ 70 黄疸犬 [ 1 外］ 115

ネットワーク ［情 報］ 188 横隔神経 [ 2 薬］ 36 

ニトログリセリン ［麻 酔］ 159 温熱療法 ［ 放 ] 112 

ニューロン機能構成 [ 2 薬］ 36 黄色ブドウ球菌 [ 2 細］ 51 

黄色フ＇ドウ球苗 a毒素 [ 1 薬］ 34 

内因性第三群オピオノイドペプチド [ 2 内］ 75 親子鑑定 ［法 医］ 59 

内因性 opioidペプチド [ 2 薬］ 37 親子式十二指腸内視鏡 ［三病外］ 127

内界化 ［病 理］ 41 

内視鏡下の鼻内手術 ［耳 鼻］ 157 ODC ［栄 養］ 31 

内視鏡的拡張術 ［内 視］ 167 ODC ァンチザイム ［栄 養］ 31 

内視鏡的硬化療法 ［三病外］ 126 l.25(0H)2D, [ 2 内］ 74 

［内 視］ 166 12-0H-LJLProstaglandin A誘導体 ［産 婦］ 144

内視鏡的切除 ［三病外］ 127 OK432 [ 1 内］ 69 

内視鏡的切除法 ［内 視］ 167 OKT4A [ 1 細］ 48 

中村の分類 ［法 医］ 59 oncogene ［青 内］ 88 

難治性うつ病 ［精 神］ 99 opioid系 [ 2 薬］ 37 

熱画像 [ ME  l 184 opioid系薬物 [ 2 薬」 37 

熱勾配式組織血流計 ［ 眼 ] 153 

日内変動 [ 2 解］ 20 
p 

握り動作 ［ リハ ］ 163 パラクロルベンゼンのアレルギ一発症のメカニズム

肉芽組織 ［病 理］ 42 ［小 児］ 104

二輪車事故 ［法 医］ 59 パルスドップラー法 [ 1 内］ 69 

脳動脈硬化 [ 4 内］ 83 ペインクリニック ［麻 酔］ 161

脳動脈攣縮 ［脳 外］ 134 ペントキシフィレソ ［産 婦］ 145

脳動脈瘤破裂 ［脳 外］ 134 ピーク面積 [ 2 薬］ 37 

脳波 ［麻 酔］ 160 ピーク周波数 [ 2 薬］ 37 

脳血管障害 [ 1 内］ 70 ピリドキサル・リン酸 (PLP) ［医 化］ 28 

[ 3 内］ 80 ピリドキシソ (PN) ［医 化］ 28 

［脳 外］ 134 ピリドン・カルボン酸系抗茜菜 [ 2 内］ 74 

脳機能不全 [ 2 内］ 74 ボックリ病 ［法 医］ 59 

脳シンチグラフィ ［ 放 ] lll ボリアミン ［栄 養］ 31 

脳振盪 ［脳 外］ 133 [ 3 内］ 79 

脳腫瘍 ［脳 外］ 133 プライバシー ［情 報］ 188

尿路感染 ［ 泌 ] 149 プラズマ重合レプリカ ［医 研］ 173

尿細管間質炎 ［病 理］ 40 プリン代謝系 ［医 研］ 175

尿失禁 ［ 泌 ] 149 プロゲステロン ［麻 酔］ 159

乳房温存手術 ［三病外］ 125 プロカイソ [ 1 薬］ 35 

乳癌 [ 1 内］ 116 プロモーター [ RI ] 181 

乳癌患者心理 ［三病外］ 126 プロラクチン ［臨 検］ 65 

乳児健診の事後措置 [,Jヽ 児］ 100 プロスタグランディン／ [ 2 外］ 119

プロスクグランディン El ［麻 酔］ 160

naloxone [ 2 薬］ 37 プロテアーゼ阻害剤 [ 2 解］ 20 

Na輸送 [ 2 内］ 74 プロテイン A [ 2 細］ 51 
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プロテイン C欠損症 [ 3 内］ 79 リンバ管系の比較解剖学 [ 1 解］ 17 

プロテオグリカン・コア蛋白 ［整 形〕 130 リン酸カルシューム系結晶化ガラス ［整 形］ 129

プロテウス菌 ［医 研］ 173 リボ蛋白 ［青 内］ 87 
プロテーゼ挿入法 ［内 視］ 167 ローマン反応 [ 1 生］ 23 
プトレッシン ［栄 養］ 31 

卵果ガン関連抗原 ［医 化］ 29 

p300 ［精 神］ 100 卵巣腫瘍 ［産 婦］ 144

Pacemaker植込み症例 ［三症内 2l 96 輪郭形状測定 ［ 歯 l 169 
papilloma virus ［ 皮 ] 107 臨床電気生理学的検査 [ 4 内］ 84 

PGI2 ［産 婦］ 145 臨床核医学 [ 3 内］ 79 

phenylhydrazine ［公 衛］ 56 臨床免疫 [ 3 内］ 79 

phosphatase ［医 化］ 28 濾胞上皮細胞 [ 2 解］ 19 

Pin-on-Disk法 ［整 形］ 129 應胞細胞—未分化細胞説 [ 2 解］ 19 

plasmalogen [ 4 内］ 83 老人性痴呆 ［青 内］ 88 

PLP ［医 化］ 28 緑内障 ［ 眼 l 153 
PLP結合性クンパク質 ［医 研］ 175 緑膿菌 [ 2 細］ 52 

polyethylenimine (PEI) [ 2 内］ 73 緑膿菌の血清感受性 [ 2 細］ 52 

Polymixin B [ 2 生］ 25 緑膿菌の血清型 [ 2 細］ 52 

polyphenolic protein ［整 形］ 130 流暢性失語 ［ リノ、 ］ 164 

Porous coating ［整 形］ 129

prefabricated flap ［形 成］ 137 receptor antagonist [ 2 外］ 119

presynaptic site ［麻 酔］ 160 recombinant human crythropoeitin [ 2 内］ 74 

Primary respiratory neuron [ 2 薬］ 36 recruitment ［ リハ ］ 163 

primitive neuroectodermal tumor ［病 理］ 41 ［体 カ］ 182

PRL-mRNA [ 2 解］ 20 Retinyl Palmitate ［青 内］ 88 

prostacyclin ［青 内］ 88 RIアンジオグラフィー [,Jヽ 児］ 104

Prostaglandin E2 ［公 衛］ 56 

P58産生能 ［医 研］ 175 s 
PTCA ［三病内 2] 96 サルモネラ歯 ［公 衛］ 56 

P-tolylhydrazine ［公 衛］ 56 サルのコラーゲン関節炎 ［整 形］ 129

PUVA療法 ［ 皮 ] 108 七ボフルレン ［麻 酔］ 159

P-450誘導 ［医 研］ 173 セミノーマ ［病 理］ 40 

yーセミノプロテイン ［ 泌 l 148 
Q シナプトソーム膜糖タンバク質 ［医 研〕 175

QFM ［ リハ ］ 164 シナプトゾーム ［医 化］ 28 

シンクロトロン放射光 [ 1 生］ 24 
R シリコンオイル ［ 眼 l 153 

ライソゾーム酵素 [ 2 解］ 20 シスプラチン ［ 泌 l 149 
ラマン分光法 ［ 眼 l 153 ソーダーライム ［麻 酔］ 160

［医 研］ 175 スキンドファイバー [ 1 生］ 23 
ラミニン [ 2 解］ 20 スンクス ［医 研］ 173

ラセ｀ノ型フィラメント ［医 研］ 172 スペクトル解析法 [ 2 薬］ 37 

ラテックス凝集反応 ［寄 生］ 61 スボーツ ［産 婦］ 145

ラット ［宇 宙］ 186 スボーツ外傷・障害 ［スポ外］ 190
レックリングハウゼン病 ［ 皮 l 109 ステロイド ［栄 養J 32 
レクチン類 ［病 理］ 43 ストレス ［桔 神］ 100
レノグラム ［ 泌 J 149 ストレス潰瘍 [ 2 外］ 120
レセプター ［産 婦］ 146

レーザードプラー法 ［三病内 1l 92 詐病 ［ 眼 ] 153 

レーザー内視鏡 ［内 視］ 166 細胞培披 [ 1 内］ 69 

レーザーラマン分光法 ［医 化］ 29 細胞電気泳動自動化装置 [ 3 内］ 79 

[ 1 薬］ 35 細胞霞気泳動試験 [ 3 内］ 79 
リチウム ［精 神］ 99 細胞骨格 ［医 化］ 29 

リハビリテーション [ 4 内］ 85 細胞内 Ca2+ ［実 験］ 179

リンの転送能 [ 2 内］ 74 細胞内弾性系 [ 1 生］ 23 

リンパ管静脈吻合術 ［三病外］ 125 細胞内 freeCa [ 2 内］ 74 
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細胞内情報伝達物質 [ 1 薬］ 34 視覚生理 ［ 眼 ] 152 

細胞性免疫 ［寄 生］ 61 視覚誘発電位 ［ 眼 ] 153 

細胞質甲状腺ホルモ‘ノ結合タンパク質［医 研］ 175 視感度測定 ［ 眼 ] 153 

細胞容積 [ 1 生］ 23 止血法 ［内 視］ 167

最大握力 ［体 カ］ 182 心筋保謹 ［心 外］ 141

最大酸素摂取量 ［臨 検］ 64 色相配列検査器 ［ 眼 ] 152 

柴苓湯 [ 1 内］ 70 色素試験 ［寄 生］ 61 

再生肝 ［医 研］ 175 色対立応答特性 ［ 眼 ] 152 

三次元 CT ［整 形］ 130 子宮頸部癌 [ 2 解］ 20 

3次元 CT ［形 成］ 136 子宮頚部腺癌 ［産 婦］ 145

3次元測定装置 ［ 歯 J 169 糸球体基底膜病変 [ 2 内］ 73 

酸化殺菌能 [,Jヽ 児］ 103 糸球体基底膜の透過性 [ 2 内］ 73 

左右心室駆出率 [,Jヽ 児］ 104 糸球体疾患 ［病 理］ 40 

性別鑑定 ［法 医］ 59 心房細勤粗動 [ 4 内］ 84 

生物学的マーカー ［精 神］ 99 深部脳動静脈奇形 ［脳 外］ 134

成長ホルモ｀ノ遺伝子 ［小 児］. 103 振動反射 ［形 成］ 137

精度管理 ［公 衛］ 56 唇顎口蓋裂患者 ［ 歯 ] 170 

制癌剤感受性テスト [ 3 内］ 79 心肥大 ［青 内］ 87 

星状神経節プロック ［麻 酔］ 161 心因性視力障害 ［ 眼 ] 153 

性器ヘルペス ［ 皮 l 10s 心カテ症例 ［三病内 2l 96 
性機能 ［ 泌 l 149 神経細胞 PC12 ［医 化］ 29 

静止張力 [ 1 生］ 23 神経再生 ［形 成］ 137

精神分裂病 ［精 神］ 99 神経成長因子 ［整 形］ 129

精神分析療法 ［精 神］ 98 神経線維腫症 ［ 皮 ] 109 

精巣障害 ［ 泌 l 149 神経鞘腫 ［脳 外］ 134

静水圧 [ 1 生］ 23 神経周囲浸潤 ［三病外］ 126

胴帯血中の lgE ［小 児］ 104 神経終末 ［医 化］ 28 

生体の三次元データベース [ ME  ] 184 神経組織の再生・分化 ［医 化］ 28 

生体リズム ［宇 宙］ 187 心筋置換 ［心 外］ 140

生体親和性 ［整 形］ 129 心筋シンチグラフィ ［ 放 ] lll 

積分筋電図 ［ リハ ］ 163 心筋収縮力 ［青 内］ 88 

赤外分光法 ［医 研］ 175 進行癌の内視鏡的治療 ［内 視］ 167

脊髄脂肪腫 ［脳 外］ 134 進行膵癌 ［三病内 l] 92 

脊髄小脳変性症 [ 1 内］ 70 心内血流分布 [ ME  ] 184 

[ 3 内］ 80 心拍リズム成分 [ 2 薬］ 37 

脊髄誘発電位 ［整 形］ 130 診療報酬ヽンステム（レセプト） ［情 報］ 188

赤血球変形能 [ 3 内］ 79 新生児外科 [ 1 外］ 116

赤血球ナトリウムーリチウム対向輸送系 CRSLC) 心刺激伝導系 ［法 医］ 59 

［精 神］ 99 身体的プロフィル ［スボ外］ 190

遷延性呼吸抑制 ［麻 酔］ 160 伸展位 ［体 カ］ 182

線維芽細胞増殖因子 [ 2 内］ 74 浸透圧 ［栄 養］ 32 

線形重回帰モデル ［麻 酔］ 160 心臓代謝 ［青 内］ 87 

尖圭コンジローム ［ 皮 l 107 糸粒体 ［医 研］ 172

旋毛虫感染 ［寄 生］ 62 糸粒体呼吸 ［医 研］ 172

潜伏性眼振 ［ 眼 l 153 視神経炎 ［ 眼 l 152 
剪力損傷 ［脳 外］ 133 視神経再生 ［ 眼 J 153 
浅指屈筋 ［体 カ］ 182 視神経障害 ［ 眼 J 152 
穿刺吸引細胞診 [ 1 外］ 116 脂質代謝学 ［青 内］ 87 

染色体分析 [ 3 内］ 79 歯周組織創傷治癒 [ 2 外］ 20 

腺腫 ［病 理］ 41 自然発症矮小ラット (SDR) [ 2 外］ 19 

選択的末梢神経染色法 [ 1 解］ 17 自然気胸 ［三病外］ 126

先天性眼振 ［ 眼 ] 153 小腸 ［病 理］ 41 

先天性心疾患 [,Jヽ 児］ 104 初代培養肝細胞 ［栄 養］ 32 

［心 外］ 142 消費カロリー [ 2 生］ 26 

腺様渡胞癌 ［病 理］ 43 小胞細胞 [ 2 解］ 19 

歯科補綴学修復 ［ 歯 ] 170 消化管ホルモン [ 1 外］ 115
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消化管狭窄 ［内 視］ 167 Staphylococcal exfoliative toxin A (sET-A) 

消化管ポリープ ［内 視］ 167 ［医 研］ 177

消化管出血 ［内 視］ 167 Steroidogenic protein [ 1 薬］ 34 

小核試験 ［公 衛］ 56 

消化性潰瘍 [ 2 外］ 119 T 

食菌活性 [ 2 細］ 51 クリウム SPECT ［三病内 2] 96 

食道超音波内視鏡 ［三病外］ 126 トキソプラズマ ［寄 生］ 61 

食道・胃接合部機能 [ 2 外］ 120 トキソプラズマ内膜 ［寄 生］ 61 

食道静脈瘤 [ 1 内］ 69 トキソプラズマ内膜蛋白 (P42) ［寄 生］ 61 

［内 視］ 166 トキソプラズマ性髄膜脳炎 ［寄 生］ 61 

食道静脈瘤合併肝細胞癌 ［三病外］ 126 トキソプラズマ主要膜抗原 (P30) ［寄 生］ 61 

食道静脈瘤硬化療法 [ 1 内］ 69 トレット~~ミル ［宇 宙］ 186

［三病内 1J 92 トリメクファン／ ［麻 酔］ 160

食物アレルギー ［小 児］ 104 てんかん ［精 神］ 99 

食細胞 [ 2 細］ 51 とらわれの精神病理 ［精 神］ 98 

小児外科 [ 1 外］ 116

小児 lgA腎症 ［小 児］ 104 多発外傷 ［法 医］ 59 

小児ネフローゼ症候群 ［小 児］ 104 多発性硬化症 ［ 眼 ] 152 

集団精神療法 ［精 神］ 98 体外衝娯波結石破砕術 ［ 泌 ] 149 

周波数分析 ［ リハ ］ 163 体外衝臀波胆石破砕療法 [ 1 内］ 70 

手術支援ヽンステム [ ME  ] 184 体位変換 ［宇 宙］ 186

手術侵襲 [ 1 外］ 115 a帯域波 ［精 神］ 100

出血性・ンョック [ 1 外］ 116 帯状疱疹 ［ 皮 ] 108 

腫瘍遺伝子 ［青 内］ 88 大気浮遊粉塵 ［公 衛］ 56 

腫瘍マーカー ［産 婦］ 144 大麻 ［公 衛］ 56 

腫瘍シンチグラフィ ［ 放 l m 耐摩耗性 ［整 形］ 129

腫瘍体積 [ ME  ] 184 代謝心臓病学 ［青 内］ 87 

阻害蛋白質 ［栄 養］ 31 胎仔手術 ［形 成］ 137

総頚動脈血流量 ［ リハ ］ 164 多環芳香族炭化水素 ［公 衛］ 56 

早期癌の内視鏡的根治療法 ［内 視］ 167 多形核白血球 [ 2 細］ 51 

早期乳癌 ［三病外］ 125 胆道癌 [ 2 外］ 120

早期食道癌 ［内 視］ 166 ［三病外］ 126

側頭筋膜皮弁 [ 1 解］ 16 単一運動単位 ［ リハ ］ 163 

側頭葉てんかん ［精 神］ 99 ［体 カ］ 182

咀咽筋 ［ 歯 ] 170 胆汁分泌 [ 1 内］ 69 

組織内加温 ［ 放 l 112 胆汁中カルシウムイオン [ 1 内］ 70 

組織接合剤 ［整 形］ 130 単純ヘルペス ［ 皮 ] 108 

創傷治癒 [ 2 外］ 120 胆汁酸 ［栄 養］ 32 

躁うつ病 ［精 神］ 99 胆汁脂質 [ 1 内］ 69 

膵微小循環 [ 3 内］ 79 胆嚢機能障害 ［三病外］ 126

膵液分泌 [ 3 内］ 79 蛋白合成阻害剤 ［栄 養］ 31 

膵癌 ［三病外］ 127 蛋白尿 [ 1 内］ 70 

睡眠 ［精 神］ 99 胆石症 [ 2 外］ 120

睡眠時無呼吸症候群 ［精 神］ 99 胆石症長期経過例 [ 1 内］ 70 

水素クリアラ‘ノス組織血流計 ［ 眼 ] 153 胆石と胆道癌 [ 1 内］ 70 

水痘・帯状疱疹ウイルス ［ 皮 ] 108 多剤耐性遺伝子 (MDR1) ［青 内］ 88 

低比重リボ蛋白吸着 [ 2 内］ 73 

S-100 ［病 理］ 43 低血圧麻酔 ［麻 酔］ 159

S-lOOa [ 2 解］ 20 低血圧薬 ［麻 酔］ 159

skull base surgery ［耳 鼻］ 157 低密度好酸球 ［寄 生］ 62 

SOD ［ 皮 ] 109 低酸素 ［麻 酔］ 160

Somatostatin [ 2 解］ 19 低親和性抗体 ［寄 生］ 62 

Southern法 ［ 皮 ] 107 適応の弾力性 ［ 衛 ］ 54 

SPECT [ 1 内］ 70 頭部外傷 ［法 医］ 59 

［ 泌 J 149 ［脳 外］ 133

［ リノ、 ］ 164 頭頚部腫瘍 ［耳 恥］ 157
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頭頚部腫瘍患者の耳管 ［耳 鼻］ 156

特異的 lgG [,Jヽ 児］ 104
y 

特殊環境 ［スボ外］ 190 ヤマビル ［ 衛 ］ 54 

糖尿病 [ 4 内］ 83 ュビキチン系蛋白 ［医 化］ 29 

糖尿病学 ［青 内］ 87 ユーイング肉腫 ［病 理］ 41 

糖尿病妊娠 ［産 婦］ 145

糖尿病性壊疸 [ 3 内］ 79 薬剤過敏性問質性腎炎 [ 2 内］ 73 

糖尿病性合併症 [ 3 内］ 78 拒剤感受性テスト ［産 婦］ 144

糖尿病性腎症 [ 2 内］ 75 薬剤耐性 ［産 婦］ 144
糖尿病性末梢循環障害 [ 3 内］ 79 薬剤耐性菌 ［ 泌 J 149 
糖尿病性網膜症 ［ 眼 l 153 予防接種 [1Jヽ 児］ 103
糖尿病性神経障害 [ 3 内］ 80 四連反応比 ［麻 酔］ 160
糖尿病性心筋障害 [ 3 内］ 79 幼小児頭部外傷 ［脳 外］ 133
糖尿病性心障害 ［青 内］ 88 指動脈の走行 ［形 成］ 137
糖質コルチコイド [ 1 薬］ 34 遊泳連動 [ ME ] 184 

撓側手根伸筋 ［体 カ］ 182 融合遺伝子 [ RI ] 180 

突然死 ［法 医］ 59 有茎頭蓋骨片 ［脳 外］ 134
痛風の腎障害 [ 2 内］ 75 輸lfll [ 2 細］ 51 

遊離骨格筋移植 ［心 外］ 140
TAE ［三病外］ 126 梵賛 ［ 皮 l 107 
TAE療法 [ 1 内］ 69 
tail suspension ［宇 宙］ 186 YAGレーザー 眼 153 
T-cellサプセット ［三病外］ 126 Yaleの分類 歯 170 
/3-TCP CTri-calcium phosphate) ［整 形］ 129
thromboxane A, ［青 内］ 88 z 
TIL [ 1 細］ 48 嬬虫 ［寄 生］ 61 
traumatic spreading depression syndrome 前・後骨間神経の解剖 ［形 成］ 137

［脳 外］ 133 全筋 [ 1 生］ 23 
tryptophan ［精 神］ 99 前骨澗神経 [ 1 解］ 17 

前立腺癌 ［ 泌 ] 148 
u 前立腺抗原 ［ 泌 J 148 

ウイルス性慢性肝炎 ［病 理］ 41 前立腺ラテント癌 ［病 理］ 40 
ウリナスクチソ ［麻 酔］ 160 前立腺酸ホスファターゼ ［ 泌 ] 148 
ウロダイナミックス ［ 泌 l 149 仝失語 ［ リハ ］ 164 

喘息 ［病 理］ 42 
宇宙酔い ［耳 局］ 156 前腕伸筋 [ 1 解］ 16 
鳥脚病 ［公 衛］ 57 絶対臥褥期 ［精 神］ 98 
運動訓練 ［宇 宙］ 186 浩血器腫瘍 [ 3 内］ 79 
運動ニューロン疾患 [ 1 内］ 70 ［青 内］ 88 
右心機能 [ 4 内］ 84 増殖 ［栄 養］ 31 
右室梗塞 [ 4 内］ 84 頭蓋内損傷 ［法 医］ 59 

V 

Vincristine ［公 衛］ 57 
Vitamin E [ 3 内］ 79 

w 

Warthin腫瘍 ［病 理］ 42 
WBN/Kobラット [ 3 内］ 78 

X 

133Xe法 ［三病内 1l 92 
X線回折法 [ 2 生］ 25 
X線赤道反射 [ 1 生］ 24 
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